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第Ⅳ章　調査の成果

第２節　古墳時代の成果

１　遺構

（１）方形竪穴建物跡（第２－１図）

古墳時代の竪穴建物跡は，方形竪穴建物跡 49 基，円形

竪穴建物跡７基の計 56 基検出した。竪穴建物跡は調査

範囲の広い範囲から検出されているが，調査範囲の南西

部はやや数が少ない。これは調査区の南西部分の西側約

1/3 が近現代の大きな攪乱を受けており，縄文時代前期

以降の層が消失していることが一因としてあげられる。

古墳時代の方形竪穴建物跡に関しては、川久保遺跡の

地形から，串良川に近い標高 31 ｍ～ 33 ｍの平坦に近い

地形から検出された東側竪穴建物跡群，遺跡の中央部付

近の標高 33 ～ 34 ｍの平坦に近い中段部から検出された

一群及びその北側から密集して検出された中央部の竪穴

建物跡群，標高 34 ｍ以上の斜面及びその西側から検出

された西側竪穴建物跡群の３つの範囲に分けて掲載して

いる。なお，円形竪穴建物跡に関しては，多くが遺跡の

西側で検出されており，西側で検出された方形竪穴建物

跡の後に掲載する。

東側（川側）の竪穴建物跡群（第２－２図）

川久保遺跡と東側に隣接する串良川の標高差は約

10 ｍである。水場に近い立地であり，この東側からは鍛

冶関連遺構が集中して検出されており，東側で検出され

た竪穴建物跡 14 基のうち，少なくとも５基が鍛冶関連

建物跡である。

東側の竪穴建物跡群の特徴としては，中央部や西側の

建物跡群と比較して，大型の建物跡が多く，重複する割

合が低く，また建物間の間隔がやや空いていることが挙

げられる。

川久保遺跡の地層はⅤa層の下位では，鬼界カルデラ

の爆発的噴火に伴う地震の影響で発生した液状化現象に

よりⅤx（噴砂シラス）層等が遺跡のほぼ全面で確認する

ことができ，東側では特にその様相が顕著である。

川久保遺跡Ａ地点東側のアカホヤ火山灰（Ⅴa）層より

上位の層は，近現代の耕作土であり，表土直下がすぐⅤa

層という状態であった。

竪穴建物跡１号（第２－３図）

竪穴建物跡１号は，遺跡の調査区の北東角部Ｃ36 区Ⅴ

a（一部Ⅴx）層から検出されており，一部は遺跡外へと

延びている。長軸（南北軸）3.9 ｍ，短軸（東西軸）3.4 ｍ

のほぼ正方形に近い形状を呈し，検出面から底面までの

深さは約 20cmである。長軸はわずかに西側にずれるが，

ほぼ南北方向軸に沿っている。壁面は緩やかに立ち上が

り，堆積した埋土は単一である。貼床等は確認されてお

らず，底面を床面として使用していたと考えられる。ま

た，炉跡・焼土跡，硬化面も検出されなかった。

竪穴建物跡１号の周辺は，Ⅴa層の残存は部分的であ

り，表土直下がⅤx（噴砂シラス）層である範囲も見られ，

竪穴建物跡１号の壁面や底面も砂質のⅤx層で形成され

ていた。そのためか，床面には複数の柱穴と考えられる

円形のシミ状痕跡が確認できたが，明確に柱穴と呼べる

ものにはならなかった。

出土遺物（第２－４図）

遺物の出土量は少なく，遺構の中央部から南西部にや

やまとまって出土しており，北側と東側では出土量がや

や希薄である。そのような中でも，完形の丸底甕および

丸底甕と考えられるものが２個体，底面から出土してい

る。また，底面より浮いた状態ではあるが，丸底の底部

が２点出土しており，竪穴建物跡１号から出土した甕の

可能性がある土器の底部は全て丸底であり，脚は小破片

を含め出土していない。

土器（第２－５図）

１～４は，その出土状況から竪穴建物跡１号に帰属す

る可能性が高い土器群である。

１は完形に復元できた丸底甕である。頸部はくびれ，

口縁部が外反する丸底甕である。口径は 23.0cm，器高は

26.0cmを測る。器壁の厚さは，口縁部や胴部が７～８mm

程度に対し，丸底を呈する。底部は 2.7cmと非常に厚く

なっている。非常に丁寧に製作された土器である。１は

遺構の中心部から南西部にかけて散在して出土してい

る。破片は大きく 10cm以上のものが見られ，最大 20cm程

度となるものも見られる。破片４点以外は全て底面から

出土しており，底面から浮いた状態で出土している４点

は，全て３cm以下の小破片であった。

１の外面は口縁部から屈曲部である頸部までは，単位

幅の不明瞭な横方向のナデが施され，さらに頸部ではそ

の上から幅５mm程度の横方向の工具ナデを施す。また，

頸部付近では調整の上から装飾然とした幅２mm，長さ２

cm前後の工具によるナデ（凹み）を施す。胴部から底部に

かけては，幅７mm程度の縦方向の工具ナデを施した後，

部分的に横方向の工具ナデを重ねて施している。底部は

摩滅しており，調整は不明瞭であるが，工具ナデが施さ

れている様である。また，底部には同心円状に黒色化し

ている箇所が確認できる。内面口縁部から胴部上位にか

けては，幅２cm程度の工具ナデを各方向に施した後，単

位不明瞭の直線的な横方向のナデが施されている。ま

た，頸部屈曲部分に合わせるように，幅５mm程度の１条

の横方向の工具ナデが施されている。胴部全面は幅２cm
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程度の斜め方向の工具ナデが施されている。底部は単位

不明瞭なナデを施している。

１の口縁部から胴部中程にかけては，吹きこぼれに由

来すると考えられる炭化物の付着が見られた。この付着

炭化物の放射性炭素年代測定（AMS測定）をおこなったと

ころ（第３分冊自然科学分析参照），２σ暦年校正年代は

424calAD-541calAD（95.4%）となり，おおよそ５世紀前半

～６世紀中頃の範囲の値である。

２は甕の口縁部から胴部下半までの資料である。頸部

がくびれ，口縁部が外傾する。口径は 23.2cmを測る。遺

構中心部に集中して出土しているほか，やや東よりや南

側からも出土している。破片は大きく 10cm以上のものが

多い。南側の３点は胴部片であり，そのうち２点は 10cm

以上の破片である。遺構中心部と，中心部より東よりに

出土した破片は，ともに 10cm以上の口縁部片を含む。出

土した破片の 2/3 は底面から出土しているが，大きめの

口縁部片を含む 1/3 は底面から浮いた状態で出土してい

る。出土状況からの判断は難しかったが，ほぼ同じ器形

の１の出土状況を鑑みて，竪穴建物跡１号に帰属すると

考えた。

２の器面には粘土帯の接合痕としての凹凸が残るが，

明確な接合痕が確認できるのは内面の一部分のみであ

る。比較的丁寧な作りである。特徴として，内外面とも

に凹線文の様な工具ナデが施されるが，すでに工具ナデ

やナデによる調整が施された上から，部分的に施されて

おり，器面調整としての意味はあまりなく，意図が不明

である。あるいは装飾を意識している可能性も考えられ

る。外面口縁部は縦・斜め方向の工具ナデを施した後，

横方向の工具ナデが施されている。一部，粘土を貼り付

けた箇所が見られるが，貼り付けたのみで，調整等は確

認できない。胴部上位は斜め方向の工具ナデを施した

後，単位幅が不明瞭な斜め方向のナデを部分的に施し，

さらに凹線文状の工具ナデを縦・横・斜め方向に施して

いる。内面口縁部から屈曲部までは，口縁直下より２cm

辺りまでは横方向のハケ目を施し，さらに下位では幅

1.5cm程度の横方向の工具ナデを施している。ここでも

外面同様な横方向の凹線文状の工具ナデが確認できる。

胴部は単位が不明瞭なナデや，縦・斜め方向の工具ナデ

が施された後，凹線文状の横方向の工具ナデが施されて

いる。縦・斜め方向の工具ナデは調整が粗く，器面の砂

粒の動きが著しい。器面を軽くなぞる程度の調整と考え

られ，砂粒を沈み込ます意図は見られない。

３は高坏の坏部資料である。遺構中央部と南壁の中間

付近，わずかに東側によった位置で，底面から出土して

いる。口径は 17.0cmを測る。外面は横方向の工具ナデが

施されている。下端には縦・斜め方向の工具ナデが施さ

れ，その下位の脚部に接する部分には横方向の工具ナデ

が施されている。内面は横方向の工具ナデが施されてい

るが，器面の剥落が著しい。外面には色調が酸化鉄と類

似した付着物の範囲が広く見られたため，川久保遺跡で

検出されている鍛冶関連遺構との関連を考慮して，金属

探知機や帯磁率計による計測を行ったが，強い反応は得

られなかった。

４は丸底甕もしくは壷の底部資料である。１と同様に

底部の厚みが非常に厚い資料であり，厚さ 2.7cm以上を

測る。遺構の北壁付近・東壁付近・中央部のやや南寄り

の位置と，広く散在して出土している。底面と，底面か

ら浮いた状態で出土している。

４の外面胴部下位は横・斜め方向の工具ナデが施され

ている。底部は横方向の工具ナデが施されている。胴部

下位から底部にかけては，工具ナデの上から縦・横方向

の沈線が施されている。部分的には縦・横の沈線が交わ

り，格子状になる部分も確認できる。沈線は縦方向のも

のが多く，横方向の沈線を施した後，縦方向の沈線を施

したことが，その切り合いから確認できる。内面胴部下

位から底部にかけては，横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。外面の調整と比較して，胎土中の混和材が目

立ち，胎土内に沈みきっていない。これは調整を丁寧に

施さなかったか，使用の結果として器表面の摩滅による

ものか，判断は難しく不明である。

５・６は，貼床面から浮いた状態で出土しており，そ

の出土状況から竪穴建物跡１号廃絶後に廃棄，もしくは

流れ込んだ可能性の高い土器群である。

５は丸底甕もしくは壷の胴部から底部資料である。遺

構の西側に南北に分かれて，底面から浮いた状態で出土

しており，流れ込みと考えられる。外面は横方向の丁寧

な工具ナデが胴部中程から底部まで施されており，調整

は丁寧で器面は平滑である。

内面は胴部下半に斜め・横方向の工具ナデを施した

後，図面上の２点破線の範囲に粘土を貼り付け，斜め方

向の工具ナデを施し，さらに工具により水平方向の太め

の沈線を施し，その沈線の上から幅５mm程度の縦方向の

工具ナデを部分的に施している。この縦方向の工具ナデ

が施されることにより，沈線は分割される形になってい

る。この沈線の意図は不明である。内面底部の工具ナデ

は粗い。底部中央部を除き，その周囲には粘土が貼り付

けられているため，結果として底部中央は凹む形状を呈

する。これら粘土の貼り付けは，補強・補修の意図が考

えられる。

６は坩の胴部から底部の資料である。平底気味であ

り，底径 5.0cmを測る。遺構の中央部と東壁の中間付近

に集中して出土している。全て底面より 10cm程度浮いた

状態で出土しており，流れ込みと考えられる。外面は斜

め方向のミガキが，内面はナデが施されている。

石器（第２－５図）

石１は軽石製品である。遺構の南西角部付近，底面か
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ら出土している。断面は三角形状になる。表面の一部が

赤色化しており，被熱を受けた可能性が考えられる。

石２・石３は棒状礫である。

石２は３の高坏坏部と隣接して出土して，底面から出

土している。網掛け部分に擦痕が確認できる。

石３は遺構の南西部で，底面から出土している。表面

には敲打痕が確認でき，下面にも使用痕と考えられる剥

離が確認できる。

鉄滓

微細な遺物の採取の為に底面埋土を採取し，ふるい掛

けを実施したが，竪穴建物跡１号からは鍛造剥片等の鍛

冶関連遺物は出土しなかった。

炭化物（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡１号では 20 点の炭化物を遺物として取り

上げており，さらに底面埋土のふるい調査でも炭化物が

得られている。炭化物は遺構の南西部に集中が見られ，

底面から出土しているものあった。遺構の南側と中央部

付近でも炭化物の出土が見られたが，ほとんどが底面よ

り上位に浮いた状態で出土している。

出土した炭化物の中から，竪穴建物跡１号に帰属する

可能性が高い底面出土炭化物を抽出し，２点の炭化物に

ついて放射性炭素年代測定（AMS測定）を実施した。分析

の結果，２σ暦年代範囲を見ると，	底面埋土のふるい調

査により得られた資料の確率の高い値では 379calAD-

435calAD（73.2%）で４世紀後半～５世紀中頃，底面出土

炭化材が２つの測定結果の範囲で 398calAD-536calADで

４世紀末～６世紀中頃の値となった。土器１から採取し

た付着炭化物の年代と比較すると，底面で出土した炭化

材が年代的に近い値を示している。

竪穴建物跡２号（第２－６図）

竪穴建物跡２号は，遺跡の調査区の北東部Ｄ 36・37 区

Ⅴa層から検出した。長軸 3.7 ｍ，短軸 3.5 ｍの正方形に

近い隅丸方形を呈し，検出面から底面までの深さは約 30

～ 40cmであり，底面から 10 ～ 18cm程度の厚さで貼床面

が形成されている。底面までの深さは，遺構の北側半分

がより深く掘られている。建物の長軸は南北方向に沿っ

て建てられている。貼床面はほぼ水平に作られ，中心部

には２カ所の焼土範囲が確認されている。焼土の周囲に

は南側へ黒色土の範囲が広がり，黒色土中には細かな炭

化物も混じる。焼土はこの黒色土の下位から検出されて

いる。黒色土の周囲の貼床は南北方向と西側が硬化し硬

化面を形成する。

竪穴建物跡２号の南側には，張り出しの様な構造が確

認できるが明確ではない。柱穴は９基確認され貼床面上

面で検出されているが，明確に捉えることができなかっ

たため，底面まで掘り下げた後，再度柱穴を検出し掘り

下げた。よって貼床の厚さを考慮すると，実際の柱穴の

深さは 10cm程度深くなると考えられる。柱穴はすべて同

一の埋土である。柱穴はＰ１とＰ３以外は壁際もしくは

壁面から検出されている。建物跡の中心部付近では柱穴

は確認されていない。

出土遺物（第２－７図）

遺物は遺構の中心部から北側にやや多く出土してい

るが，遺物の集中区のようなものは見られない。口縁部

が直行，または内湾する甕が貼床面から出土している。

他は坩が数個体出土しており，壷や高坏の出土は確認で

きていない。石器は磨石が出土しているが，貼床面で出

土していたため，遺構に帰属する遺物として掲載してい

る。

土器（第２－８図）

７～ 15 は，貼床面から出土しており，その出土状況

から竪穴建物跡２号に帰属する可能性が高い土器群で

ある。

７は口縁部が直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部下半

までの資料である。口径は 24.8cm，脚部が欠損している

が，脚部を除く器高は 26.0cmである。遺構の南側中央部

貼床面から集中して出土しており，その範囲は８と重

なる。

７の外面口縁部上端は，縦・横方向の工具ナデ及び，

単位が不明瞭なナデが施されており，口縁部下端から胴

部上位にかけては，この不明瞭なナデ調整が続く。胴部

中程は幅１cm程度の縦・斜め方向の工具ナデが施された

後，幅５mm程度の横・縦方向の工具ナデが施されている。

胴部下位は単位幅が不明瞭なナデが施され，胴部下端は

斜め・横方向の工具ナデが施される。内面の口縁部から

胴部上半にかけては，縦・横・斜め方向の工具ナデ及び，

単位幅が不明瞭なナデが施されている。所々に粘土帯の

痕跡が確認でき，断面にも凹凸を確認することができる

が，器面調整は丁寧である。胴部下半は，上から横方向

の工具ナデ，縦・斜め方向の工具ナデの後，斜め方向の

ミガキ，そして胴部下端には横方向の工具ナデが施され

ている。斜め方向のミガキに関しては，光沢感は少ない

が，器面は非常に丁寧に磨かれており，平滑である。内

外面ともに調整痕が不鮮明な箇所が多いが，器面が摩滅

していないことから，最終的な調整としてナデ消しが施

されている可能性が考えられる。

８は頸部がわずかにくびれ，口縁部が内湾する甕Ｄ類

の口縁部から胴部中程までの資料である。頸部の内面に

稜を形成しており，同様の特徴は９・16・17 でも確認で

きる。口径は 23.9cmを測る。遺構の南側中央部貼床面か

ら集中して出土しており，その出土分布は７と類似して

いる。口縁部上端は幅 1.4cm前後の横方向の工具ナデが

施されている。口縁部下半の調整痕は不明瞭であり，確

認できない。突帯貼り付け部分とその上下の器面には，

横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付け，突帯
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には刻目が施される。刻目は突帯の上下にも確認でき

る。胴部には横方向の工具ナデが施された後，幅４～５

mm程度の縦方向のミガキが施されている。内面口唇部に

はナデが施されている。口縁部には幅１cm程度の横方向

の幅の広い工具ナデが施された後，幅５mm程度の横方向

の幅の狭い工具ナデが施されている。貼り付け突帯部分

の内面は屈曲しており，この屈曲部には連続した指押さ

えの痕跡が残り，はっきりとした指紋の痕跡も確認でき

る。胴部上半は縦方向の工具ナデが施されており，上位

では指押さえにより調整が消されている。胴部中程では

横方向の工具ナデが施された後，縦方向のミガキが施さ

れ，部分的には光沢が見られる。

９は頸部内面がわずかに凹み，口縁部が内湾する甕Ｄ

類の口縁部から胴部中程までの資料である。頸部内面に

稜を形成している。口径は 31.4cmを測る。遺構の北側の

貼床面から集中して出土している。外面口唇部付近は，

横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデが施

されている。突帯貼り付け部分の器面には，横方向の工

具ナデを施した後に突帯を貼り付けている。胴部は斜め

方向の工具ナデが，胴部下位には単位幅が不明瞭なナデ

が施されている。内面口縁部は，幅１～ 1.5cm程度の横

方向の工具ナデを施した後，幅５mm程度の器面に凹凸が

残る横・斜め方向の工具ナデが施されている。屈曲部付

近には指押さえの痕跡が残る。胴部は幅１～ 1.5cm程度

の斜め方向の工具ナデが施されている。

10 は甕の脚部資料である。底径は 8.8cmを測る。脚の

高さは 2.3cmと低い。遺構の北側から大きな破片と２cm

程度の小片の２点が出土している。小片は貼床面から浮

いた状態で出土しているが，大きな破片が貼床面上で出

土していたため，遺構に帰属する可能性が高いと判断し

た。外面胴部下位は縦方向の単位幅が不明瞭な工具ナデ

の後に，斜め・横方向の工具ナデが施されている。特に

胴部下端の横方向の工具ナデは，工具の筋がはっきりし

ている。脚部は横方向の工具ナデが施されている。内面

底部はミガキが施されているが，器面の摩滅が著しく部

分的にしか確認できない。脚部内面天井部は，幅の細い

入念なミガキが施されている。脚部内面は横・斜め方向

の工具ナデが施され，下端には部分的に指押さえの痕跡

が確認できる。

11 は胴部下端から大きく反りながら開く形状をして

おり，また上位の器壁が薄いことから，甕の底部と考え

られるが，鉢の脚部の可能性も考えられる資料である。

底径は 7.1cmを測る。脚の高さは 1.7cmと低い。遺構の

中央部，焼土の周囲に広がる黒色土の範囲の貼床面及び

貼床面下位から出土している。外面は脚部下端に一部工

具ナデが確認できるが，その他の部分は各方向の指ナデ

が施されている。部分的には指押さえの痕跡も確認でき

る。内面底部付近は指ナデが施されており，工具痕と考

えられる縦長の痕跡が確認できる。脚部内面は一部に工

具ナデが確認できるが，主に指ナデが施されている。脚

部内面天井部分には指押さえの痕跡が残る。

12 は坩の口縁部資料である。口径は 9.4cmを測る。遺

構の南側から散在して出土している。貼床面，貼床面下

位，貼床面からわずかに浮いた状態で出土している。外

面口縁部上半は横方向，口縁部下半は斜め方向の工具ナ

デが施されている。内面口縁部は横方向の工具ナデが施

されている。

13 は坩の口縁部資料である。口縁部上端でやや垂直気

味に立ち上がる。口径は 10.0cmを測る。内外面に煤が付

着している。遺構の北東部，焼土と壁面の中間あたりの

貼床面から出土している。外面口縁部は，上方から下方

へと縦方向の工具ナデを施した後，口縁部上端ではさら

に横方向の工具ナデを施している。上頸部付近には横方

向の工具ナデが確認できる。内面口縁部は，斜め方向の

指ナデが施され，上端を外面同様横方向の工具ナデで処

理する。口縁部が開く形状をしているが，内面の調整が

やや粗く，脚部の可能性も考えられる。

14 は坩の胴部資料である。胴部最大径は 10.9cmを測

る。遺構の南西部貼床面から出土した一括資料である。

接合はしないが，12 と胎土・色調が類似し，また径も合

うため，同一個体の可能性が考えられる。外面は指ナデ

が施されており，よくナデられているが，その前にミガ

キが施されている可能性が高い。底部付近にわずかに工

具ナデの痕跡が確認できる。内面胴部上端に一部工具ナ

デが確認できるが，他は指ナデが施されている。胴部が

張り出す部分には列状に指押さえの痕跡が並ぶ。

15 は坩の底部資料である。底径は 10.3cmを測る。遺

構の南西部硬化面から出土している。外面は丁寧なミガ

キ，内面は指ナデが施されている。外面底部には部分的

にミガキが薄い部分が見られる。

16 ～ 18 は，その出土状況から，竪穴建物跡２号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

16 は甕の口縁部の資料である。頸部内面には稜を形

成している。口径は 28.8cmを測る。遺構の北西部，中央

部の焼土と壁面の中間あたりから出土している。貼床面

から８cm程浮いた状態で出土している。出土点数も１点

のみであり，他に判断材料がなかったため，流れ込み遺

物と判断した。口唇部には横方向のミガキが施されてい

る。外面口縁部には，幅５mm程度の横・斜め方向の工具

ナデが施されている。突帯部分の上位には，幅６mm程度

の目の細かい工具ナデが施されている。突帯はこの工具

ナデの上から貼り付けられている。内面口縁部上端は横

方向のミガキが施されている。口縁部はナデが施されて

いる。

17 は甕の口縁部資料である。頸部内面には稜を形成し
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ている。遺構の北側に散在して出土している。３点の土

器片の接合資料であるが，それぞれ検出面近く，貼床面

から７cm程度浮いた状態，貼床面で出土しており，流れ

込みと判断した。外面口縁部上端には幅の細い工具でミ

ガキが施されている。口縁部には工具・単位幅が不明瞭

なナデが丁寧に施されている。口縁部下端には筋のはっ

きりした横方向の工具ナデが施されている。胴部上端に

は横・斜め方向の工具ナデが施されている。内面口唇部

には指押さえの痕跡が凹みとして残っている。口縁部上

位はミガキ，口縁部中位は幅の細い工具ナデ，口縁部下

位には幅の太い工具ナデが施されている。胴部上位には

部分的に斜め方向の工具ナデや，縦方向のミガキが施さ

れ，口縁部にまで及ぶものも見られる。頸部付近には指

押さえの痕跡が多く残る。

18 は高坏の脚柱部資料である。遺構の北側，焼土と北

壁の中間付近で出土している。貼床面から 12cm程浮いた

状態で出土しており，また，出土点数も１点のみであっ

たため，流れ込みと判断した。外面は斜め方向のミガキ

がまばらに施されている。脚柱部下端には，指押さえの

痕跡と爪形の痕跡が残る。内面はナデやミガキが施され

ている。脚柱部と裾部分の境目はナデ調整が不十分なた

め，接合線が明確に確認できる。

石器・礫（第２－８図）

石４は砥石である。焼土の中心より北東に約 50cmの位

置で，貼床面から出土している。

石５は磨敲石である。表面に擦痕，表面の一部および，

側面に敲打痕が確認できる。焼土の南側，黒色土の範囲

の貼床面から出土している。

石６は礫である。焼土に隣接した黒色土の範囲の貼床

面から出土している。上面の一部に平坦に近い面がある

が，使用痕は確認できない。

炭化物・炭化木（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡２号では 16 点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から，竪穴建物跡２号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，２点

の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した。炭１は遺構の中央部よりやや北東の位置か

ら，炭２は遺構の中央部よりやや北の位置の貼床面か

ら，それぞれ出土している。

分析の結果，２σ暦年代範囲を見ると，炭１が

250calAD-383calAD（95.4%），炭２が 252calAD-381calAD

（95.4%）となり，ともに３世紀中頃～４世紀後半の値と

なっている。

また，炭２については，樹種同定も実施しており，そ

の結果，炭化材はヒサカキと同定されている。

竪穴建物跡３号（第２－９図）

竪穴建物跡３号は，串良川へ下る斜面から 20 ｍほど

内側に入ったＦ36 区Ⅴa層から検出した。全体の４割ほ

どを竪穴建物跡４号に切られている。周辺には大型の竪

穴建物跡である竪穴建物跡５号や７号がある。竪穴建物

跡４号に切られてはいるが，約 3.2 ｍ× 3.2 ｍの隅丸方

形の建物と想定でき，建物の軸はほぼ南北方向を向いて

いる。検出面から底面までの深さは 20～ 30cm程度であ

り，底面から約 10cmの厚さで貼床が形成されている。炉

跡・硬化面および遺構に付属すると考えられる柱穴は確

認されていない。

出土遺物（第２－10 図）

遺物は西壁中央部付近から土器が集中して出土してい

る。出土状況を見ると，貼床面から出土しているものも

見られるが，同一個体の破片が壁側から中心部に向けて

傾斜しながら出土もしており，これらは竪穴建物跡３号

廃絶後に廃棄，もしくは流れ込んだものと考えられる。

土器以外には鉄滓も１点出土しているが，検出面直下の

出土であり，流れ込み遺物である。また，石器の出土は

見られなかった。

土器（第２－11・12 図）

19 ～ 21 は，その出土状況から，竪穴建物跡３号に帰

属する可能性が高い土器群である。

19 は完形に復元できた甕である。口縁部と胴部の境目

に段差を設け，口縁部が外傾する甕Ｃ類である。脚部の

高さは 1.8cmであり，脚部内面天井部は下方に膨らみを

持つ。口径 17.9cm，底径 8.3cm，器高 20.3cmを測る。西

壁中央部付近に集中して出土している。3点の破片のう

ち 2点が貼床面から出土しており，1点がやや浮いた状

態で出土している。口縁部は厚く成形され，胴部との境

には段が設けられている。内外面ともに丁寧な調整が施

されているが，粘土帯の接合等の成形の際に生じた凹凸

はそのまま残存している。口縁部から胴部中程にかけて

煤の付着が見られ，ほぼ全周する。

19 の外面口縁部は，幅約３mmのミガキを斜め方向に

施した後，口縁部上端のみ，その上から横方向にも施し

ている。このミガキは高坏等に見られる精緻なミガキと

比較すると，単位内のスジ状の条線が肉眼でも確認で

き，やや簡易なミガキと言える。胴部上端は，横方向の

丁寧な工具ナデが施され,繰り返し調整を施すことによ

り，部分的には光沢を持つ箇所が確認できる。胴部上位

より下位にかけては，縦・斜め方向の丁寧な工具ナデが

施され,光沢を持つ箇所も多く見られる。脚部は幅３mm

程度のミガキが施されている。脚部と胴部の境の調整は

工具を打ち込みながら，胴部から脚部に向けて施されて

いる。内面口縁部は，幅約３mmの横方向のミガキが施さ

れている。胴部は幅約２cmの斜め方向の工具ナデが施さ

れている。胴部中程から底部にかけては，工具ナデの後，

縦方向のミガキを施しているが密ではない。脚部は単位

不明瞭なナデが施されている。
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20 は甕の胴部下位の破片資料である。北西部の貼床面

から出土している。外面胴部下位は，縦・斜め方向の丁

寧な工具ナデが施されている。光沢は見られない。脚部

上端は，斜め方向の工具ナデが施されている。内面胴部

下位から底面にかけては，縦・横方向の工具ナデの後，

縦・斜め方向の光沢を持つミガキが施されている。

21 は高坏の坏部の破片資料である。西壁中央部付近，

貼床面から出土している。外面には丁寧な工具ナデが多

方向に施されており，その後，幅約１mmの沈線，もしく

は沈線状の調整が施されている。工具ナデ部分には，一

部光沢を持つ箇所が見られる。屈曲部よりも下位には，

幅約２mmの光沢を持つミガキが施されている。内面には

単位が不明瞭な丁寧な工具ナデが施されている。工具の

単位幅は不明瞭であるが，各方向の幅は確認できる。屈

曲部よりも下位にはナデが施されている。

22 ～ 26 は，その出土状況から，竪穴建物跡３号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

22 は頸部がわずかにくびれ，口縁部が外傾する甕Ｂ類

の口縁部から胴部中程までの資料である。口径は 29.9cm

を測る。貼り付け突帯には刻目が施されない。西壁中央

付近，貼床面よりも５cm程度浮いた位置および，竪穴建

物跡４号の埋土中から出土している。外面口縁部は，斜

め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の

器面には横方向の工具ナデが施され，その上から突帯が

貼り付けられている。突帯下位には斜め方向の工具ナデ

が施されているが，それ以下の胴部には，幅４～５mm程

の工具ナデが様々な方向に施されており，方向性や間隔

を揃えるといった意識は見られない。粘土帯の接合部分

に特に顕著に調整を施している点から，接合痕跡を消去

することに注力した結果とも考えられる。内面口縁部

は，横方向の工具ナデが施されている。突帯裏側付近は，

指押さえの痕跡が２列並んだ状態で確認できる。胴部上

半には斜め方向の工具ナデが施され，胴部下半は摩滅が

著しく調整痕は確認できない。

23 は完形に復元できた甕である。頸部がわずかにくび

れ，口縁部がわずかに外反する甕Ｃ類である。脚部の高

さは 2.4cmであり，脚部内面天井部がわずかに膨らむ形

状を呈している。口径 29.4cm，底径 9.8cm，器高 35.5cm

を測る。西壁中央付近から，中央部に向かい傾斜しなが

ら集中して出土している。遺構廃絶後の凹みに廃棄され

たものと考えられる。口縁部から胴部中程までに煤が

付着しており，その範囲は全体の８割程度にも及ぶ。外

面口縁部上端は，横方向のハケ目が施されている。口縁

部は斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け

部分の器面には，幅５mm程度の横方向のハケ目が施され

た後，突帯が貼り付けられている。胴部上位突帯直下部

分には，横方向の工具ナデが施され，胴部中程までは斜

め方向の工具ナデが施されている。胴部中程は，横方向

の工具ナデが施された後，横方向のミガキが施されてい

る。光沢感は無いが，器面は平滑である。胴部下位には，

器面が摩滅した範囲が広がり，被熱を受けたものと考え

られる。部分的には剥落が見られる。その摩滅部分の直

下，胴部下端には，わずかにではあるが横方向のミガキ

が確認できる。脚部は斜め方向の工具ナデ及び，単位が

不明瞭な横方向のナデが施されている。内面口縁部から

胴部中程までは，斜め・横方向の工具ナデが施され，そ

の後口縁部上端には，横方向のハケ目が施されている。

胴部下位には，摩滅の範囲が確認できるが，外面と比べ

ると摩滅は著しくなく，剥落は見られない。内面底部は

縦・斜め方向のミガキが施されている。密なミガキでは

ないが，やや光沢を持つ。脚部内面には単位不明瞭なナ

デが施されている。

24 は頸部がわずかにくびれ，口縁部が外傾する甕Ｃ類

である。口径 29.5cmを測る。西壁中央付近で，西側から

廃棄もしくは，流れ込んだ様な状況で出土しており，ま

た，竪穴建物跡４号からも同じような状態で出土してい

る。外面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。

突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した

後，突帯を貼り付けている。胴部上半は斜め方向のナデ

が施されているが，単位は不明瞭である。胴部下半は幅

２～３mm程度の斜め方向のミガキが施されている。光沢

感は少ないが，器面の砂粒は沈み込み平滑である。拡大

鏡による観察では単位が確認できるが，肉眼では認識で

きない。内面口縁部から胴部上半にかけては，横・斜め

方向の工具ナデが施されている。器面は平滑であり，調

整痕の痕跡は薄い。胴部下半は横方向の工具ナデの後，

縦・斜め方向のミガキが施されている。ミガキは光沢を

持つものと持たないものがあり，下位ほどミガキが密に

なるが，外面ほどではない。

25 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

下位の資料である。口径は 24.9cmを測る。出土状況から

23 と同じく，遺構廃絶後の凹みに廃棄されたものと考え

られる。外面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されてい

る。突帯貼り付け部分の器面には横方向のハケ目を施し

た後，突帯を貼り付けている。胴部は斜め方向の工具ナ

デを施した後，縦方向のミガキを施している。ミガキは

胴部下位ほど密になる。内面口縁部はナデが施されてい

るが，単位幅は不明瞭である。胴部上半は縦方向の工具

ナデを施した後，横・斜め方向の工具ナデを施している。

さらに部分的には，横・斜め方向の工具ナデの後，縦方

向のミガキが施されている。胴部下半は，摩滅により調

整痕が不明瞭であり，器面に剥落が見られる。煮炊き後

の洗浄等，使用に伴う摩滅の可能性が考えられる。外面

にも一部剥落の著しい箇所が見られる。

26 は鉢の胴部から脚部の資料である。脚部は低く成形
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されている。底径は 8.3cmを測る。西壁中央部付近及び，

竪穴建物跡４号の埋土中から出土している。貼床面から

10cm程度浮いた状態で出土しているため，流れ込みと考

えられる。26 を含めて，竪穴建物跡４号の西壁中央部付

近には，23，25 など完形品を含めた土器が集中して廃棄

もしくは，流れ込んでいる状況である。

26 の外面胴部下半は，縦方向のミガキが施されてい

る。胴部と脚部の境は，ミガキが横方向に変わり，脚部

は斜め方向のミガキが施されているが，端部にはミガキ

は確認できず，指押さえの痕跡が部分的に残る。内面胴

部下半は，斜め方向のミガキが施されている。下端にも

同じく斜め方向のミガキが施されているが，上位のミガ

キと比較して，細かなミガキが施されている。脚部内面

は，部分的に工具ナデや，指押さえの痕跡が確認できる。

鉄滓（第２－12 図）

竪穴建物跡３号からは１点 1.0gの鉄滓が出土してい

る。鍛冶滓のスラグである。遺構の中央部北側で，貼床

面から出土している。

竪穴建物跡４号（第２－９図）

竪穴建物跡４号はＦ36 区Ⅴa層から検出した。竪穴建

物跡３号・５号を切っており，竪穴建物跡３号・５号よ

りも新しい遺構であることが分かる。東西約 4.2 ｍ，南

北約４ｍの方形を呈し，検出面から底面までの深さは 40

～ 50cm程度であり，底面から 10 ～ 20cm程度の厚さで貼

床が形成されている。ただし，竪穴建物跡３号と接する

西壁北側では，貼床面が緩やかに立ち上がる形状を呈し

ている。Ａ－Ａ｀断面を見ると，竪穴建物跡３号に接し

ていない西壁では，このような立ち上がりが確認できな

いため，これは竪穴建物跡３号側からの埋土の流入を防

ぐための構造とも考えられる。硬化面は貼床上面に確認

でき全面に広がる。貼床埋土とは硬化している点の他に

違いは見られない。炉跡・焼土跡・土坑や柱穴は検出さ

れていない。遺構の中央部には，貼床面の上に黒色土の

広がりが確認でき，堆積状況から見て，流入した土とは

考えにくく，何らかの活動の痕跡と考えられる。竪穴建

物跡３号と同じくほぼ南北方向軸で建てられている竪穴

建物跡である。

出土遺物（第２－10 図）

土器は遺構全体に散在する状況で出土しており，北西

角部にやや集中する土器は流れ込みのものが多い。残り

の良い土器は遺構の南壁中央部付近から出土している。

南東角部付近では鉄滓等が集中して出土している。

土器・土製品（第２－12 図）

27 ～ 31 は，その出土状況から，竪穴建物跡４号に帰

属する可能性が高い土器群である。

27 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 34.0cmを測る。外面突帯下位には炭

化物の付着が見られる。遺構の南側壁面付近で貼床面か

ら出土している。

外面口縁部は横方向の工具ナデの後，縦・斜め方向の

工具ナデが施されている。突帯部分の調整は，不明瞭で

あり確認できない。胴部上位は幅約６mmの縦方向の工具

ナデが施されている。内面口縁部は斜め方向の工具ナデ

が施されている。部分的には器面の表面が剥落し，その

下に斜め・横方向の工具ナデが確認できる。突帯部分の

内面は，横方向の工具ナデが１条施されている。胴部上

位には幅約 5mmの斜め・横方向の工具ナデが施されてい

る。調整は胴部中程では工具幅が狭くなり，非常に密に

施されている。内外面ともに，器面の剥落した部分から，

下地の様な調整痕が確認でき，その下地の上から薄い粘

土を貼り付けて整形し，その後，さらに器面調整を行っ

ていることが観察できる。口唇部を上面から観察する

と，内外面ともに被膜状の粘土の貼り付けが確認でき，

口唇部断面を見ると，貼り付けられた部分が盛り上が

り，凹状の断面となっている。この粘土膜の剥落は口縁

部でのみ確認されることから，口縁部分のみ被膜されて

いると考えられる。

27 の突帯部分から胴部上位にかけては，広い範囲に

煤の付着が見られた。この付着炭化物の放射性炭素年

代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったところ（第３分冊自

然科学分析参照），２σ暦年校正年代は確率の高い値で

348calAD-436calAD（85.6%）となった。おおよそ４世紀中

頃～５世紀中頃の値である。

28 は鉢の胴部下半と考えられる資料である。遺構の南

壁中央部付近及び，中央部付近から出土している。中央

部付近の 1点のみ貼床面から浮いた状態で出土している

が，南壁中央部付近の破片は全て貼床面からの出土であ

る。外面胴部下位には，縦方向のミガキが施されている。

胴部下端には横方向の単位不明なナデ，その下位には縦

方向の工具ナデが施されている。内面胴部下位には，縦・

横方向の工具ナデが施されている。

29 は高坏の脚部資料である。底径は 14.4cmを測る。遺

構の南側中央部で，貼床面及び貼床面よりも下位，貼床

埋土中から出土している。外面脚柱部は，縦方向のミガ

キが施され，脚柱部下位には斜め方向の工具ナデが施さ

れている。脚裾部の上位から中位にかけては，斜め方向

のミガキが施され，下位には横方向の工具ナデが施され

ている。脚柱部内面には，斜め方向の工具ナデが施され

ており，上端と下端には指押さえの痕跡が列状に残る。

脚裾部は上位から中位にかけて，斜め方向の工具ナデが

施され，下位には横方向の工具ナデが施されている。

30 は高坏の坏部下位から脚部の資料である。まず坏部

と脚部を接合し，坏部底部を埋め込んでいる。遺構の北

西部，貼床面よりも下位，底面から出土している。外面

坏部下位は，縦・斜め方向のミガキの後，所々に工具ナ
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デが施されている。脚部にも縦方向のミガキの後，所々

に工具ナデを施している。ミガキを施した後に，わざわ

ざ工具ナデを施す意図は不明である。

坏部内面は，横・縦方向のミガキが施されている。脚

部内面には，所々に工具ナデが確認できる。

31は坩の胴部資料である。胴部最大径は8.1cmである。

遺構の中央部と東壁の中間付近，貼床面から出土してい

る。外面胴部は，縦・斜め方向の工具ナデが粗く施され

ている。胴部下位の屈曲部付近は，幅２mm程度の横方向

のミガキが施されている。このミガキが施されている部

分は，粘土を薄い皮膜状に貼り付けた上から，ミガキを

施している。底部は幅５mm程度の丁寧な工具ナデが施さ

れている。内面胴部上端は，斜め方向の工具ナデが施さ

れている。その下位には連続した指押さえの痕跡が確認

できる。胴部下半は，斜め・横方向の工具ナデが施され

ている。内面屈曲部には，縦方向の指ナデが施されてい

る。また，内面上位には粘土の接合痕が確認できる。

32・33 は，その出土状況から，竪穴建物跡４号廃絶後

に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群である。

32 は坩の口縁部資料である。口径は 5.9cmを測る。一

括取り上げ遺物であり，貼床面から浮いた状態で出土し

ている。口縁部下位には丹塗りの痕跡が残る。外面口縁

部は斜め方向のミガキを施した後，上部には横方向のミ

ガキを施している。内面口唇部付近は，横方向のナデが

施されている。口縁部は横・斜め方向のミガキが施され

ている。

33 は鞴の羽口である。排出口付近の資料であり，先端

部に一部ガラス化したスラグが厚く付着している。器壁

の厚さが 1.4cmと厚いことから専用品の鞴の羽口と考え

られる。推定される羽口の内径は 3.0cmである。残存部

の外面全体に鉄滓が付着しており，一部はガラス化して

いる。非常に被熱を受けた資料であり，全体的に黒っぽ

い色調を呈している。検出面直下で出土していることか

ら，流れ込み遺物と考えられる。

図化していないが，竪穴建物跡４号からは他に１点の

鞴の羽口片が出土している。高坏の脚の転用品と考えら

れる資料であり，送風口付近の破片と考えられる。転用

前の高坏の脚部の形状は，竪穴建物跡８号出土の鞴の

羽口 92 の様な脚部に鋭角な屈曲を設ける形状と考えら

れる。外面に鉄滓の付着が確認できるが，同時に断面に

もスラグの塊が付着している。検出面付近で出土してお

り，流れ込みである。

鉄製品・鉄滓（第２－12 図）

鉄１は鉄鏃である。茎部が欠損した柳葉鏃の鏃身と考

えられる。貼床面より下位，底面付近で出土している。

片関と推測され、関部付近には木質が残っている。薄い

鉄板状で、残存部の最大長 5.5cm，最大幅 1.1cm，最大厚

0.2cmを測り，重量は 6.5 ｇを量る。

竪穴建物跡４号からは，大きさが１～５cm大の，計 33

点の鉄滓が出土した。総量は 110.0gである。内容は椀形

滓・鉄塊・スラグであり，全て鍛冶滓である。椀形滓は

１点出土しており，遺構の南東部の鉄滓が集中する箇所

で，貼床面から出土している。鉄塊は４点約 50gが出土

しており，１点のみ鉄滓集中箇所の貼床面で出土してい

るが，その他は貼床面から浮いた状態で出土している。

竪穴建物跡４号からは鞴の羽口が出土しているが，２

点ともに流れ込みと考えられ，椀形滓や鉄塊が貼床面か

ら出土しているが，各１点のみである。また，炉跡も検

出されていないことから，建物内で鍛錬鍛冶（小鍛冶）を

行っていたとは考えにくい。

装飾品（第２－13 図）

竪穴建物跡４号からは２点の大珠が出土している。２

点の装飾品は遺構の東壁中央付近で，貼床面からまと

まって出土している。

装１は両側からの穿孔が１か所，片側からのみの未穿

孔箇所が１か所確認できる。長さ 1.85cm，幅 0.85cm，厚

さ0.38cmを測り，重量は0.7ｇを量る。蛇紋岩製であり，

明緑色を呈する。

装２は両側からの穿孔が１か所確認できる。長さ

1.8cm，幅 1.2cm，厚さ 0.3cmを測り，重量は 0.7 ｇを量

る。蛇紋岩製であり，暗緑灰色を呈する。

炭化物・炭化木・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡４号では，４点の炭化物を遺物として取

り上げている。その中から，竪穴建物跡４号に帰属する

可能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し，１点の炭化

木について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を実施し

た。４号炭１は遺構の西壁中央付近，貼床面で出土して

いる。分析の結果，確率の高い２σ暦年代範囲を見ると，

321calAD-399calAD（78.5%），おおよそ４世紀前半～４世

紀末の値となっている。

また，この炭化木については，樹種同定も実施してお

り，その結果，炭化木はコナラ属アカガシ亜属と判明し

ている。

竪穴建物跡４号からは，２点の炭化種子が出土してお

り，種実同定の結果，モモの核（４号種１）と，ヤブツバ

キの種子（４号種２）であった。４号種１は遺構の南壁付

近西寄りで，貼床面からわずかに浮いた状態で出土して

いるため，流れ込みの可能性がある。しかしながら，他

の流れ込み遺物から見ても，古墳時代の遺物ではあると

考えられる。４号種２は遺構の中央部よりやや北側，貼

床面で出土している。

竪穴建物跡５号（第２－14・15 図）

竪穴建物跡５号はＧ36 区Ⅴa層から検出した。竪穴建

物跡４号に北東部角を切られている。大きさは東西軸

7.7 ｍ，南北軸 6.7 ｍで隅丸方形を呈し，本遺跡古墳時
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代竪穴建物跡の中でも最大級の大きさである。南側に張

り出しを持ち，張り出し部を含めた南北軸の長さは 7.5

ｍである。検出面から底面までの深さは 20 ～ 40cm程度

であり，底面から 10 ～ 20cm程度の厚さで貼床が形成さ

れている。底面の地山は噴砂シラス層のⅤｘ層で構成さ

れている。遺構中央部貼床面からは焼土跡および土坑１

が検出されている。焼土跡は長軸約 80cm，短軸約 50cmの

隅丸長方形を呈し，多量の炭化物が伴い，炉跡と考えら

れる。土坑 1の形状は，直径約 30cm，貼床面からの深さ

約 55cmと柱穴に近い形状を呈するが，位置関係から焼

土に伴う遺構と判断し土坑とした。南側の張り出し部付

近には，貼床面から掘り込まれた土坑２が検出されてい

る。大きさは長軸約 160cm，短軸約 135cmの略隅丸長方形

の形状を呈し，貼床面からの深さは約 60cmで，底面はほ

ぼ水平である。硬化面は確認されていない。

竪穴建物跡５号の最大の特徴は，貼床面から掘られた

中央付近の４つの大型の柱穴であり，南側の柱穴（Ｐ２・

３）が大型で長軸 120cm，短軸 100cmの楕円形を呈し，貼

床面からの深さは約 100cmである。北側の柱穴（Ｐ１・

４）は，南側の柱穴と比較してやや小ぶりであり，長軸

約 90cm，短軸約 80cmの円形を呈し，貼床面からの深さは

約 60cmである。このような大型の柱穴を持つ竪穴建物跡

は，本遺跡では他に類例がなく，また中央付近に４つの

柱穴が配置されるものも検出されていない。建物跡の西

側には５つの柱穴が並んで検出されている。西側壁面付

近に直線的に配置されており，柱穴の間隔は一定ではな

く，柱穴５－６間，柱穴６－７間は約 40cm，柱穴７－８

間，柱穴８－９間は約 80cmである。柱穴５～８の４つは

直径が約 25cm，南西部角の柱穴９のみやや小さく直径約

20cmである。柱穴５・６・８はほぼ同じ形状をしており，

貼床面からの深さは約 50cmである。柱穴９はやや深く約

70cm，柱穴７は他とは形状が異なり，貼床面からの深さ

は約 100cmで，途中で直径約 20cmにすぼまり，底面経は

約 15cmとなる。このことから直径約 15cmの柱が立って

いたことが想定できる。

出土遺物（第２－16・17 図）

遺構全体に満遍なく遺物が散在し出土している状況が

見て取れ，貼床面から出土した遺物も同様に広範囲に散

在した状況で出土しているのが特徴である。また完形に

復元できた遺物もない。

土器（第２－18 図）

34 ～ 42 はその出土状況から，竪穴建物跡５号に帰属

する可能性が高い土器群である。

34 は甕の胴部から脚部までの資料である。脚部の高さ

は 0.4cmであり，わずかに凹む程度である。底径は 6.2cm

を測る。遺構の東壁付近に南北方向に帯状に分布してお

り，一部は土坑２（南側土坑）の周辺からも出土してい

る。１点が貼床面から出土し，残りは貼床埋土中，もし

くは底面から出土している。外面胴部下半から脚部にか

けては，斜め方向の工具ナデが施されている。また，脚

部では指押さえの痕跡も確認できる。内面胴部下半は，

横・縦・斜め方向の工具ナデが施され，部分的には指押

さえの痕跡も残る。脚部端部は指押さえにより成形され

ている。脚部の低さと，この指押さえから 35 のように，

さらに脚部先端が付加延長されるものであった可能性が

考えられる。

35 は甕の胴部から脚部までの資料である。脚部の高さ

は 1.4cm，底径は 9.7cmを測る。遺構の東壁付近に南北方

向に帯状に分布して出土しており，１点のみ張り出し部

手前で出土している。ほぼ全ての破片が貼床面よりも下

位の貼床埋土中から出土しているため，竪穴建物跡５号

使用開始以前に製作された土器と考えられる。外面胴部

では縦・斜め方向の工具ナデが施されるが，調整痕が不

鮮明な箇所も見られる。脚部は横・斜め方向の工具ナデ

が施され，脚端部は指押さえにより仕上げられている。

内面胴部下半は，横・斜め方向の工具ナデが施されてい

る。脚部内面は，斜め方向の工具ナデや，指押さえの痕

跡が確認できる。また，脚部断面には脚部の接合痕跡が

確認できる。

36は甕の脚部付近の資料である。脚部の高さは0.8cm，

底径は 7.0cmを測る。中央の炉跡と東壁の中間付近に集

中して出土している。全ての破片が底面から出土してお

り，竪穴建物跡５号使用開始以前に作成された土器と考

えられる。外面胴部下位は，斜め方向の工具ナデが施さ

れている。脚部は横・斜め方向の工具ナデが施されてお

り，端部は指押さえにより仕上げられている。内面胴部

下位は、横・斜め方向のハケ目が施されている。脚部は

ナデが施されている。

34・35・36 の３点はともに甕の脚部付近の資料であり，

かつ遺構の東壁付近を中心に，貼床埋土中から底面から

出土しているという同じ特徴をもつところが興味深い。

37 は壷の口縁部から肩部の資料である。口縁部は外反

し，口縁部中位に刻目を施す段を持つ。口径 16.0cmを測

る。遺構の東側壁面付近に南北方向に帯状に出土してお

り，１点のみ中央部付近で出土している。この中央部付

近で出土した１点のみ貼床面から約７cm浮いた状態で出

土しているが，その他の破片は全て貼床面で出土してい

る。外面口縁部上半は,横方向のハケ目が施されている。

口縁部中位の段部分よりも下位は,横・斜め方向の工具

ナデの後，縦・斜め方向のミガキが施されている。刻目

が施される段部分は低く，粘土紐を貼り付けて突帯とす

るのではなく，調整により段を成形した可能性が考えら

れる。肩部付近は斜め方向のミガキが施されている。内

面口縁部上位は，横方向のハケ目が施されており，調整

痕から，外面と同じ工具原体により調整を施していると

考えられる。中位より下位にかけては，横・斜め方向の
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工具ナデの後，外面の段部分の内面側では，部分的に粘

土を貼り付け，その上から縦・斜め方向のハケ目を施し

ている。その後さらに，粘土貼り付け部にできた段差を

解消するために，幅２～３mm程度の斜め方向の工具ナデ

を施している。口縁部下位には，部分的にミガキも施さ

れている。肩部には，斜め方向の工具ナデの後，幅２mm

程度の沈線状の工具ナデの様な調整が施され，さらにそ

の後，指押さえや指ナデが施されている。

38 は壷の口縁部資料である。口径は 21.9cmを測る。遺

構の中央部から東壁付近へ帯状に分布して出土してい

る。東壁に最も近い１点のみ貼床面から浮いた状態で出

土しているが，他は全て貼床面で出土している。外面口

縁部は，縦方向のミガキを施した後，上位から中位まで

斜め方向のミガキを施し，さらに口縁部上端に横方向の

ミガキを施している。突帯貼り付け箇所は横方向のミガ

キを施した後，突帯を貼り付けている。なお，ミガキの

間に横方向の工具ナデが散見できることから，ミガキの

下地として，口縁部全体に工具ナデが施されていると考

えられる。内面口縁部上位は横方向のミガキ，中位は斜

め方向のミガキを施している。下位では横方向のミガキ

が施されており，またミガキの下地に工具ナデが確認で

きる。口縁部成形は，一旦厚さ６mm程度の口縁を成形し

た後，その上に重ねて粘土を貼り合わせ，口唇部を除く

口縁部全体を肥厚させている。

39 は甕もしくは壷の胴部下半から底部の資料である。

底径は 8.6cmを測る。中央部の底面から出土しており，

竪穴建物跡５号使用開始以前に製作された土器と考えら

れる。底部は平底を呈し，外面には様々な方向に施され

た工具ナデが散見される。器面には少量の鉄錆や砂（石

英・長石・磁鉄鉱等）の付着が見られ，調整は不鮮明で

ある。内面も外面同様の様々な方向に施された工具ナデ

が散見されるが，器面の摩滅が著しく，また剥落も広い

範囲で見られるため，調整の観察は困難である。被熱を

受けている（赤色化している）箇所は見られないため，剥

落等の原因は不明である。

40 は高坏の坏部から脚部の資料である。口縁部と脚部

の端部が欠損している。41 と同様に遺構の南東部で出土

している。坏部外面中位は，縦・斜め方向のミガキが施

されているが，部分的には，その隙間に横方向の工具ナ

デが確認できるため，ミガキの下地として，横方向の工

具ナデが施されていると考えられる。坏口縁部と底部の

接合部分は，横方向の工具ナデが施されている。当初，

この工具ナデは上記の下地用の工具ナデとは異なり，最

終的な仕上げとして施したものと考えていたが，観察の

結果、部分的に横方向のミガキに切られている箇所が見

られたため，ミガキの下地として施した工具ナデをあえ

て残したことが確認された。坏部から脚部屈曲部分付近

は，斜め・横方向のミガキが施されている。脚部は縦方

向のミガキが施されている。坏部内面は横・斜め方向の

ミガキが，脚部内面は縦方向のナデが施されている。坏

口縁部と底部の接合部端部は擬似口縁となっている。こ

のことは，各部位をある程度乾燥させた後，接合したこ

とを表しており，また両部位を接着するために，粘土を

貼り付けて接合している。よって，内面のミガキはそれ

ぞれ，接合前に施されたものである。

41 は高坏の坏部である。口径は 26.4cmを測る。遺構の

南東部で，貼床面から出土している。色調や胎土から 40

と同一個体の可能性が考えられる。外面口縁部は工具ナ

デを施した後に，口縁部上端に横方向のミガキを施し，

さらにその後，坏底部側より口縁部上端へ向かい斜め方

向のミガキを施している。内面口縁部は，横方向の工具

ナデの後，部分的に横方向のミガキが施されている。坏

部中位は斜め・横方向の工具ナデの後，斜め方向のミガ

キが施され，さらにその後，横方向のミガキが施されて

いる。

42 は高坏の脚部資料である。端部はともに欠損してい

る。中央の炉跡と東壁の中間付近，貼床面で出土してい

る。外面は幅の細いミガキが縦・斜め方向に施されてい

る。内面は指ナデが施されており，指押さえの痕跡も確

認できる。

43 ～ 46 は，その出土状況から，竪穴建物跡５号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

43 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 30.0cmを測る。遺構の西側から散在

して出土しており，貼床面から７～ 10cm程度浮いた状態

で出土しているものが多い。また１点は柱穴Ｐ３の埋土

中から出土している。外面口縁部は斜め方向の工具ナデ

を施した後，口唇部側および突帯上部で横方向の工具ナ

デを施しており，指押さえの痕跡も確認できる。突帯貼

り付け部分の器面には横方向の工具ナデが施されてお

り，その上から突帯を貼り付けている。突帯には横方向

のハケ目が施されている。胴部には横方向のミガキが施

されているが，ミガキとミガキの隙間からは，丁寧な横

方向の工具ナデが散見される。内面口縁部上端には，横

方向の工具ナデが，上端以下には横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。また，口縁部上位には指押さえの痕

跡が多く確認できる。突帯直下には幅１mm，長さ１cm以

上の細長い穿孔が確認できる。穿孔後の処理が非常に丁

寧であり，工具を差し込んだ際の粘土の動きの痕跡は確

認できない。穿孔角度から考えると，内面から外面に向

かって穿孔したと考えられる。

44 は甕の口縁部から胴部上位の資料である。頸部は大

きくくびれ，口縁部は外傾し，形状から丸底甕と考えら

れる。口径 20.0cmを測る。遺構の西半分の中央部に帯状

に分布して出土しており，２点は貼床面で出土している
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が，残りは貼床面から 10cm以上浮いた状態で出土してい

る。外面口縁部上半は，横方向の工具ナデが，口縁部下

半は斜め方向の工具ナデが施され，部分的には横方向の

ナデ痕も確認できる。胴部は不鮮明ながら，斜め方向の

工具ナデが施されている。内面口縁部上半は，横方向の

工具ナデが施されている。口縁部下半も同じく横方向の

工具ナデが施されているが，こちらは工具の打ち込み痕

跡が明瞭に残る。口縁部と胴部の境目は調整痕がはっき

りせず，器面がやや粗いため，指で軽くなぞる程度の調

整しか施されていないと考えられる。胴部には斜め方向

の工具ナデが施されている。

45は坩の胴部から底部資料である。底径3.4cmを測る。

遺構の南西角部付近，貼床面から 10cm程度浮いた状態で

出土している。外面胴部には上位には斜め方向，胴部中

位以下には横・斜め方向のミガキが施されている。内面

は指ナデが施されている。

46 は坩の胴部資料である。遺構の北西部分で出土して

いる。出土した標高値が不明のため，遺構への帰属の有

無は不明である。外面の最終的な調整は，胴部下位に横

方向のミガキ，その後斜め方向のミガキを施した後，胴

部中位では縦方向の工具ナデを胴部上位にまで施し，胴

部上位ではその上から縦方向のミガキを施されている。

内面は指ナデが施されており，胴部下半には指押さえの

痕跡が多く確認できる。部分的にではあるが工具ナデの

痕跡も確認できる。胴部上半には粘土を貼り付けてお

り，粘土貼り付け部分に指ナデが施されている。

石器・礫（第２－19 図）

石７～ 10 は棒状礫である。４点のうち３点が底面か

ら出土している。石 11・12 は礫である。全て明確な使用

痕は確認できていない。

石７は遺構の東壁付近，底面で出土している。

石８は遺構の南西角部，底面で出土している。

石９は遺構の西側中央部，底面で出土している。

石 10 は遺構の西壁付近，柱穴Ｐ７に隣接して貼床面

から出土している。

石 11・12 は礫である。

石 11 は中央部の炉跡と西壁の中間付近，貼床面より

も下位の貼床埋土中から出土している。

石 12 は柱穴Ｐ２に隣接する位置で，遺構埋土中から出

土しているが，標高値は不明である。

装飾品（第２－19 図）

竪穴建物跡５号からは大珠が１点，管玉が１点の計２

点の装飾品が出土している。２点ともに遺構北側で貼床

面から出土している。

装３は両側からの穿孔が１か所確認できる。長さ

1.3cm，幅 1.0cm，厚さ 0.35cmを測り，重量は 0.6 ｇを量

る。蛇紋岩製であり，緑灰色から暗青灰色にかけての色

調を呈する。

装４は長さ 2.58cm，幅 0.42cm，厚さ 0.42cmを測り，重

量は 0.7gを量る。碧玉製であり，緑灰色の色調を呈す。

炭化木・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡５号では 11 点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から，竪穴建物跡５号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１点

の炭化木（５号炭１）について放射性炭素年代測定（ＡＭ

Ｓ測定）を実施した。炭１は遺構の東壁中央部よりやや

北側で，壁面に隣接して貼床面から出土している。分析

の結果，２σ暦年代範囲で 251calAD-384calAD（95.4%），

おおよそ３世紀中頃～４世紀後半の年値となっている。

この炭化木については，樹種同定も実施しており，その

結果，炭化木はスダジイと判明している。

竪穴建物跡５号からは，炭化種子も出土しており，種

実同定の結果，コナラ属の子葉（５号種１）であった。

竪穴建物跡６号（第２－20 図）

竪穴建物跡６号は，Ｆ38 区Ⅴa層から検出した。調査

区内では最も串良川に近い東側で検出された竪穴建物跡

である。東西軸約 4.8 ｍ，南北軸 4.3 ｍであり，南側に

張り出しを持ち，張り出し部を含めた南北軸は 5.0 ｍで

ある。埋土６を貼床面としており，中央部よりやや東側

の一部は貼床を施さず，地山であるⅤｘ（噴砂シラス）層

を床面としている。北側及び東西壁面は底面まで垂直に

掘られているが，その後，壁面にも貼床を施し，床面か

ら壁面へ緩やかな立ち上がりを形成している。また南側

に関しても，張り出し部の壁面を抉る様に掘り込んでお

り，その後，埋め戻している。この埋め戻された土（埋土

７）は一部が貼床面埋土（埋土６）の下位より検出されて

いるため，この埋め戻しは貼床面成形前に行われたと考

えられる。検出面から底面までの深さは 50 ～ 60cmであ

り，貼床の平均的な厚さは約 12cmである。

竪穴建物跡６号の埋土は，貼床面と考えられる硬めの

埋土６を含めて，全て砂質土を主体としている。貼床が

壁面にまで及んでいるのは，この地山層の緩さも影響し

ている可能性が考えられ，壁面の崩落防止処置の可能性

が考えられる。同様の処置は竪穴建物跡３・４号間の壁

面でも確認されている。遺構内に炉跡・焼土跡や炭化物

範囲は確認されていない。硬化面は貼床の上面が硬く

しまっているが，硬さ以外に貼床埋土との差は見られ

ない。柱穴は建物跡の東側からのみ検出されている。精

査を行ったが，西側では１基も確認できなかった。柱穴

は全部で７基検出されており，ほぼ全ての柱穴が貼床面

（埋土６上面）から掘り込まれているが，Ｐ７のみ底面の

地山層であるⅤｘ層から検出されている。柱穴の詳細は

表２－10 のとおりであり，柱穴Ｐ５とＰ７のみ極めて浅

い。Ｐ３は埋土中に礫を多く含み，底面付近には平たい

形状の礫が配置されていた。
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出土遺物（第２－21 図）

南側の張り出し付近に遺物がやや集中して出土してい

る。貼床面から出土している土器も，この範囲から出土

しているものが多い。その他は遺構の全体に散在してい

る状況であるが，東側の柱穴群周辺の遺物の出土はやや

少ない。

土器（第２－22 図）

47 ～ 50 はその出土状況から，竪穴建物跡６号に帰属

する可能性が高い土器群である。

47 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部の資

料である。口径 28.4cmを測る。南壁中央付近，張り出し

部の手前の貼床面から集中して出土している。外面口縁

部は横方向の指ナデを施しており，口縁部から胴部上端

にかけては，指押さえが列状に並ぶ。胴部上端には横方

向の工具ナデおよびナデが，その下位には斜め方向の工

具ナデが施されている。胴部中位には上位よりも幅の狭

い斜め方向の工具ナデが施されている。残存部は少ない

が，胴部中程からは器壁が薄くなるようである。内面口

縁部は斜め・横方向の工具ナデを施し，指押さえを行う。

胴部上位は斜め方向の工具ナデが，胴部中位にはナデが

施されている。内面には粘土の接合痕が明瞭に残ってお

り，その上下に指押さえが列状に確認できる。

48 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

中程までの資料である。口径 24.2cmを測る。張り出し部

の手前の貼床面から集中して出土している。外面口縁部

は横・縦・斜め方向の工具ナデが施されている。はじめ

に幅が１cm程度の横方向の，次に幅６～７mm程度と幅１

cm程度の縦方向，最後に口縁部上端付近に横・斜め方向

の工具ナデを施している。縦方向の工具痕には，工具の

筋がはっきりと確認でき，少なくとも３つの工具原体を

使用していると考えられる。突帯部分に関しては，突帯

を貼り付ける前に下地として工具ナデを施しているよ

うにも見受けられる。胴部には，横・斜め方向の工具ナ

デを施す部分と，斜め方向のミガキを施す部分が見ら

れる。ミガキを施した部分は，その後，ミガキと同じ方

向に幅 0.5mm程度の長細い沈線状の痕跡を残している。

この痕跡を施す部分は特に光沢感が強いのが特徴であ

る。内面口縁部は，横・斜め方向の工具ナデと，単位幅

が不明な丁寧なナデが施されている。突帯の裏側付近に

は，部分的にミガキ状の調整が施されており，やや凹ん

でいる。胴部には単位を持つ斜め方向の工具ナデも確認

できるが，大部分は単位幅不明の丁寧なナデが施されて

いる。

49 は口縁部がわずかに内湾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部上位の資料である。遺構の中心と南壁の中程で集中

して出土しており，東壁付近でも１点出土している。貼

床面での出土である。外面口縁部には，横方向の工具ナ

デが施されている。部分的には斜め方向の幅２mm程度の

長細い沈線状の痕跡が数条確認できる。突帯貼り付け部

分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼

り付けている。胴部には縦・斜め方向の工具ナデが確認

できる。内面口縁部上端には，横方向の工具ナデが施さ

れている。口縁部から胴部にかけては，斜め・横方向の

工具ナデが，繰り返し施されている。外面全面に煤の付

着が見られるが，特に突帯下位の付着が顕著に残る。

50 は口縁部が内傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。48 に隣接して，張り出し部の手前の貼床

面から集中して出土している。外面口縁部には，斜め方

向の工具ナデが施され，部分的に指押さえが並ぶ。突帯

貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後，

突帯を貼り付けている。胴部には単位幅不明のナデが斜

め方向に施されている。内面口縁部上端には，横方向の

工具ナデが施されている。口縁部から下位には，単位不

明のナデが横・縦方向に施されているのが確認できる。

また，胴部では粘土の接合痕と，接合部位の調整として

指押さえが連続して確認できる。

51 ～ 54 は，その出土状況から，竪穴建物跡６号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

51 は甕・壷もしくは鉢の胴部下半から底部の資料で

ある。脚部はわずかに高さを持つが，ほぼ平底に近い形

状である。底径 6.7cmを測る。遺構の南側中央付近で全

ての破片が貼床面より５～ 20cm程度浮いた状態で集中

して出土しており，廃棄もしくは流れ込みと考えられ

る。外面胴部下半は，縦・斜め方向の工具ナデの後に，

胴部下端から上方に向けて縦方向のミガキをやや粗く施

している。底部付近には，横方向の工具ナデが施されて

いる。内面には全体的に幅１cm程度の工具ナデが施され

ている。

52 は甕もしくは壷の胴部下半から底部資料である。底

部は平底を呈する。底径 6.2cmを測る。遺構の中央部，検

出面近くで出土しており流れ込みである。外面胴部下位

には幅６～７mm程度の斜め方向の工具ナデが施されてい

表２-１　竪穴建物跡６号柱穴観察表

柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 26 25 暗灰黄色

2 20 30 暗灰黄色

3 21 27 暗灰黄色

4 23 21 暗灰黄色

5 23 12 暗灰黄色

6 29 30 暗灰黄色

7 25 10 暗灰黄色
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る。底部は底面も含めて，単位不明な丁寧なナデが施さ

れている。内面胴部下位から底部にかけては，横・縦・

斜め方向の工具ナデが施されている。

53 は高坏の口縁部資料である。西壁中央付近の検出面

直下で出土しており流れ込みである。外面は横方向の工

具ナデの後に，横方向のミガキが施されている。ミガキ

は口縁部上端には施されていないため，下地の横方向の

工具ナデが確認できる。内面は横・斜め方向の工具ナデ

の後に，横・斜め・縦方向のミガキが施されている。ミ

ガキはやや粗く施されているため，隙間から下地の工具

ナデが確認できる。

54 は高坏の脚部資料である。底径は 14.8cmを測る。遺

構の中央部と南東部から出土しており，貼床面から 10cm

程度浮いた状態で出土している。外面脚柱部は縦方向の

ミガキが施されている。脚裾部は斜め方向のミガキが施

され，端部には横方向のミガキが施されている。内面脚

柱部には，斜め方向の工具ナデが施されている。部分的

には，幅の細い工具ナデを曲線的に施す箇所も見られ

る。脚裾部には，斜め方向の工具ナデが施されている。

鉄滓

竪穴建物跡６号からは，遺構の南東部の検出面近くか

ら３cm大の鉄塊が１点出土している。重量は 22.24gであ

る。流れ込みと考えられる。

装飾品（第２－22 図）

竪穴建物跡６号からは大珠１点が出土している。遺構

埋土中出土であり，流れ込みと考えられる。

装５は片側からの穿孔が 1か所確認できる。長さ

2.05cm，幅 1.25cm，厚さ 0.5cmを測り，重量は 1.8gを量

る。蛇紋岩製であり，緑灰色の色調を呈する。表面の穿

孔部周辺に玉擦れ痕が見られる。

竪穴建物跡７号（第２－23 図）

竪穴建物跡７号はＧ37 区Ⅴa層から検出した。竪穴建

物跡６号の次に串良川寄りの位置で検出された竪穴建

物跡である。南北軸約 7.0 ｍ，東西軸約 6.0 ｍの隅丸長

方形を呈し，張り出しは持たない。検出面から底面まで

の深さは，西側で約 60cm，東側で約 50cmであるが，壁面

沿いでは約 30 ～ 80cmの幅で底面を一段高く形成してお

り，一段高い底面の検出面からの高さは西側で約 50cm，

東側で約 30cmである。この検査面から底面までの深さの

差は，遺構の東側上面の削平がより著しいことに起因し

ている。底面にはアカホヤ火山灰土を主体とする埋土の

貼床が 10 ～ 20cm程度の厚さで形成されており，縁辺の

一段高い底面と同じ高さに揃えられ，一段高い底面はそ

のまま床面となっている。貼床の厚さは遺構中央部が約

20cm，縁辺部が約 10cmと，遺構中央部が緩やかな高まり

を持つことが確認できる。

竪穴建物跡７号の中央部には，長軸（南北軸）約 65cm，

短軸（東西軸）45 ～ 60 ㎝程度の北西角部が欠けた形状の

隅丸方形の土坑 1が検出されている。その土坑 1を囲む

ように，南側に土坑２・３，北側に土坑４～６が検出さ

れている。土坑 1は深さ約 20cmであり，南側は斜面が緩

やかで，北側はやや急に立ち上がる形状を呈している。

土坑底面の一部には被熱を受けた痕跡が確認されてい

る。

土坑１内からは２点の金床石（石 13・14）が出土して

いる。一見すると２点が並び配置されている状況にも見

えるが石 13 は使用面が下を向いており，逆さまになっ

た状態で出土している。また，両金床石の下位からは鉄

滓が出土している。土坑 1の西側内部にはさらに掘り込

まれた小土坑が検出されており，土坑内には炭化物が多

く出土している。

土坑２は長軸（東西軸）約 55cm，短軸（南北軸）約 35cm

の歪な楕円形状を呈し，深さは約 20cmである。遺構内

からは鉄滓が出土している。土坑２と土坑１は長さ約

10cm，幅約 10cmの浅い溝で連結されている。溝の壁面・

底面はやや硬化している。

土坑３は土坑２の西側で検出されている。長軸（東西

軸）約 50cm，短軸（南北軸）25 ～ 30cm程度の楕円形を呈

し，深さは約 20cmである。

土坑４は土坑 1の北西側に位置し，長軸（南北軸）約

25cm，短軸（東西軸）約 20cmの楕円形を呈する。深さは約

5cmと浅い。

土坑５は土坑 1の北側で検出されている。長軸約

35cm，短軸約 20cmの楕円形状を呈し，深さは約 20cmで

ある。

土坑６も土坑 1の北側で検出されている。長軸約

35cm，短軸約 20 ～ 25cmの楕円形状を呈し，深さは約５

cmと浅い。

この土坑１・４・５・６および，柱穴Ｐ４・５の隙間

を縫うように，焼土域が形成されている。この焼土域の

中心，４つの土坑に囲まれる範囲は特に強い被熱を受け

ており,貼床面の硬化が周囲よりも激しい。この焼土域

が炉跡と考えられる。

竪穴建物跡７号の土坑と焼土域の周囲には,南北約

3.5 ｍ，東西約 2.5 ｍの歪な長方形の範囲で硬化面が

広がっている。焼土域から見ると，硬化面は北側に約

50cm，東側に約 60cm，南側に約 150cm，西側に約 100cm

と，南側が広く，西側がやや広い。また，貼床範囲の南西

角部付近にも，一部硬化面が確認されており，この硬化

面からは鞴の羽口の小破片が複数出土している。柱穴は

焼土域を囲むように小型の柱穴が７基（Ｐ１～７），硬化

面範囲内とそれに隣接した柱穴が４基（Ｐ８～ 11），硬化

面外で貼床範囲内の柱穴が９基（Ｐ12 ～ 20），建物周縁

部の一段高い底面部分および，その内外の際で検出され

た柱穴が９基（Ｐ21 ～ 29）の計 29 基が検出されている。
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柱穴は貼床範囲内および，遺構の東側と南側で検出され

ており，遺構の北側と西側の周縁部では検出されてい

ない。

竪穴建物跡７号の西側では，底面で長さ約３m，幅約

30 ～ 50cmの浅い溝が検出されている。この溝部分に隣

接する一段高い底面のみが周囲よりも張り出して形成さ

れているが，詳細は不明である。

出土遺物（第２－24 ～ 26 図）

遺物は金床石・鞴の羽口・椀形滓・鉄滓・鍛造剥片と

鍛冶関連遺物が多く出土している。遺物の出土状況は，

遺構の中央部および，南側で大型の破片等が出土してお

り，遺構の北側では遺物の出土は少なく，土器の破片も

小さいものが多い。これは鉄滓や炭化物の出土状況も同

じである。

土器・土製品（第２－27 ～ 30 図）

55 ～ 61 および，鞴の羽口 78 ～ 82 は，その出土状況

から，竪穴建物跡７号に帰属する可能性が高い土器群及

び土製品である。

55 は頸部がわずかにくびれ，口縁部がほぼ直行する

甕Ｃ類の口縁部から胴部下位までの資料である。口径

31.4cmを測る。遺構の中央部から南西角部方向に分布が

見られ，中央部では貼床面から出土する破片が多く，中

央部から離れるに連れ，貼床面から浮いた状態で出土

し，一部は遺構外からも出土している。大部分の破片が

貼床面で出土していることから，竪穴建物跡７号に帰属

する遺物と考えられる。口唇部は横方向の工具ナデ，口

縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付

け部分の器面には，横方向の工具ナデを施した後に，突

帯を貼り付けている。突帯の下位には刻みが施されてい

る。胴部は横・縦方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施

した後に，縦方向のミガキを疎に施している。器面には

粘土帯の凹凸と接合痕がやや残るが，土器自体の作りは

粗くなく，主に縦方向のミガキが接合痕を消している。

内面は斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施した後

に，縦方向のミガキを施している。ミガキは外面よりも

疎に施されており，器面を平滑にするための調整とは考

えにくい。頸部付近では，部分的に口縁部と胴部の境の

稜を指押さえにより消している。

56 は丸底の甕もしくは壷の胴部中程から底部の資料

である。多くの破片が遺構の北東部に位置する柱穴Ｐ 12

の南から東側に隣接して出土し，一部が遺構の南東部に

位置する柱穴Ｐ 16 の南側から出土している。全ての破

片が貼床面から出土している資料である。外面は全体的

に幅３～４mm程度の斜め方向のミガキが施されている。

内面は胴部中位に横方向，胴部下半に横・斜め方向，底

部付近では主に縦方向の工具ナデが施されている。

57 は完形に復元できた鉢である。口径 25.7cm，底径

10.4cm，器高 19.5cmを測る。遺構の南西部に集中して，

その大部分が貼床面から出土している。外面口縁部は横

方向の工具ナデを施している。胴部は斜め・縦方向の幅

約５mmの工具ナデを施した後に，胴部下半には縦方向の

ミガキを施している。脚部は横方向の工具ナデを施し

ており，指押さえの痕跡も残る。内面は口縁部から底面

まで，横方向の幅約 1.5cmの工具ナデを施した後に，胴

部下半から底面にかけては，縦方向のミガキを施してい

る。脚部内面は横方向の工具ナデが施されており，指押

さえの痕跡も残る。器種は異なるが甕 55 や 68 と同様の

器面調整が施されている。

58 は完形に復元できた小型の鉢である。口径 7.0cm,

底径 3.0cm，器高 5.0cmを測る。炉跡の北東側で貼床面か

ら出土している。外面は斜め方向の工具ナデが施され，

底部付近には指押さえが行われている。内面には外面よ

りも幅の広い工具により工具ナデが施されており，口縁

部付近には指押さえが巡る。

59 は高坏の脚部資料である。底径 10.6cmを測る。遺構

の東壁中央部付近で，貼床面から出土している。外面脚

部は縦方向のミガキを施した後に，部分的に斜め方向の

工具ナデを施している。また端部でもミガキの後に，横

方向の工具ナデを施している。坏部底面付近は細かなミ

ガキが，脚部内面は横方向の工具ナデが施されている。

60 は完形に復元できた坩である。口径 5.2cm，器高

5.3cmを測る。遺構の中央部より 50cm程北東側の位置の

硬化面範囲内で，貼床面（硬化面）から出土している。外

面口縁部には横方向の工具ナデが施され，頸部直上には

細かな指押さえが並ぶ。胴部から底部にかけては，横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面口縁部には横

方向の工具ナデが施されている。頸部直下には指押さえ

が並ぶ。胴部から底部にかけては，指ナデが施されてい

るが，部分的に工具ナデも確認できる。

61 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の南壁中

央部付近で集中して出土しており，一部は遺構の南東部

でも出土している。出土位置は貼床面および，貼床面か

らわずかに浮いた状態で出土している。外面は非常に丁

寧なナデが施されている。内面胴部上位には接合痕が残

り，指押さえが並ぶ。後部中位は非常に丁寧な工具ナデ

が，下位は指ナデが施されている。

78 ～ 82 は鞴の羽口である。そのなかでも 78 ～ 80 は

専用品の鞴の羽口である。

78 は一部破損しているが，全体の形状が復元可能な鞴

の羽口である。長さ 14.1cm，排出口径 2.7cm，器壁の厚

さ 2.0cmを測る。排出口の被熱によって，被熱が広い部

分では全体の 2/3 程度が２次焼成を受けている。排出口

の上部は一部がガラス質化しており，下部には薄く鉄滓

が付着している。被熱の受け具合から，この鞴の羽口は

斜めに傾けた状態で設置されていたと考えられる。遺構

の北壁中央部付近でまとまって貼床面から出土している
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ほか，炉跡の北東部・北西部でも貼床面から出土してい

る。

79 は一部破損しているが，全体の形状が復元可能な

鞴の羽口である。長さ 13.3cm，排出口径 2.6cm，器壁の

厚さ 1.9cmを測る。排出口の被熱を受けており，被熱が

広い部分では全体の 1/2 程が２次焼成を受けている。排

出口の一部には鉄滓の付着が見られ，ガラス質化してい

る。被熱の受け具合から，この鞴の羽口は水平か，わず

かに傾けた状態で設置されていたと考えられる。遺構の

南西角部付近に集中して貼床面から出土している。１点

のみ遺構の南側で貼床面から出土している破片は，１辺

約１cm程度の胴部小破片である。

80 は送風口がわずかに欠損しているが，端部がわずか

に欠けているのみで，ほぼ全体の形状が確認できる資料

である。長さ 11.1cm，排出口径 2.1cm，器壁の厚さ 1.4cm

を測る。排出口の被熱によって，被熱が広い部分では全

体の 1/2 程が２次焼成を受けている。排出口先端部全体

に薄く鉄滓が付着しているが，排出口下部付近では鉄滓

が厚く付着し，ガラス質化している。被熱の受け具合か

ら，この鞴の羽口は斜めに傾けた状態で設置されてい

たと考えられる。炉跡の北西・北東側と，遺構の南東角

部付近および，南西部に散在して貼床面で出土している

が，一番大きな破片である排出口全周部分と，次に大き

な胴部片は遺構の南東角部付近で貼床面から出土してい

る。送風口小破片は炉跡の北東側と遺構の南西部から出

土しており，炉跡の南西側からは胴部小破片が出土して

いる。全て貼床面での出土である。

81・82 は高坏の脚部を転用した転用品の鞴の羽口で

ある。

81 の長さは 9.6cmを測る。脚裾部が大きく開く形状の

高坏であるため，送風口は広いが，排出口の径が最小径

となり 2.2cmを測る。器壁の厚さは 1.6 ～ 0.6cmを測る。

排出口から被熱を受けており，被熱が広い部分では脚柱

部の下端まで被熱が及んでいる。排出口先端部全体に薄

く鉄滓が付着しているが，排出口下上部付近では鉄滓の

付着がやや厚い。被熱の受け具合から，この鞴の羽口は

斜めに傾けた状態で設置されていたと考えられる。ま

た，脚柱部の一部は被熱により器壁が剥落しており，剥

落した器壁の内側に被熱を受けているのが確認できる。

遺構の西側と南側で貼床面から出土しており，西側から

は排出口・胴部片・送風口と，出土した遺物の８割ほど

が出土している。南側からは送風口と胴部小片が出土し

ている。

82 の長さは 8.1cmを測る。脚裾部が大きく開く形状の

高坏であるため送風口は広く，そのまま緩やかに排出口

まで径が狭くなる形状である。排出口が破損しているた

め，最小径は不明であるが，残存部での最小径は 2.5cm

である。器壁の厚さは 1.2 ～ 0.6cmを測る。排出口側の

残存部分は被熱を受けているが，鉄滓等の付着は確認で

きない。炉跡の北東側と，遺構の南側で貼床面から出土

しており，送風口部分を主とし，一部排出口側を含む全

体の破片の８割は炉跡の北東側から出土している。遺構

の南側からは排出口側の小破片が出土している。

以上のように，竪穴建物跡７号の貼床面からは専用品

３点，転用品２点，計５点の鞴の羽口が出土している。

この５点の鞴の羽口のそれぞれの破片の出土地点を最も

集中している箇所で見ていくと，78 は遺構の北壁中央部

付近，79 は南西角部付近，80 は南東角部付近，81 は西壁

中央部付近より，やや北側，82 は炉跡の北西側で出土し

ており，散在して出土している状況が見られた。

62 ～ 77 および，鞴の羽口 83・84 は，その出土状況か

ら，竪穴建物跡７号廃絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ

可能性の高い土器群である。

62・63 の２点は，その出土状況から竪穴建物跡７号廃

絶直後に流れ込んだ可能性のある土器群と考えられる。

ともに遺構の南西角部に集中して出土しており，貼床面

から出土している破片も多い。しかしながら，一部の破

片に関しては，西側および南側壁面付近で，緩やかに傾

斜しながら出土しており，流れ込みと考えられる。以上

のように遺構の縁辺部のみ遺物が浮き，かつ貼床面から

も出土している状況から，遺構が埋まり始めて間もない

時期に流れ込んだ,もしくは廃棄された遺物と考えられ

る。ただし,竪穴建物跡７号の埋土の堆積がレンズ状堆

積をしていない点が気にかかる。

62 は頸部にくびれを持たず，口縁部が直行しつつ，口

縁部上端でわずかに外反する甕Ｃ類の口縁部から胴部

下端までの資料である。脚部のみ欠損している。口径

30.0cmを測る。大部分が遺構の南西角部で出土してお

り，一段高い底面より 10 から 20cm程度浮いた状態で出

土している。また，壁面から遺構中央部に向かい傾斜し

ながら出土しているため，遺構内へ埋土が流入する過程

で廃棄もしくは流れ込んだ可能性が高い。外面口縁部

は，斜め方向のミガキが施されている。突帯部分は横方

向の工具ナデが施され，その上から突帯が貼り付けられ

ている。突帯直下には横方向のミガキが施されている。

胴部中程までは，やや斜め方向のミガキが施され，胴部

下位に行くほどミガキの方向は縦方向になっていく。内

面口縁部上位は，横方向の工具ナデが施されている。口

縁部の中程から胴部上位にかけては，斜め方向の工具ナ

デが施されている。胴部中程には縦方向の工具ナデが施

されている。胴部下半には縦方向の工具ナデが施されて

いるようであるが，摩滅が著しく痕跡が不明瞭である。

63 は完形に復元できた鉢である。口径 26.6cm，底径

11.8cm，器高 20.0cmを測る。出土位置・出土状況ともに

62 と類似しており，ほぼ同時期に廃棄もしくは流れ込ん

だ可能性が考えられる。外面口は横・斜め方向の工具ナ
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デが施され，胴部中程から下位では，幅４～５mm程度の

工具により縦方向の工具ナデが施されている。脚部には

横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施された後，脚部

に下端以外は，胴部と同じ工具により斜め方向の工具ナ

デが施されている。内面は横・斜め方向の工具ナデが施

され，胴部下位から底面にかけては縦方向のミガキが施

されている。脚部内面は横方向のナデを施した後に，斜

め方向の工具ナデや，横方向の丁寧な工具ナデが施され

ている。

64 は口縁部がわずかに外反する甕Ｃ類の口縁部から

胴部中程までの資料である。口径 31.2cmを測る。炉跡の

南側に集中して出土している。一部の破片は貼床面から

出土しているが,大部分は貼床面よりわずかに浮いた状

態で出土している。集中して出土していることと,貼床

面からの距離が近いことから,竪穴建物跡７号に帰属す

る可能性も考えられる土器である。内外面ともに全体的

に幅３～４mmの細い工具により調整が施されている。外

面口縁部には横・斜め方向の工具ナデが施されている。

突帯貼り付け部分には，粘土を薄く貼り付け，その粘土

部分に横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付け

ている。胴部上半には横・斜め方向の工具ナデが施され

ており，胴部の中程には縦方向の工具ナデが施されてい

る。内面口縁部には斜め方向の工具ナデを施した後に，

口縁部上位には横方向の工具ナデが施されている。胴部

には横方向の工具ナデが施されている。

65 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 32.6cmを測る。炉跡の南側

と西側から出土しており,また一部は東壁に隣接した柱

穴Ｐ 24 付近からも出土している。貼床面からわずかに

浮いた状態や, ５cm程度浮いた状態で出土している。炉

跡の周辺に集中して出土していることと,貼床面からの

距離が近いことから,	竪穴建物跡７号に帰属する可能

性も考えられる土器である。外面口縁部には斜め方向の

工具ナデを施した後に，口縁部上位には横方向の工具ナ

デが施されている。突帯貼り付け部分の器面には，横方

向の工具ナデを施した後に，突帯が貼り付けられている

が，突帯の上下では調整の明瞭さが異なる。胴部には斜

め方向の工具ナデが施されている。内面口縁部には横方

向の工具ナデが施されている。口縁部上位では工具幅が

７mm程度と明瞭であるが，下位では単位幅が不明瞭であ

る。突帯部分の内面には指押さえが列状に並ぶが，指押

さえによる凹凸は見られない。胴部には縦・斜め方向の

工具ナデが施されている。

66 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部

中程までの資料である。口径 30.0cmを測る。炉跡およ

び,その南側で貼床面からわずかに浮いた状態で出土し

ているものが多く,	竪穴建物跡７号に帰属する可能性も

考えられる土器である。外面口縁部には横・斜め方向の

幅５mm程度の工具ナデが施されている。突帯下位の胴部

には，幅１～２mm程度の幅の工具によるミガキが，その

下位の胴部上半には幅２～３mm程度の工具によりミガキ

がそれぞれ施されている。内面口縁部には斜め方向の工

具ナデが，やや曲線的に施されている。口縁部と胴部の

境目には，２条ほどの横方向に工具ナデが施され，この

横方向の工具ナデを挟み，胴部には横・斜め方向の工具

ナデが施される。

67 は完形に復元できた口縁部が内湾する甕Ｄ類であ

る。脚部内面天井部は中心部に突起を持ち、脚部最大高

は 0.9cmである。口径 25.7cm,底径 8.0cm,器高 26.2cmを

測る。遺構内全体に散在して,大部分は貼床面から浮い

た状態で出土しており,検出面から出土しているものも

見られる。外面口縁部は横方向の単位幅が不明瞭な横方

向の工具ナデの後に,横・斜め方向の幅９mm程度の工具

ナデを施している。突帯貼り付け部分の器面には,横方

向の工具ナデを施した後に,突帯を貼り付けている。胴

部上位には幅１cm程度の縦方向の工具ナデ,胴部中位に

は横・縦方向の工具ナデが施されている。胴部下位には

幅３mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。この工

具ナデはミガキに似ているが光沢を持たない。脚部には

横方向の工具ナデの後に,横・斜め方向のミガキを施し

ている。内面口縁部には横方向の工具ナデが施されてい

る。突帯部分の内面には指押さえが列状に２列並ぶ。胴

部には丁寧な指ナデが施されている。

68 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 30.6cmを測る。焼土跡の南側か

ら大部分が出土しており,そのほか東壁中央付近,焼土跡

と西壁の中間付近および，焼土跡の北側に散在し，貼床

面から５～ 10cm程度浮いた状態で出土している。外面口

縁部は横・斜め方向の工具ナデを施した後に，口唇部お

よび口縁部上端の内外面を指押さえにより仕上げてい

る。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施

した後に，突帯を貼り付けている。胴部は縦・斜め方向

の工具ナデを施した後に，縦・斜め方向のミガキをやや

疎に施している。器面には粘土帯の凹凸は残るものの，

接合線は丁寧にナデ消されている。内面口縁部上端は横

方向の工具ナデが施されている。口縁部は斜め方向の工

具ナデが施されており，突帯の内面部分には指押さえの

痕跡が列状に並んでいる。胴部には横・斜め方向の工具

ナデが施され，その後に縦・斜め方向のミガキが施され

ている。外面のミガキと比べ，さらに疎に施され，工具

幅も狭くなっている。55 と比較すると，口縁部形態・突

帯の刻目の有無などが異なるが，内外面に施されるミガ

キの施され方が非常に似ている。

なお，68 の付着炭化物に関して，放射性炭素年代測

定（AMS法）を実施したところ，２σ暦年代範囲を見ると，

340calAD-424calAD（95.4%）で４世紀中頃～５世紀前半
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の数値が得られている。

69 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中程

までの資料である。口径 19.0cmを測る。遺構の北壁付近

に集中して,貼床面より５cm程度浮いた状態で出土して

いる。口縁部上位には横方向の工具ナデが施され，その

後，口縁部上端に指押さえが行われている。口縁部下位

には不明瞭な横方向のナデが施されている。胴部には部

分的に縦方向の工具ナデが確認できるが，器面の剥落が

著しく観察が困難である。内面口縁部上位には外面と同

じ工具より，同程度の範囲で横方向の工具ナデが施され

ており，指押さえも行われている。口縁部下位から胴部

にかけては，斜め方向の工具ナデが施されている。

70 は甕の脚部資料である。底径 6.1cmを測る。脚部は

中心部がやや張り出し，脚部高は 1.0cmを測る。炉跡の

西側で,貼床面よりわずかに浮いた状態で出土している。

外面胴部下位は縦方向の工具ナデが，脚部には横・斜め

方向の工具ナデが施され，その後，胴部と脚部の境目に

指押さえが列状に行われている。

71 は壷の口縁部から胴部上位の資料である。口径

12.8cmを測る。遺構の南東部で,貼床面よりわずかに浮

いた状態で出土している。外面口縁部は横方向の工具ナ

デを施した後に,斜め方向の幅２mm程度の工具ナデを施

している。ミガキ調整の様に施されているが光沢を持た

ない。口縁部上端では,この幅の狭い工具ナデの上から,

さらに横方向の工具ナデが施されている。突帯に施され

ている刻目は,突帯の上下にも施されている。胴部には

斜め方向の幅９～ 10mmの工具ナデが施された上から,幅

３mm程度の斜め方向の工具ナデが施されている。内面口

縁部上端には横方向の工具ナデが,その下位には横方向

のミガキ様の工具ナデが施されている。口縁部下半には

斜め方向の工具ナデが施され,その後,部分的に斜め方向

のミガキ様の工具ナデが施されている。胴部には主に指

ナデが施されているが,部分的に横方向の工具ナデが確

認できる。頸部直下には粘土の接合痕が残り,その上下

に指押さえが並ぶ。

72 は壷の口縁部から胴部上位の資料である。口縁部

端部は欠損している。遺構の北側で,検出面直下から出

土している。外面口縁部は横方向の工具ナデを施した後

に,口縁部下位は横・斜め方向のミガキを施している。

胴部には口縁部より幅の狭い工具により横・斜め方向の

ミガキが施されている。内面口縁部は剥落が激しいが,

横方向の工具ナデが確認できる。頸部内面は稜の部分の

み細かなミガキが施されている。胴部も口縁部と同様

に剥落が見られるが,横・縦方向の工具ナデが施されて

いる。

73 は高坏の坏部資料である。口径 12.1cmを測る。高坏

の脚部の可能性も考えられたが，内面に坏部屈曲部の稜

がわずかに残ること,内面のミガキ調整,口縁端部に擦れ

が確認できないことから坏部と判断した。遺構の南西部

で，貼床面および検出面付近から出土している。外面は

横方向の丁寧な工具ナデが施されている。内面坏部上位

は横方向の工具ナデ,坏部下位は縦・斜め方向のミガキ

が施されている。

74 は高坏の脚部資料である。底径 16.8cmを測る。脚部

は中空であり，鞴の羽口としての使用痕は確認できない

が,坏部との接合部分の割れ方がきれいであり,意図して

丁寧に加工した可能性が高く,未使用の転用品の鞴の羽

口の可能性が高い。遺構の北東部で，貼床面よりわずか

に浮いた状態で出土している。外面脚部上位は横方向の

工具ナデを,下位には横・斜め方向の幅２mm程度のミガ

キ様の工具ナデを施した後に,縦・斜め方向のミガキを

施している。大きく反り返る脚部端部には工具ナデが施

されている。内面脚部上半は指ナデや指押さえ，下半は

横・斜め方向の工具ナデが施されている。なお，脚部の

接地面には直径７mm程度，厚さ１mmの円形の粘土が複数

貼り付けられている。

75 は坩の口縁部から胴部上端までの資料である。口縁

端部は欠損している。貼床面よりもわずかに浮いた位置

と，検出面から出土している。内外面ともに器面の剥落

が著しい。口縁部外面は横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部上端には横方向の工具ナデ，口縁

部には斜め方向のミガキが施されている。

76 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の南東角部

付近で，検出面付近から出土している。外面胴部には斜

め・横方向のミガキが，底部には横方向の工具ナデが施

されている。内面は全体的に指ナデが施されているが，

部分的に横方向の工具ナデも確認できる。

77 は粘土紐である。高さ 2.3cm，長さ 8.8cm以上を呈

する。内外面に指押さえの痕跡が多く残る。鹿屋市立小

野堀遺跡で出土している仕切りのある高坏の仕切り部分

に類似している。遺跡の南東部で，検出面近くから出土

している。

83 は専用品の鞴の羽口である。全体の 1/3 程が縦方向

に破損しているが，全体の形状が復元可能な鞴の羽口で

ある。長さ 10.5cm，排出口径 3.0cm，器壁の厚さ 1.6 ～

1.1cmを測る。送風口は楕円形を呈している。排出口から

被熱を受けており，被熱が広い部分では全体の 2/5 程が

焼けている。排出口先端部全周に，ごく薄く鉄滓が付着

している。被熱の受け具合から，この鞴の羽口は水平か，

わずかに傾けた状態で設置されていたと考えられる。遺

構の西壁中央部付近から，やや北側の位置で，貼床面よ

りわずかに浮いた状態で出土している。

84 は高坏の脚部を転用した転用品の鞴の羽口である。

排出口部分の破片資料であり，詳細は不明であるが，残

存部での長さ 5.2cm，排出口径 1.9cm，器壁の厚さ 0.8cm

を測る。排出口には鉄滓が厚く付着している。遺構の北



− 18 −

西角部付近で，検出面より５～ 10cm程下位で出土してお

り，流れ込み遺物と考えられる。

竪穴建物跡７号からは，その他にも鞴の羽口が複数出

土しているが，小破片であるため，ここで紹介した７点

の鞴の羽口の破片か，別個体かは判別できない。

石器（第２－31・32 図）

石 13 は金床石である。花崗岩製であり，長さ 35.9cm，

幅 26.0cm，厚さ 12.9cm，重量 16.2kgを測る。表面中央の

凹み部分には鍛造剥片や鉄片の付着が見られる。

石 14 は金床石である。変成岩製であり，破損している

が，残存部分のみで重量 2.95kgを測る。表面には鍛造剥

片や鉄片が付着し，被熱を受け赤色化している。裏面は

鉄片等の付着は見られないが，赤色化し煤が付着してい

る。

石 15 ～石 19 は棒状礫である。

石 15・石 16 は焼土域の北北東側の硬化面際で，２点

が隣接して貼床面から出土している。

石 17・石 18・石 19 は遺構の南東角部付近で,全て貼

床面から出土している。

石 20 は両端に使用痕を持つ小型の石器である。遺構

の南側で底面から出土している。上面には敲打痕が，下

面には磨り面が２か所確認できる。

石 21 は礫である。炉跡の東側に隣接して，貼床面から

出土している。使用痕はなく，裏面に平坦面を持つ。

石 22 は軽石製品である。炉跡の北西側で，検出面から

出土しており，流れ込み遺物である。破損しており全体

形状は不明であるが，環状を呈すると考えられる。

石 136 は敲石である。裏面に広く敲打痕が残る。

鉄製品・鉄滓・鍛造剥片ほか（第２－33・34 図）

鉄２は欠損した断面方形の棒状鉄器で、上端から下端

に向かって薄くなっている。形態・大きさから、鉄鏃の

茎部の可能性がある。

竪穴建物跡７号からは 263 点，総重量 2251.5gを量る

鉄滓が出土している。全て鍛冶滓である。ここで示す鉄

滓は，後述の埋土のふるい掛けで得られた鉄滓は含んで

おらず，遺物取上げ等目視で採取した鉄滓である。内訳

は，鉄塊 84.9g，椀形滓 132.0g，スラグ 1121.9 ｇ，鍛造

剥片 7.8g，その他である。そのうち特徴的な５点を図化

している。

滓１は大型の椀形滓である。最も厚みのある（約

1.5cm）部分を底面として，最も薄い（約８mm）の部分まで，

10cm程立ち上がる。推定される椀形滓の大きさは直径約

26cm，深さ約 10cmである。鉄分の付着は見られない。

遺構の北東部，柱穴P12 の南側に隣接し，貼床面から

出土している。

滓２は金属分のあるスラグである。裏面には炭化物の

付着が見られる。炉跡から出土している。

滓３・滓４は，いずれも断面に丸みを帯びる椀形滓で

ある。上面には部分的に少量の鉄分の付着も見られる。

下面には砂粒と礫が付着している。遺構の北側で，検出

面付近から出土している。

滓５は断面に丸みを帯びる椀形滓である。鉄分の付着

は見られない。滓４と同じ位置で出土しており，検出面

付近での出土である。

竪穴建物跡７号の貼床面から出土した鉄滓のうち６

点については、自然科学分析を行っている（第３分冊参

照）。その結果，６点のいずれも鍛錬鍛冶滓と推定され，

鍛冶作業が行われたことを示す遺物とされている。

竪穴建物跡７号については，貼床面上面の埋土を採取

し，ふるい掛けを行っている。その結果、多くの鉄滓・

鍛造剥片等が炉跡周辺から出土した。

炭化物・炭化木・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡７号では 33 点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から，竪穴建物跡７号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，４点

の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した。

分析の結果，２σ暦年代範囲を見ると，それぞれ

321calAD-405calAD（83.1%）で４世紀前半～５世紀初頭，

320calAD-400calAD（76.8%）で４世紀前半～４世紀末，

316calAD-398calAD（72.1%）で４世紀前半～４世紀末，

325calAD-412calAD（88.2%）で４世紀前半～５世紀前半

となり，ほぼ同じような年代値を示している。

竪穴建物跡７号からは，炭化種子も出土しており，種

実同定の結果，アサの種子（７号種１）であった。

竪穴建物跡８号（第２－35 図）

竪穴建物跡８号は，Ｈ 36・37 区Ⅴa層から検出された。

長軸（南北軸）約 3.2 ｍ，短軸（東西軸）約 3.0 ｍの隅丸

方形状を呈する。検出面から底面までの深さは約 40cm

で，底面から約 10cmの厚さで貼床が形成されている。

遺構の中心部には柱穴Ｐ１が検出されており，Ｐ１の

南側に隣接して焼土域が検出されている。この焼土域に

ついては，平成 26 年度の調査時に愛媛大学教授村上氏

による現地指導を受けており，２つの高まりと斜面で形

成されているこの焼土域は，その形状と焼け方から，鞴

の羽口を設置した場所と考えられるとの所見を頂いてい

る。Ｐ１や焼土域の周辺には硬化面が広がる。遺構の周

縁部では 20 ～ 30cm程度の幅で底面が一段高くなってお

り，その高低差は約 10cmである。貼床はこの一段高い底

面と同じ高さに形成されている。遺構の南側には貼床面

は形成されず,土坑状の落ち込みが形成されている。

竪穴建物跡８号の柱穴は,遺構内では貼床範囲内に４

基（Ｐ１～４），南側の凹みに２基（Ｐ５・６）テラス部分

に１基（Ｐ７），壁面に３基（Ｐ８～ 10）の計 10 基が検出

されている。貼床面範囲内の柱穴は，Ｐ３のみが深さ約
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75cmと非常に深い。その他の柱穴は壁面のものも含め

て，深さは 25 ～ 30cm程度である。南側の落ち込み部分

に検出された小柱穴Ｐ５・Ｐ６は，その配置や造りから

対をなすと考えられる。柱穴間の幅は約 36cmである。

出土遺物（第２－36 ～ 38 図）

遺物は竪穴建物跡７号と同様に，鍛冶関連遺物が多く

出土しているが，竪穴建物跡８号からは金床石の出土は

見られなかった。竪穴建物跡８号からは，大型の砥石・

鞴の羽口・椀形滓・鉄滓・鍛造剥片等が出土している。

遺物の出土状況は，遺構の南側半分からのみ大型の土器

片等が出土しており，北側で貼床面から出土した遺物は

土器細片のみである。この状況は後述する鉄滓等の分布

状況も同様である。

土器・土製品（第 2－ 39・40 図）

85 および土製品 92 は，その出土状況から，竪穴建

物跡８号に帰属する可能性が高い土器群及び土製品で

ある。

85 は幅広突帯を貼り付ける大型の壷の胴部資料であ

る。突帯上には，鋸歯状の刺突が施されている。遺構の

南側の凹み部分の遺構中央に向かい緩やかに立ち上がる

斜面部分の底面で出土している。外面突帯部分には，横

方向の工具ナデを施した後，突帯を貼り付けている。胴

部には斜め方向のミガキが施されている。内面には，幅

1.5cm程度の斜め方向の工具ナデが施されている。

92 は有段の高坏の脚部を転用した鞴の羽口である。長

さ 10.7cm，排出口径 2.9cm，器壁の厚さ 1.3 ～ 0.8cmを

測る。排出口の一部は破損しているが，ガラス質化して

いる部分が見られる。被熱の受け具合から，この鞴の羽

口は斜めに傾けた状態で設置されていたと考えられる。

大部分は遺構の南東部で，貼床面から出土しているが，

一部小破片は西壁中央部付近で，貼床面から出土して

いる。

その他に鞴の羽口として，図化はしていないが５点の

鞴の羽口の排出口が貼床面から出土している。出土位置

は５点ともに遺構の南西部である。

86 ～ 91 および，土製品 93・94 は，その出土状況から，

竪穴建物跡８号廃絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能

性の高い土器群である。

86 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 29.5cmを測る。遺構の南西部分

で，検出面から出土している。外面口縁部は斜め方向の

工具ナデを施した後，部分的にミガキが施されている。

突帯貼り付け部分の器面は，横方向の工具ナデを施した

後，突帯を貼り付けている。胴部上位は横・斜め方向の

ミガキが施されている。胴部中位は幅２～３mm程度の幅

の狭い工具ナデが施されているが密ではない。内面口縁

部は斜め方向の工具ナデが施されている。突帯内面部分

には指押さえが列状に並ぶ。胴部は指ナデが施されて

いる。

87 は壷の胴部上端から下位までの資料である。遺構の

中心部よりやや南側に集中して出土している他，中心部

よりやや南西側，南壁中央付近，遺構の南東部に散在し

て，検出面近くから出土している。胴部下位に行くほど

器壁が薄くなり，下位では厚さ６mm程度となる。外面は

幅６mm程度の斜め方向の工具ナデが施されている。内面

は指ナデが施されており，胴部上位では接合痕の部分に

指押さえが列状に並ぶ。

88 は壷の胴部中程から底部までの資料である。底部は

やや丸みを帯びているが平底を呈し，底径 4.8cmを測る。

遺構の中心部と東壁の中間付近にまとまって，貼床面よ

り 20cm弱浮いた状態で出土している。外面胴部中位は斜

め方向，下位は縦方向のミガキを施している。内面は全

面に指ナデを施している。

89 は完形に復元できた坩である。口径 5.6cm，底径

1.8cm，器高 7.9cmを測る。遺構の南側で東西に広く散在

して，貼床面や貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土し

ている。出土状況が広範囲に散在していたため，流れ込

み遺物とした。外面口縁部上半は横方向のミガキ，口縁

部下半は縦方向のミガキが施されている。胴部から底部

にかけては，斜め方向のミガキが施されている。内面に

は粘土の接合痕が残り，接合部分には指押さえが列状に

巡る。

90 は坩の胴部中程から底部の資料である。底径は

4.9cmを測る。遺構の中心部よりやや南側で，貼床面より

10cm程度浮いた状態で出土している。外面胴部は横・斜

め方向の工具ナデを，底部は斜め・縦方向の工具ナデを

施している。内面胴部は横・斜め方向の工具ナデを，底

部は縦・斜め方向の工具ナデを施している。

91 は坩の底部資料である。底部は平底を呈し摩滅して

いる。底径は 2.5cmを測る。遺構の南壁中央付近で，検出

面から出土している。内外面ともに，斜め方向の工具ナ

デを施している。

93・94 は鞴の羽口である。

93 は排出口・送風口ともに一部破損しているが，全体

の形状が復元可能な専用品と考えられる鞴の羽口であ

る。長さ 10.6cm排出口に一番近い部分の内径で 3.4cm，

器壁の厚さは 1.5cmを測る。排出口の残存部分に一部ガ

ラス化した箇所が確認できる。被熱の受け具合から，こ

の鞴の羽口は斜めに傾けた状態で設置されていたと考え

られる。

94 は鞴の羽口である。排出口のみの資料であるため，

専用転用は不明である。残存部の長さで 4.7cm，排出口

径 2.9cm，器壁の厚さは 1.5cmを測る。遺構の南西角部付

近から南側にかけて，貼床面より５～ 10cm程度浮いた状

態で出土している。排出口には鉄滓が付着している。遺

物の残りが悪いため，設置時の傾き等は確認できない。
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石器（第２－41 図）

石 23 は大型の砥石と考えられる遺物である。長さ

32.2cm，幅 9.6cm，厚さ 9.65cm，重さ 4,550gを測る。遺

構の南側の凹みへ落ち込む傾斜部分で底面から出土して

いる。縁辺部には敲打痕および鍛造剥片や鉄片の付着が

見られる。砥石としての使用面と考えられる平坦面が５

面確認でき，溝状の研ぎ痕が確認できる。全体的に被熱

を受け赤色化しているが，使用面には，被熱痕・敲打痕

や鍛造剥片等の付着が見られないため，金床石からの転

用品と考えられる。

石 24 は棒状礫である。遺構の東側で貼床面から出土

している。使用痕は確認できない。

石 25 は小型ではあるが棒状礫とする。使用痕は確認

できない。南側の凹み部分の貼床面の落ち込んでいく傾

斜部分で，貼床面から出土している。

石 26 は砥石である。遺構の南側で，検出面から出土し

ている。左右側面および下面に，縦・横方向の使用痕が

確認できる。

石 27 は礫である。遺構の東側で，検出面から出土して

いる。

鉄製品・鉄滓（第２－42 図）

鉄３は三角形状の小鉄板である。側面が平坦で、三辺

の角が折れ曲がっている。大きさ、形状から鉄器制作の

際に鏨で切り落とされた三角形鉄板と考えられる。

竪穴建物跡８号からは，213 点の鉄滓が出土してい

る。その全てが鍛冶滓である。出土した鉄滓の総量は

769.4gである。内訳は椀形滓が 168.5g，鍛冶滓のスラグ

が182.3g，鍛造時に出る鍛造剥片や粒状滓（湯玉）が1.4g

およびその他である。鉄滓の多くは，鞴の羽口が設置さ

れていたと想定される箇所から南壁に向かい扇状に広が

る。しかしながら，遺構の南西角部付近で出土している

鉄滓は，貼床面よりやや浮いた状態で出土していること

から，鉄滓の分布の中心は，鞴の羽口設置想定箇所から

南壁中央部への直線的な範囲と考えられる。遺構の中心

部から北側への鉄滓の分布は確認されていない。この鉄

滓の中から特徴的な４点を図化している。

滓６～９は椀形滓である。

滓６は鞴の羽口設置想定箇所の南側５か所から出土

している。そのうち２点が貼床面（硬化面）と，南側の落

ち込みの傾斜部分から，それぞれ出土している。アール

のきつい形状を呈しており，推定される大きさは直径

14cm，深さ７cmである。上面には鉄塊や鉄分が付着し，

下面には砂粒や小礫が付着しており，一部では鉄分が底

面に達している。内面のガラス質の色調は，やや白みが

かった灰色を呈する。

滓７は遺構の南側および南東側３か所で出土してお

り，南東側で出土した１点が貼床面で出土している。滓

７もアールがきつい形状をしており，推定される大きさ

は直径 14cm，深さ８cmである。接合はしないが滓１と同

一個体の椀形滓である可能性が考えられる。上面の底面

付近にごくわずかな鉄塊と鉄分の付着が見られる。８mm

程の鉄塊の粒が下面にまで達している。

滓８は鞴の羽口設置想定箇所の貼床面から出土してい

る。断面形状はアールが強く，推定される大きさは直径

18cm，深さ８cmである。上面には４点の中で最も多く鉄

分の付着が見られ，下面の底部には沈み込んだ鉄塊も確

認できる。滓８以外にも貼床面からは１cmに満たない大

きさの鉄滓が数点出土しており，これらは全て磁性を帯

びている。

滓９も鞴の羽口設置想定箇所の貼床面から出土してい

る。椀形滓片である。断面が薄く，密度の薄いスラグで

構成されており，椀形滓の上部部分と考えられる。

竪穴建物跡８号については，貼床面上面の埋土を採取

し，ふるい掛けを行っている。その結果，鉄滓・鍛造剥

片等が炉跡周辺から出土した。

炭化物・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡８号では貼床面から複数点の炭化物を遺

物として取り上げている。その中から２点の炭化物に

ついて放射性炭素年代測定（AMS測定）を実施した。分析

の結果，２σ暦年代範囲を見ると，それぞれ 132calAD-

256calAD（89.4%）で２世紀中頃～３世紀中頃，230calAD-

347calAD（95.4%）で３世紀中頃～４世紀中頃となり，や

や年代に差が見られる。

竪穴建物跡８号からは，炭化種子も出土しており，種

実同定の結果，モモの種子（８号種１）であった。

竪穴建物跡９号（第２－43・44 図）

竪穴建物跡９号は，Ｉ35・36 区Ⅴa層から検出された。

建物の方位はほぼ北側を向き，長軸（南北軸）約 5.4 ｍ，

短軸（東西軸）約 4.7 ｍの隅丸長方形を呈する。南北両側

に張り出しを持ち，北側は幅約 2.3 ｍ，奥行き約 0.5 ｍ

の長方形，南側は幅約 1.6 ｍもしくは約 1.0 ｍ，奥行き

約 0.3 ｍのやや歪な形状の張り出しを持つ。張り出し部

を含めた長軸（南北軸）の長さは約 6.2 ｍである。検出面

から底面までの深さは 30 ～ 40cm程度であり，底面から

15 ～ 20cm程度の厚さで貼床が形成されている。

竪穴建物跡９号の中央部には，長軸約 65cm，短軸約

55cm，深さ約 10cmの焼土を伴う菱形の土坑が検出されて

おり，炉跡と考えられる。炉跡の周囲には南北方向に広

く硬化面が広がる。東西方向は壁際から 1.0 ｍ程の範囲

で硬化面が見られない。南側の張り出し部には，南北・

東西軸ともに約 80cm，深さ約 20cmの不定形の土坑が検

出されており，硬化面はこの土坑の手前で途切れてい

る。土坑は底面で検出されている。

竪穴建物跡９号の柱穴は遺構内に 10 基，遺構周辺で

18 基，計 28 基が検出されている。断面図では底面から
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掘り込まれているような表現がされているが，記録メモ

や写真等を確認すると，遺構内の柱穴は全て貼床面で検

出されている。遺構内の柱穴はＰ５が炉跡の南側，炉跡

と土坑の中間の位置で検出されている。硬化面の範囲で

検出された柱穴は，この１基のみである。Ｐ１～Ｐ４は硬

化面の東辺に沿うように直線的に検出され，またＰ６～

Ｐ８は硬化面の西辺に沿うように直線的にそれぞれ検出

されている。Ｐ９・Ｐ10 は建物の西壁際に並んで検出さ

れている。遺構周辺で検出された柱穴はすべて遺構の壁

面に沿って検出されており，壁面からの距離は一定して

近い。特にＰ17 ～Ｐ20 は南側の張り出し部の形状に沿

うように検出されている。

出土遺物（第２－45 図）

遺物は遺構内全体から出土している状況である。ただ

し，大型の土器片は遺構の中心部よりも東西縁辺部で出

土する傾向が見られる。後述する鉄滓等の出土状況も類

似した出土状況を示している。

土器・土製品（第２－46・47 図）

95 ～ 103 および土製品 109 は，その出土状況から，竪

穴建物跡９号に帰属する可能性が高い土器群及び土製品

である。

95 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部下位までの資料である。口径は 25.5cmを測る。遺構

の北側をのぞき硬化面の周囲を囲むように出土している

が，その内容には偏りが見られ，遺構の東側には口縁部

片を含む大型の破片が集中して出土しており，口縁部を

含む土器全体の 1/3 程度となる破片８点が集中して出土

している。その南側の南東角部にも口縁部片が多く集中

して出土している。また，東壁付近中央部にも口縁部片

は１点であるが破片が集中して出土している状況が見ら

れ，遺構の東側で資料のほぼ９割程度が出土している。

遺構の西側には，南北に広く残りの１割程度の胴部小破

片が転々と散在して出土している状況である。東側の資

料が貼床面で出土しているのに対して，西側の資料は貼

床面及び貼床面から浮いた状態で出土しているため，95

の原位置は遺構の東側であったものと考えられる。ただ

し，川久保遺跡Ａ地点の地形は西側が高い地形をしてお

り，地形に沿って遺物が移動すると考えると，西側の小

破片群は地形に逆らって移動している点が気にかかると

ころである。

95 の外面口縁部上位には横方向の幅２cm程のハケ目

が施されている。突帯部分にも同じように横方向のハケ

目が施され，その上から突帯を貼り付けている。突帯部

分のハケ目の上下は，丁寧なナデが施されている。胴部

上半は，横方向の幅 1.5cm程度の工具ナデを施した後，

口縁部へ向かい斜め方向から縦方向への幅５mm程度の工

具ナデが施されている。この工具ナデは口縁部へ向かい

先細るものが見られ，繊維質の工具が使用された可能性

が考えられる。胴部下半は，胴部上半と同じ斜め方向の

工具ナデが施されている。内面口縁部上端は，横方向の

工具ナデが施されている。口縁部には斜め方向の工具ナ

デが施され，その上から連続した指押さえの跡が確認で

きる。胴部以下は，丁寧なナデが施されている。内面の

下端から５cm程上位までには，煮炊きの痕跡と考えられ

る炭化物が付着している。

96 は口縁部がわずかに内湾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部中程までの資料である。口径 22.6cmを測る。遺構の

中央部と北壁の中間付近，貼床面よりも下位の貼床埋土

中から大型の破片が１点出土している。外面口縁部上半

は横方向のハケ目が施され，その上から指押さえの痕跡

が確認できる。特に口縁部上端では指押さえの痕跡が密

であり，成形の痕跡と考えられ，最終的に口縁部上端か

ら口唇部を成形する作業は，器面調整の後に行われたと

推察できる。口縁部下半は斜め方向の単位不明瞭な工具

ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方

向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴

部上端までは，突帯部分と同じ横方向の工具ナデが施さ

れている。胴部上位から中程にかけては，幅６mm程度の

縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上端は強

めの横方向の工具ナデを施した後，斜め方向の工具ナデ

を施している。部分的には粘土を貼り付け、その上から

斜め方向の工具ナデを施している箇所も見られる。口縁

部から胴部中程にかけては，斜め方向の工具ナデが施さ

れている。

97 は壷の口縁部から胴部上位の資料である。口径は

13.2cmを測る。遺構の南側から東側にかけて，硬化面の

周囲を囲むように出土している。そのうち３cm程度の小

片ではあるが，口縁部片１点は南側土坑の埋土中から出

土しており，その他は貼床面から出土している。外面口

縁部は横方向の工具ナデが施されている。口縁部上端に

ついては，口縁部上端の下位を強い工具ナデにより凹ま

せ，口縁部上端をわずかにではあるが外側に突出させて

いる。屈曲部上位には斜め方向の工具ナデが施され，屈

曲部は幅の狭い細かなナデが各方向に施されている。胴

部上位は横方向の工具ナデが施されている。内面口縁部

は横・斜め方向の工具ナデが施され，その上に指押さえ

の痕跡が確認できる。胴部上位には斜め方向の工具ナデ

が施され，屈曲部ではその上に指押さえの痕跡が列状に

連なる。

98 は壷の胴部資料である。胴部最大径 43.2cmを測り，

幅広突帯を施す大型の壷である。遺構の南西角部に集中

して，底面から出土している。外面は基本的に丁寧な横

方向の工具ナデを施した後に，横・斜め方向のミガキを

施している。突帯部分付近のみはミガキが施されず，下

地の工具ナデが確認できる。内面胴部は横・斜め方向の

工具ナデが施されており，一部には指押さえの痕跡も確
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認できる。

99 は壷の底部資料である。底部の摩滅が著しい。遺構

の西側に南北に散在して，貼床面から出土している。外

面胴部下位は，縦・横方向の工具ナデの後，縦・斜め方

向の，部分的には光沢を持つ丁寧な工具ナデを施してい

る。底部は円形状に著しく摩滅している。内面胴部下位

は，横方向のナデが施されている。底部は縦方向の工具

ナデが施されている。竪穴建物跡９号は鍛冶関連建物跡

である可能性が高いため，帯磁率計による遺物の測定を

行っているが，そのなかでも 99 は高い数値が計測され

ており，川久保遺跡の一般的な二次焼成を受けた甕の２

倍ほどの数値が計測されている。しかしながら，器面に

鉄分の付着や過度な焼成の痕跡は見られない。

100 は完形に復元できた鉢である。口径 13.0cm，底径

5.3cm，器高 10.0cmを測る。遺構の南側と東側に散在し，

貼床面から出土している。外面口縁部から胴部上半にか

けては，横・斜め方向の工具ナデの後，丁寧な工具ナデ

を施している。胴部下半は斜め方向の丁寧なナデが施さ

れている。外面の丁寧なナデは，器面は平滑であるが，

光沢は持たず，また調整の単位の凹凸は顕著に残る。胴

部と脚部の境には，指押さえの痕跡が列状に残る。また，

脚端部の稜も指押さえにより成形されている。なお，２

列の指押さえの間には，幅１～２mm，長さ２cm程度の沈

線が施されている。内面口縁部は，横方向の工具ナデが

施されている。胴部は縦方向の丁寧な工具ナデが施され

ている。一部は口縁部の横方向の工具ナデの上から施さ

れている。外面の丁寧な工具ナデと比べると，調整の単

位幅の凹凸は目立たず，調整の方向を揃え，調整を重ね

る幅も統一するなど，より丁寧な処理を行っている。し

かしながら、光沢は持たない。脚部内面は，縦・横・斜

め方向の工具ナデが施されている。

101 は 100 に類似し，鉢の胴部下位から脚部の資料と

判断した。底径 7.8cmを測る。遺構の中央部と北壁の中

間付近，西壁付近に分かれて，貼床面から破片２点が出

土している。西壁付近の破片が脚部を含む，全体の表面

積の９割以上を占め，遺構の中央部と北壁の中間付近か

ら出土した破片は，胴部の小破片である。外面胴部下位

は，縦方向の丁寧な工具ナデが施されているが，工具ナ

デが施されていない部分一部も見られる。脚部は横方向

の工具ナデが施されており，脚端部をつまんで成形して

いるため，指押さえの痕跡が残っている。内面胴部は，

縦方向の丁寧な工具ナデが施されている。外面の調整よ

りも，より密に調整を施している。脚部内面は，工具ナ

デ及びナデが施されている。

102 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の西側，柱穴

Ｐ９とＰ11 の中間付近，貼床面から出土している。エン

タシス状の形状を呈する。外面は縦方向のミガキが施さ

れている。内面脚柱部は，縦・横・斜め方向の工具ナデ

が施されている。脚裾部は横方向のミガキが施されて

いる。

103 は円盤形土製品の可能性がある資料である。遺構

の南東部，貼床面から出土している。直径約 3.3cm，厚

さ約６mmを測る。土器片を再利用しているため，器面は

湾曲している。元々の土器の特徴として，外面は丁寧な

工具ナデ，内面はハケ目後，丁寧な工具ナデが施されて

いる。内外面ともに器面は平滑で，混和材はよく沈み込

んでおり，精製された粘土が使用されていることから，

元々は精製土器であったと考えられる。

109 は鞴の羽口の排出口資料である。破損しており，

残存部での長さは 6.9cmである。排出口径は 2.1cm，器壁

の厚さは 2.2 ～ 1.5cmを測る。器壁の厚さから専用品の

可能性が考えられる。排出口には鉄滓が付着している。

内面には部分的に布目痕が確認できる。遺物の残りが悪

いため，設置時の傾き等は確認できない。遺構の西側，

鞴の羽口片が複数点出土している地点で貼床面から出土

している。

竪穴建物跡９号からは，他にも２点の鞴の羽口の排出

口と確認できる破片資料が貼床面から出土しており，少

なくとも他に１個体の鞴の羽口が出土しているのは確か

である。この鞴の羽口も器壁の厚さから専用品と考えら

れる。

104 ～ 108 は，その出土状況から竪穴建物跡９号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

104 は壷の底部資料である。やや丸みを帯びた平底を

呈し，底径は 3.6cmを測る。遺構の北壁中央部付近，検出

面で出土しており，流れ込みと考えられる。外面底部付

近から底部は，縦方向のミガキが施されている。底面は

摩滅している。内面底部は，縦・斜め方向の工具ナデが

施されている。

105 は高坏の脚部資料である。遺構の南側土坑の直上

で，堆積した埋土中から出土しており，流れ込みと考え

られる。外面は縦方向のスジ状の痕跡の残るミガキの

後，縦・斜め方向のミガキが施されている。脚部内面上

位は，指ナデが施されているようである。脚部中位には，

外面に見られるスジ状の痕跡が残るミガキを，各方向に

短い長さで施している。

106 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の南西角部付

近，検出面で出土しており，流れ込みと考えられる。脚

部外面上端は，横方向のミガキの後，斜め方向のミガキ

が施されている。脚部上位から中位にかけては，縦方向

のミガキが施されている。脚部上端のミガキは，それ以

下のミガキにより切られている。また，上下でミガキの

幅が異なり，脚部上端のミガキは幅が広く，単位内の条

線が目立ち，やや粗い。脚部内面は縦・横方向の工具ナ

デが施されているが，調整はやや粗い。
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107 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の中央部より

やや北側，貼床面から浮いた状態で出土しており，流れ

込みと考えられる。脚柱部外面は，横・斜め方向の丁寧

なナデの後，縦方向のミガキが施され，どちらの調整も

部分的に確認できる。器面は平滑であるが，光沢は乏し

い。坏部と脚柱部の境目と，脚柱部と脚裾部の境目には，

複数本の平行した細沈線が施されており，全周すると考

えられる。器面調整と言うよりはむしろ区画として施さ

れた可能性が考えられる。脚部内面の調整は不明瞭であ

るが，器面の凹凸はあまり見られず，部分的に工具ナデ，

もしくは指ナデが施されている。脚柱部と脚裾部の境目

には，双方のパーツの接合時の痕跡が粘土の盛り上がり

として残存している。

108 は円盤形土製品の可能性がある資料である。直径

約 3.2cm，厚さ約７mmを測る。埋土中一括取り上げ資料

である。103 と同じく，土器片を再利用しているため器

面は湾曲している。外面中央部に凹み，内面に沈線が確

認できるが，これらがどの段階で施されたかは不明であ

る。元々の土器の特徴として，外面は丁寧な工具ナデも

しくはミガキ，内面は幅５mm程度の工具ナデが施されて

いる。内外面ともに器面は平滑で，混和材はよく沈み込

んでおり，精製された粘土が使用されていることから，

元々は精製土器であったと考えられる。

石器・礫（第２－47 図）

石 28 は磨敲石である。遺構の南壁中央際で出土して

いる。南側土坑の埋土の直上で，壁面に接して出土して

おり，竪穴建物跡９号に帰属する可能性が高い。

石 29 は礫である。検出面から出土である。

鉄製品・鉄滓（第２－47 図）

鉄４は鉄鏃の刃部である。断面は中央が厚く、紡錘形

に近い。

竪穴建物跡９号からは 16 点，総重量 143.9gを量る鉄

滓が出土した。鉄滓は遺構の南側および，東西の壁面付

近で出土しており，どの位置も大半は貼床面で出土して

いる。特に西側では鉄滓が南北に列状に出土していた。

内容は鉄塊・椀形滓・スラグであり，すべて鍛冶滓であ

る。そのうち１点を図化している。

滓 10 は椀形滓である。厚みは１cmであり，上部部分と

考えられ，直径６mm程度の鉄塊粒が付着している。遺構

の北東部で，貼床面から出土している。

竪穴建物跡９号で，微細な遺物の採取の為に実施した

貼床面上面埋土のふるい調査の結果,鉄滓片・鍛造剥片

等の微少な鍛冶関連遺物が出土した。微少な鍛冶関連遺

物は遺構の西側から，少量ではあるが出土しており，鞴

の羽口の分布と重なる。また南側でも少量出土してお

り，点で取上げた鉄滓の分布と重なる。

竪穴建物跡９号では，鞴の羽口・椀形滓・鉄滓・鍛造

剥片等が出土していることから，鍛錬鍛冶（小鍛冶）が行

われていたと考えられる。しかしながら，その出土量は

少なく，きわめて短期的に行われたと考えられる。
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第２-２図　東側(川側)の竪穴建物跡群
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表２-２　川久保遺跡Ａ地点古墳時代竪穴建物跡一覧１　東側（川側）検出竪穴建物跡群

図

番号

遺構

番号
区 検出層 形状

大きさ（ｍ） 長軸の

向き
貼床

炉跡

焼土
硬化面

張り

出し

調査時

遺構番号
備考

長軸 短軸

２-３ １ C36 Ⅴa 方形 3.9 3.4
北北西－

南南東
なし なし なし なし SH８ 年代測定

２-６ ２ D36･37 Ⅴa 方形 3.7 3.5
北北東－

南南西
○ ○ ○ なし SH11 年代測定

２-９ ３ F36 Ⅴa 方形 3.2 3.2 南－北 ○ なし なし なし SH20 ４号より古い

２-９ ４ F36 Ⅴa 方形 4.2 4.0 東－西 ○ なし ○ なし SH12 ３号・５号より新しい年代測定

２-14 ５ G36 Ⅴa 方形 7.7 6.7 東－西 ○ ○ なし ○ SH21 ４号より古い年代測定

２-20 ６ F38 Ⅴa 方形 4.8 4.3
北北東－

南南西
○ なし ○ ○ SH13

２-23 ７ G37 Ⅴa 長方形 7.0 6.0
北北東－

南南西
○ ○ ○ なし SH16 鍛冶関連・年代測定

２-35 ８ H36･37 Ⅴa 方形 3.2 3.0 南－北 ○ ○ ○ なし SH15 鍛冶関連・年代測定

２-43 ９ I35･36 Ⅴa 長方形 5.4 4.7 南－北 ○ ○ ○ ○ SH22 鍛冶関連

２-48 10 HI34･35 Ⅴa 方形 5.5 5.5
北北西－

南南東
○ ○ なし なし SH23 鍛冶関連

２-54 11 IJ35 Ⅴa 方形 3.7 3.6 東－西 ○ ○ ○ ○ SH27 年代測定

２-58 12 H33 Ⅴa 方形 5.0 4.7
北北西－

南南東
○ ○ ○ なし SH45 鍛冶関連・年代測定

２-62 13 I33 Ⅴa 方形 6.15 6.15
北北西－

南南東
○ ○ ○ なし SH46 年代測定

２-67 14 JK32･33 Ⅴa 方形 6.9 6.9
北北西－

南南東
○ ○ ○ ○ SH48



第２-３図　竪穴建物跡１号

1 粘性を持つ暗褐色土。黄褐色の極小パミスを極わずかに含む。
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表２-３  竪穴建物跡１号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

５

１ ○ 丸底甕 完形 ― 26.0 23.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐

内:にぶい褐

石・雲・輝・

白・小

突帯なし

胴部最大径24.2cm

２ ○ （丸底）甕 （底部欠損） ― ― 23.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・雲・輝・

白・黒・小

突帯なし

胴部最大径25.3cm

３ ○ 高坏 坏部 ― ― 17.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい赤褐

石・雲・輝・

白・黒・小

４ ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄褐

内:明赤褐

石・雲・黒・

小

５ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい褐

石・雲・長・

輝・白・ほか

６ 坩 胴部－底部 ― ― ― 5.0
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙
白・小・ほか
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表２-４  竪穴建物跡１号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

５

石１ ○ 軽石製品 完形 8.8	 9.1	 7.2	 110.0	 軽石 被熱の可能性あり

石２ ○ 棒状礫 完形 18.4	 9.5	 4.0	 960.0	 砂岩 擦痕あり

石３ ○ 棒状礫 完形 14.4	 8.9	 4.6	 980.0	 砂岩 表面に敲打痕，下面に使用痕あり
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第２―５図　竪穴建物跡１号出土遺物（土器 ・石器）
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第２-６図　竪穴建物跡２号
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第２-７図　竪穴建物跡２号　遺物出土状況
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第２―８図　竪穴建物跡２号出土遺物（土器 ・石器）
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表２-５  竪穴建物跡２号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

８

７ ○ 甕 （脚部欠損） Ｄ ― 24.8	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:淡い橙

内:橙
小・ほか 突帯なし

８ ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 23.9	 ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
白・小・ほか

９ ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.4	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

10 ○ 甕 脚部 ― ― ― 8.8	 工具ナデ
ミガキ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・小・ほか 脚部高：2.3cm

11 ○ 甕・鉢 脚部 ― ― ― 7.1	
指ナデ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・長・白・

小・ほか
脚部高：1.7cm

12 ○ 坩 口縁部 ― ― 9.4	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙
石・白・小

14と同一個体

の可能性

13 ○ 坩 口縁部 ― ― 10.0	 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:灰褐

内:灰褐
白・小 内外面煤付着

14 ○ 坩 胴部 ― ― ― ―
指ナデ

工具ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:明褐

内:明褐
石・白・小

12と同一個体

の可能性

15 ○ 坩 底部 ― ― ― 10.3	 ミガキ 指ナデ
外:橙

内:にぶい橙

石・長・白・

小・ほか

16 甕 口縁部 ― ― 28.8	 ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

ナデ

外:明黄褐

内:橙
石・白・小

17 甕 口縁部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

18 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ
ナデ

ミガキ

外:にぶい褐

内:にぶい褐
石・白・小

表２-６  竪穴建物跡２号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

８

石４ ○ 砥石 破損 5.6	 5.3	 2.1	 100.0	 砂岩 法量は残存部位で測定

石５ ○ 磨敲石 完形 10.6	 8.9	 5.0	 砂岩

石６ ○ 礫 完形 14.2	 10.0	 8.2	 1160.0	 安山岩



第２-９図　竪穴建物跡３号・４号
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第２-10図　竪穴建物跡３号・４号　遺物出土状況
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第２―11 図　竪穴建物跡３号　出土遺物（土器）
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第２―12 図　竪穴建物跡３号 ・４号　出土遺物（土器 ・土製品 ・鉄製品）
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第２―13 図　竪穴建物跡４号出土遺物（装飾品）

装 1 装 2

表２-７  竪穴建物跡３号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

11

19 ○ 甕 完形 Ｃ 20.3 17.9 8.3
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:褐

内:褐

石・白・黒・

小・ほか

脚部高：1.8cm

脚部天井：膨らむ

20 ○ 甕 胴部下位 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:にぶい橙

輝・白・黒・

小

21 ○ 高坏 坏部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・長・白・

黒・小

22 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 29.9 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:赤褐

内:赤褐
石・長・小 突帯に刻目なし

23 甕 完形 Ｃ 35.5 29.4 9.8 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙
石・白・黒

脚部高：2.4cm

脚部天井：膨らむ

24 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 29.5 ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい褐

内:にぶい褐
石・白・小

25 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 24.9 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・黒・

小

２－12 26 鉢 胴部－脚部 ― ― ― 8.3 ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・長・黒・

小・ほか

脚部高：1.3cm

脚部天井：膨らむ

表２-８  竪穴建物跡４号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

12

27 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 34.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

28 ○ 鉢 胴部下位 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい赤褐

石・白・黒・

小

29 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 14.4
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
黒・小・ほか

30 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

31 ○ 坩 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙
石・白・小 胴部最大径8.1cm

32 坩 口縁部 ― ― 5.9 ― ミガキ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい黄橙

内:にぶい橙
石・小

33
鞴の羽

口
排出口 ― ―

外径

（4.5）

内径

（3.0）
― ―

外:黄褐

内:黄灰

石・角・白・

ほか
専用品



第２-14図　竪穴建物跡５号　平面・断面
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第２-15図　竪穴建物跡５号　断面
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表２-９  竪穴建物跡５号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

18

34 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 6.2 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:橙

石・白・黒・

小
脚部高：0.4cm

35 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.7 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか
脚部高：1.4cm

36 ○ 甕 脚部 ― ― ― 7.0	 工具ナデ ハケ目
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか
脚部高：0.8cm

37 ○ 壷 口縁部－肩部 ― ― 16.0	 ―
ハケ目・工具

ナデ・ミガキ

ハケ目・工具

ナデ・ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
黒・小・ほか

38 ○ 甕 口縁部 ― ― 21.9 ― ミガキ ミガキ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

39 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― 8.6 工具ナデ 工具ナデ
外:明黄褐

内:にぶい黄橙

石・角・白・

ほか
器面に鉄分付着

40 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

41 ○ 高坏 坏部 ― ― 26.4 ―
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

42 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 指ナデ
外:橙

内:橙

長・石・白・

黒・小

43 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 30.0	 ―
工具ナデ・ハ

ケ目・ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

44 甕 口縁部－胴部 ― ― 20.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄褐

内:にぶい黄褐

石・白・黒・

小
突帯なし

45 坩 胴部－底部 ― ― 3.4	 ― ミガキ 指ナデ
外:明赤褐

内:明赤褐

石・輝・白・

黒・小

46 坩 胴部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒・小
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第２-16図　竪穴建物跡５号　遺物出土状況(平面・断面）
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第２-17図　竪穴建物跡５号　遺物出土状況(断面)
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表２-10  竪穴建物跡５号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

19

石７ ○ 棒状礫 完形 20.5	 10.8	 9.9	 2480.0	 砂岩

石８ ○ 棒状礫 完形 20.0	 9.5	 9.2	 2370.0	 ホルンフェルス

石９ ○ 棒状礫 破損 14.6	 6.6	 6.0	 740.0	 ホルンフェルス

石10 ○ 棒状礫 完形 12.3	 7.4	 5.2	 730.0	 砂岩

石11 ○ 礫 完形 10.3	 9.5	 4.9	 580.0	 砂岩

石12 礫 完形 9.6	 10.4	 8.0	 1540.0	 安山岩
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第２―18 図　竪穴建物跡５号出土遺物（土器）
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第２―19 図　竪穴建物跡５号出土遺物（石器）
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第２-20図　竪穴建物跡６号
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1 黒褐色砂質土。1cm以下の池田降下軽石を含む。
2 黒褐色砂質土。1cm以下のアカホヤ火山灰粒を若干含む。
3 暗褐色砂質土。1～3㎝のアカホヤ火山灰粒を若干含む。
4 黒褐色砂質土。0.5cm以下の池田降下軽石を若干含む。
5 黒褐色砂質土。1～3cmのアカホヤ火山灰粒をわずかに含む。埋土3よりもやや暗い。
6 暗褐色砂質土。1～3cmのアカホヤ火山灰粒を多く含む。硬くしまり、貼床面と考えられる。
7 黒褐色砂質土。

① 暗灰黄色土。
② 埋土①と埋土6の混ざり。
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第２-21図　竪穴建物跡６号　遺物出土状況
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第２―22 図　竪穴建物跡６号　出土遺物（土器 ・装飾品）
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表２-11  竪穴建物跡６号出土土器
図
番号

遺物
番号

床
面

器種
部位

（欠損部位）
分類

器高
（cm）

口径
（cm）

底径
（cm）

外面
調整

内面
調整

色調 胎土 備考

２
｜
22

47 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 28.4 ―
ナデ

工具ナデ
工具ナデ
ナデ

外:にぶい橙
内:橙

小・ほか 突帯なし

48 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 24.5 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:にぶい橙
内:橙

白・黒・小・
ほか

49 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙
内:にぶい橙

石・長・白・
黒・小

50 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ―
工具ナデ
ナデ

工具ナデ
ナデ

外:浅黄橙
内:浅黄橙

石・輝・黒・
小

51 甕・壷・鉢 胴部－底部 ― ― ― 6.7
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
外:にぶい橙
内:橙

石・白・小・
ほか

脚部高：0.2cm

52 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― 6.2 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐
内:明赤褐

石・白・小・
ほか

脚部：平底

53 高坏 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:にぶい黄橙
内:にぶい黄橙

石・白・小

54 高坏 脚部 ― ― ― 14.8 ミガキ 工具ナデ
外:橙
内:にぶい黄橙

石・輝・白・
小



第２-23(１)図　竪穴建物跡７号
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第２-23(２)図　竪穴建物跡７号
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4 黒色土。部分的に黄褐色土。アカホヤ火山灰土が混入。
5 濃茶褐色土・黄褐色土・灰白色土が混合された土。
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表２-12　竪穴建物跡７号柱穴観察表

柱穴番号 位置 直径（cm） 深さ（cm） 埋土色調 埋土特徴

１ 中央硬化面 18 30 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

２ 中央硬化面 16 ５ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

３ 中央硬化面 20 15 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

４ 中央硬化面 20 ５ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

５ 中央硬化面 19 ８ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

６ 中央硬化面 21-11 ５ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

７ 中央硬化面 18 16 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

８ 中央硬化面 27 12 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

９ 中央硬化面 30 46 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

10 中央硬化面 25 47 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

11 中央硬化面 23 ６ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

12 貼床面 25 27 暗褐色

13 貼床面 20 26 暗褐色

14 貼床面 20 27 暗褐色

15 貼床面 26 38 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

16 貼床面 20 18 暗褐色

17 貼床面 26 30 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

18 貼床面 20 12 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

19 貼床面 20 ９ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

20 貼床面 20 ８ 暗褐色 鍛造剥片等が混ざる

21 底面（床面） 21 10 暗褐色

22 底面（床面） 21 10 暗褐色

23 底面（床面） 20 ９ 暗褐色

24 底面（床面） 23 10 暗褐色

25 底面（床面） 21 10 暗褐色

26 底面（床面） 24 14 暗褐色

27 底面（床面） 25 28 暗褐色

28 壁 26 19 暗褐色

29 壁 21 22 暗褐色



第２-24図　竪穴建物跡７号　遺物出土状況(全遺物）
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第２-25図　竪穴建物跡７号　遺物出土状況(土器・石器・炭化物）
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第２-26図　竪穴建物跡７号　遺物出土状況(鉄滓・羽口）
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第２―27 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（土器①）
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第２―28 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（土器②）
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第２―29 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（土器 ・土製品）
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第２―30 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（土製品）
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第２―31 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（石器①）

石 13

石 14
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石 15

石 18

石 16

石 19

石 21

石 136

石 17

石 20

石 20

石 22

石 22

第２―32 図　竪穴建物跡７号　出土遺物（石器②）
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表２-13  竪穴建物跡７号出土土器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種
部位

（欠損部位）
分類

器高
（cm）

口径
（cm）

底径
（cm）

外面
調整

内面
調整

色調 胎土 備考

２
｜
27

55 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 31.4 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:にぶい橙
内:橙

石・長・白・
黒・小

56 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:にぶい黄橙
内:浅黄橙

黒・小・
ほか

57 ○ 鉢 完形 ― 19.5 25.7 10.4
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:明赤褐
内:明赤褐

石・長・白・
黒

58 ○ 鉢 完形 ― 5.0	 7.0	 3.0	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・白・小

59 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 10.6
ミガキ
工具ナデ

工具ナデ
外:橙
内:にぶい黄橙

石・黒・小

60 ○ 坩 完形 ― 5.3 5.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・黒・小

61 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ― 指ナデ
工具ナデ
指ナデ

外:橙
内:にぶい橙

褐色粒

62 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 30.0	 ―
ミガキ
工具ナデ

工具ナデ
外:橙
内:橙

白・小・
ほか

63 鉢 完形 ― 20.0	 26.6 11.8 工具ナデ
工具ナデ
ミガキ

外:橙
内:橙

石・白・小・
ほか

２
｜
28

64 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 31.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・白・小・
ほか

65 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 32.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:暗赤褐
内:にぶい橙

石・長・黒・
小

66 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 30.0	 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
外:にぶい橙
内:橙

石・白・小・
ほか

67 甕 完形 Ｄ 26.2 25.7 8.0	
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
指ナデ

外:浅黄橙
内:にぶい黄橙

小・ほか 脚部高：0.9cm

68 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 30.6 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:橙
内:橙

石・黒・小・
ほか

69 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 19.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:にぶい橙

石・長・黒・
小

70 甕 脚部 ― ― ― 6.1 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙
内:橙

石・白・黒・
ほか

脚部高：1.0cm

71 壷 口縁部－胴部 ― ― 12.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・白・黒・
ほか

72 壷 口縁部－胴部 ― ― ― ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:明赤褐
内:橙

石・白・
ほか

２
｜
29

73 高坏 坏部 ― ― 12.1 ― 工具ナデ
工具ナデ
ミガキ

外:明黄褐
内:明黄褐

石・白・小・
ほか

74 高坏 脚部 ― ― ― 16.8
工具ナデ
ミガキ

指ナデ
工具ナデ

外:明赤褐
内:明黄褐

石・白
鞴の羽口転用品
の可能性あり

75 坩 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ
ミガキ

外:浅黄橙
内:浅黄橙

石・白・黒

76 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
ミガキ
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:橙
内:橙

石・長・白・
ほか

77 その他 仕切り ― ― ― ― 指押さえ 指押さえ
外:淡黄
内:淡黄

雲・輝・黒・
ほか

78 鞴の羽口 完形 ―
（長さ）
14.1

（内径）
2.7

（厚み）
2.0

ナデ ナデ
外:にぶい橙
内:にぶい橙

輝・小・
ほか

専用品

79 鞴の羽口 完形 ― 13.3 2.6 1.9 ナデ ナデ
外:橙
内:橙

白・小・
ほか

専用品

80 鞴の羽口 完形 ― 11.1 2.1 1.4 ナデ ナデ
外:明赤褐
内:明赤褐

石・白・小 専用品

２
｜
30

81 鞴の羽口 完形 ― 9.6 2.2 1.6-0.6 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・長・黒 転用品（高坏脚）

82 鞴の羽口 完形 ― 8.1 2.5 1.2-0.6
ナデ
ミガキ

ナデ
外:橙
内:にぶい橙

長・輝・角 転用品（高坏脚）

83 鞴の羽口 完形 ― 10.5 3.0	 1.6-1.1 工具ナデ ナデ
外:明赤褐
内:明赤褐

石・長・黒 専用品

84 鞴の羽口 排出口 ― 5.2 1.9 0.8 ナデ ナデ
外:にぶい橙
内:赤褐

石・白・黒・
小

転用品（高坏脚）

表２-14  竪穴建物跡７号出土石器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種 残存状況
最大長
（cm）

最大幅
（cm）

最大厚
（cm）

重量
（g）

石材 備考

２
｜
31

石13 ○ 金床石 完形 35.9	 26.0	 12.9	 16200.0	 花崗岩 被熱，煤付着，鍛造剥片付着

石14 ○ 金床石 破損 （17.6） （9.5） 6.0	 2950.0	 変成岩 鍛造剥片・鉄錆付着

２
｜
32

石15 ○ 棒状礫 完形 19.7	 9.0	 8.3	 1590.0	 ホルンフェルス

石16 ○ 棒状礫 完形 16.9	 8.9	 6.1	 1420.0	 ホルンフェルス

石17 ○ 棒状礫 完形 18.0	 10.0	 7.9	 1700.0	 ホルンフェルス

石18 ○ 棒状礫 完形 19.0	 10.2	 6.4	 1480.0	 ホルンフェルス

石19 ○ 棒状礫 完形 19.8	 9.6	 7.1	 1750.0	 礫岩

石20 ○ 敲石 完形 7.0	 2.1	 1.6	 35.3	 頁岩

石136 敲石 破損 21.7	 8.2	 8.4	 1990.0	 頁岩

石21 ○ 礫 完形 10.6	 8.6	 2.7	 330.0	 凝灰岩

石22 軽石製品 破損 3.4	 （1.8） 1.0	 （1.9） 軽石 有孔
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第２-35図　竪穴建物跡８号・鞴の羽口設置想定箇所拡大

0 50cm

（1/20）

0 1m

（1/40）

1 黒色砂土。径0.5～1cm大の池田降下軽石を少量含む。
2 黒褐色砂土。径0.5～1cm大の池田降下軽石粒を少量含む。
3 黒褐色砂土。径0.5～1cm大の池田降下軽石粒を少量含むが埋土2よりは多い。
4 暗褐色砂土。アカホヤ火山灰土由来の褐色土を多く含む。
5 硬化面。
6 暗褐色土に黄褐色土ブロックが混ざる。貼床埋土。
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第２-36図　竪穴建物跡８号　遺物出土状況(全遺物)・柱穴
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第２-37図　竪穴建物跡８号　遺物出土状況(土器・石器・炭化種子)
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表２-15  竪穴建物跡８号出土土器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種
部位

（欠損部位）
分類

器高
（cm）

口径
（cm）

底径
（cm）

外面
調整

内面
調整

色調 胎土 備考

２
｜
39

85 ○ 壷 胴部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:浅黄橙
内:にぶい橙

石・輝・黒・
小

86 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.5 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
指ナデ

外:にぶい黄橙
内:にぶい黄橙

白・小・
ほか

87 壷 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 指ナデ
外:黄褐
内:にぶい黄橙

石・白・小

88 壷 胴部－底部 ― ― ― 4.8 ミガキ ナデ
外:橙
内:橙

石・白・小・
ほか

89 坩 完形 ― 7.9 5.6 1.8 ミガキ 指ナデ
外:にぶい黄橙
内:にぶい黄橙

石・黒・
ほか

90 坩 胴部－底部 ― ― ― 4.9 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・長・白・
黒・小

91 坩 底部 ― ― ― 2.5 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・黒・小

２
｜
40

92 ○ 鞴の羽口 完形 ―
（長さ）
10.7

（内径）
2.9

（厚み）
1.3-0.8

ミガキ
ナデ

ナデ
外:明黄褐
内:にぶい黄褐

長・黒 転用品（高坏脚）

93 鞴の羽口
（排出口破

損）
― 10.6 3.4 1.5 ナデ ナデ

外:にぶい橙
内:にぶい橙

輝・白・黒・
小

専用品

94 鞴の羽口 排出口 ― 4.7 2.9 1.5 ナデ ナデ
外:橙
内:橙

石・白・小



第２-38図　竪穴建物跡８号　遺物出土状況(鍛冶関連遺物)
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表２-16  竪穴建物跡８号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

41

石23 ○ 砥石 完形 32.2	 9.6	 9.65	 4550.0	 砂岩 鍛造剥片付着

石24 ○ 棒状礫 完形 22.7	 10.25	 7.7	 2380.0	 砂岩

石25 ○ 棒状礫 完形 11.2	 6.5	 4.3	 500.0	 ホルンフェルス

石26 砥石 破損 （2.05） 7.5 4.5 （100.0） 細粒砂岩

石27 礫 完形 9.8	 9.2	 4.7	 460.0 ホルンフェルス
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第２―39 図　竪穴建物跡８号　出土遺物（土器）
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第２―40 図　竪穴建物跡８号　出土遺物（土製品）
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第２―41 図　竪穴建物跡８号　出土遺物（石器）
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第２―42 図　竪穴建物跡８号　出土遺物（鉄製品 ・鉄滓）
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第２-43図　竪穴建物跡９号

1 黒褐色土。池田降下軽石を少量含む。
2 暗褐色土。池田降下軽石を若干含む。
3 黒褐色土を基調とし、池田降下軽石を若干含み、アカホヤ火山灰土も若干含む。
4 暗褐色土。池田降下軽石を多く含み、アカホヤ火山灰土を下部に多く含む。
5 黒色土を基調とし、下部にⅡ層及びⅤa層土を多く含み、池田降下軽石を若干含む。                                         
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第２-44図　竪穴建物跡９号　柱穴
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① ①

①

①
①

①
①

① ①
①

① ①

①

① 暗褐色土にアカホヤ火山灰土が混ざる。

a a’

a a’
L=31.400m
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第２-45図　竪穴建物跡９号　遺物出土状況
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第２―46 図　竪穴建物跡９号　出土遺物（土器）
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第２―47 図　竪穴建物跡９号　出土遺物（土製品 ・石器 ・鉄製品 ・鉄滓）

109

石28

石29

鉄 4

滓 10
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表２-17  竪穴建物跡９号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

46

95 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・

ほか

96 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 22.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:黒褐

内:にぶい黄褐
石・白

97 ○ 壷 口縁部－胴部 ― ― 13.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:赤褐

内:明赤褐

石・雲・白・

小

98 ○ 壷 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:明褐

石・白・

黒・小

99 ○ 壷 底部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:暗赤褐

内:橙

石・輝・白・

黒・小

100 ○ 鉢 完形 ― 10.0	 13.0	 5.3 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:橙

石・白・

ほか

101 ○ 鉢 胴部－脚部 ― ― ― 7.8 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

102 ○ 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ
工具ナデ

ミガキ

外:明褐

内:にぶい橙

石・長・白・

小

103 ○ 土製品 完形 ― ― ― ― 工具ナデ
ハケ目

工具ナデ

外:浅黄橙

内:にぶい橙

石・黒・小・

ほか

104 壷 底部 ― ― ― 3.6 ミガキ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙
石・白・小

105 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ
指ナデ

工具ナデ

外:赤褐

内:にぶい橙

石・長・角・

白・小

106 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:明赤褐

内:橙

石・輝・白・

黒・小

107 高坏 脚柱部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・小・ほか

108 土製品 完形 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・長・小

２―47 109 ○ 鞴の羽口 排出口 ―
（長さ）

6.9

（内径）

2.1

（厚み）

2.2-1.5
ナデ ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・黒・小・

ほか

表２-18  竪穴建物跡９号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

47

石28 ○ 磨敲石 完形 7.9	 7.8	 5.4	 609.0	 ホルンフェルス

石29 礫 完形 8.5	 7.4	 4.2	 350.0	 砂岩
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竪穴建物跡 10 号（第２－48・49 図）

竪穴建物跡 10 号は，Ｈ・Ｉ34・35 区Ⅴa層から検出さ

れた。１辺約 5.5 ｍのほぼ正方形状を呈し，検出面から

底面までの深さは約 60cmである。南側は中世以降の黒色

土を主体とする埋土の土坑による攪乱を受けているが，

残存部分から推察する限りでは南側の張り出しは無いと

考えられる。建物の軸はやや北北西側に傾く。底面全体

に水平な貼床面が形成されており，貼床面の厚さは平均

12cmである。

竪穴建物跡 10 号の中央部には長軸約 80cm，短軸約

65cmの楕円形の土坑が検出されており，土坑内には焼

土も確認されており，炉跡と考えられる。また，図面に

は記載されていないが，調査記録によると，中央部と南

側壁面のちょうど中間の位置の貼床面上面に，別な焼土

も確認されている。この位置には，後述する炉壁と考え

られる焼けた粘土塊等も出土しており，この位置にも炉

があった可能性が高い。なお，炉跡や柱穴は，記録や写

真では貼床面から検出されているが，実測図は底面段階

のものであり，計測値は本来の数値よりも小さな数値と

なっている。柱穴は 16 基検出されており，北西角・南西

角・南東角の角部に３基（Ｐ１・３・４），西側中央壁面

に１基（Ｐ２），西壁から約 80cmと東壁から約 50cmの位

置に，対をなすような柱穴４基（Ｐ５～８），中央土坑周

辺に小型の柱穴８基（Ｐ９～ 16）となっている。図面上で

は，底面から描かれているが，写真等を確認すると，貼

床面上面で確認できることから，どれも貼床面から掘込

まれている柱穴である。柱穴の埋土は大きく３種類の色

調に分けられ，柱穴の配置により埋土が異なる傾向が見

られる。また，16 基中 11 基の柱穴埋土中に焼土粒が含

まれているのが特徴として挙げられる。

竪穴建物跡 10 号の埋土は，貼床面より上位は，黒褐色

土の単一埋土であり，レンズ状堆積は見られない。

出土遺物（第２－50 図）

遺物の出土状況は，遺構の南側からの出土が北側と比

較して密である。貼床面で出土している遺物も多いが，

遺構内の広い範囲に散在して出土している状況が見ら

れる。

土器・土製品（第２－51・52 図）

110 ～ 119 は，その出土状況から，竪穴建物跡 10 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

110 は完形に復元できた甕である。口径 26.0cm，底径

10.9cm，器高 32.0cmを測る。脚部内面天井部中央は大き

く張り出し，脚部高は 3.7cmを測る。遺構の南壁付近に

集中して出土しているが，炉跡と西壁の中間付近でも少

量が出土している。出土位置は貼床面である。口縁部端

部を指でつまみながら土器の成形をおこなったと考えら

れ，口縁部端部の内外面には指押さえの痕跡が巡る。外

面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。胴部も

口縁部と同じ工具で，横・斜め方向の工具ナデが施され

ている。川久保遺跡の古墳時代の甕は，貼付突帯部分の

調整のみ横方向に施した資料が多いが，110 はそのよう

な器面調整は施されていない。胴部下端には，脚部を接

合したときに補強として貼り付けられた粘土が確認でき

る。脚部上位～中位にかけては，斜め方向の工具ナデが

施されている。胴部の工具ナデと比べると，幅の狭い工

具を用いているようである。脚部下位は横方向の工具ナ

デが施されている。内面口縁部は指押さえによる成形の

後，横・斜め方向の工具ナデを施している。胴部上位に

は斜め・横方向の工具ナデが施されている。工具の幅に

違いが見られる。胴部中には横方向の工具ナデが施され

ている。胴部下位には横・斜め方向の工具ナデが施され

ているが，明瞭ではない。脚部内面は横方向の工具ナデ

が施されている。基本的に内面調整に使用されている工

具は，外面の器面調整に使用されている工具よりも幅が

広い。

110 は貼付突帯部分と，脚部内面上面に見られる突出

部分に甕の変化の様相の中でも，新しい様相が見られる

が，口縁部の形状は古い様相を呈しているのが特徴で

ある。

111 は口縁部資料である。遺構の南東角部，柱穴Ｐ 13

の西側に隣接して，貼床面から出土している。外面口縁

部は単位幅が不鮮明な横方向の工具ナデが施されてい

る。内面は斜め方向の工具ナデが施され，突帯内面部分

には指押さえが並ぶ。

112 は口縁部資料である。口縁部は粘土を貼り付ける

ことにより肥厚させている。遺構の中央部と南西角部の

中間付近で，貼床面から出土している。外面口縁部上位

は単位幅が不明瞭な工具ナデ，口縁部下半は指ナデが施

されている。内面口縁部上位は横方向の工具ナデ，口縁

部下半は斜め方向の短い長さの工具ナデが密に施されて

いる。

113 は甕の胴部から脚部資料である。底径 9.2cmを測

る。遺構の南東部，柱穴Ｐ10 の東側から集中して，貼床

面で出土している。外面胴部は縦・斜め方向，脚部は指

ナデが施されている。胴部内面は斜め方向，底面では横

方向の指ナデが施されている。脚部内面には横方向の工

具ナデが施されており，脚部天井部分には指押さえが行

われている。

114 は丸底甕の胴部から底部資料である。底部はわず

かながら平坦面を持ち，底径 2.6cmを測る。遺構の北壁

付近で，貼床面よりも下位の貼床埋土中から出土してい

る。外面は幅２～３mm程の幅の細いミガキと，その下位

に幅７mm程の幅の広いミガキが施されている。底部は摩

滅が著しく調整痕が確認できない。内面胴部は縦方向の

工具ナデが施されている。底面付近には指押さえが行わ

れている。
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115 は甕・壷・もしくは鉢の底部資料である。底径は

6.9cmを測る。遺構の南西部，柱穴Ｐ12 の北側に隣接し

て，貼床面よりも下位の貼床埋土中から出土している。

外面底部付近は縦方向の指ナデが，底部には横方向の工

具ナデが施されている。内面は横方向の工具ナデが施さ

れ，底面には指押さえが行われている。

116 は完形に復元できた鉢である。口径 27.4cm，底径

11.0cm，器高 17.2cmを測る。遺構の北西角部付近から集

中して出土しており，１点のみ炉跡の東側で出土してい

る。この１点も含めて，全ての破片が貼床面から出土し

ている。外面口縁部は幅３～５mmの横方向の工具ナデを

施した上から，指押さえの痕跡が確認できる。胴部上位

は横・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部中位に

は縦方向の工具ナデ及び，縦方向のミガキが施されてい

る。胴部下位から脚部上位にかけては横方向の工具ナデ

が施されている。脚部中位には斜め方向の工具ナデが施

されており，部分的には指押さえの痕跡も確認できる。

脚部下位には横方向の工具ナデが施されている。内面口

縁部には，横方向の工具ナデを施した後，特徴的な工具

ナデを施している。基本的には横位または，左上から右

下方向へ下がる斜位方向に施されており，他の器面調整

よりも強く施されているため，文様のようにも見える。

胴部上半には横・斜め方向の工具ナデが施されている。

胴部下半には縦方向の工具ナデが施されている。脚部に

は横方向の工具ナデが施されている。

117 は完形に復元できた高坏である。口径 11.9cm，底

径 9.8cm，器高 11.4cmを測る。口縁部が外傾し，布留式

土器を意識したような坏部形態であるが，脚筒部は充実

で，脚裾部にかけては，なだらかに開く形状を呈する。

遺構の北側で散在して出土しているが，全ての破片が貼

床面で出土している。外面坏部には，横・斜め方向のミ

ガキが施されている。脚部ではミガキの方向は縦方向に

なり，脚部端部を見ると横方向の工具ナデの上から，縦

方向のミガキが施されていることが確認できる。全体的

に丁寧なミガキが施されているが，光沢を持つのは脚筒

部のみである。内面坏部上位は単位不明瞭な横方向のナ

デを施した後に，横方向のミガキを施している。坏部下

位では斜め方向の工具ナデの後に，横・斜め方向のミガ

キが施されている。坏部破損部分では，明瞭に接合痕跡

が確認でき，脚部の上に平坦な台座を成形し，その上に

坏部を乗せ，接合部分の内外面で粘土を貼り付け補強し

ていることが分かる。外面の粘土で補強した部分は，立

ち上がりが垂直気味になっている。脚部上位から中位に

かけては，斜め方向の工具ナデが施されている。脚部下

位には横方向の工具ナデが施されている。土器の色調

は，坏部内面が橙色，外面が赤褐色，脚部内面が黒色と，

色調に特徴がある土器である。

118 は高坏の坏部から脚部の資料である。口縁部及び

脚部端部は欠損している。炉跡の南側で貼床面よりも下

位の貼床埋土中から出土している。外面坏部下位は斜め

方向のミガキが，坏部下端は横方向の工具ナデが施され

ている。脚部上位は縦方向のミガキ，脚部下半は横方向

の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。坏部内面

は縦・横方向のミガキが施されている。脚部内面は縦方

向の工具ナデが短い長さで密に施されている。

119 は高坏の脚部である。底径は 15.0cmを測る。遺構

の南西部，柱穴Ｐ12 の東側に隣接して，貼床面から出土

している。外面脚部上端は横方向の工具ナデが施されて

いる。脚筒部は縦方向のミガキ，脚裾部は横・縦・斜め

方向のミガキが，筒部と裾部の境目には横方向の工具ナ

デが施されている。脚端部には横方向の工具ナデが施さ

れている。坏部底面にはミガキが施されている。脚部内

面天井部分には指押さえが行われている。脚部内面には

単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施されており，脚

筒部内面ではその後に，縦方向の工具ナデが施されてい

る。脚端部には幅７mm程度の横方向の工具ナデが施され

ている。

120 ～ 125 は，その出土状況から，竪穴建物跡 10 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

120 は完形に復元できた口縁部がわずかに内湾する甕

Ｄ類である。口径 30.2cm，底径 8.0cm，器高 34.7cm，脚

部高 1.9cmを測る。遺構の南西部と東壁付近に散在して

出土している。東壁付近で出土した３点はいずれも口縁

部直下の胴部片であり，５cm程度の破片は全てが接合

し，１つの大きな胴部片となることから，東壁付近に移

動後に割れたと考えられる。南西部に散在する破片は，

口縁部・胴部・脚部と多岐にわたり，東壁付近で出土し

た胴部片とも接合する。東壁付近で出土した３点と，南

西部で出土した破片のうち，最も東よりに出土した脚部

１点は貼床面で出土しているが，その他は全て貼床面か

ら浮いた状態で出土している。土器表面積の半分以上の

資料が貼床面から浮いた状態で出土していることから，

確実に竪穴建物跡 10 号に帰属するとは言い難く，完形

に復元できることからも一括廃棄された可能性が考えら

れる。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部は

斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分

の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り

付けている。胴部は斜め方向の工具ナデを施した後に，

縦・斜め方向のミガキを施している。脚部は横・斜め方

向の工具ナデを施しており，胴部と脚部の境目には指押

さえが巡る。内面は全体的に丁寧な指ナデが施されてい

る。脚部内面は斜め・横方向の工具ナデが施されている。

121 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部

上位の資料である。口径 20.7cmを測る。遺構の南西部，

貼床面から約 10cm浮いた状態で出土しており，流れ込
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みと考えられる。口縁部上位は横方向の工具ナデが施さ

れる。口縁部下位は横・斜め方向の工具ナデや横方向の

ミガキが施されており，その上から斜め方向の刻み痕が

並び，突帯を貼り付けた痕跡の可能性が考えられる。胴

部上位には幅１mm程の細い横方向のミガキが施されて

いる。胴部中位以下には，幅３mm程の縦方向の工具ナデ

が施されている。この工具ナデはミガキに類似している

が，光沢は持たない。内面口縁部上位には横方向の工具

ナデが施される。口縁部下位から胴部上位にかけては，

幅１～ 1.3cm程の横方向の工具ナデが施されている。胴

部中位以下には幅３mm程の縦方向のミガキが施されて

いる。

122 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。遺構の西壁付近，柱穴Ｐ９の北側から出

土している。貼床面と貼床面から約 15cm浮いた状態で出

土しているが，遺物カード・台帳等に「床着」等の記載

が無かったため，判断が難しく，破片の少なさからは流

れ込みの可能性が高い。外面口縁部上端は横方向の工具

ナデが施されている。口縁部は斜め方向の指ナデが施さ

れている。突帯貼り付け部分の器面には横方向のミガキ

や工具ナデが施され，突帯はその後に貼り付けられてい

る。胴部には縦・横方向の工具ナデが施されている。内

面口縁部上端には横方向の工具ナデが施されており，そ

の上から指押さえが行われている。口縁部から胴部にか

けては，横方向の指ナデが施されており，指押さえも行

われている。

123 は甕の胴部から底部の資料である。底径は 7.5cm，

脚部高 0.5cmを測る。遺構の東側に散在して，貼床面よ

り 10 ～ 18cm程度浮いた状態で出土しており，流れ込み

と考えられる。外面胴部中位から下位までは，縦方向の

ミガキが施されている。胴部下端は，縦方向の工具ナデ，

底部付近には斜め方向の工具ナデが施されている。縦方

向の工具ナデは縦方向のミガキに先行して施されてお

り，この縦方向の工具ナデとミガキは同じ幅で施されて

いるため，同じ工具が使用されている可能性が考えられ

る。脚部には粘土を薄く伸ばして貼り付けていたと考え

られ，幅１mm程度の細かいミガキが施されているのが確

認できる。脚端部はその粘土が剥落し，下地に連続した

指押さえの痕跡が確認できるが，本来は脚部全面に細か

なミガキが施されていたと推測される。内面胴部から底

部にかけては，縦・斜め方向のミガキが施されている。

底部付近ではミガキの幅が５mm程度であることが確認で

きるが，胴部では不明瞭である。ただし，器面は平滑で

あることから，全面にミガキが施されていると考えられ

る。脚部内面は工具ナデが施されている。

124 は高坏の坏部の資料である。口縁部付近が欠損し

ている。遺構の西側と南壁付近に広く散在して出土して

おり，脚部片は貼床面で出土しているが，坏部の多くは

貼床面から 10 ～ 20cm程度浮いた状態で出土しており，

流れ込みと考えられる。外面は斜め方向の工具ナデの後

に，横・斜め方向のミガキが施されている。坏部下端で

は，横方向の工具ナデを施した後に，横方向のミガキが

施されている。ミガキの密度は上位ほど疎であり，光沢

感はない。光沢が見られるのは坏部下位の一部分のみで

ある。内面は横・斜め方向の工具ナデの後に，横・斜め

方向のミガキが施されている。ミガキは上位と下位で密

であり光沢が見られる，中位はやや疎であり，光沢はご

く一部のみで確認できる。底部は縦方向のミガキが施さ

れている。

125 は高坏の脚部資料である。当初，出土位置・胎土

や断面の色調から 124 と同一個体と考えられていたが，

坏部とのバランスや，接合する部分が無いことから，こ

こでは別個体として扱う。外面脚部上端には，横方向の

工具ナデが確認でき，その後に縦方向のミガキを施して

いるようである。内面上位には絞り痕が確認できる。下

位には斜め方向の工具ナデが施されている。

126 は小型の脚部である。遺構の中央部付近，やや西

よりの位置で，破片２点が 1.3 ｍ程離れた状態で出土し

ている。貼床面から浮いた状態で出土しており，流れ込

みと考えられる。内外面ともに工具ナデの後に，各方向

のミガキが施されている。

127 ～ 129 は鞴の羽口である。

127 は排出口・送風口ともに一部破損しているが，全

体の形状が復元可能な専用品の鞴の羽口である。長さ

12.9cm，排出口径 2.3cm，厚さ 1.9 ～ 1.0cm，器壁の厚さ

は 1.9 ～ 0.6cmを測る。排出口の被熱によって広い部分

では全体の 1/3 程が２次焼成を受けている。排出口の周

縁部は被熱が激しく気泡ができており，ガラス質化もし

くはガラス質化した鉄滓が付着している。被熱の受け具

合から，この鞴の羽口はほぼ水平に設置されていたと考

えられる。送風口は楕円形を呈する。遺構の北西角部付

近と南壁中央部付近で，それぞれ貼床面から出土してい

る。排出口部分の小破片と，送風口を含め全体の８割程

度を占める大きな破片の２点に分かれるが，送風口部分

を含む大破片は南壁中央部付近からの出土である。

128 も排出口・送風口ともに一部破損しているが，全

体の形状が復元可能な専用品の鞴の羽口である。長さ

12.0cm，排出口径2.9cm，器壁の厚さ1.4～0.6cmを測る。

排出口の被熱によって広い部分では全体の 2/5 程が２

次焼成を受けている。排出口の周縁部は被熱が著しく気

泡ができている。排出口の下面および，側面の一部には

ガラス質化した鉄滓が付着している。被熱の受け具合か

ら，この鞴の羽口は，わずかにではあるが斜めに傾けた

状態で設置されていたと考えられる。遺構の南壁中央部

付近と，柱穴Ｐ16 の位置で，それぞれ貼床面および，貼

床面と同じ高さから出土している。127 と同様に，排出
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口部分の小破片と，送風口を含め全体の８割程度を占め

る大きな破片の２点に分かれるが，送風口部分を含む大

破片は南壁中央部付近からの出土であり，127 と 128 の

大部分はほぼ同じ場所で隣接して出土している状況が見

て取れる。

129 は鞴の羽口の排出口資料である。被熱を受けた範

囲の境目付近で破損しており，全体の形状は不明であ

る。残存する長さは 7.1cm，排出口径 1.9cm，器壁の厚さ

は 2.1 ～ 1.5cmを測る。器壁の厚さは場所によって厚さ

にムラが生じている。排出口から被熱を受けており，排

出口の周縁部は被熱が激しく気泡ができている。排出口

の下面と考えられる部分には鉄滓が付着している。排

出口の上面と考えられる部分は，被熱により器面が剥落

しており，剥落した器面の内側に被熱を受けているのが

確認できる。また剥落した器面には，ガラス質化した鉄

滓の付着も確認できるため，器面が剥落した後もしばら

く使用し続けたことが分かる。器面が被熱の受け具合か

ら，この鞴の羽口は，ほぼ水平に設置されていたと考え

られる。遺構の西壁付近の南寄りの位置で，貼床面から

出土している。

石器（第２－53 図）

石 30 は礫器である。南西角部で，貼床面から浮いた状

態で出土しており，流れ込みと考えられる。

鉄滓（第２－53 図）

竪穴建物跡 10 号からは 70 点の鉄滓が出土し，全て鍛

冶滓であると考えられる。分布は遺構の南西部に最も多

く，次いで南壁中央付近，少量ではあるが遺構の中央部

炉跡周辺でも出土している。その全てが貼床面で出土し

ており，竪穴建物跡 10 号に帰属する可能性が高い。ま

た，南壁中央付近では，焼けた粘土塊が複数点，こちら

も貼床面から出土しており，これらは炉壁の可能性が考

えられる。この場所では焼土も確認されていることから

鍛冶炉の存在が考えられる。

鍛冶滓の総重量は 596.6 ｇを量る。内訳は，鉄塊が

62.4 ｇ，椀形滓が 306.6 ｇ，スラグが 93.9 ｇである。椀

形滓が多く出土しているのが特徴であり，１点のみであ

るが表面がガラス化したもの（18.7g）も確認できる。70

点のうち６点を図化している。

滓 11 ～ 15 は椀形滓である。

滓 11 は椀形滓の底面の一部と，立ち上がり部分の資

料である。厚みは約７mmと薄く，推定される底径は約７

cmと小さい。鉄塊等の付着は見られず，スラグ主体で

20.0 ｇと非常に軽量である。南側の焼土で貼床面から出

土している。

滓 12 は６点の椀形滓なかで唯一，上面の大半が鉄分

で覆われており，鉄塊も付着している。また一部の鉄塊

は下面にまで沈んでいる。厚みは平均で 1.2cmを測り，

非常に重量感があり，78.8gを量る。傾き・部位等は不明

である。南側の焼土で貼床面から出土している。

滓 13 は椀形滓の上部縁辺部の資料である。傾きは不

明である。厚みは縁辺部で約１cm，残存部下位で約７mm

を測る。スラグ主体で 13.3 ｇと非常に軽量である。

滓 14 は部分的に少量の鉄分が付着している椀形滓で

ある。厚みは平均で約８mmを測る。傾き・部位は不明で

ある。重量は 15.6gを量る。南西部で貼床面から出土し

ている。

滓 15 は上面に一部ではあるが，薄く鉄分が付着する

椀形滓である。厚みは平均９mmを測る。傾き・部位は不

明である。重量は 18.7gを量る。南西部で貼床面から出

土している。

滓 16 はスラグ塊である。長さ 5.6cm，幅２～３cm程度

の塊で，周縁部に大きく破損した痕跡が見られないた

め，これで一つの塊と考えられる。厚みは１～ 1.5cm程

度を測る。上面は曲線的で光沢を持ち，下面には土が付

着している。左側辺には厚さ５mm程度の薄いスラグ塊が

付随する。重量は 16.8gを量る。南東部で貼床面から出

土している。

竪穴建物跡 10 号では，微細な遺物の採取の為に実施

した貼床面上面埋土のふるい調査の結果,鉄滓片・鍛造

剥片・鉄滓粒等の微少な鍛冶関連遺物が出土した。点で

取り上げた大型の鉄滓の分布と，微少な鍛冶関連遺物の

分布はほぼ重なり，炉壁（焼土塊）・椀形滓・鉄滓・微少

な鍛冶関連遺物の４つが出土しており，鞴の羽口２点の

出土位置が隣接している焼土の位置に鍛冶炉があった可

能性が最も高い。また，南西部に関しても，鉄滓と微少

な鍛冶関連遺物が集中して出土しており，鞴の羽口１点

および，椀形滓も出土していることから，鍛冶炉があっ

た可能性が考えられる。いずれにせよ竪穴建物跡 10 号

では，鍛錬鍛冶（小鍛冶）が行われていたと考えられる。

竪穴建物跡 11 号（第２－54 図）

竪穴建物跡 11 号は，Ｉ･Ｊ35 区Ⅴa層から検出された。

東西軸約 3.7 ｍ，南北軸約 3.6 ｍとほぼ正方形を呈す

る。南側に小規模な張り出しを持ち，張り出し部を含め

た南北軸の長さは約 4.0 ｍである。建物の軸の方向は北

東側に隣接する竪穴建物跡９号とほぼ同軸であるが，大

きさは一回り小さい。検出面から底面までの深さは 40

～ 50cmである。底面全体に水平な貼床面が形成されて

おり，貼床面の厚さは平均 20cmである。遺構の中央部に

は焼土，炭化物範囲，硬化面が確認されている。焼土は

直径約 20cmの円形状に検出された。その周囲には直径

約 50cmのやや歪ではあるが円形の範囲に炭化物が集中

して出土している。焼土はこの炭化物集中範囲の南東側

に偏って検出されており，炉跡と考えられる。炭化物集

中の周囲には，広く炭化物が散在する範囲が確認されて

おり，その範囲は長軸約 1.8 ｍ，短軸約 1.2 ｍの歪な楕
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円形を呈する。貼床面の上面には南北方向に長く硬化面

が確認されており，長軸約 3.0 ｍ，短軸約 1.5 ｍの歪な

楕円形の範囲で広がっている。この硬化面は炭化物の範

囲や焼土の下位に潜り込んでおり，焼土域使用の過程で

徐々に炭化物が堆積していった可能性が考えられる。柱

穴は遺構の中央部から南側にかけて８基確認されてい

る。ただし，検出面は底面であり，貼床面上面では確認

されていない。

竪穴建物跡 11 号の遺構埋土を見ると，埋土２・３が

西側から流入していることが分かる。また地形も西側

（北西側）の標高が高くなっているので，西側から土が流

入することは自然であり，竪穴建物跡 11 号は自然堆積

により埋まったと考えられる。

出土遺物（第２－55 図）

多くの遺物が出土しており，取り上げ総点数は 514 点

である。しかしながら，実測対象とした土器の多くが，

竪穴建物跡 11 号廃絶後に廃棄，もしくは流れ込みの可

能性が高い遺物であった。土器の他には，高坏を転用し

た鞴の羽口が１点，刀子と考えられる鉄製品が１点，石

器が１点，その他鉄滓が出土している。

土器・土製品（第２－56・57 図）

130 ～ 134 は，その出土状況から，竪穴建物跡 11 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

130 は甕の口縁部から胴部下位までの資料である。突

帯は施されず，丸底甕と考えられる。口径は 13.4cmを測

る。遺構の中央部と北壁の中間付近から北壁の間にまと

まって，貼床面から出土している。外面口縁部上端は斜

め方向の工具ナデが施されている。口縁部は縦方向の工

具ナデが施されている。胴部は横・斜め方向の工具ナデ

を施した後に，幅５mm程度の縦方向のミガキに近い工具

ナデを丁寧に施している。内面口縁部上端は横方向の工

具ナデを１条施している。口縁部から胴部にかけては，

斜め方向の工具ナデを施した後に，胴部上位には，部分

的に単位の細かい横・斜め方向の工具ナデを施している。

胴部中程には縦方向の工具痕が線状に残るが，消失気味

であり，最初期の調整痕の残りであると考えられる。こ

の縦方向の工具痕は部分的には，上位の単位の細かい工

具痕により消されている。

130 の外面全面には煤が付着しており，この付着炭化

物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったと

ころ（第３分冊自然科学分析参照），確率の高い２σ暦年

校正年代は 325calAD-410calAD（88.8%）となった。おお

よそ４世紀前半～５世紀前半の値である

131 は甕・壷の胴部中程から底部の資料である。遺構

の中央部よりやや北東の位置に集中して出土しており，

１点のみ炉跡の南側で出土している。出土した 14 点の

破片のうち，２点のみ貼床面から浮いた状態で出土して

いるが，残りの破片は炉跡の南側で出土している１点を

含めて，全て貼床面で出土している。外面は縦方向の工

具ナデが施されている。内面は摩滅が著しく，器面の剥

落が目立つが，部分的に横方向の工具ナデが確認でき

る。

132 は高坏の坏から脚部の資料である。口径は 11.5cm

を測る。遺構の中心部付近で３点の破片が集中して，貼

床面及び，貼床面直上の炭化物を多く含む埋土中から出

土している。口唇部は横方向のナデが施されている。外

面坏部上位は横方向の工具ナデ，坏部下位は横・斜め方

向の工具ナデが施されている。坏部内面上位は横方向の

工具ナデ，坏部下位は斜め方向の工具ナデを施してい

る。

133 は坩の胴部から底部資料である。炉跡と東壁の間

のやや炉跡寄りの位置から出土している。わずかに貼床

面から浮いた状態で出土しているため，竪穴建物跡 11

号に帰属する可能性も考えられる資料である。外面は全

体的に丁寧なミガキが施されており，光沢を持つ。屈曲

部に施されるミガキの幅はやや広い。胴部上位にはミガ

キの上に斜め方向の工具痕が残る。内面胴部は横方向

の，底部付近では斜め方向の工具ナデが施されている。

内面胴部上位には絞り痕が残り，また，粘土の接合痕も

残る。

134 は円盤形土製品の可能性がある資料である。直径

約 3.4cm，厚さ８mmを測る。遺構の中心部，炭化物を多く

含む埋土４の直上で出土しており，竪穴建物跡 11 号に

帰属する可能性も考えられる資料である。

135 ～ 151 は，その出土状況から，竪穴建物跡 11 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

135 甕の口縁部から胴部上半の資料である。突帯は施

されない。口径は 18.5cmを測る。遺構の北西部，検出面

で破片が１点のみ出土しており，流れ込みと考えられ

る。外面口唇部から口縁部にかけては横方向の工具ナデ

が施されている。胴部には横方向の工具ナデが施され，

その後に横方向のミガキが施されている。内面口縁部に

は横方向の工具ナデの後に，横・斜め方向のミガキが施

されている。胴部上位にはケズリが施された後に，横方

向の工具ナデが，その下位には指ナデが施されている。

布留式土器を模した資料である。

136 は口縁部から胴部上位の資料である。突帯は施さ

れない。口径は 21.1cmを測る。遺構の中央部と南壁の中

間付近，検出面直下で破片が１点のみ出土しており，流

れ込みと考えられる。外面口縁部は斜め方向の指ナデ

が，胴部はナデの後に縦方向のミガキが施されている。

内面口縁部上端は横方向の工具ナデが１条施されてい

る。口縁部から胴部にかけては，幅 1.5 ～ 1.8cm程の幅

広の工具による斜め方向の工具ナデが施され，胴部中位

ではその後に縦方向のミガキが施されている。
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137 は口縁部が外反する甕Ｄ類の口縁部から胴部上端

の資料である。遺構中央部よりわずかに北側の埋土中か

ら出土している。１点のみの出土であり，貼床面から約

15cm浮いた状態で出土していることから，流れ込みと考

えられる。外面口縁部上端は横方向のナデ，口縁部中位

は縦方向の単位幅不明瞭な工具ナデが施されている。突

帯貼り付け部分の器面には，横方向の工具ナデが施され

た後に，突帯が貼り付けられている。胴部には縦方向の

工具痕が残る。内面は斜め方向の工具ナデが施されて

いる。

138 は甕の胴部から脚部資料である。底径は 10.7cmを

測る。脚部内面天井部中央は張り出し，脚部高は 1.9cm

を測る。遺構の中央部よりやや南側から２点の破片が，

約 60cm離れて，埋土中及び検出面直下で出土している。

流れ込みと考えられる。胴部下位にはミガキが施されて

おり，胴部下端にはミガキの下地に工具ナデが確認でき

る。胴部と脚部の境目には，上位のミガキと同じ工具を

使用したと考えられる幅細の斜め方向の工具ナデが間隔

を空けて施されている。その下位には指押さえが列状に

並ぶ。脚部には横方向のナデが施されている。内面は斜

め・横方向の工具ナデが施されており，底面には指押さ

えが行われている。脚部内面はナデが施されている。

139 は甕の脚部資料である。底径は 7.7cmを測る。脚

部内面天井部中央はわずかに凹み，脚部高は 1.6cmを測

る。遺構の南西角部付近の検出面直下で，破片が１点の

み出土しており，流れ込みと考えられる。外面は横方向

の工具ナデが施されている。脚部内面天井付近にはミガ

キが，その下位には斜め・横方向の工具ナデが施されて

いる。

140 は甕の胴部から底部資料である。底径は 8.2cmを

測る。平底を呈するが，中央部分はわずかに凹む。遺構

の中央部と西壁の中間付近で，貼床面から約 15cm浮いた

状態で破片が１点のみ出土しており，流れ込みと考えら

れる。外面は縦・横方向の工具ナデ・ナデが施されてい

る。内面は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

141 は甕の胴部から底部資料である。底径は 6.6cmを

測る。平底気味であるが，脚部高 0.2cm，幅 0.7cmの脚を

持つ。遺構の中央部と北壁の間に散在して破片が５点出

土しているが，そのうち３点は検出面からの出土であ

り，流れ込みと考えられる。外面は縦方向の工具ナデが

施されている。脚部は粘土を貼り付けた痕跡が残る。内

面は斜め方向の工具ナデ・指ナデが施され，指押さえも

行われている。

142 は甕・壷の底部資料である。底径は 4.5cmを測る。

平底気味であるが，脚部高 0.2cm，幅 0.7cmの脚を持つ。

遺構の中央部よりやや南西の位置で，検出面直下から破

片が１点のみ出土しており，流れ込みと考えられる。外

面胴部下位は幅６mm程の斜め方向の丁寧な工具ナデを施

している。底部には単位幅が不明瞭な斜め・横方向の工

具ナデが施されている。内面には横方向のミガキが施さ

れており，底面付近には指押さえが巡る。

143は高坏の坏部の資料である。口径は25.0cmを測る。

遺構の中央部付近・北壁付近・西壁付近と広く散在して

おり，また検出面や埋土中からの出土であるため，流れ

込みと考えられる。外面坏部上端は横方向の工具ナデの

後に，部分的に斜め方向の工具ナデが施されている。坏

部上位から下位にかけては，横・斜め方向のミガキが施

されている。坏部下端ではミガキが横方向に施されてい

る。坏部中位には接合痕が残り，接合痕の上下では器壁

の厚さが異なり，上位の器壁が厚い。坏部内面上端は横

方向の工具ナデが施されている。坏部上位から下位にか

けては，横・斜め方向のミガキが，坏部底面には縦方向

のミガキが施されている。内面でも中位に接合痕が確認

できる。

144 は高坏の坏部下位から脚部までの資料である。遺

構の南西部から破片が１点出土している。出土位置が貼

床面と検出面の中間付近の埋土中であり，廃棄もしくは

流れ込みと考えられる。坏部外面は斜め方向のミガキが

施されている。坏部と脚部の境目には横方向のミガキが

施されており，坏部と脚部の接合後の処理と考えられ

る。脚筒部上端は斜め方向，その下位には縦方向のミガ

キが施されている。一部のミガキは脚裾部にまで及んで

いる。脚裾部には横方向の工具ナデが施された後に，横

方向のミガキが施されている。坏部内面には横方向のミ

ガキが施されている。脚部内面天井部分には指押さえが

巡る。また，天井部分から縦方向にひび割れが確認でき

る。脚筒部は縦方向の指ナデが，脚筒部下端には斜め方

向の工具ナデが施されている。また，脚筒部下端には指

押さえが巡る。脚裾部には横方向のミガキが施されてい

る。

145 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の中心部付近，

貼床面から約 10cm浮いた状態で破片が１点のみ出土し

ており，廃棄もしくは流れ込みと考えられる。坏部外面

には幅５mm程の縦方向のミガキが施されている。脚部に

は幅２mm程の縦方向のミガキが施されている。坏部内面

にはナデの後に横方向のミガキが施されている。脚部内

面には縦方向の工具ナデが施されている。

146 は脚柱部の資料である。脚柱部下位には等間隔

（120°に１か所ごと）に３か所穿孔が施されており，穿

孔は外面から内面に向かって行われている。遺構の中央

部と北壁の中間付近，貼床面から約 10cm浮いた状態で，

破片が１点のみ出土しており，廃棄もしくは流れ込みと

考えられる。外面は縦方向のミガキが施されている。内

面には単位幅が不明瞭な縦方向の工具ナデが施されて

いる。

147 は脚柱部の資料である。遺構の西側で出土してい
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る。出土位置が遺構内にレンズ状に堆積している埋土２

の直上であるため，廃棄もしくは流れ込みと考えられ

る。外面脚柱部には幅２mm程の縦方向の工具ナデが施さ

れている。ミガキに類似するが光沢を持たない。脚柱部

下端から脚裾部上端にかけては横方向の工具ナデが施

されている。脚部内面には縦方向の工具ナデが施されて

いる。

148 は高坏の脚部の資料である。遺構の中央部よりや

や南西側で出土している。出土位置が遺構内にレンズ状

に堆積している埋土２の直上であるため，廃棄もしくは

流れ込みと考えられる。外面は幅４mm程の縦方向の工具

ナデを施しており，指押さえが部分的に行われている。

内面脚部上半部は縦・斜め方向の単位幅が不明瞭な工具

ナデを施した後に，部分的に横方向のハケ目を施してい

る。内面脚部下位には横方向の単位幅が不明瞭な工具ナ

デが施されている。

高坏の脚部 144 ～ 148 の５点は，残存状況がよく似て

おり，一括廃棄等の可能性も考え出土状況を再確認し

た。その結果，５点全てが遺構の西側で出土しているが，

散在して出土している状況であり，一括廃棄資料とは言

えない状況であった。

149 は坩の胴部から底部資料である。わずかに平坦面

を持ち、底径は 2.2cmを測る。遺構の南側で集中して，検

出面から出土している。廃棄もしくは流れ込みと考えら

れる。外面は丁寧なナデが施されている。内面は幅６mm

程の横・斜め方向の工具ナデが施されている。

150 は坩の胴部資料である。底部は欠損している。遺

構の南側で２点の破片が離れて，検出面に近い位置で出

土しており，流れ込みと考えられる。外面口縁部下端は

横方向の工具ナデが施されている。胴部は屈曲部を境

に，上位は横・斜め方向の工具ナデ，下位は横方向のミ

ガキが施され，屈曲部付近には指押さえが巡る。内面口

縁部下端には斜め方向の工具ナデが施されている。胴部

上半には横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施され，

胴部上位ではその上から指押さえが密に巡る。胴部下半

では斜め方向の工具ナデとミガキが施されている。

151 は高坏の脚部を転用した鞴の羽口である。排出口

が破損しており，送風口も一部のみの残存である。残存

部分で長さ 8.9cm，内径 2.9cm，器壁の厚さは 1.1cmを測

る。被熱の受け具合から，この鞴の羽口は斜めに傾けた

状態で設置されていたと考えられる。遺構の中央部と西

壁の中間付近で，埋土２中から出土しているため，流れ

込みと考えられる。

石器（第２－57 図）

石 31 は磨敲石である。遺構の中央部よりやや西側で

出土している。出土層位が遺構内にレンズ状に堆積して

いる埋土２の直上であるため，廃棄もしくは流れ込みと

考えられが，同じく周囲で出土した高坏の脚筒部と同

じような出土状況であるため，古墳時代の遺物として

扱う。

石 32 は礫である。被熱を受け赤色化し，上面の一部に

煤が付着している。遺構埋土中一括取上げ資料である。

鉄製品・鉄滓（第２－57 図）

鉄５は刀子の刃部片である。遺構内一括取り上げ遺物

である。

竪穴建物跡 11 号からは２点 29.6gの鉄滓が出土して

いる。椀形滓とスラグに分類されるものである。ともに

検出面に近い位置で出土しており，流れ込みと考えら

れる。

炭化木（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 11 号では５点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 11 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１点

の炭化木について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した（11 号炭１）。分析の結果，確率の高い２σ暦年

代範囲を見ると，343calAD-430calAD（91.9%）となった。

おおよそ４世紀中頃～５世紀前半の範囲と言えよう。こ

の炭化材は樹種同定も行っており，スダジイと同定され

ている。

竪穴建物跡 12 号（第２－58 図）

竪穴建物跡 12 号は，Ｈ33 区Ⅴa層で検出された。長軸

約 5.0 ｍ，短軸約 4.7 ｍの隅丸方形状を呈する。検出面

から底面までの深さは約 40 ～ 45cmである。貼床は底面

から約 10cmの厚さでほぼ水平に形成されている。建物の

軸は北北西方向に傾き，隣接する竪穴建物跡 13 号と同

軸方向を向いている。遺構の中央部には北西側から南東

側へかけ，長さ約 1.7 ｍ，幅約 1.0 ｍの範囲で炭化物の

広がりが確認され，その炭化物の範囲の下位，遺構のほ

ぼ中央部からは長軸約 40cm，短軸約 30cmの楕円形状の

焼土が検出されており，炉跡と考えられる。また，炭化

物の範囲の南東側半分を囲むように，硬化面も検出され

ている。硬化面は南東壁際で検出された土坑周辺まで広

がっている。南壁付近では土坑が１基検出されている。

１辺が約 90cmの隅丸方形状を呈し，壁に接するように掘

られている。貼床面の高さから土坑の底面までの深さは

約 20cmであり，底面よりも深く掘られている。土坑の埋

土を見ると，遺構廃絶以降に流入した土で構成されてお

り，遺構使用時には凹んでいた可能性が高い。柱穴は中

央の炉跡を囲むように四方に４基検出されている。４基

ともに貼床上面で検出されており，Ｐ２を除くと，形状・

大きさ・深さが類似している。Ｐ２は埋土に一部硬化し

た箇所が見られた。遺構の埋土はレンズ状堆積をしてお

り，竪穴建物跡 12 号は自然堆積により埋まったと考え

られる。

出土遺物（第２－59 図）
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遺物は遺構全体に散在して出土しているが，東側では

やや遺物の出土量が少ない。南側の土坑内やその周辺か

らは土器が集中して出土しているが，底面から出土して

いるのは小破片のみであり，大きな破片等は土坑の埋土

中から出土している。

土器（第２－60 図）

152 ～ 156 は，その出土状況から，竪穴建物跡 12 号に

帰属する可能性が高い土器群である。

152 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 23.6cmを測る。炉跡の南東側，炭化

物範囲内で，貼床面から出土している。外面口縁部は斜

め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施し，口縁部下位

には部分的に横方向のミガキを施している。突帯貼り付

け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯

を貼り付けている。突帯下位にも横方向のミガキが施さ

れている。胴部には斜め・縦方向の工具ナデを施した後

に，横・縦方向のミガキを部分的に施している。内面は

斜め・横方向の工具ナデが施されている。

153 は口縁部がやや外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部

上位の資料である。口径 29.8cmを測る。遺構の西壁中央

部付近で，貼床面から出土している。外面口縁部上端は

横方向，口縁部から胴部にかけては斜め方向の工具ナデ

が施されている。突帯貼り付け部分の器面は，突帯幅と

ほぼ同じ幅で横方向の工具ナデが施されており，その

後，突帯が貼り付けられている。内面も口縁部上端は横

方向の工具ナデが施され,口縁部から胴部にかけては斜

め方向の工具ナデが施されている。外面の工具ナデと比

較して,内面の工具ナデは工具幅が不明瞭である。突帯

内面部分には,やや上下するが指押さえが列状に並ぶ。

154 は完形に復元できた鉢である。口径 24.2cm，底径

7.7cm，器高 14.9cmを測る。土坑のやや北側，硬化面か

らまとまって出土している。外面口唇部及び口縁部上端

には，横方向の工具ナデが施されている。胴部は斜め方

向の工具ナデを施した後，縦方向の工具ナデを施してい

る。さらに部分的には，縦方向の工具ナデの後に，幅１

～２mm程度の縦方向のミガキが施されている。脚部には

横方向の工具ナデが施され，部分的には指押さえの痕跡

が残る。内面口縁部上端には，１条の横方向の工具ナデ

が施されている。胴部には斜め・横方向の工具ナデが施

されている。底部には連続した指押さえの痕跡が残る。

155 は高坏の坏部資料である。口径 13.5cmを測る。柱

穴Ｐ４の周辺でまとまって，貼床面から出土している。

外面坏部上半は斜め方向の工具ナデを施した後，横方向

のミガキが施されている。坏部中位には横・斜め方向の

工具ナデが確認できる。坏部下位には工具ナデの後に，

横方向のミガキが施されている。内面坏部上半は，斜め

方向の工具ナデの後に，横方向のミガキが施されてい

る。坏部下半は横方向のミガキが施されている。内外面

ともに工具ナデを施した後，ミガキを施していると考え

られる。また内外ともに接合痕が確認できる。

156 は坩の口縁部から胴部上端の資料である。口径

11.5cmを測る。炉跡のやや北東部で貼床面から出土して

いる。外面は口縁部から胴部にかけて,横方向の単位幅

が不明瞭な工具ナデが施され，口縁部中位にはその上か

ら横・斜め方向のミガキが施されている。内面口縁部上

半には横方向の工具ナデ，口縁部下半には斜め方向のミ

ガキが施されている。ミガキの一部が工具ナデにより消

されているため，施文の順番はミガキ→工具ナデと考え

られる。

157 ～ 165 は，その出土状況から，竪穴建物跡 12 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器およ

び土製品である。

157 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部

下位までの資料である。口径 27.0cmを測る。南壁付近の

土坑で，埋土上面から出土していることから，流れ込み

遺物と考えられる。外面口縁部上半には，工具のスジ状

の痕跡の目立つ横方向の工具ナデが，口縁部下半には

横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付

け部分の器面には横方向の工具ナデが施され，その後に

突帯が貼り付けられている。胴部は横方向の工具ナデを

施した後に，主として胴部中位以下では斜め・縦方向の

工具ナデを施している。内面口縁部上半には，横方向の

工具ナデが施されている。口縁部下半から胴部にかけて

は，単位幅が不明瞭な工具ナデが斜め方向に施されてい

る。器面の仕上がりは丁寧である。

158 は高坏の坏部の資料である。口径 19.5cmを測る。

遺構の東側中央部付近で，検出面に近い位置から出土し

ており，流れ込み遺物と考えられる。内外面ともに幅５

～ 10mm程の工具ナデにより丁寧な調整が施されている。

ミガキと比較して光沢がなく，工具ナデによる筋状の痕

跡が多く残るが，器面は平滑であり，砂粒も沈みこんで

いる。また，内外面ともに接合痕が部分的に残る。

159 は高坏の坏部の資料である。口径 15.6cmを測る。

遺構の東側中央部付近で，検出面に近い位置から出土し

ている。外面坏部上半は横方向の工具ナデが施されてい

るが，下地に丁寧なミガキが確認できる。坏部下半は幅

の細い工具ナデと，部分的にミガキが施されている。内

面坏部上半は横方向の工具ナデ，坏部下半は横方向の丁

寧なミガキが施されている。

160 は坩の口縁部から胴部の資料である。口径 9.7cm

を測る。遺構の北西部で，最も新しく流れ込んだ埋土１

の中から出土しており，流れ込み遺物と考えられる。外

面口縁部上端は，横方向のハケ目が施されている。口縁

部は，丁寧な横方向の工具ナデが施されている。胴部は，

横・斜め方向のミガキが施されている。外面の器面調整

は全体的に丁寧で平滑であるが，ミガキ調整による光沢
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感は少ない。内面口縁部上半は，横方向のナデ，口縁部

下半は横方向のミガキが施されている。胴部は，横方向

の工具ナデが施されているが，粘土帯の痕跡を消しきっ

ておらず痕跡が残る。

161 ～ 165 は円盤形土製品である。他の竪穴建物跡か

ら単体で出土する例は見られたが，単体であったため偶

然円形に割れた土器片の可能性も考えられていたが，竪

穴建物跡 12 号からは５点が出土しており，またそのう

ち２点は同じ土坑内埋土中から出土しているため，円盤

形土製品として取り扱う。

161・162 は土坑内埋土中から，163 ～ 165 の３点は遺

構埋土中からの一括取上げ遺物である。163 は遺構の北

東部から，164 は南西部から出土している。

石器（第２－60 図）

石 33 は台石である。最大長 19.5cm，最大幅 14.2cm，

最大厚 8.1cmを測り，重量 2.81kgを量る。上面には敲打

痕が多く確認でき，下面にも若干ではあるが敲打痕が確

認できる。鉄分の付着等は見られない。炉跡と西壁の中

間付近で，貼床面から出土している。

鉄製品・鉄滓・鍛造剥片ほか（第２－61 図）

鉄６は有茎の腸抉柳葉鏃で，左右に細長い逆刺部を１

段もつ。茎部は逆刺部の先端付近で欠損している。茎部

は断面方形で，厚さ５㎜程である。鏃身の両面に木質が

付着している。炉跡の南西側の硬化面範囲内で，貼床面

より 10cm程度浮いた状態で出土している。

鉄製品としては，他に鉄器片と考えられる棒状の塊も

出土しているが，詳細は不明である。

鉄滓は３点出土しており，総重量は 73.1 ｇである。そ

のうち２点を図化している。滓 17 は椀形滓と考えられ

る一括取上げ遺物である。上面に鉄分が多く付着し，厚

みを持ち，61.4gを量る。

滓 18 は椀形滓である。椀形滓の側縁部分と考えられ，

一部に鉄分が付着している。

炭化材（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 12 号では，貼床面から出土した炭化物１

点を遺物として取り上げている。この炭化物について

は，放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を実施した。分

析の結果，２σ暦年代範囲を見ると 231calAD-346calAD

（95.4%）となった。おおよそ３世紀前半～４世紀中頃の

値である。

竪穴建物跡 13 号（第２－62 図）

竪穴建物跡 13 号は，Ｈ･Ｉ33 区Ⅴa層で検出した。竪

穴建物跡 12 号と隣接し，同軸方向を向いている。大きさ

は１辺が約 6.15 ｍの隅丸正方形を呈し，隣接する竪穴

建物跡 12 号よりも一回り大きい。検出面から底面まで

の深さは 30 ～ 45cm程度であり，底面から約 20cmの厚さ

で貼床が形成されている。貼床は全面に形成されておら

ず，壁際は幅 0.15 ｍ～ 1.0 ｍ程度で貼床のない範囲が

ぐるりと巡る。この一段高い底面の範囲は北東側が最も

広く幅約 1.0 ｍ，南西側が最も狭く 15 ～ 60cm程度，北

西側が 40 ～ 60cm程度，南東側が 50 ～ 70cm程度であり，

この一段高い底面はほぼ同じ高さに形成された貼床面と

ともに床面を形成する。遺構の中央部には，直径約 50cm

の円形の焼土を伴う土坑が検出され，炉跡と考えられ

る。埋土中には炭化物も確認されている。また，炉跡の

直上及び周辺の直径約 1.5 ｍの範囲には，炭化物を多く

含む黒色土が堆積している。炉跡の周囲は，不定形なが

ら，炉跡から約 1.5 ｍ四方の範囲で硬化面が広がってい

る。この硬化面からは広い範囲で炭化物の散在が見られ

た。南南東の壁際には土坑が１基検出されている。長軸

約 90cm，短軸約 75cmの楕円形を呈し，貼床面からの深さ

は約 20cmである。土坑内には土器片が複数出土している

が，全て流れ込みと考えられる。

竪穴建物跡 13 号から柱穴は６基検出されており，全

て遺構内貼床上面からの検出である。Ｐ１～Ｐ４までが

硬化面の範囲内で，Ｐ５が北側角部付近，Ｐ６がＰ３付近

の硬化面範囲のすぐ外側で検出されている。Ｐ１・Ｐ２

は浅く貼床面からの深さは 10 ～ 15cm程度である。Ｐ３・

Ｐ４の深さは貼床面から 25 ～ 30cm程度である。Ｐ３の

埋土中には甕の脚部が出土しており，柱を抜き取った後

に，土器を埋納，廃棄，もしくは流れ込んだものと考え

られる。Ｐ４の底面は硬化面が確認されている。

出土遺物（第２－63 図）

遺物の出土は集中せず，遺構内全体に散在して出土し

ている。しかしながら，建物の縁辺部である一段高い底

面部分での遺物の出土は少なく，貼床の範囲での出土が

多い。土坑の東側には円形に棒状礫が出土している。若

干高低差が見られるが，全て一段高い底面および，貼床

面からの出土である。

土器（第２－64 図）

166 ～ 171 は，その出土状況から，竪穴建物跡 13 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

166 は口縁部が直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部上端

の資料である。口径は 20.3cmを測る。遺構の北東角部付

近，貼床面で出土している。外面口縁部上端は横方向，

口縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯

貼り付け部分の器面には，横方向の工具ナデを施した後

に，突帯が貼り付けられている。胴部上位には横・斜め

方向の工具ナデを施した後に，縦方向の幅４mm程度の工

具ナデが施されている。内面口縁部上端は横方向の工具

ナデが施されている。口縁部から胴部にかけては指ナデ

が施されている。胴部には部分的に工具ナデも確認で

きる。

167 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下半

の資料である。炉跡内から集中して出土している。口径
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は 29.2cmを測る。外面口縁部は横方向のナデが施され

ている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデ

を施した後，突帯を貼り付けている。突帯の凹み部は指

による押圧施文がなされており，指紋の痕跡が残る。胴

部は縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上半

は，横・斜め方向の工具ナデが施されている。口縁部下

半から突帯部裏側付近は，指押さえが口縁部に平行に施

されている。突帯貼り付け時に添えられた指の痕跡の可

能性が考えられる。胴部は斜め方向の丁寧なナデが施さ

れており，器面は平滑に整えられている。

168 は甕の胴部中程から脚部の資料である。底径は

10.7cmを測る。脚部内面天井中央部分はわずかに張り

出し，脚部高は 1.5cmを測る。遺構の南西部に位置する

柱穴Ｐ３の埋土中から出土しており，柱を抜き取った跡

に，土器を埋納，廃棄，もしくは流れ込んだものと考え

られる。外面胴部は縦方向の工具ナデを施した後に，縦

方向のミガキを施している。ミガキは密ではなく，部分

的には下地の工具ナデが確認できる。胴部と脚部の境目

には細かい指押さえが列状に並ぶ。脚部には横・斜め方

向の工具ナデが施されている。内面胴部には縦方向の工

具ナデが施されており，胴部下位では部分的に，縦方向

の工具ナデの上から横方向の工具ナデが施されている。

底面付近は摩滅により調整痕が確認できない。脚部内面

には横方向の工具ナデが施されている。

169 は甕，もしくは鉢の胴部下半から脚部の資料であ

る。底径は 5.6cmを測る。脚部内面天井中央部分は張り

出し，脚部高は 0.6cmを測る。柱穴Ｐ４の直上，貼床面と

同じ高さから出土している。外面胴部は縦・横方向，脚

部は横方向の工具ナデが施されている。内面胴部は縦・

横方向の工具ナデが施されている。脚部内面は指ナデが

施されている。

170 は甕，もしくは鉢の脚部資料である。底径は 6.0cm

を測る。出土位置は不明であるが，貼床面から出土して

いる。外面は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施さ

れており，脚部上位には指押さえが並ぶ。内面胴部底面

には斜め方向の工具ナデが施されている。脚部内面には

横方向の工具ナデが施されている。

171 は高坏の坏部資料である。口径は 14.7cmを測る。

柱穴Ｐ２の南東部から集中して，貼床面から出土してい

る。外面口唇部は横方向のナデが，口縁部は横方向のハ

ケ目が施されている。胴部上半は縦方向のミガキの後，

横方向のミガキが施されている。胴部下半は斜め・横方

向のミガキが施されている。

内面口縁部上端は，横方向のハケ目が施されている。

口縁部から胴部上半にかけては，横・斜め方向のミガキ

が施されており，一部は上位の横方向のハケ目の上に施

されている。胴部下半は縦・横方向のミガキが施されて

いる。ミガキの工具幅は２～３mm程度のものと，１mm程

度のものの２種類が確認できる。

172 ～ 180 は，その出土状況から，竪穴建物跡 13 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

172 は口縁部が外反する甕Ｃ類の完形に復元できた

資料である。突帯は施されていない。口縁部と胴部の境

目には，稜がある箇所と稜が無い箇所が見られる。口径

15.2cm，底径 7.2cm，器高 14.8cmを測る。脚部内面天井

中央部分は張り出し，脚部高は 0.3cmである。遺構の西

壁中央部付近よりも，やや北側の位置で貼床面から 20cm

程度浮いた状態で出土している。外面口縁部上位は横方

向の工具ナデが施されている。口縁部下位から胴部上位

にかけては，横方向の工具ナデを施した後に，縦・斜め

方向のミガキが施されている。胴部中位から胴部下端に

かけては縦方向のミガキが施されている。脚部は器面の

剥落が激しく調整痕を確認できない。この脚部剥落部分

に関しては，脚部の延長部分が貼り付けられていた可能

性が考えられる。内面口縁部上半は横・斜め方向の工具

ナデが，口縁部下半は横方向のミガキが施されている。

胴部中位は斜め方向，胴部下位では縦方向のミガキが施

されている。脚部内面は指ナデが施されている。

173 は甕の脚部資料である。底径 9.8mを測る。脚部中

央部分は破損しているが，推定される脚部高は 2.5cmで

ある。遺構の南壁中央部付近で，検出面より出土してい

る。外面は幅５mm程度の横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。内面底面付近は幅 1.5cm程度の横方向の工具

ナデが施されている。脚部内面は幅５mm程度の縦・横方

向の工具ナデが施されている。

174 は壷の口縁部資料である。口径 13.7cmを測る。平

面位置としては柱穴Ｐ１の直上，竪穴建物跡の検出面で

出土している。外面口縁部は横方向の工具ナデを施した

後に，部分的に縦方向のミガキを施している。口縁部下

位ではさらにミガキの上から縦方向の工具ナデを施して

いる。内面は横方向の工具ナデを施している。

175 は壷の胴部上半の資料である。遺構の南西部，柱

穴Ｐ６の北東で貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土

している。内外面ともに摩滅が著しく，部分的に横方向

の工具ナデや指押さえが確認できる。

176 は壷の胴部から底部片である。厚みのある丸底を

呈し，底部の厚さは 2.0cmを測る。検出面から出土して

いる。外面胴部は縦方向，底部は横方向の工具ナデが

施されている。内面は斜め方向の工具ナデが施されて

いる。

177 は完形に復元できた鉢形のミニチュア土器である。

平底を呈する。口径 4.2cm，底径 1.8cm，器高 3.6cmを測

る。柱穴Ｐ６の東側に隣接して，貼床面より 10cm程度浮

いた状態で出土している。内外面ともに工具ナデが施さ

れており，外面には全面に指押さえが行われている。
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178 は高坏の脚柱部である。炉跡よりやや北北東の位

置で，貼床面より 10cm程度浮いた状態で出土している。

外面は横・縦方向の丁寧な工具ナデが施されている。内

面は縦方向の工具ナデが施されている。

179 は坩の胴部から底部資料である。遺構の南壁中央

部付近，検出面から出土している。外面胴部上位は単位

幅が不明瞭な横方向の工具ナデ，胴部中位は横方向のミ

ガキが施されている。胴部下半から底部にかけては，単

位幅が不明瞭な横方向の工具ナデを施した後に，幅５mm

程度の横・斜め方向の工具ナデが施されている。内面は

胴部以下に破損が無いため，特に胴部上半の観察は難し

いが，指ナデが施されているようである。

180 は坩の胴部から底部資料である。柱穴Ｐ３の南側

で，貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土している。外

面胴部上半は横方向の工具ナデ，胴部下半と胴部上半の

一部には指ナデが施されている。内面は胴部以下に破損

が無いため，特に胴部上半の観察は難しいが，横方向の

工具ナデが確認できる。

石器（第２－65・66 図）

南東壁際より円形に配置されたような配置で 11 点の

棒状礫が貼床面および，一段高い床面から出土してい

る。そのうち石 34 ～石 42 の９点を図化し，残り２点は

計測のみを行った。石材は全てホルンフェルスであり，

重量は1.4kg～2.4kgと幅があるが，そのうち５点が1.7

～ 1.8kgであり，形状もよく似ている。石 37 は大きく欠

損しているが，他の棒状礫に大きな欠損は見られない。

被熱を受けたり，煤が付着しているものは見られない

が，石 34 の表面には鉄錆が付着している。

石 137・石 138 は棒状礫である。

鉄製品（第２－66 図）

鉄製品は鉄鏃が１点出土している。

鉄７は全長 10 ㎝を測る完形の圭頭鏃である。刃部の

形は左右対称で、厚みは均一である。鏃身部と茎部の境

で錆膨れを起こし、剥離するように折れ曲がっている。

鏃身部に木質が付着している。貼床上面から５cm程上位

で出土したため，流れ込みの可能性が高い。

竪穴建物跡 13 号の貼床面上面の埋土をふるい掛けし

た結果，鉄片の出土が見られた。しかしながら，鍛造剥

片等は出土しておらず，竪穴建物跡 13 号で鍛錬鍛冶（小

鍛冶）が行われていた可能性は低い。

炭化物・炭化木・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 13 号では 20 点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 13 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，２点

の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した。分析の結果，確率の高い２σ暦年代範囲を見

ると，４calAD-79calAD（88.3%）と，210calAD-333calAD

となり，おおよそ１世紀初頭～１世紀後半と３世紀初頭

～４世紀前半の値となっている。遺物の出土状況から

も，竪穴建物跡 13 号は古墳時代の遺構の可能性が高い

ため，年代の古い試料は流れ込みの可能性が高い。

竪穴建物跡 14 号（第２－67 ～ 69 図）

竪穴建物跡 14 号は，ＪＫ32・33 区Ⅴa層から検出され

た。竪穴建物跡の中では最も南側で検出された建物跡

である。建物の向きは竪穴建物跡 10 号・12 号・13 号と

同じであり，軸がやや北北西に傾く方向を向いている。

１辺が約 6.9 ｍとほぼ隅丸正方形を呈し，南側には幅

1.1 ｍ，奥行き 0.5 ｍの張り出しを持つ。南東角部に攪

乱を受けているほか，数カ所で攪乱を受けていた。遺構

内は，柄鏡形の掘り込みを持ち，周囲よりも１段深く掘

り込まれている。柄鏡の長さは約 4.9 ｍ，幅は柄の部分

が約 0.9 ｍ，鏡の部分が約 2.9 ｍである。検出面からの

深さは，この柄鏡形の部分で底面まで約 50cm，周囲の一

段高い底面部分で 20 ～ 40cmである。柄鏡形の東側と北

西側周囲には，幅 10 ～ 15cm，深さ約 10cmの溝状の掘り

込みが巡っている。全周では無く，北側と南西側には掘

り込みはない。

竪穴建物跡 14 号では硬化面が２面確認されており，

新しい上位硬化面は部分的に２カ所で，古い下位硬化面

は，柄鏡形の掘り込み全体に広がって検出されている。

下位硬化面はⅤx（噴砂シラス）層上面に形成されている

ことから，地山が硬化して硬化面となったのではなく，

埋土 10（にぶい黄褐色土）を充填して，貼床を形成した

ことが分かる。南側には土坑１が掘られているが，この

土坑１が埋められた後に，上面に下位硬化面が形成され

ている。下位硬化面がにぶい黄褐色土を主体とするのに

対して，上位硬化面は暗褐色土を主体としている。土坑

２は，この上位硬化面の上面から掘り込まれており，一

部は下位硬化面を掘り込んでいる。

竪穴建物跡 14 号の遺構の中央部には焼土を伴う土坑

が検出されており，炉跡と考えられる。直径約 36cmの範

囲で，厚さ約３cmの赤褐色砂質土が堆積している。炉跡

の周囲には長軸約 1.3 ｍ，短軸約 0.95 ｍの略楕円形の

範囲で炭化物が広がっており，特に炭化物が多く堆積す

るピットが３カ所検出された。そのうちの１基の炭化物

を取り除いて検出したものが炉跡であり，残りの２カ所

には炭化物が厚く堆積していた（炭化物ピット１・２）。

炉跡及び炭化物ピットは下位硬化面上面から掘り込まれ

ている。柱穴は，柄鏡形の掘り込みの四方を囲むように，

ほぼ四角形に４基配置されているものが検出された。遺

構の内外に他の柱穴は検出されていない。遺構の埋土は

埋土１～３がレンズ状に堆積していることから，竪穴建

物跡 14 号は自然堆積により埋まったと考えられる。

出土遺物（第２－70 図）

遺物は遺構の西側から中央部にかけて大量の土器片の
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出土が見られた。傾斜して出土している状況からも，後

に廃棄されたものと考えられる。また，その他の多くの

土器も床面より浮いた状態で出土したものが多い。土坑

１の上面，下位硬化面の直上からは，甕と高坏の脚部が

出土している。上位硬化面に覆われる形で出土している

ことから，竪穴建物跡 14 号使用開始に近い時期の土器

と考えられる。また，蛇紋岩製装飾品，鉄鏃，炭化種子等

も出土している。

土器（第２－71 ～ 74 図）

181 ～ 186 は，その出土状況から，竪穴建物跡 14 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

181 は甕の脚部資料である。底径 6.5cm，脚部高 0.6cm

を測る。遺構中央部下位硬化面から出土している。外面

は工具ナデが施され，胴部下端には指押さえが２列並

ぶ。内面は指ナデが施されている。

182 は壷の胴部上位の資料である。遺構南側で上位硬

化面から出土している。外面胴部上端は横方向の工具ナ

デが施されている。胴部上位は横方向のミガキを施した

後に，斜め方向のミガキが施されている。その下位には

縦方向のミガキが施されており，胴部中位ではこの縦方

向のミガキの上から，縦方向の工具ナデが施されてい

る。この工具ナデは幅１cm程の工具幅の中に１mm程のス

ジ状の痕跡が残り，光沢を持つ調整である。内面は横・

斜め方向の工具ナデ，斜め方向の指ナデが施されてお

り，胴部上位には指押さえが多く行われている。

183 は鉢の口縁部資料と考えられる資料である。口径

12.4cmを測る。遺構の中央部付近で下位硬化面から出土

している。外面は横方向の工具ナデ，内面は横・縦方向

の工具ナデが施されている。

184 は高坏の口縁部から胴部上半の資料である。口径

15.0cmを測る。柱穴Ｐ３に隣接して床面から出土してい

る。外面は横方向の工具ナデ，内面は横・斜め方向の工

具ナデが施されている。

185 は高坏の脚部資料である。遺構の北西角部付近で

床面から出土している。外面脚筒部は横方向の工具ナデ

を施した後に，縦方向のミガキを施している。脚筒部と

裾部の境目には細かなミガキが連続して施されている。

脚裾部は横・斜め方向の工具ナデが施されている。内面

脚筒部上半は指ナデ，下半は縦方向の幅１～２mm程度の

工具ナデが施されている。脚筒部と裾部の境目には粘土

が貼り付けられており，指ナデが施されている。

186 は高坏の脚部資料である。遺構の中央部より，や

や北東の位置で下位硬化面から出土している。外面は横

方向の工具ナデが施されており，部分的にその上から縦

方向の工具ナデが施されている。内面は指ナデが施され

ている。

187～ 231はその出土状況から，竪穴建物跡14号廃絶後

に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群である。

187 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

までの資料である。突帯は施されない。口径 22.0cmを測

る。検出面から出土している。外面口縁部口縁部は横方

向の工具ナデが，胴部上位には縦方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁

部から胴部上位にかけては，各方向の工具ナデが施され

ている。

188 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。刻目等を施さない突帯が施されてい

る。口径 27.2cmを測る。遺構の中央部より，やや南東の

位置で床面から 20cm以上浮いた状態で出土している。外

面口縁部は斜め方向の工具ナデ，胴部には各方向の工具

ナデが施されている。工具ナデの幅は，口縁部で１cm程

度，胴部で６～７mm程度である。内面は口縁部から胴部

下位付近まで，斜め方向の工具ナデが施されている。突

帯内面部分には指押さえが行われている。

188 の突帯下位には煤が付着しており，この付着炭化

物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったと

ころ（第３分冊自然科学分析参照，），２σ暦年校正年代

は 405calAD-538calAD（95.4%）となった。おおよそ５世

紀初頭～６世紀中頃の範囲と言えよう。

189 は甕の口縁部から胴部中程までの資料である。突

帯は施されない。口径 20.8cmを測る。遺構の中央部と西

壁の中間付近から南側にかけて散在して，床面から 20cm

以上浮いた状態で出土している。外面口縁部上端は，単

位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが，口縁部から胴部に

かけては単位幅が不明瞭な縦・斜め方向の工具ナデが施

されている。胴部中位以下では，工具ナデの上から部分

的に幅５～６mmの縦方向のハケ目が施されている。内面

口縁部上端は単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが，口

縁部から胴部には単位幅が不明瞭な斜め方向の工具ナデ

が施されている。

190 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部資料である。

口径 19.6cmを測る。遺構の中央部付近から北東部にかけ

て散在して出土している。最も小さな１辺３cm程度の破

片が，炉跡の南東部で下位硬化面から出土しているが，

他の破片は床面から浮いた状態で出土している。外面口

縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部には斜め方向の

様々な幅の工具ナデが施されている。内面口縁部上端も

横方向の工具ナデが，口縁部には横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。内外面の口縁部上位には粘土塊が貼

り付けられており，内面では粘土塊部分の器面調整は，

周囲よりも幅の狭い工具により工具ナデが施されている

ことが確認できる。

191 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部

上位までの資料である。口径 25.7cmを測る。遺構の中央

部よりやや南側の位置で，床面から 20cm以上浮いた状

態で出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデ
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が，口縁部には斜め方向の工具ナデが施されている。突

帯貼り付け部分の器面とその直下には横方向の工具ナデ

が施され，その後に突帯が貼り付けられている。胴部上

位には単位幅が不明瞭な斜め方向の工具ナデが施されて

いる。内面口縁部上端は横方向の工具ナデが施されてい

る。口縁部から胴部上位にかけては，横・斜め方向の工

具ナデが施されている。

192 は口縁部がわずかに内湾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 26.2cmを測る。遺構の中央

部と西壁の中間付近で，床面から 30cm以上浮いた状態で

出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが施

されている。口縁部には横方向の工具ナデが施されてい

る。非常に丁寧に調整が施されているため，工具の境目

は確認できない。突帯貼り付け部分の上下の器面には横

方向の工具ナデが施され，突帯はその上から貼り付けら

れている。胴部上位には縦方向の工具ナデが施されてお

り，複数の幅の工具痕が確認できる。内面口縁部上端は

横方向の，口縁部から胴部にかけては斜め方向の工具ナ

デが施されている。突帯内面部分には指押さえが並び，

胴部にも指押さえが行われている。

193 は完形に復元できた口縁部がわずかに内湾する甕

Ｄ類である。口径 30.8cm，底径 9.3cm，器高 29.6cmを測

る。脚部内面天井中央部分は張り出し，脚部高は 1.5cm

を測る。遺構の中央部と西壁の中間付近や南側で，床面

よりも 20cm以上浮いた状態で出土している。外面口縁

部から突帯下位にかけては，横方向の工具ナデが施され

ている。しかしながら，調整の痕跡は薄く，部分的には

消失している。胴部は縦方向の幅５mm程度の工具ナデ及

び，横・斜め方向のナデが施されている。工具ナデは口

縁部と同じく痕跡が薄い。胴部下位から脚部にかけては

横方向の幅５～ 10mm程度の工具ナデが施されているが，

部分的には斜め方向の工具ナデも確認できる。全体的に

見ると脚部付近の調整は明瞭に残るが，それよりも上位

の調整はナデ消し，または使用による摩耗，もしくはそ

の両方により調整の痕跡が不明瞭である。口唇部は横方

向のナデが施されている。内面口縁部から胴部中程にか

けては，斜め方向のナデが施されている。ナデの単位幅

は不明瞭であり，調整をナデ消している可能性も考えら

れる。胴部中程から下部にかけては，横・縦方向の工具

ナデが施されている。横方向の調整は明瞭に残るが，縦

方向の調整は口縁部に向かうにつれ痕跡が薄くなる。脚

部内面は横方向のナデが施されている。

194 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上半

の資料である。口径 21.2cmを測る。遺構の南西部で，床

面から 20cm程度浮いた状態で出土している。外面口縁部

上端は横方向の工具ナデ，口縁部は斜め方向の工具ナデ

が施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の

工具ナデが施された後に，突帯が貼り付けられている。

胴部には斜め方向の工具ナデが施された後に，幅３mm程

度の縦方向の工具ナデが施されている。ミガキに類似す

るがミガキよりも粗く施され，光沢を持たない。内面口

縁部上位は斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施さ

れており，指押さえが２列並ぶ。口縁部下半から胴部上

端にかけては，横・斜め方向の工具ナデが施されている。

胴部には単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施され

後に，部分的には縦方向の幅の細い工具ナデが施されて

いる。

195 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中程

までの資料である。口径は 32.6cmを測る。遺構の中央部

と西壁の中間付近で，床面から 20cm以上浮いた状態で出

土している。外面口縁部は単位幅が不明瞭な横方向の工

具ナデが施されており，指押さえも行われている。突帯

貼り付け部分の器面には横方向の単位幅が不明瞭な工具

ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は縦・

斜め方向の工具ナデを施した後に，縦・斜め方向のミガ

キを施している。内面口縁部上端は縦方向の単位幅が不

明瞭な丁寧な工具ナデを施しており，指押さえも行われ

ている。口縁部から胴部上位にかけては，斜め方向の丁

寧な工具ナデが施されている。胴部中位には単位幅が不

明瞭な斜め方向の工具ナデの後に，同じく斜め方向の工

具ナデが施されている。

196 は外面が剥離した甕の口縁部資料である。遺構の

北壁中央部付近で，検出面に近い位置で出土している。

内面は横・斜め方向の工具ナデが施された後に，部分的

に縦方向のミガキが施されている。

197 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下半

までの資料である。口径は 25.8cmを測る。遺構の中央部

より，やや南西部を中心に西壁中央部付近から南東部に

分布して出土している。床面から 20cm程浮いた状態で

出土しているが，中央部付近で出土している破片は，ほ

ぼ同じ高さに集中して出土している。外面口縁部上端は

横・斜め方向の工具ナデが施されている。この工具ナデ

はミガキとほぼ同質で，非常に丁寧に施されている。突

帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した

後，突帯を貼り付けている。胴部上半は横方向の工具ナ

デを施した後，幅５mm程度の非常に丁寧な縦方向のナデ

が施されている。この縦方向の工具ナデは胴部中位まで

施されており，胴部下半に施される縦方向の工具ナデに

重なる。外面の調整は光沢を持つ箇所も見られ，胎土中

の砂粒がよく沈み込んでいる。内面口縁部から胴部上位

にかけては，斜め・横方向の丁寧な工具ナデが施されて

いる。胴部中位は縦方向の丁寧な工具ナデが施され，部

分的にはその上から斜め・横方向の丁寧な工具ナデが

施されている。胴部下半は縦方向の工具ナデが施されて

いる。

198 は口縁部が内湾するＤ類の口縁部から胴部中位ま
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での資料である。口径は 23.8cmを測る。遺構の南東部か

ら集中して，床面から 30cm程度浮いた状態で出土してい

る。外面口縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されてい

る。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施

した後に，突帯を貼り付けている。突帯には刻目ではな

く，指押さえが施されており，指紋がはっきりと残って

いる。胴部は縦・斜め方向の工具ナデが施されている。

内面は全体的に横・斜め方向の工具ナデが施されており，

また口縁部上端から胴部中位まで，指押さえがほぼ等間

隔で６列並び，接合部分と考えられる。

198 の胴部には少量であるが煤が付着しており，この

付着炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこ

なったところ（第３分冊自然科学分析参照），２σ暦年校

正年代の２つの結果の範囲で 409calAD-538calADとなっ

た。おおよそ５世紀初頭～６世紀中頃の値である。

199 は甕の胴部から底部の資料である。底部は平底を

呈する。　底径 4.6cmを測る。遺構の中央部から南側へ

かけて，下位硬化面より 15cm程浮いた状態で出土してい

るものが多い。一部は遺構の北東角部付近からも出土し

ており，こちらは検出面からの出土である。外面口縁部

下端には横・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部

上位には斜め方向の工具ナデが施されている。胴部中位

から底部にかけては，縦方向のミガキと丁寧な工具ナデ

が施されている。２つの調整が混在しているため，丁寧

な工具ナデが確認される部分は，器面が摩滅した可能性

も考えられる。また，底部付近には部分的に器面をケズ

リ取った様な痕跡が確認できる。内面口縁部下端から胴

部上端にかけては幅約５mmの斜め・横方向の工具ナデが

施されている。胴部上半には幅約１cmの横方向の工具ナ

デが，胴部下半には縦方向の工具ナデが施されている。

底面には単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施されて

いる。

200 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径は

8.6cm，脚部高は 1.7cmを測る。平底気味の底部に脚を貼

り付けた接合痕がはっきりと確認できる資料である。遺

構の中央部付近から西側で南北に広く散在して出土し

ている。最も大きな破片である底部片は遺構の中央部，

下位硬化面から出土しているが，接合した細かな底部片

は，検出面近くで出土している。胴部下位片で最も大き

な１辺 10cm程度のものは，南西角部に近い位置で検出面

直下から出土している。その他の胴部下位の破片は１辺

５cm程度のもので，これらも検出面に近い位置で出土し

ている。胴部下位には縦方向の工具ナデが，胴部と脚部

の境には横方向の工具ナデが施されている。脚部には全

面に指ナデが施され，指押さえも密に行われている。内

面胴部下位には単位幅が不明瞭な斜め方向の工具ナデが

施されている。底部には幅約７mmの工具ナデが施されて

いる。脚部内面は横方向の工具ナデが施されている。脚

端部には指押さえが並ぶ。

201 は甕の胴部下端から脚部の資料である。底径

11.2cm，脚部高 1.5cmを測る。遺構埋土中一括取上げ資

料である。外面胴部下端には縦方向の幅の細い工具ナデ

が施される。脚部には横方向の工具ナデが施され，脚部

上位には指押さえが並ぶ。内面胴部は摩滅が著しいが，

ナデが行われているようである。脚部内面は斜め・横方

向の工具ナデが施されている。

202 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

5.6cm，脚部高 0.9cmを測る。遺構の中心部と柱穴Ｐ４の

中間付近で，検出面に近い位置で出土している。外面は

幅６mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。内面は

ヘラ状工具による縦方向のケズリを行った後に，横・斜

め方向の工具ナデが施されている。脚部内面は指ナデが

施されている。

203 は甕の胴部下位から底部の資料である。底部端部

は欠損しているが，貼り付けられた粘土から，脚が貼り

付けられていた可能性が考えられる。遺構の中央部付近

で，床面から 20cm程度浮いた状態で出土している。外面

胴部は縦方向の工具ナデが，脚部は横方向の工具ナデが

施されている。内面胴部は縦方向の工具ナデが施されて

いる。

204 は甕の脚部資料である。底径 3.6cm，脚部高 0.2cm

を測る。遺構の中央部と西壁の中間付近で，検出面直下

から出土している。外面は単位幅が不明瞭な斜め方向の

工具ナデが施されている。内面は摩滅が著しいが，ナデ

が確認できる。

205 は壷の口縁部から肩部の資料である。外傾する口

縁は口径 15.8cmを測る。遺構の西壁中央付近や南側から

散在して，床面から 20cm以上浮いた状態で出土してい

る。外面口縁部上位は横方向，中位から下位にかけては

縦方向のミガキが施されている。肩部は横方向のミガキ

が施されている。内面口縁部は横方向のミガキが施され

ている。肩部上位は横・斜め方向の工具ナデが施され，

その下位には短い長さの工具ナデが密に施されている。

肩部中位には幅２～３mm程度の横・斜め方向の工具ナデ

が施されている。この工具ナデはミガキに類似するが光

沢は持たない。

206 は壷の口縁部から肩部の資料である。わずかに外

傾する口縁は口径 9.8cmを測る。遺構の中央部付近から

西壁中央付近に散在して，床面から 20cm以上浮いた状態

で出土している。外面口縁部は横方向の工具ナデが施さ

れている。肩部は斜め方向の工具ナデが施されている。

内面口縁部上半は横方向の工具ナデ，口縁部下半は斜め

方向のナデが施されている。肩部は横方向の工具ナデが

施されているが，不明瞭な箇所が多い。内面の残存部下

端には縦方向のヘラナデの痕跡がわずかながら確認で

きる。
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207 は壷の口縁部から肩部の資料である。突帯には格

子目状の刻目が施されている。外反する短い口縁部の口

径は 15.0cmを測る。遺構の中央部付近から，やや南西部

にかけて床面から浮いた状態で出土しており，検出面直

下出土のものも見られる。外面口縁部は横方向の工具ナ

デが，肩部には横・斜め方向の工具ナデが施されている。

内面には横方向の工具ナデが施されている。

208 は壷の口縁部資料である。口径 13.3cmを測る。遺

構の中央部と北東角部の中間付近と，北西角部付近から

２つの破片が離れた状態で出土している。北西角部付近

の資料は口縁部が欠損した口縁部下位片であり，床面か

ら 30cm程度浮いた状態で，他方は口縁部片であり下位硬

化面から出土している。外面口縁部上端は横方向のミガ

キが施されている。口縁部は斜め方向の工具ナデを施し

た後に，縦方向のミガキを施しているが，口縁部下端に

はミガキは達していない。内面口縁部は横・斜め方向の

工具ナデを施した後に，横方向のミガキを施している。

胴部には斜め方向の工具ナデが施されている。

209 は壷の口縁部資料である。口径 14.3cmを測る。遺

構の中央部と西壁の中間付近から集中して，床面より 15

～ 25cm程度浮いた状態で出土している。外面は横・斜め

方向の工具ナデが施されている。内面は横方向の工具ナ

デが施されているが，部分的には摩滅が著しい。

210 は壷の口縁部資料である。口径 11.4cmを測る。遺

構の南西部，西壁に近い位置で，床面から 10cm程度浮い

た状態で出土している。口唇部は横方向の工具ナデが施

されている。外面口縁部は斜め方向の工具ナデが施され

ている。内面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部

は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

211 は壷の肩部から胴部上半の資料である。胴部最大

径が 46.6cmの大型の土器である。突帯が施されていたと

考えられるが剥落している。肩部には横・斜め方向のミ

ガキが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横・

斜め方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

たと考えられる。突帯の上下には細かな横方向のミガキ

が施されている。胴部上半には縦方向の工具ナデの後

に，横・斜め方向の工具ナデが非常に丁寧に施されてい

る。内面は器面の摩滅・剥落が激しいが，器面調整はミ

ガキや丁寧な工具ナデが確認できる。

212 は丸底壷の肩部から底部までの資料である。底部

はやや平底気味になる。胴部最大径は 23.1cmである。遺

構の西壁中央部に集中して，検出面直下で出土してい

る。肩部は横・斜め方向の工具ナデが，胴部は縦方向の

工具ナデが施されている。内面肩部には横方向のハケ

目もしくは，工具ナデが施されている。胴部から底面に

かけては，縦・斜め方向のハケ目もしくは，工具ナデが

施されている。内面上位には器面に摩滅・剥落が確認で

きる。

213 は壷の胴部下位から底部の資料である。底部は平

坦部を持つ。遺構の中央部と西壁の中間付近，床面から

30cm程度浮いた状態で出土している。外面胴部下位には

縦方向のミガキが施されている。内面胴部下位には横方

向の工具ナデが施されており，底面付近には指押さえが

巡る。

214は壷の底部資料である。平坦面を持ち底径は2.5cm

を測る。床面よりも上位の埋土中から出土した一括取上

げ資料である。内外面ともに斜め・横方向の工具ナデが

施されている。

215 は壷の底部資料である。底径 3.1cmを測る。遺構の

南側で，床面から 20cm以上浮いた状態で出土している。

外面は斜め・横方向の，内面は斜め方向の工具ナデが施

されている。

216 は壷の底部資料である。遺構の南西部で，床面よ

りも上位の埋土中から出土した一括取上げ資料である。

外面は縦方向のハケ目，内面は斜め方向の工具ナデが施

されている。

217 は完形に復元できた鉢である。口径 18.9cm，底径

4.5cm，器高 11.5cmを測る。遺構の中央部と北東角部の

中間付近，および中央部からやや南西の位置で，床面か

ら 20 ～ 30cm程度浮いた状態で出土している。外面口縁

部は横方向，胴部は縦・斜め方向，底部付近は斜め方向

の工具ナデが施されている。内面口縁部は横方向の工具

ナデが施されている。胴部は横・斜め方向の単位幅が不

明瞭な工具ナデが施されており，底部付近には指押さえ

が１列巡る。

218 は鉢の口縁部から胴部中程までの資料である。口

径 22.4cmを測る。遺構の中央部とその周辺，および北東

角部付近から出土している。中央部付近で出土した破片

は，床面から出土しているが，口縁部小片と胴部小片で

ある。北東角部付近から出土した破片は，床面から 10cm

程度浮いた状態で出土しており，全て口縁部片であり，

１辺８cm程度の大きめのものも含まれる。外面は横方向

の工具ナデが施され，部分的にはその上から縦方向の短

い長さの工具ナデが施されている。内面は横方向の工具

ナデが施されている。内面胴部下半には部分的に器面の

剥落が見られる。

219 は鉢の口縁部から胴部中程までの資料である。口

径 16.6cmを測る。遺構の中央部と西壁の中間付近で，床

面より 20cm以上浮いた状態で出土している。外面口縁部

上端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部から胴

部にかけては，縦方向の工具ナデが施された後に，胴部

には縦方向のミガキが施されている。縦方向の工具ナデ

の一部は，口縁部上端の横方向の工具ナデに重なる。口

唇部は横方向のミガキが施されている。内面口縁部は横

方向，胴部は縦・斜め方向の工具ナデが施されている。

220 は鉢の口縁部から胴部資料である。口径 7.7cmを
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測る。遺構の北西部で，床面から 15cm程度浮いた状態で

出土している。外面口縁部は上から，横方向の工具ナデ，

横方向のミガキ，縦方向のミガキ，横方向の工具ナデが

施されている。内面は口縁部上端に横方向のミガキが施

され，その下位は横方向にケズリが行われている。胴部

下半は斜め方向の工具ナデが施された後に，部分的に斜

め方向のミガキが施されている。また口縁部中位には指

押さえが１列巡る。

221 は鉢の口縁部から胴部の資料である。口径 8.6cm

を測る。遺構の西壁中央付近で，検出面から出土してい

る。外面は横・縦方向の工具ナデが施されている。内面

上半は横・斜め方向の工具ナデを施し，ごく一部には工

具ナデの上からミガキが施されている。内面下半には横

方向のミガキが施されている。

222 は高坏の坏部資料である。口縁部端部は欠損して

いる。遺構の北東角部で，検出面直下から出土している。

外面は幅４mm程度の縦方向の工具ナデと，横方向の工具

ナデが施されている。内面は単位幅が不明瞭な行軍ナデ

と，幅４mm程度の工具ナデが斜め方向に施されている。

223 は高坏の坏部下位の資料である。遺構の北東角部

付近で，床面よりも 10cm程度浮いた状態で出土してい

る。外面は横・斜め方向の工具ナデが，内面は横方向の

工具ナデが施されている。

224 は高坏の脚部資料である。遺構の中央部より，や

や南東の位置で，床面より 10cm程度浮いた状態で出土

している。外面脚部上端は横方向の細かい工具ナデが施

されている。脚部は幅４～５mm程度の縦方向の工具ナデ

が施されている。内面は各方向の工具ナデが施されて

いる。

225 は高坏の脚部資料である。外面から内面への穿孔

が確認できる。検出面近くで出土した一括取上げ資料で

ある。外面は各方向の工具ナデが施されている。内面は

横・斜め方向の工具ナデが施されている。

226 は完形に復元できた坩である。口径 11.8cm，器高

13.7cmを測る。遺構の中央部付近，西側から南側にかけ

て，床面から約 15cm浮いた状態で出土している。外面口

縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部には丁寧な縦方

向の工具ナデが，頸部には横方向のミガキが施されてい

る。胴部上位には丁寧な縦方向のミガキ，胴部中位には

横方向の工具ナデとミガキ，胴部下半から底部にかけて

は，横・斜め方向の工具ナデが施されている。内面口縁

部上半は横方向の工具ナデ，胴部下半には斜め方向の工

具ナデが施されている。頸部には横方向の工具ナデが施

されている。胴部上位には斜め方向の工具ナデが施され

ており，頸部付近には口縁部を接合したときの痕跡と考

えられる指押さえが列状に行われている。胴部中位には

横方向の工具ナデが，胴部下位には幅が狭く長さの短い

斜め方向の工具ナデと斜め方向の工具ナデが施されてい

る。底面付近には指押さえが巡る。

227・228 は坩の口縁部資料である。共に遺構の南東部，

床面よりも上位の埋土中から出土した一括取上げ資料で

ある。

227 の口径は 8.5cmを測る。外面口縁部上半は横・斜

め方向の工具ナデが，口縁部下半は縦方向のミガキが施

されている。

228 の口径は 6.4cmを測る。外面口縁部上半は横方向

の工具ナデが，口縁部下半は縦方向の細い工具ナデが施

されている。内面は横方向の工具ナデが施されている。

229 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の中央部

と北東角部の中間付近で，検出面近くで出土している。

外面胴部上半は横方向の工具ナデが，胴部中位には横方

向のミガキが，胴部下位から底部にかけては横・斜め方

向のミガキが疎に施されている。底部には指押さえが行

われている。内面は横方向の工具ナデが施されている。

230 は坩の胴部中位から底部の資料である。遺構の南

壁中央部付近で，検出面直下で出土している。外面は横・

斜め方向の工具ナデ，内面は縦・横方向のハケ目が施さ

れている。

231 は完形に復元できた手づくね土器である。底部は

平坦面を持つ。口径 4.8cm，底径 1.1cm，器高 3.1cmを測

る。遺構の西壁付近，やや北寄りの位置で，検出面直下

から出土している。内外面ともに指押さえが密に行われ

ている。

石器（第２－75 図）

石 43 は棒状礫である。遺構の南西角部付近で，貼床の

無い床面から出土している。

石 44 は棒状礫である。遺構の中央部よりやや北東側

で，検出面から出土している。

石 45 は礫である。全体的に被熱を受けており，赤色

化している。遺構の中央部よりやや西側で，貼床面から

15cm程度浮いた状態で出土している。

石 139 は敲石である。

鉄製品・鉄滓（第２－75 図）

鉄８は小型の圭頭鏃である。茎部は断面方形で欠損し

ている。

鉄９は器種不明品で、下端部が外側に開いている。腸

抉鏃の逆刺部片の可能性が考えられる。

竪穴建物跡 14 号からは１点，250gの鉄滓が出土した。

滓 19 は製鉄炉の炉壁である。内面には鉄塊が付着し，

その内側のガラス質の部分は 1.5cm程度の厚みを持つ。

外面には炉材が付着するが，スサ痕は確認できない。一

括取上げ遺物であり，流れ込みと考えられる。

装飾品（第２－75 図）

竪穴建物跡 14 号からは大珠が１点出土している。上

位硬化面から出土している。

装６は穿孔前の未製品と考えられる。長さ 1.4cm，幅
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0.7cm，厚さ 0.3cmを測り，重量は 0.3 ｇを量る。蛇紋岩

製であり，明るい緑色の色調を呈する。

炭化種子（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 14 号からは炭化種子が出土しており，種

実同定の結果，モモの種子であった。

ガラス玉（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 14 号の貼床面埋土のふるい掛けを実施し

た結果，青緑色のガラス小玉を１点検出した。ガラス小

玉は破損した状態で検出されたが，破片の量は１個体分

出土している。実体顕微鏡観察の結果，気泡が多く観察

され，いずれも孔に対して平行に伸びた気泡ないし気泡

列であり，ガラスを管状に引き伸ばした後，管を切って

製作する引き伸ばし法（管切り法）により製作されたと

考えられる。蛍光Ｘ線分析の結果，この青緑色ガラス小

玉はアルカリ珪酸塩ガラスであり，化学組成の特徴から

アルミナソーダ石灰ガラスに属すると考えられる。
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第２-48図　竪穴建物跡10号

1 暗褐色土。1～10㎜程度の池田降下軽石を含む。Ⅴa層土由来の褐色土の砂粒を下部に含む。
2 褐色土。硬くしまる。Ⅴa層土のアカホヤ火山灰土が硬化している。貼床埋土。
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第２-49図　竪穴建物跡10号　柱穴
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（1/50）

表２－19　竪穴建物跡10号柱穴観察表

柱穴番号 位置 直径（cm） 深さ（cm） 埋土色調 埋土特徴

１ 中央 40-20 ５ 黒褐色

２ 中央 17 ５ 黒褐色 １-２mmの焼土粒含む

３ 中央 18 25 黒褐色 １mm程度の焼土粒含む

４ 中央 16 15 黒褐色

５ 中央 17 10 黒褐色 １mm程度の焼土を多く粒含む

６ 中央 17 25 黒褐色 １mm程度の焼土を多く粒含む

７ 中央 20 ５ 黒褐色 １-２mmの焼土粒含む

８ 中央 20 ５ 黒褐色 １-２mmの焼土粒含む

９ 縁辺部 25 20 黒褐色 ２-５mmの焼土粒を多く，池田降下軽石を少量含む

10 縁辺部 27 35 暗褐色 １-２mmの焼土粒，１-６mmの池田降下軽石含む

11 縁辺部 25 40 暗褐色 １-２mmの焼土粒含む

12 縁辺部 34 20 にぶい黄褐色 １-２mmの焼土粒，下位に噴砂シラス含む

13 南東壁際 37 10 暗褐色 １-２mmの焼土粒含む

14 北西壁際 38 15 にぶい黄褐色 １-６mmの池田降下軽石，下位に噴砂シラス含む

15 西壁際 37 12 暗褐色 下位に噴砂シラスを含む

16 南西壁際 38 25 暗褐色 ３-10mmの池田降下軽石，下位に噴砂シラス含む
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第２-50図　竪穴建物跡10号　遺物出土状況
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第２―51 図　竪穴建物跡 10 号　出土遺物（土器 ・土製品）
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第２―52 図　竪穴建物跡 10 号　出土遺物（土器）
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第２―53 図　建物跡 10 号　出土遺物（石器 ・鉄滓）
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表２-20  竪穴建物跡10号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

51

110 ○ 甕 完形 ― 32.0 26.0 10.9 工具ナデ 工具ナデ
外:黒褐

内:にぶい褐

石・白・黒・

小
脚部高:3.7cm

111 ○ 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙
石・白・小

112 ○ 甕 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・長・小・

ほか

113 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.2 工具ナデ 指ナデ
外:にぶい黄橙

内:橙
石・白・黒

114 ○ 壷 胴部－底部 ― ― ― 2.6 ミガキ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・小・

ほか

115 ○ 甕・壷・鉢 底部 ― ― ― 6.9 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

116 ○ 鉢 完形 ― 17.2 27.4 11.0
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙
石・白・黒

117 ○ 高坏 完形 ― 11.4 11.9 9.8
ミガキ

工具ナデ

工具ナデ

ミガキ

外:赤褐

内:橙・黒

石・黒・小・

ほか

118 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:明黄褐
石・白・小

119 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 15.0
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:浅黄橙
白・黒・小

120 甕 完形 Ｄ 34.7 30.2 8.0
工具ナデ

ミガキ

指ナデ

工具ナデ

外:褐

内:にぶい褐

石・黒・小・

ほか
脚部高:1.9cm

121 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 20.7 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:橙
石・角・小

２

｜

52

122 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ―

工具ナデ

ミガキ・指

ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

123 甕 胴部－底部 ― ― ― 7.5
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白･

黒・小
脚部高:0.5cm

124 高坏 坏部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙
石・白・小

125 高坏 脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙
石・白・小

126 不明 脚部 ― ― ― 7.5
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:にぶい黄橙

黒・小・

ほか

127 ○ 鞴の羽口 完形 ―
（長さ）

12.9

（内径）

2.3

（厚み）

1.9-0.6
ナデ ナデ

外:橙

内:にぶい褐

長・白・黒・

小

128 ○ 鞴の羽口 完形 ― 12.0 2.9 1.4-0.6 ナデ ナデ
外:明赤褐

内:にぶい橙

石・長・黒・

小

129 ○ 鞴の羽口 排出口 ― 7.1 1.9 2.1-1.5 ナデ ナデ
外:にぶい黄橙

内:橙

石・長・角・

小

表２－21  竪穴建物跡10号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２―53 石30 礫 破損 10.0 11.8 5.5 820.0 砂岩



第２-54図　竪穴建物跡11号

1 粘性のある暗褐色土。
2 粘性のある黒褐色土。池田降下軽石やアカホヤ火山灰粒を含む。また炭化物を多く含む。
3 粘性のある暗褐色土。アカホヤ火山灰粒を含む。
4 やや粘性のある黒褐色土。炭化物を非常に多く含む。
5 褐色土。焼土。
6 にぶい黄褐色土。硬化面。
7 にぶい黄褐色土。1～5㎝の池田降下軽石を含む。貼床の埋土。
8 にぶい黄褐色土。
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P
4

1

②

4

5
8

6

7

P3
P2

P1

3

4

8 6
②

1

①

7

2

②

②
②

②
②①

P3

P2

P4

P5

P8

P7

P6

a

P1

a a’

a
’

a
a
’

P1

a’ L=31.000m

P7 P8P6 P5

L=31.000m L=31.000ma a’ a a’a

L
=
3
1
.
6
0
0
m

L=31.600m

B
A

炭化物範囲

炭化物集中

硬化面

焼土

A’
B
’

A A’

B
B
’

0 1m

（1/40）

− 101 −− 100 −



第２-55図　竪穴建物跡11号　遺物出土状況
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第２―56 図　竪穴建物跡 11 号（土器）
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第２―57 図　竪穴建物跡 11 号　出土遺物（土器 ・石器 ・鉄製品）
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表２-22  竪穴建物跡11号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

56

130 ○ （丸底）甕 口縁部－胴部 ― ― 13.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙
白・黒・小

131 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

132 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― 11.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

133 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:明赤褐

内:明赤褐

石・白・黒・

小

134 ○ 土製品 完形 ― ― ― ―
ナデ

ミガキ
ナデ

外:にぶい橙

内:明褐

石・輝・白・

黒

直径:3.4cm

厚さ:0.8cm

135 甕 口縁部－胴部 ― ― 18.5 ―
工具ナデ

ミガキ

ミガキ・ナデ

工具ナデ

外:にぶい褐

内:橙

雲・白・黒・

小

136 甕 口縁部－胴部 ― ― 21.1 ―
指ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

137 甕 口縁部 Ｄ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:褐

内:にぶい黄橙

石・黒・小・

ほか

138 甕 胴部－脚部 ― ― ― 10.7
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
脚部高:1.9cm

139 甕 脚部 ― ― ― 7.7 工具ナデ
ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒
脚部高:1.6cm

140 甕 胴部－底部 ― ― ― 8.2 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐

内:橙

石・輝・白・

黒・小

141 甕 胴部－底部 ― ― ― 6.6 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
脚部高:0.2cm

142 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― 4.5 工具ナデ ミガキ
外:にぶい黄橙

内:橙

石・輝・白・

小
脚部高:0.2cm

２

｜

57

143 高坏 坏部 ― ― 25.0	 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:明赤褐

内:橙
石・黒

144 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ・ナデ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

145 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい橙

石・長・白・

ほか

146 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・雲・白・

黒

147 高坏 脚柱部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒

148 高坏 脚柱部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ハケ目

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒・小

149 坩 胴部－底部 ― ― ― 2.2	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・白・小・

ほか

150 坩 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒・小

151 ○ 鞴の羽口 送風口 ―
（長さ）

8.9

（内径）

2.9

（厚み）

1.1
ミガキ ナデ

外:明褐

内:にぶい黄褐

石・輝・白・

小

表２-23  竪穴建物跡11号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

57

石31 磨敲石 完形 11.4	 8.6	 3.5	 砂岩

石32 礫 完形 8.0	 8.2	 3.9	 340.0	 安山岩 被熱・煤付着



第２-58図　竪穴建物跡12号

1

3

8

8

3 2

75

4

①

1
3

8
6

7

5

4

炭化物範囲

炉跡

硬化面

アカホヤ

貼床ライン

カ
ク
ラ
ン

④
④

③ ②

④
④

P1

P4

P2

P3

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴ
a

Ⅴ
a

P1 P2 P3 P4

C
’

D

L=32.300m L=32.300m L=32.300m L=32.300m

a a’

a a’

a a’

a a’

a aaa a’ a’a’a’

A A’

B
’

D
’

A A’

B
B
’

L=32.700m

L
=
3
2
.
7
0
0
m

B C

0 1m

（1/40）

1 暗褐色土。1㎝程のアカホヤ火山灰土と池田降下軽石を少量含む。
2 暗褐色土。埋土1よりも明るくアカホヤ火山灰土をやや多く含む。
3 黒褐色土。
4 黒褐色土。炭化物を多量含む。
5 明赤褐色土。焼土。
6 黒褐色土。
7 暗褐色土。1㎝程の黒色土を少量、3㎝程の黄褐色土を含む。硬化面。
8 暗褐色土。3㎝程度のアカホヤ火山灰土を含む。
　　
　

① 黒褐色土。
② 黒褐色土。硬化している。
③ 黒褐色土。埋土②よりも硬化が弱い。
④ 暗褐色土。
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第２-59図　竪穴建物跡12号　遺物出土状況

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴ
a

Ⅴ
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B
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D
’

D’

A A’

B
B
’

L=32.700m

L
=
3
2
.
7
0
0
m

B C

D

L=32.700m

C C’

L=32.700m

C
’

D

カ
ク
ラ
ン

0 1m

（1/40）

鉄6

鉄6

160

160

158

155

155

156

159

153

石33

152

鉄6

153

154

157

その他土器

鉄鏃

土器153

土器152

石33

土器158

土器155

土器159

土器154

土器157

土器156

土器160
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第２―60 図　竪穴建物跡 12 号　出土遺物（土器 ・石器）

152 153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

石 33

161・162・163・164・165
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第２―61 図　竪穴建物跡 12 号　出土遺物（鉄製品 ・鉄滓）

鉄 6

滓 17

滓 18

表２-24  竪穴建物跡12号出土土器
図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

60

152 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 23.6 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:明赤褐

内:黄褐

石・長・白・

ほか

153 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 29.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・黒・小

154 ○ 鉢 完形 ― 14.9 24.2 7.7
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:明褐
石・白・小

155 ○ 高坏 坏部 ― ― 13.5 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:明褐

内:橙
石・小

156 ○ 坩 口縁部－胴部 ― ― 11.5 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:浅黄橙

内:浅黄橙
白・黒・小

157 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 27.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・長・白・

小

158 高坏 坏部 ― ― 19.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐

内:にぶい橙
石・白・黒

159 高坏 坏部 ― ― 15.6 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:明赤褐

石・白・小・

ほか

160 坩 口縁部－胴部 ― ― 9.7 ―
ハケ目・ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:黄橙

内:浅黄橙
石・黒・小

161 土製品 完形 ― ― ― ― ナデ ナデ
外:浅黄橙

内:にぶい黄橙

石・小・

ほか
土坑埋土中出土

162 土製品 完形 ― ― ― ― ナデ ナデ
外:浅黄橙

内:にぶい黄橙

輝・白・黒・

小
土坑埋土中出土

163 土製品 完形 ― ― ― ― ナデ ナデ
外:灰褐

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒

直径:3.5cm

厚さ:0.7cm

164 土製品 完形 ― ― ― ―
ナデ

ミガキ

ケズリ

ナデ

外:黒

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

直径:4.0cm

厚さ:0.8cm

165 土製品 完形 ― ― ― ―
ナデ

ミガキ
ナデ

外:灰褐

内:橙

石・白・黒・

小

直径:2.6cm

厚さ:1.0cm

表２-25  竪穴建物跡12号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２―60 石33 台石 完形 19.5 14.2 8.1 2810.0 砂岩



第２-62図　竪穴建物跡13号　貼床面

1

硬化面

6

3

25

カ
ク
ラ
ン

1

5

6
4

2

硬化面

硬
化
面

硬
化
面

① 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を少量含む。
② 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を多量含む。
③ 黒褐色土。アカホヤ火山灰土を多量含む。

1

①
②

③

硬化

樹痕 ① ①
②

②

①

土坑

硬化範囲

炉跡

硬化面

1 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を少量含む。
2 黒褐色土。炭化物を多く含む。
3 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を多く含む。
4 黒褐色土。土坑埋土。炭化物を含む。
5 明赤褐色土。焼土。
6 暗褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを多く含む。
　上面が硬化している部分がある。 

a’

a a’

a a’

a

a
a
’

a a’

a

a’

P1

P5

P4

P2

P6

P3

L=32.500ma a

a a a

a’ a’

a’ a’ a’

L=32.500m

L=32.500m L=32.500m L=32.500m

a a’L=32.500m
P1 P2

P4 P5 P6

P3

L=33.000m

L
=
3
3
.
0
0
0
m

A’

A’A

B
’

B
’

B B

A

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴ
a

Ⅴ
a

（1/50）
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第２-63図　竪穴建物跡13号　遺物出土状況

L
=
3
3
.
0
0
0
m
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B

Ⅴa
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Ⅴ
a

Ⅴ
a
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B
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B
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（1/50）

L=32.500m
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その他土器
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第２―64 図　竪穴建物跡 13 号（土器）
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第２―65 図　竪穴建物跡 13 号　遺物出土（石器）

石34

石 35

石 36 石 37

石 40

石 38 石 39

石 42

石 41
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第２―66 図　竪穴建物跡 13 号　出土遺物（石器 ・鉄製品）

石 137

鉄 7

石 138
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表２-26  竪穴建物跡13号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

64

166 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 20.3 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・黒・

小

167 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.2 ―
指ナデ

工具ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・黒

168 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 10.7
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
脚部高:1.5cm

169 ○ 甕・鉢 胴部－脚部 ― ― ― 5.6 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:明赤褐

石・白・黒・

ほか
脚部高:0.6cm

170 ○ 甕・鉢 脚部 ― ― ― 6.0 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・雲・白・

黒
脚部高:1.6cm

171 ○ 高坏 坏部 ― ― 14.7 ―
工具ナデ

ミガキ

ハケ目

ミガキ

外:橙

内:橙
石・白・黒

172 甕 完形 Ｃ 14.8 15.2 7.2
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・長・輝・

白・小
脚部高:0.3cm

173 甕 脚部 ― ― ― 9.8 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小
脚部高:（2.5）cm

174 壷 口縁部 ― ― 13.7 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

175 壷 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

176 壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

ほか

177 鉢 完形 ― 3.6 4.2 1.8 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・白・

ほか
ミニチュア土器

178 高坏 脚柱部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

179 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
指ナデ

外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

180 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

ほか

表２-27  竪穴建物跡13号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

65

石34 ○ 棒状礫 完形 20.4 9.4 6.1 1720.0 ホルンフェルス

石35 ○ 棒状礫 完形 20.1 7.7 7.0 1580.0 ホルンフェルス

石36 ○ 棒状礫 完形 16.4 9.2 7.2 1720.0 ホルンフェルス

石37 ○ 棒状礫 破損 20.0 8.4 6.5 1520.0 ホルンフェルス 最大長・重量は残存部で計測

石38 ○ 棒状礫 完形 19.1 7.8 6.9 1620.0 ホルンフェルス

石39 ○ 棒状礫 完形 17.0 8.5 8.4 1720.0 ホルンフェルス

石40 ○ 棒状礫 完形 18.5 9.0 6.9 1430.0 ホルンフェルス

石41 ○ 棒状礫 完形 16.3 12.2 8.8 2400.0 ホルンフェルス

石42 ○ 棒状礫 完形 17.9 9.8 7.4 1760.0 ホルンフェルス

２

｜

66

石137 ○ 棒状礫 完形 19.9 9.4 7.0 1930.0 ホルンフェルス

石138 ○ 棒状礫 完形 19.1 9.3 7.8 1820.0 ホルンフェルス



第２-67図　竪穴建物跡14号　上位硬化面

柱穴 カクラン
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Vx
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Va

A A’

L=32.700m

Va
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Va

B B’

L=32.700m

B
B
’

（1/50）

1 黒褐色土。池田降下軽石を少量含む。
2 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を含む。
3 褐色土。アカホヤ火山灰土を多く含む。
4 炭化物堆積。
5 暗褐色土硬化面。上面硬化面。

6 暗褐色土。
7 にぶい黄褐色土硬化面。下位硬化面。
8 にぶい黄褐色土。やや砂質。
9 明赤褐色焼土。
10 にぶい黄褐色土。基本的には7と同じであるがやや砂質。
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第２-68図　竪穴建物跡14号 下位硬化面
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（1/50）

① 褐色土。アカホヤ火山灰土を多く含む。遺構埋土3に類似。
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第２-69図　竪穴建物跡14号　底面
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第２-70図　竪穴建物跡14号　遺物出土状況
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第２―71 図　竪穴建物跡 14 号　出土遺物（土器①）
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第２―72 図　竪穴建物跡 14 号　出土遺物（土器②）
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第２―73 図　竪穴建物跡 14 号　出土遺物（土器③）
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第２―74 図　竪穴建物跡 14 号　出土遺物（土器）
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第２―75 図　竪穴建物跡 14 号　出土遺物（石器 ・鉄製品 ・鉄滓 ・装飾品）
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表２-28  竪穴建物跡14号出土土器１

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

71

181 ○ 甕 脚部 ― ― ― 6.5 工具ナデ 指ナデ
外:浅黄橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小
脚部高:0.6cm

182 ○ 壷 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・黒・

小

183 ○ 鉢 口縁部 ― ― 12.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

184 ○ 高坏 口縁部－胴部 ― ― 15.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

185 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:明赤褐

内:にぶい橙

石・白・黒・

ほか

186 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 指ナデ
外:橙

内:浅黄橙

石・輝・白・

黒・小

187 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 22.0 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:にぶい赤褐

石・長・白・

黒・小

188 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 27.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

189 甕 口縁部－胴部 ― ― 20.8 ―
工具ナデ

ハケ目
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

190 甕 口縁部 ― ― 19.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

191 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 25.7 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:灰黄褐

内:にぶい橙

石・白・黒・

ほか

２

｜

72

192 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 26.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:

内:

193 甕 完形 Ｄ 29.6 30.8 9.3
工具ナデ

指ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・黒・

小

194 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 21.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

ほか

195 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 32.6 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

196 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

外:不明

内:橙

石・輝・白・

黒・小

197 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

ほか

198 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 23.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

２

｜

73

199 甕 胴部－底部 ― ― ― 4.6
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
小・ほか

200 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.6 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

ほか
脚部高:1.7cm

201 甕 胴部－脚部 ― ― ― 11.2 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・黒・

ほか
脚部高:1.5cm

202 甕 胴部－脚部 ― ― ― 5.6 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小
脚部高:0.9cm

203 甕 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

204 甕 脚部 ― ― ― 3.6 工具ナデ ナデ
外:橙

内:橙

石・長・白・

黒
脚部高:0.2cm

205 壷 口縁部－肩部 ― ― 15.8 ― ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

206 壷 口縁部－肩部 ― ― 9.8 ― 工具ナデ
工具ナデ

ヘラナデ

外:橙

内:浅黄橙
輝・黒・小

207 壷 口縁部－肩部 ― ― 15.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・輝・白・

黒・小

208 壷 口縁部 ― ― 13.3 ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

209 壷 口縁部 ― ― 14.3 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

白・黒・小・

ほか

210 壷 口縁部 ― ― 11.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:

内:

211 壷 肩部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

ほか
胴部最大径:46.6cm

212 壷 肩部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ ハケ目
外:橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
胴部最大径:23.1cm

213 壷 胴部－底部 ― ― ― 3.5 ミガキ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

214 壷 底部 ― ― ― 2.5 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

輝・白・黒・

小

215 壷 底部 ― ― 3.1 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

216 壷 底部 ― ― ― ― ハケ目 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか
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表２-29  竪穴建物跡14号出土土器２

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

74

217 鉢 完形 ― 11.5 18.9 4.5 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・白・

小

218 鉢 口縁部－胴部 ― ― 22.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・黒・

小

219 鉢 口縁部－胴部 ― ― 16.6 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:橙

石・長・輝・

白・黒

220 鉢 口縁部－胴部 ― ― 7.7 ―
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

221 鉢 口縁部－胴部 ― ― 8.6 ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

輝・白・黒・

小

222 高坏 坏部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

223 高坏 坏部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・黒・小・

ほか

224 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

225 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

ほか
穿孔あり

226 坩 完形 ― 13.7 11.8 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・黒・小

227 坩 口縁部 ― ― 8.5 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい黄橙

白・黒・小・

ほか

228 坩 口縁部 ― ― 6.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

白・黒・小・

ほか

229 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい黄橙
石・白・黒

230 坩 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ ハケ目
外:橙

内:橙

白・黒・小・

ほか

231 手づくね 完形 ― 3.1 4.8 1.1 指押さえ 指押さえ
外:オリーブ褐

内:オリーブ褐
黒

表２-30  竪穴建物跡14号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

75

石43 ○ 棒状礫 完形 24.0	 7.4	 6.9	 2260.0	 砂岩

石44 棒状礫 完形 12.9	 6.8	 4.2	 520.0	 凝灰岩

石139 敲石 完形 18.0	 8.0	 8.3	 1880.0	 砂岩

石45 礫 破損 14.3	 12.3	 (7.6) (1280.0) 安山岩 被熱・赤色化・一部に煤付着
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中央部及び中央北側の竪穴建物跡群（第２－76 図）

川久保遺跡の 31 区と 32 区の境には高低差１ｍ程の斜

面が存在しており，遺跡の中央部付近（Ｄ～Ｇ区）では，

その斜面より東側方向へ，方形状の平坦気味な張り出し

地形が存在している。その張り出し部には，ほぼ同じ方

向を向く４基の竪穴建物跡が検出されており，また，張

り出し部の北側には６基の方形竪穴建物跡と，１基の円

形竪穴建物跡，２基の竪穴状遺構が検出されている。中

央部とその北側の竪穴建物跡群の特徴としては，東側

（川側）の竪穴建物跡群と比較して，切り合い関係を持つ

建物跡が増え，特に北側では近い距離で検出されている

ことが挙げられる。

竪穴建物跡 15 号（第２－77 ～ 80 図）

竪穴建物跡 15 号は，調査区の北側Ｂ 33・34 区Ⅴa層で

検出された。長軸（南北軸）約4.6ｍ，短軸（東西軸）約4.3

ｍの隅丸方形状を呈する。長軸はやや西側に傾く。南側

には張り出しを持ち，張り出しを含めると南北軸は約

5.0 ｍとなる。遺構北西部と東側は部分的に現代の攪乱

を受けている。検出面から底面までの深さは 25 ～ 40cm

であり，その上に厚さ 15 ～ 25cmの貼床がほぼ平坦に形

成されている。中心部よりやや南側の位置に直径約 30cm

の範囲で焼土が確認されており，炉跡と考えられる。周

辺に明確な炭化物の集中範囲などは検出されていない。

また，中央部から南北，そして東側へ硬化面が確認され

ている。

竪穴建物跡 15 号の柱穴は遺構内から 35 基，遺構周辺

から 23 基検出されている。遺構内の柱穴は貼床面上面

から検出されているものが多い。柱穴の埋土は褐色土，

にぶい黄褐色土，暗褐色土，黒褐色土の４種類に分別で

き，その分布は第２－90ａ図のようになった。これを見

ると，褐色土埋土の柱穴（Ｐ18，Ｐ10，Ｐ16）は，暗褐色

土埋土の柱穴（Ｐ27，Ｐ17，Ｐ19）に切られており，褐色

土埋土の柱穴がより古いことが分かる。また，にぶい黄

褐色土埋土の柱穴（Ｐ８）も，暗褐色埋土の柱穴（Ｐ９）に

切られており，にぶい黄褐色埋土の柱穴は，暗褐色埋土

柱穴よりも古いことが分かる。にぶい黄褐色埋土の柱穴

は，その埋土の色調から，褐色埋土の柱穴に近い時期の

柱穴と考えられる。北東部からは黒褐色埋土の柱穴が３

基検出されている。黒褐色土は古代の遺構の埋土によく

見られる埋土であるが，Ｐ25 が貼床面から検出されてお

り，さらにその上位には遺構埋土が堆積していたことか

らも，古墳時代の柱穴と考えられる。埋土の色調からす

ると，最も新しい埋土の柱穴と考えられよう。以上の様

に，竪穴建物跡 15 号の柱穴は，少なくとも２時期（古：

褐色土・にぶい褐色土，新：暗褐色土・黒褐色土）に分

けられ，切り合い関係にある柱穴Ｐ18 とＰ19，Ｐ18 もし

くはＰ16 とＰ17，Ｐ10 とＰ27 はそれぞれ同じような特

徴を持ち，少なくとも１回は建て替えが行われた可能性

が考えられる。柱穴を柱穴の最小径と，柱穴の深さで分

類したものが第２－90 図である。単純に最小径＝柱の太

さとはならないであろうが，建物跡の中央のＰ１や，南

側際のＰ32，東側際のＰ28，また建物跡周囲の角部や中

央部にも，最小径の大きな柱穴が並んでいることが確認

できた。さらに柱穴の深さに関しては，削平されⅤa層面

でしか検出されなかった遺構周囲の柱穴を除き，遺構内

の柱穴のみの結果ではあるが，やはり中央のＰ１や，壁

際の柱穴が深くなっていることが分かる。一覧表等では

柱穴として掲載しているが，Ｐ32 の西側部分，Ｐ７，Ｐ

35 は，その形状等から土坑の可能性が考えられる。

出土遺物（第２－81 図）

遺物の出土量は少なく，実測対象となるような遺物は

さらに少なかった。土器は１個体の複数の破片が出土す

ることも無く，全て口縁部片，胴部片と，接合しない破

片単位で出土している。

土器（第２－82 図）

232・233 は，その出土状況から，竪穴建物跡 15 号に帰

属する可能性が高い土器である。

232 は口縁部の資料である。炉跡から出土している。

外面口縁部上端は横方向の工具ナデを施した後に，指押

さえが並ぶ。口縁部は各方向の工具ナデが施されてい

る。突帯貼り付け部分の器面には，横方向の工具ナデを

施した後に，突帯を貼り付けていると考えられる。内面

は斜め方向の指ナデが施されている。

233 は坩の口縁部の資料である。口径 13.1cmを測る。

南側土坑の西側に隣接して，貼床面より出土している。

外面口縁部上端は横方向のミガキ，口縁部には縦方向の

工具ナデが施されている。ミガキと工具ナデの工具幅は

５mm程度と同じであるが，工具ナデは光沢を持たない。

234・235 は，その出土状況から，竪穴建物跡 15 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

234 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部の資料で

ある。口径 20.8cmを測る。遺構の中央部と北壁の中間付

近で，検出面から貼床面から 20cm程度浮いた状態で出土

している。外面口縁部上位は単位幅が不明瞭な横方向の

工具ナデを施した後に，幅２～３mm程度の斜め方向の工

具ナデを施している。口縁部中位以下は，この斜め方向

の工具ナデの上から，幅１cm程度の斜め方向の工具ナデ

が施されている。内面口縁部は横方向の粗い工具ナデが

施されている。内面突帯部分は横方向の指ナデが施され

ている。

235 は高坏の坏部資料である。口径 19.2cmを測る。遺

構の中央部と北東角部の中間付近で，検出面から出土し

ている。口唇部は横ナデが施されている。外面坏部上端

は横方向の工具ナデが施されている。坏部は幅２mm程度
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と幅８mm程度の２つの斜め方向の工具ナデが施されて

いる。幅の細い工具ナデはミガキに類似するが光沢を持

たない。内面坏部上端は横方向の工具ナデが施されてい

る。端部の工具痕ほどスジ状の痕跡が強く残る。坏部に

は幅８mm程度と幅２mm程度の２つの斜め方向の工具ナデ

が施されている。内外面ともに同じ工具を使用している

と考えられる。

石器（第２－83 図）

石 46 は軽石製品である。遺構の北壁中央部付近，貼床

面よりも下位，貼床埋土中から出土している。

石 47 ～石 51 は棒状礫である。石 47 のみ南側土坑の

検出面，貼床面と同じ高さで出土しているが，他は全て

貼床面よりも浮いた状態で出土している。石 51 以外は

全て南側土坑及び，その周囲から出土しており，石 51 の

み北北西のやや離れた位置で出土している。

竪穴建物跡 16 号（第２－84 ～ 87 図）

竪穴建物跡 16 号はＣ33 区Ⅴa層から検出した。竪穴建

物跡 17 号を切って検出されているため，竪穴建物跡 17

号よりも新しい遺構であることが分かる。長軸（東西軸）

約 5.0 ｍ，短軸（南北軸）約 4.1 ｍの西壁の南側半分が張

り出すやや歪な隅丸長方形を呈する。張り出し部分を含

めると，長軸は約 5.6 ｍとなる。川久保遺跡の古墳時代

竪穴建物跡は，長軸を南北方向にとる構造の建物が多い

が，この建物跡は東西軸を長軸としている。検出面から

底面までの深さは 25 ～ 30cm程度であり，底面から 10 ～

20cm程度の厚さで，ほぼ平坦な貼床が形成されている。

遺構の中央部には直径約 40cm，深さ約５cmの焼土を伴

う土坑が検出されており，炉跡と考えられる。土坑は３

基検出されており，炉跡の南側には直径約 90cm，深さ約

30cmの土坑１が検出されている。土坑１の底面は平坦に

成形されている。炉跡の東側には，長軸約 70cm，短軸約

55cm，深さ約 45cmの楕円形の土坑２が検出されている。

土坑２はその大きさから土坑としているが，炉跡を挟ん

で，ほぼ等距離に検出された柱穴Ｐ１の存在から，柱穴

である可能性も考えられる。遺構の南東角付近には，長

軸約 45cm，短軸約 35cm，深さ約 10cmの楕円形の土坑３

が検出されている。炉跡の周囲には硬化面が不定形状に

広がる。南は土坑１，西はＰ１，北は少なくともＰ３・Ｐ

４付近，東側は貼床を構築しない，一段高い底面の際ま

で広がっている。

竪穴建物跡16号の柱穴は遺構内に12基，壁面に４基，

遺構の周囲にも多数の柱穴が検出されている。柱穴の埋

土は遺構周辺の南側と東側から検出された数基を除く

と，ほぼ全ての柱穴の埋土が同じ暗褐色土で構成されて

いる。そのため遺構周辺で検出された柱穴はその帰属の

判断が難しい。また，遺構内の柱穴も竪穴建物跡 16 号と

17 号の貼床面の高さがほぼ等しいため，こちらも帰属の

判断が難しい。Ｐ１は硬化面と接して検出されている竪

穴建物跡 16 号の柱穴である。土坑２と対をなし，建物の

主柱穴となる可能性が考えられる。Ｐ３～Ｐ５は竪穴建

物跡 16 号と同じ向きに直線的に並び，また径や深さも

同等であるため，竪穴建物跡 16 号に帰属するものと考

えられる。Ｐ８は遺構内で検出された柱穴としては，最

も最小径の大きな柱穴である。深さは約 10cmとやや浅い

が，その検出位置が竪穴建物跡 17 号の中心であること

から，竪穴建物跡 17 号に帰属する可能性が考えられる

が，竪穴建物跡 16 号の硬化面がこのＰ８を避けるように

広がっているのが気にかかる点である。Ｐ13 ～Ｐ16 の

４基の柱穴は，竪穴建物跡 16 号の壁面から検出されて

おり，壁面を切っているため，その帰属は竪穴建物跡 16

号である可能性が非常に高い。周囲には建物跡に接する

ようにＰ17 ～Ｐ21 の５基の柱穴が検出されている。そ

の中でもＰ19 は竪穴建物跡 17 号の検出面から掘り込ま

れており，竪穴建物跡 16 号に帰属すると考えられる。

出土遺物（第２－88･89 図）

遺物の出土量は少なく，実測対象となる遺物はさらに

少なかった。また，実測した遺物で竪穴建物跡 16 号に帰

属する可能性が高い土器は無かった。

土器（第２－90 図）

236・237 は，その出土状況から，竪穴建物跡 16 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

236 は口縁部から胴部上位の資料である。口径 18.5cm

を測る。炉跡の南南東で，検出面近くから出土している。

口縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されている。突

帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した

後に，突帯を貼り付けている。胴部には斜め方向の工具

ナデが施されている。内面口縁部から胴部上端にかけて

は，横・斜め方向の工具ナデが，胴部には斜め方向の工

具ナデが施されている。

237 は甕の胴部上半の資料である。口縁部が欠損して

おり，突帯部分よりも下位の資料であるため，分類は不

可である。遺構の南東部で，検出面から出土している。

突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した

後に，突帯を貼り付けている。胴部には横方向の工具ナ

デを施した後に，斜め方向の工具ナデを施している。内

面は横方向の工具ナデが施されている。

竪穴建物跡 17 号（第２－84 ～ 87 図）

竪穴建物跡 17 号はＣ 33 区Ⅴa層から検出した。その

中心部及び北側と東側の大部分を含めた範囲を，竪穴建

物跡 16 号に切られた状態で検出されている。形状は隅

丸方形状を呈すると考えられるが，北西角部が想定され

る箇所からは検出されていない。建物の向きはわずかに

東側に傾く。残存部での計測で１辺約 5.3 ｍを測る。検
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出面から底面までの深さは 20 ～ 25cm程度であるが，部

分的には底面が大きくうねる箇所も見られる。底面から

約 15cmの厚さで貼床が形成されている。硬化面は確認さ

れていない。ただし，Ｐ13 の周辺から硬化面がブロック

状に堆積して検出されていることから，建物の中心部に

は硬化面が形成されていた可能性も考えられる。また，

竪穴建物跡 17 号の中心部と想定される付近の竪穴建物

跡 16 号の埋土中から，焼土がブロック状に堆積して検

出されていることから炉跡の存在も想定される。

竪穴建物跡 16 号で記載した柱穴を除くと，遺構内か

らは２基，壁面から１基の柱穴が検出されている。竪穴

建物跡 16 号・17 号の周囲からは 36 基の柱穴が検出さ

れている。その中でもＰ25 ～Ｐ45 の 21 基に関しては，

その検出位置から，竪穴建物跡 17 号に帰属すると考え

られる。

出土遺物（第２－88・89 図）

遺構の大部分を竪穴建物跡 16 号に切られていること

もあり，遺物の出土量は少なく，実測対象となる遺物は

さらに少なかった。また，実測した遺物で竪穴建物跡 17

号に帰属する可能性が高い土器は無かった。石器は磨石

が２点出土しており，そのうち１点は貼床面から出土し

ている。

土器（第２－90 図）

238 ～ 240 は，その出土状況から，竪穴建物跡 17 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

238 は口縁部が内湾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 24.5cmを測る。遺構の南側で検出面

近くから出土している。外面口縁部は斜め方向の単位幅

が不明瞭な工具ナデが施されている。口縁部下端から胴

部上位にかけては，横方向の工具ナデが施されており，

部分的にはその上から斜め方向の工具ナデが施される。

内面は斜め・横方向の工具ナデが施されている。

238 の胴部には少量であるが煤が付着しており，この

付着炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこ

なったところ（第３分冊自然科学分析参照），確率の高

い２σ暦年校正年代で 337calAD-417calAD（81.7%）と

なった。おおよそ４世紀中頃～５世紀前半の範囲と言え

よう。

239 は完形の坩であり，割れてはいるが欠損箇所はな

い。口径 8.8m，器高 9.3cmを測る。外面の口縁部と胴部

の境には接合痕が顕著に残る。遺構の南東角部付近で，

検出面直下から出土している。外面口縁部は横方向の丁

寧な工具ナデを施した後に，斜め方向のミガキを施して

いる。胴部は斜め方向の工具ナデを施した後に，横方向

のミガキを施している。ミガキは下位に行くほど工具幅

が広くなる。底部付近は指ナデが施されている。内面口

縁部は横方向の工具ナデが施されているが，下位に行く

ほど単位幅が不明瞭になる。胴部上端には横方向の粗い

工具ナデが施され，その下位には斜め方向の工具ナデが

施されている。胴部中位には工具の打ち込み痕が巡る。

胴部下位から底面にかけては，部分的に粗い指ナデが施

されているが，器面調整の無い箇所も見られる。

240 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の南側で

検出面から出土している。内外面ともに斜め・横方向の

工具ナデが施されており，内面には指押さえも行われて

いる。

石器（第２－90 図）

石 52 は砥石である。東壁付近で貼床面からわずかに

浮いた状態で出土している。表面全体に使用痕が確認で

きる。

石 53・石 54 は磨敲石である。

石 53 は遺構の北東角付近で，貼床面から出土してい

る。表面と背面に敲打痕および擦痕が確認できる。側面

にはわずかに敲打痕が確認できる程度である。

石 54 は東壁付近で，検出面直下から出土している。敲

打痕は左側面以外の各面，擦痕は全面に確認できる。

石 140 は砥石である。

竪穴建物跡 18 号（第２－91・92 図）

竪穴建物跡 18 号はＣ34 区Ⅴa層で検出した。南北軸約

3.5 ｍ，東西軸 3.5 ～ 3.8 ｍの隅丸方形状を呈するが，

東壁の中央部は大きく抉れる形状を呈している。また，

南側には１辺の長さが約 0.5 ｍの張り出しを持ち，張り

出し部を含めた南北軸の長さは 4.0 ｍである。検出面か

ら底面までの深さは約 30cmであるが，遺構の西側約１/

３の底面は１段高くなっており，検出面から底面までの

深さは５～ 10cm程度となる。底面までの深さは南側に行

くほど遺構の上面に削平を受けており浅くなる。遺構の

中央部には焼土が検出されている。直径約 40cmの浅い土

坑状になり，約４cmの赤色化した埋土が堆積しており，

炉跡と考えられる。炭化物の範囲は確認されていない。

硬化面は炉跡の北側で部分的に確認されている。貼床と

した埋土５は，しまりがない埋土であり，他の建物跡の

貼床面と比較して硬化が弱い埋土であった。しかしなが

ら，炉跡が形成されていること，埋土５の上面から掘り

込まれている柱穴が検出されていることから貼床であ

ると考えた。埋土５を貼床として南側の張り出し部の手

前の土層断面を見ると，土坑の様な掘り込みが確認でき

る。この部分には遺物が集中しており，張り出し部の手

前に直径 35cm程の土坑があった可能性が考えられる。ま

た，北側や東側では，埋土５を盛ることにより，床面に

５～ 10cm程度の段差を設けている様である。柱穴は遺構

内から６基，遺構の周辺で 18 基検出されている。

出土遺物（第２－93 図）

遺物は遺構の南側と南西側に多く出土しており，北側
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や東側は散在している程度である。金床石や砥石など，

鍛冶に関連すると考えられる石器が貼床面から出土して

いるのが特徴である。

土器（第２－94 図）

241 ～ 243 は，その出土状況から，竪穴建物跡 18 号に

帰属する可能性が高い土器群である。

241 は口縁部が外反する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 31.4cmを測る。遺構の南西角部付近

で，貼床面から出土している。外面口縁部上位は横方向

の工具ナデが，下位は縦方向の工具ナデが施されてい

る。縦方向の工具ナデの上からは部分的に斜め・横方向

の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面に

は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部上位には各方向の工具ナデが施されている。内

面口縁部上位から中位にかけては，横方向の工具ナデが

施されている。口縁部下位から胴部上位にかけては，斜

め・縦方向の工具ナデが施されている。

242 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。遺構の中心部で１点，張り出し部で２点

の計３点の破片が接合している。張り出し部で出土した

口縁部片１点は，貼床面よりも下位，貼床埋土中から出

土しているが，残り２点は貼床面よりも 10cm程度浮いた

状態で出土している。外面口縁部は斜め方向の工具ナデ

が施されている。突帯貼り付け部分とその下位の器面に

は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。残存部下端には斜め方向の工具ナデが確認できる。

内面は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

243 は甕の脚部資料である。底径 7.2cm，脚部高 0.9cm

を測る。遺構の南側，張り出し部の手前にあったと考え

られる土坑内から，まとまって出土している。外面は斜

め方向の工具ナデが施されており，指押さえも行われて

いる。内面底面付近と，脚部内面には横方向の工具ナデ

が施されており，脚部内面端部には指押さえが巡る。

244・245 は，その出土状況から，竪穴建物跡 18 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

244 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

中程までの資料である。口径 25.8cmを測る。焼土と北東

角部の中間付近，南西角部付近，南側土坑付近の３カ所

に分かれて，検出面から出土している。外面口縁部上半

は横方向の工具ナデが，口縁部下位は横・斜め方向の工

具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には

横・斜め方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付け

ている。この突帯貼り付け部分の器面に施される工具ナ

デの形状通りに突帯が貼り付けられているため，工具ナ

デが突帯を貼り付けるガイド的な役割を果たしていると

考えられる。胴部上位には横方向の，その下位には単位

幅が不明瞭な斜め方向の工具ナデが施されている。胴部

中位には縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部

には横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯部分

の内面には指押さえが密に並ぶ。胴部は斜め方向の指ナ

デが施されている。

245 は甕の口縁部直下から胴部上半の資料である。西

壁中央部付近で，遺構検出面から出土している。外面口

縁部は横・斜め方向の工具ナデを施した後に，幅４～５

mm程度の工具ナデを横・斜め方向に施している。突帯貼

り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，

突帯を貼り付けている。胴部には横・斜め方向の工具ナ

デを施している。内面には横方向の工具ナデおよび，指

ナデが施されている。内外面ともに摩滅している。

石器（第２－94 図）

石器は３点が出土している。３点ともに貼床面から出

土していることから，竪穴建物跡 18 号に帰属する可能

性が高いと考えられる。

石 55 は金床石である。南側土坑で貼床面と同じ高さ

から出土している。鍛造剥片の付着が見られる。

石 56 は砥石である。遺構の南西部，西壁に近い位置

で，貼床面から出土している。

石 57 は棒状礫と考えられる石器である。遺構の南側

で検出された土坑状の凹みの落ち際で，貼床面から出土

している。

竪穴建物跡 19 号（第２－95・96 図）

竪穴建物跡 19 号はＣＤ33 区Ⅴa層から検出した。遺構

の南東角部を竪穴建物跡 20 号によって切られており，

北東部分に中世土坑，南東部分に古代土坑等があり攪乱

を受けている。長軸（南北軸）約 5.4 ｍ，短軸（東西軸）約

4.6 ｍの形状の整った長方形を呈する。長軸はほぼ南北

方向を向き，竪穴建物跡 20 号と同じ方向を向いている。

検出面から底面までの深さは約 5cmと浅く，上位の大部

分を削平されている。埋土２はアカホヤ火山灰土を主体

とし，貼床を形成する埋土の特徴を持つことから，竪穴

建物跡 19 号には貼床が形成されていた可能性が考えら

れる。炉跡・焼土跡・炭化物範囲・硬化面は確認されて

おらず，削平された可能性も考えられる。遺構に属する

と考えられる柱穴は遺構内に 12 基検出されており，全

て埋土は同じ暗褐色土を呈している。削平が著しく，貼

床面が残存していなかったため，遺構内遺物の出土量は

少なく，竪穴建物跡 20 号を含めて，取上げた遺物は４点

のみであり，実測対象となるような遺物は無かった。

竪穴建物跡 20 号（第２－95・97 図）

竪穴建物跡 20 号はＤ33 区Ⅴa層で検出した。遺構の北

西角部で竪穴建物跡 19 号を切っているが，北西角部は

近世の土坑等の攪乱を受けている。また，北東角部もわ

ずかではあるが，中世の土坑により切られている。長軸
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（南北軸）3.4 ｍ，短軸（東西軸）3.3 ｍのほぼ隅丸正方形

を呈し，竪穴建物跡 19 号と同軸方向を向く。検出面から

底面までの深さは，５cm以下であり，竪穴建物跡 19 号

と同じく遺構上部は著しい削平を受けている。南側に長

軸 0.9 ｍ，短軸 0.7 ｍの略楕円形状の土坑が検出されて

おり，深さは約 15cmである。貼床埋土と考えられる埋土

２を切って掘られている。土坑の位置と埋土から竪穴建

物跡 20 号に付属する土坑であると考えられる。遺構に

属すると考えられる柱穴は遺構内に７基，遺構周囲に３

基検出されており，埋土は全て同じ暗褐色土を呈してい

る。竪穴建物跡 19 号と同じく遺構上面の削平が著しく，

貼床面が残存していなかったため遺構内遺物の出土量は

少なく，竪穴建物跡 19 号を含めて取上げた遺物は４点

のみであり，実測対象となるような遺物は無かった。

竪穴建物跡 21 号（第２－98 図）

竪穴建物跡 21 号はＤ35 区南西部Ⅴa層から検出した。

長軸（南北軸）約 3.2 ｍ，短軸（東西軸）2.6 ｍの隅丸長

方形を呈し，南西角部は中世の古道跡により切られてい

る。検出面から底面までの深さは 20 ～ 25cm程度であり，

東側が深くなる形状をしている。遺構の南東部角付近に

焼土跡と，その周囲に炭化物範囲が確認されており，炉

跡と考えられる。硬化面は確認されておらず，遺物量の

少なさから，貼床面よりも下位の貼床埋土部分を検出

したと考えられる。そのため，焼土跡と炭化物範囲も堆

積の薄さから，下位部分のみを検出したと考えられる。　

柱穴は遺構の中央部の東から西にかけて３基検出されて

いる。３基ともに底面から検出されている。遺物は土器

小片１点のみが取上げられている。



第２-76図　中央部及び中央北側の竪穴建物跡群
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表２-31　川久保遺跡Ａ地点古墳時代竪穴建物跡一覧２　中央部および中央北側検出竪穴建物跡群

図

番号

遺構

番号
区 検出層 形状

大きさ（ｍ）
長軸の

向き
貼床

炉跡

焼土
硬化面

張り

出し

調査時

遺構番号
備考

長軸 短軸

２-83 15 B33･34 Ⅴa 方形 4.6 4.3
北北西－

南南東
○ ○ ○ ○ SH29

２-91 16 C33 Ⅴa 長方形 5.0 4.1 東－西 ○ ○ ○ なし SH30 17号より新しい

２-91 17 C33 Ⅴa 方形 ― 5.3
東南東－

西北西
○ △ △ なし SH31 16号より古い

２-98 18 C34 Ⅴa 方形 3.5 3.5 南－北 ○ ○ ○ ○ SH32

２-103 19 CD33 Ⅴa 長方形 5.4 4.6 南－北 △ 不明 不明 なし SH35 上面を激しく削平

２-104 20 D33 Ⅴa 方形 3.4 3.3 南－北 △ 不明 不明 なし SH34 上面を激しく削平

２-105 21 D35 Ⅴa 長方形 3.2 2.6 南－北 △ ○ 不明 なし SH37

２-106 22 DE33 Ⅴa 方形 4.9 4.7 南－北 ○ なし なし なし SH７ 23号より新しい

２-111 23 E33 Ⅴa 方形 5.5 5.3 南－北 ○ ○ ○ ○ SH１ 22･24号より古い

２-121 24 E33･34 Ⅴa 長方形 5.3 4.1 東－西 ○ ○ なし なし SH２ 23号より新しい

２-126 25 F33 Ⅴa 長方形 6.4 5.5 南－北 ○ ○ ○ ○ SH３ 年代測定



第２-77図　竪穴建物跡15号
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第２-78図　竪穴建物跡15号　柱穴①
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第２-79図　竪穴建物跡15号　柱穴②
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第２-80図　竪穴建物跡15号　柱穴③
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第２-81図　竪穴建物跡15号　遺物出土状況
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第２―82 図　竪穴建物跡 15 号出土遺物（土器）
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表２-32  竪穴建物跡15号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

82

232 ○ 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 指ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

233 ○ 坩 口縁部 ― ― 13.1 ―
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

白・黒・小・

ほか

234 甕 口縁部 Ｃ ― 20.8 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

235 高坏 坏部 ― ― 19.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:明黄褐

石・白・黒・

小

表２-33　竪穴建物跡15号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

83

石46 ○ 軽石製品 完形 9.1 9.6 4.1 50.0 軽石

石47 ○ 棒状礫 完形 19.5 9.1 7.3 1980.0 ホルンフェルス

石48 棒状礫 完形 26.6 9.75 8.2 2650.0 ホルンフェルス

石49 棒状礫 完形 21.2 8.3 8.3 2230.0 ホルンフェルス

石50 棒状礫 完形 20.2 10.2 7.7 2390.0 ホルンフェルス

石51 棒状礫 完形 16.8 9.8 8.3 1630.0 ホルンフェルス
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第２―83 図　竪穴建物跡 15 号出土遺物（石器）

石46

石 47

石 48 石 49 石 50

石 51



− 140 −

第
２
-
8
4
図
　
竪
穴
建
物
跡
1
6
号
・
1
7
号
　
平
面

硬
化
面

焼
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
堆
積
す
る

竪
穴
建
物
跡
1
7
号
の
炉
跡
か
？

硬
化
面
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に

堆
積
す
る
範
囲

土
坑
3

土
坑
2

土
坑
1

焼
土

炉
跡

P
1

P
2 P
3

P
4

P
5

P
6

P
7

P
8

P
9

P
1
0

P
1
1

P
1
2

P
1
3

P
1
4

P
1
5

P
1
6

P
1
7

P
1
8

P
1
9

P
2
0

P
2
1

P
2
2

P
2
3

P
2
4

P
2
5

P
2
6

P
2
7

P
2
8

P
2
9

P
3
1

P
3
2

P
3
3

P
3
4

P
3
5

P
3
6

P
3
7

P
3
8

P
4
0

P
4
1

P
4
2

P
4
3

P
4
4

P
4
5

P
4
6

P
4
7

P
4
8

P
4
9

P
5
0

P
5
1

P
5
2

P
5
3

P
5
4

P
5
5

P
5
6

P
5
7

P
5
8

P
5
9

P
6
0

P
6
1

P
3
0

A
’

C’

B

C

D

D’

A

B’B’

竪
穴
建
物
跡
1
6
号

竪
穴
建
物
跡
1
7
号

a’

a

a

a’

aa’

a
a
’

a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a

a’

a a’

a

a’

a

a’

a

a’

a’

a a’

a

a’

a

a’
a

a’

a a’

a

a’

a

a’

a a

a

a’

a

a

a

a
a
’

a
a’

a
’

a

a’

a’

a

a
a
’

a’

a

a

a’

a
a
’

a
a
’

a

a’

a
a’

a
a’

a

a’

a
a’

a

a’

a
a’

a
a’

a
a’

a
a’

a
a’

a’

a

a

a’ a

a’
a

a’

a
a’

a’a

（
1
/
5
0
）



− 141 −− 140 −

第
２
-
8
5
図
　
竪
穴
建
物
跡
1
6
号
・
1
7
号
　
断
面

（
1
/
5
0
）

1
 
黒
褐
色
土
。
明
黄
褐
色
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
土
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
少
量
含
む
。

2
 
黒
褐
色
土
。
炉
跡
を
中
心
と
し
て
堆
積
し
て
い
る
。

3
 
黒
色
土
。

4
 
明
赤
褐
色
土
。
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
。

5
 
黒
褐
色
土
。
に
ぶ
い
黄
橙
色
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
や
や
多
く
含
む
。
硬
化
面
。

6
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
。
明
黄
褐
色
土
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

7
 
黒
褐
色
土
。

8
 
褐
色
土
。
黄
褐
色
土
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

9
 
灰
黄
褐
色
土
。

1
0
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
。

1
1
 
暗
褐
色
土
。
や
や
粘
性
あ
り
。

7

1
0

1
1

6
5

2 3

5

6

炉
跡

7
7

1
0

1
0

1 6
6

9
5

2
3

5

1
1

4
竪
穴
建
物
跡
1
7
号
床
面

炉
跡

竪
穴
建
物
跡
1
6
号
床
面

1

6
1
0

7

5
5

2
3

4

竪
穴
建
物
跡
1
6
号
床
面

竪
穴
建
物
跡
1
7
号
床
面

竪
穴
建
物
跡
1
7
号
床
面

炉
跡

8

7
1
0

1
6

6
6

9
9

5

5
5

2

3

8 竪
穴
建
物
跡
1
6
号
床
面

炉
跡

竪
穴
建
物
跡
1
7
号
床
面

竪
穴
建
物
跡
1
6
号
床
面

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
a

L
=
3
3
.
2
0
0
m

L
=
3
3
.
2
0
0
m

L
=
3
3
.
2
0
0
m

L
=
3
3
.
2
0
0
m

D
D
’

B
B
’

C
C
’

A
’

A



− 142 −

第２-86図　竪穴建物跡16号・17号　柱穴①

⑦ ⑦
⑦

⑧

②

② ②
②

②
②

②②
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②②②
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L=33.200m

a a’
L=33.200m

a a’
L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’
L=33.200m

a a’

L=33.200m
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L=33.200m

a’a

L=33.200m

a a’
L=33.200m
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L=33.200m
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L=33.200m

a a’

a a’ a a’ a a’ a a’ a a’ a a’a a’
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a a’ a a’a a’

a a’

a a’a a’ a a’a a’

a a’

a a’ a’a a a’

a a’a a’ a a’a a’a a’

a a’ a a’a a’a a’

① 灰褐色土。やや粘性あり。しまりなし。明黄褐色のアカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
② 暗褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
③ 黒褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
④ にぶい黄褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑤ 灰黄褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑥ 褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑦ 暗褐色土。しまり弱い。粘性なし。
⑧ 明褐色土。

（1/50）
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第２-87図　竪穴建物跡16号・17号　柱穴②
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L=33.200m
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L=33.200m

a a’
L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a’a

L=33.200m

a’a

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

L=33.200m

a a’

a a’ a a’a a’ a a’

a’aa a’a a’ a a’a a’

a a’a a’

a’a a a’a a’a a’a a’a a’

a a’a a’

a’aa a’ a a’

a’a

a a’

a a’

① 灰褐色土。やや粘性あり。しまりなし。明黄褐色のアカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
② 暗褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
③ 黒褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
④ にぶい黄褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑤ 灰黄褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑥ 褐色土。やや粘性あり。しまりなし。
⑦ 暗褐色土。しまり弱い。粘性なし。
⑧ 明褐色土。

（1/50）
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第２―90 図　竪穴建物跡 16 号 ・17 号　出土遺物（土器 ・石器）
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石 53

石54

石140

石 52
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表２-34  竪穴建物跡16号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

90

236 甕 口縁部－胴部 ― ― 18.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

237 甕 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

表２-35  竪穴建物跡17号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

90

238 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 24.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:灰褐

内:橙

石・白・黒・

小

239 坩 完形 ― 9.3 8.8 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙
石・長・白

240 坩 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・長・白・

ほか

表２-36  竪穴建物跡17号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

90

石52 砥石 欠損 5.7 4.55 （2.8） 86.8 砂岩

石53 ○ 磨敲石 完形 10.65 8.6	 5.5	 632.0 凝灰岩

石54 磨敲石 完形 10.1	 8.2	 4.45 487.0 凝灰岩

石140 砥石 破損 （6.6） 5.2 4.8 ― 砂岩

表２-37  竪穴建物跡18号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

94

241 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 31.4	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

242 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい赤褐

内:橙

石・輝・白・

小

243 ○ 甕 脚部 ― ― ― 7.2 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・黒・小・

ほか
脚部高:0.9cm

244 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.8	 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:浅黄橙

内:黄橙
石・小

245 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・輝・白・

小

表２-38  竪穴建物跡18号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

94

石55 金床石 破損 23.8 14.3 9.4 5330.0 砂岩 鍛造剥片付着

石56 砥石 完形 24.3 15.1 2.2	 1350.0 砂岩

石57 棒状礫 破損 15.7	 6.5	 6.0	 930.0 ホルンフェルス
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第２-91図　竪穴建物跡18号

5

7

アカホヤ火山灰土ブロック

4

2

5

1

5

2

1

P4
P7 

2

1

5

57

中世柱穴
2

6 355
5

5

1 1

焼土A

（1/50）

1 褐色土。池田降下軽石を少量含む。
2 黒褐色土。
3 褐色土。硬化面。
4 暗褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを大量に含む。
5 暗褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
6 焼土。
7 明褐色砂質土。

P14

P5

P12

P7

P11

P13

P10

P15 

P16

P17P20

P21
P22

P23

P24
P2

P3 P4

P6

P1

P9

P19
P18

P8

a

a’

a
a
’

a
a’

a
a
’

a
a
’

a
a’

a

a’

a

a’

a

a’

a a’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a
a
’

a

a’

a

a’

a

a’

a

a’

a

a’

a

a’

a
a’

a a’

a

a’

a

a’

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

L=33.000m
D D’

D
D
’

L=33.000m
A

B

C

A’

B’

C’

L=33.000m

L=33.000m

A

B

C

A’

C’

B’



− 149 −− 148 −

第２-92図　竪穴建物跡18号　焼土・柱穴

① ②
② ②
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①
①
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① ①
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① ①
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（1/50）

① 暗褐色土。
② 褐色土。
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第２-93図　竪穴建物跡18号遺物出土状況
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第２―94 図　竪穴建物跡 18 号　出土遺物（土器 ・石器）

241

242

243

244

245

石 55 石 56 石 57



− 152 −

第２-95図　竪穴建物跡19号・20号
（1/50）
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第２-96図　竪穴建物跡19号 （1/50）
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1 やや粘性のある黒褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
2 にぶい黄褐色土。アカホヤ火山灰土に黒褐色土が少量混ざる。

① 暗褐色土。
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第２-97図　竪穴建物跡20号 （1/50）
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第２-98図　竪穴建物跡21号
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竪穴建物跡 22 号（第２－99 図）

竪穴建物跡 22 号はＤ・Ｅ33 区Ⅴa層から検出した。遺

構の南東角部が竪穴建物跡 23 号の北西角部を切った状

態で検出されている。長軸（南北軸）約 4.9 ｍ，短軸（東

西軸）約 4.7 ｍの方形を呈する。切り合いながら検出さ

れた竪穴建物跡 22 号～ 24 号の３基の建物の軸は，全て

ほぼ南北（東西）を向いている。検出面から底面までの深

さは約 30cmである。底面から 15 ～ 20cm程度の厚さで貼

床が形成されている。壁沿いの部分は西側中央部付近を

除き底面が一段高く造られている。一段高い底面の幅は

北側で約 50cm，東側で 60 ～ 70cm程度，南側で約 70cm，

西側で約 40cmである。検出面からの深さは約 20cmであ

り，貼床面とほぼ同じ高さであり，この部分はそのまま

床面となるが，貼床面と比較すると貼床面が若干盛り上

がった形状をしている。炉跡・焼土跡・炭化物の範囲や

硬化面は検出されていない。南側には床面と貼床面にま

たがるように，直径約 60cm，深さ約 20cmの土坑が検出さ

れている。埋土の上面は床面および，貼床面と同じ高さ

に揃えられており，竪穴建物使用時には土坑は埋まって

いたと考えられる。

竪穴建物跡 22 号の柱穴は貼床面に６基（Ｐ１～６），

貼床面と床面の境部分に７基（Ｐ７～ 13），床面に７基

（Ｐ14 ～ 20），壁際に３基（Ｐ21 ～ 23），遺構周辺に 23

基（Ｐ24 ～ 46）の計 46 基が検出されている。埋土はすべ

て同じ黒褐色土である。柱穴を最小径と深さで見ていく

と，貼床の範囲内では径の小さな柱穴が多く，径のある

程度大きな柱穴は床面（Ｐ16・19・20），壁際（Ｐ21・23），

遺構周辺などで検出されている。遺構の中央部付近で検

出されたＰ１・２に関しては，貼床の範囲内では特に深

く掘込まれており，径は小さいが主柱穴に近い役割の柱

穴であったと考えられる。北側の貼床面と床面の境付近

には最小径や深さの類似した柱穴（Ｐ７～ 10・17）が並び，

遺構の南側と比較すると，柱穴の数が多いことが分か

る。また，遺構の東側では最小径が小さく，浅い掘り込

みの柱穴が集中して検出されており（Ｐ５・６・12・13・

18），上屋を支える柱ではなく，遺構内構造物があった可

能性も考えられる。遺構周辺の柱穴は上面が削平されて

いるため，単純に遺構内の柱穴と比較することはできな

いが，全方位で壁面とほぼ平行に柱穴が並んで検出され

ている。

竪穴建物跡 22 号の遺構埋土の堆積状況を見ると，西

側からの土の流入が確認できる。東壁沿いの一部には，

遺構廃絶後に溝状に掘込まれたような痕跡も確認で

きる。

出土遺物（第２－100 図）

遺物は遺構全体から散在して出土しており，その量は

少ない。また，復元できる個体や，大型の破片の出土も

少ない。遺構の南東部や西側で少量ではあるが貼床面か

ら鉄滓が出土しているが，鞴の羽口等の出土は見られな

い。なお，竪穴建物跡 22 号～ 24 号に関しては，鍛冶関

連建物跡と考えられる竪穴建物跡７号・８号の調査より

先行して調査を行っているため，貼床面等での埋土採取

は行っていない。

土器（第２－101 図）

246 ～ 253 は，その出土状況から，竪穴建物跡 22 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

246 は口縁部から胴部上位の資料である。遺構の北東

部で，貼床面から出土している。外面口縁部上端は横方

向の工具ナデが，口縁部には斜め方向の工具ナデが施さ

れている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナ

デを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部には単幅

が不明瞭な横方向の工具ナデを施している。

247 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部資料である。

口縁部を肥厚させている。遺構の東側および北東部で，

貼床面から出土している。外面口縁部上位から中位にか

けては縦方向の工具ナデが，口縁部下位には横方向の工

具ナデが施されている。内面口縁部上半は斜め方向の単

位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。内面口縁部中

位以下には，口縁部を肥厚させるため粘土が貼り付けら

れており，痕跡が線状に残り，その部分には指押さえが

列状に並ぶ。また，粘土貼り付け部分には縦方向の工具

ナデが施されている。

248 は口縁部資料である。遺構の東壁中央部付近で，

床面から出土している。外面口縁部上位には横方向の工

具ナデが，中位には斜め方向の指ナデが，下位には横方

向の工具ナデが施されている。内面口縁部上半は横方向

の工具ナデが，下半は横方向の指ナデが施され，突帯内

面部分と，その上位には指押さえが並ぶ。

249 は口縁部資料である。遺構の東側で，床面から出

土している。内外面ともに工具ナデが施されている。

250 は甕もしくは壷の底部資料である。底径 5.6cmを

測る。貼床面（床面）一括取上げ資料である。内外面とも

に摩滅が著しいが，外面底部には斜め方向の工具ナデが

施されている。

251 は壷の口縁部資料である。遺構の北東角部付近で，

床面から出土している。内外面ともに横・斜め方向の工

具ナデが施されている。

252 は高坏の坏部資料である。口径 20.3cmを測る。遺

構の中央部と東壁の中間付近で，貼床面から出土してい

る。外面は横方向の工具ナデを施した後に，斜め・横方

向のミガキを施している。内面は横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。

253 は完形に復元できた坩である。底部は平坦面を持

つ。口径 11.2cm，底径 5.0cm，器高 12.5cmを測る。外面

口縁部上位は横方向の工具ナデ，口縁部中位は縦・斜め

方向の単位幅が不明瞭な工具ナデ，口縁部下位から胴部
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上端を含めた頸部には，横方向の工具ナデがそれぞれ施

されている。胴部上位は斜め方向の単位幅が不明瞭な工

具ナデ，胴部中程は横方向の単位不明瞭な工具ナデが施

されている。胴部下位から底部にかけては横・斜め方向

のミガキが施されている。内面口縁部上位は横方向の工

具ナデ，口縁部中程から下位にかけては，斜め方向の単

位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。胴部には斜め

方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。底部

には指押さえが行われている。

254 ～ 256 は，その出土状況から，竪穴建物跡 22 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

254 は甕の脚部資料である。端部は欠損している。遺

構北側中央部で，検出面から出土している。外面は縦方

向の工具ナデが施されており，胴部下端ではその上から

幅２～３mm程度の縦・斜め方向の工具ナデが施されてい

る。内面胴部下端には縦方向の工具ナデが，脚部内面に

は横方向の工具ナデが施されている。

255 は高坏の脚部資料である。検出面一括取上げ資料

である。外面は摩滅が著しく器面調整はほとんど確認で

きない。内面は縦方向の工具ナデが施されている。

256 は高坏の脚部資料である。端部は欠損している。

埋土中一括取上げ資料である。外面はミガキが，内面は

横・斜め方向の工具ナデが施されている。

石器（第２－102 図）

石 58 は軽石製品である。遺構の北西角部付近で，床面

から出土している。最大長 20.9cm，最大幅 16.2cmを測

る。直径約８mmの穿孔が１箇所あり，貫通している。そ

の他にも複数の未貫通の穿孔や，溝および平坦面が確認

できる。加工は行われているが，用途は不明である。

石 59 は礫である。遺構の南東部で，床面より約 10cm

浮いた状態で出土している。表面に擦痕が確認できる。

炭化物・炭化木・炭化種子（第 3分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 22 号では 21 点の炭化物を遺物として取

り上げている。その中から竪穴建物跡 22 号に帰属する

可能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，２

点の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）

を実施した（22 号炭１，22 号炭２）。分析の結果，２σ

暦年代範囲を見ると 332calAD-418calAD（94.9%）と，

335calAD-416calAD（94.9%）となり，４世紀中頃～５世紀

前半の値を示している。また，炭２については，樹種同

定も行っており，ツバキ属と同定されている。

竪穴建物跡 22 号からは炭化種子も出土しており，種

実同定を行ったが結果は得られなかった。

竪穴建物跡 23 号（第２－103 図）

竪穴建物跡 23 号はＥ33 区Ⅴa層から検出した。北西角

部を竪穴建物跡 22 号に，東壁付近の南側半分を竪穴建

物跡 24 号に切られており，この３基の竪穴建物跡のな

かでは最も時期が古いと考えられる建物跡である。長軸

（南北軸）5.5 ｍ，短軸（東西軸）5.3 ｍとほぼ正方形を呈

する。検出面から底面までの深さは約 30cmであり，壁際

には全周に一段高い底面が造られており，この部分では

検出面からの深さは約 10cmとなる。この一段高い底面の

壁からの幅は，西側が 30 ～ 50cm程度，南北が 50 ～ 70cm

程度，東側が約１ｍと西側が狭く，東側が広くなってい

る。本遺跡では一段高い底面を設けるほとんどの建物

で，貼床面と一段高い底面を同じ高さに揃え，全体的に

水平に近い一体化した床面を形成している。しかしなが

ら，竪穴建物跡 23 号では，炉跡や硬化面を伴う貼床面が

一段高い底面より上位に造られており，一段高い底面＝

床面とはならない。遺物の出土状況を見ても，炉跡や硬

化面を伴う貼床面よりも下位には，ほとんど遺物が出土

しておらず，貼床面を検出したと考えられる。

竪穴建物跡 23 号の遺構の中心部には長軸（南北軸）約

60cm，短軸（東西軸）約 45cmの楕円形の焼土が検出され

ており，炉跡と考えられる。炉跡の周囲には，長軸（東西

軸）約 2.3 ｍ，短軸（南北軸）約 2.0 ｍの歪な長方形状に

硬化面が検出されている。遺構外の南側には幅約 80cm，

奥行き約 50cmで張り出し状のシミが検出されている。貼

床面以上は削平されているため，このシミ状の痕跡は，

張り出し部の底面であった可能性が考えられる。柱穴は

全て検出面および検出面と同等の高さの遺構周辺で検出

されており，炉跡の東西両側にやや大きめの柱穴が１基

ずつ（Ｐ１・２），硬化面西側の境目に１基（Ｐ３），貼床

面に 17 基（Ｐ４～ 20），壁際に５基（Ｐ21 ～ 25），遺構外

に５基（Ｐ26 ～ 30）の計 30 基が検出されている。Ｐ７～

Ｐ10 は貼床面で検出されているが，柱穴が掘られている

場所はどれも底面と一段高い底面との境目付近であり，

貼床を構築する以前に柱を設置していた可能性も考えら

れる。Ｐ１・Ｐ２はその位置・径・深さから主柱穴と考

えられるが，その周囲にも深さ約 35cmの柱穴（Ｐ３・４・

９）が直線上に並んでいる。また，北壁中央部付近には

浅い柱穴（Ｐ13 ～ 16）が集中して検出されている。

出土遺物（第２－104 ～ 107 図）

遺物は全て検出面＝貼床面で出土している。遺構内

で出土した遺物の９割近くが，炉跡の南側で出土して

いる。

土器（第２－108 ～ 110 図）

257 ～ 287 はすべて検出面＝貼床面で出土した土器で

ある。

257 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部中程

までの資料である。口径 34.0cmを測る。貼床面一括取上

げ資料である。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが，

口縁部には縦・斜め方向の工具ナデを施した後に，斜め

方向のミガキを施している。突帯貼り付け部分の器面に
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は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。突帯の下位，もしくは上位の一部には沈線が施され

ており，この沈線に沿うように突帯が貼り付けられてい

ることから，この沈線には突帯を貼り付ける目印的な役

割があったと考えられる。なお，垂れ下がる突帯の端部

は欠損しているが，沈線の位置から本来の突帯の範囲が

想定できる。胴部には縦・斜め方向の工具ナデを施した

後，縦方向のミガキが施されている。ミガキの一部は突

帯下位で折り返し，下方向に向かうものも見られる。内

面口縁部上半は横方向の工具ナデが施されている。この

工具ナデは部分的にはハケ目のようにも見える。指押さ

えも行われている。口縁部上端の一部には，粘土を貼り

付けている箇所も確認できる。口縁部下半から胴部にか

けては，斜め方向の工具ナデが施されている。胴部では

この斜め方向の工具ナデの上から，縦方向のミガキが施

されている。外面胴部のミガキと同じ工具で施されてい

ると考えられるが，外面のミガキがある程度同じ方向に

施されているのに対し，内面のミガキは特徴的な施され

方をしている。

258 は完形に復元できた甕であり，口縁部が内湾する

甕Ｄ類である。口径 30.0cm，底径 8.6cm，器高 33.9cm，

脚部高 2.9cmを測る。炉跡の南南東側で集中して，貼床

面から出土している。外面口縁部は横方向の指ナデが施

されており，口縁部下位では部分的に横方向の工具ナデ

が施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の

工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は

横・斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施した後に，

縦・斜め方向のミガキを施している。胴部と脚部の境目

には横方向のミガキが施されている。脚部には横方向の

工具ナデが施されている。口縁部上端と突帯下位には指

押さえが並ぶ。内面口縁部上位には横方向の工具ナデが

施されている。口縁部中位から下位にかけては，斜め方

向の工具ナデが施されている。胴部には横・縦方向の指

ナデが施されており，部分的には工具ナデも施されてい

る。脚部内面には横方向の工具ナデが施されている。口

縁部上位，底面付近，脚部上位には指押さえが巡る。

258 の胴部には少量であるが煤が付着しており，この

付着炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこ

なったところ（第３分冊自然科学分析参照），２σ暦年校

正年代の２つの結果の範囲で 255calAD-391calADとなっ

た。おおよそ３世紀中頃～４世紀末の範囲である。

259 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 31.0cmを測る。炉跡の北側およ

び，遺構の北西角部付近で貼床面から出土している。外

面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部には横方向

の工具ナデを施した後に，斜め方向の工具ナデが施され

ている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデ

を施した後に，突帯を貼り付けている。一部の工具ナデ

は斜め方向にも施されており，この調整の向きは，垂れ

下がる突帯の向きと平行である。胴部には横方向の工具

ナデを施した後，特徴的なスジ状の痕跡を持つ斜め方向

の工具ナデを施している。内面口縁部上端には横方向の

工具ナデが，口縁部には横方向の工具ナデを施した後，

斜め方向の工具ナデが施されている。胴部には縦方向の

工具ナデが施されている。

260 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 40.4cmを測る。炉跡の南側や遺構の

南東部の南壁付近で，貼床面から出土している。外面口

縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部には斜め方向の

工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には

段差が設けられており，一段下がった部分に突帯が貼り

付けられている。突帯に施されている布目圧痕は上面・

平坦面・下面で布目の方向が異なり，この幅が工具の幅

と考えられ，平坦面の幅でみると約８mmである。胴部上

位には，縦・斜め方向の工具ナデが施されている。　口

唇部は横方向の工具ナデが施される。口縁部には横・斜

め方向の工具ナデが施されている。胴部には横・斜め方

向の工具ナデが施されており，この工具ナデは口縁部の

工具ナデよりも，より丁寧に施されている。

261 は甕の胴部中位から脚部の資料である。底径

10.4cm，脚部高 2.2cmを測る。炉跡の南側，遺構内張り出

し部分，南壁付近，東壁付近と遺構内に広く散在して，

貼床面から出土している。外面胴部には斜め方向の工具

ナデが施されている。工具ナデは脚部との境目では横方

向に施される。胴部中位には部分的に，横・斜め方向の

ミガキが施されている。脚部は横方向の工具ナデが施さ

れている。ごくわずかに斜め方向の工具ナデも確認でき

る。また指押さえも行われている。内面胴部から底部に

かけては，横・斜め方向の工具ナデが施されている。

262 は甕の胴部下半の資料である。下部は脚部接合面

が外れた形で欠損している。炉跡と南西角部の中間付近

に集中して，貼床面から出土している。外面胴部は縦方

向のミガキと，斜め・横方向の工具ナデが施されている。

内面は縦方向のミガキが施されている。

263 は完形に復元できた丸底甕である。口縁部は外傾

し，底部はやや平底気味の形状を呈する。口径 20.0cm，

器高 30.0cmを測る。炉跡の南側に集中して，貼床面から

出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが施

されている。口縁部には縦方向の工具ナデが施されてお

り，工具ナデは頸部に工具を打ち込んだ後，口縁部方向

に施されている。胴部上位は縦・横方向の工具ナデが，

胴部中位は横・斜め方向の工具ナデが施されている。下

位に行くほど工具の幅が狭くなり，調整の密度にも違い

が見られる。胴部下位には縦方向のミガキが施されてい

る。底部は摩滅が著しく調整は不明瞭である。内面口縁

部上半には単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施され
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ている。口縁部下半から胴部下位にかけては，横方向の

工具ナデが施されている。底面には指押さえが巡る。

264 は完形に復元できた丸底の甕である。口縁部は外

傾する。口径 17.2cm，器高 23.9cmを測る。炉跡の南側に

集中して，貼床面から出土している。外面口縁部上位は

横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデを施

した後，部分的に縦方向の工具ナデを施している。胴部

から底部にかけては幅７mm程度の縦・斜め方向のミガキ

が施されている。内面口縁部上位は横方向の工具ナデが

施されており，工具のスジ状の痕跡がはっきりと残る。

口縁部中位は横方向の工具ナデが施されている。上下に

施される工具痕と違い，工具痕の痕跡が弱く，単位幅は

不明瞭である。口縁部下位から胴部上端にかけては，口

縁部上位と同様な横方向の工具ナデが施されており，工

具のスジ状の痕跡が明瞭に残る。胴部から底部にかけて

は横方向の工具ナデを施した後に，縦方向のミガキが施

されている。外面のミガキよりも幅の狭い工具が使用さ

れており，ミガキの幅は４mm程度である。

265 は丸底甕と考えられる口縁部から胴部中位までの

資料である。口縁部はわずかに外傾する。口径 18.9cmを

測る。焼土の南側や遺構の西側で，貼床面から出土して

いる。外面口縁部上端は横方向のハケ目の後に，横方向

のミガキを施している。口縁部は縦方向の工具ナデを施

した後に，縦方向の指ナデと考えられる調整を施してい

る。口縁部と胴部の境目には横方向の工具ナデを施し，

胴部には縦方向のミガキと，縦方向の丁寧な工具ナデを

施している。胴部の調整は同じ工具を用いていると考え

られるが，光沢に差が出ている。また，器面は平滑であ

るが，調整痕の観察は難しい。内面口縁部上位は横方向

のハケ目が，口縁部中位は横方向の指ナデが，口縁部下

位から胴部上端にかけては，横方向の工具ナデが施され

ている。口縁部と胴部の境目には，部分的に粘土が貼り

付けられ，指ナデが施されており，指押さえも行われて

いる。胴部中位は指ナデが施されている。

266 は甕もしくは壷の口縁部資料である。口縁部は外

傾し，突帯は施されない。炉跡の南側で貼床面から出土

している。

内外面ともに横・斜め方向の工具ナデが施されている。

267 は壷の口縁部から胴部下位の資料である。口縁部

はわずかに外傾する。口径 9.8cmを測る。炉跡の南側に

集中して，貼床面から出土している。外面口縁部上端は

横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデを施

した後，部分的に斜め方向のミガキを施している。ミガ

キは口縁部下端では横方向に施される。胴部には幅３～

４mm程度の縦方向のミガキが施される。内面口縁部は

横・斜め方向の工具ナデが，胴部上位には斜め方向の工

具ナデが施され，胴部中程から下位には横方向のミガキ

が施されている。

268 は壷の口縁部から胴部上位までの資料である。口

縁部は外傾する。口径 13.6cmを測る。炉跡の南側の貼床

面および，柱穴Ｐ５の上面から出土している。外面口縁

部上端は斜め・横方向の工具ナデが，口縁部には斜め方

向の工具ナデの後に，幅６mm程度の縦方向の工具ナデが

施されている。胴部には各方向の工具ナデが入り乱れる

ように施されており，複数の工具を使用したと考えら

れ，幅の異なる調整痕が確認できる。内面口縁部上半は

横方向の工具ナデが，口縁部下半は横方向の工具ナデを

施した後，斜め方向の工具ナデが施されている。内面胴

部は外面と同様に，各方向の工具ナデが施されている。

胴部上位には接合痕が確認できる。

269 は壷の口縁部下端から胴部中位までの資料であ

る。残存部で見る限り，口縁部は直行気味に立ち上がる。

270 と同一個体と考えられる。炉跡の南側に集中して貼

床面から出土している。外面口縁部下端は縦方向の工具

ナデが施されている。胴部上端には横・斜め方向の幅３

mm程度の工具ナデが施されている。胴部には縦方向のミ

ガキが施されている。工具の幅は胴部上端と同様の幅で

ある。内面口縁部下端から胴部上端にかけては，斜め方

向の単位幅が不明瞭なナデが施されている。胴部上端に

は絞り痕と考えられる痕跡が巡る。胴部上位には横・斜

め方向の工具ナデが施されている。胴部中程には，単位

不明瞭な横方向のナデの後に，横・斜め方向のミガキに

類似する工具ナデが施され，その下位には横・斜め方

向の光沢感のあるミガキが施されている。ミガキに類似

する工具ナデは下位のミガキとの対比で工具ナデとし

たが，光沢感がないだけで非常にミガキに近い調整で

ある。

270 は壷の胴部下半から底部の資料である。269 と同

一個体と考えられる。269 と同じ炉跡の南側に集中して，

貼床面から出土している。外面は縦方向の工具ナデが施

されているが，一部はミガキのようにも見える。内面胴

部下半には横方向の工具ナデの後に，横方向のミガキが

施されている。下地の工具ナデの上から薄く粘土を貼り

付け，その上にミガキを施している箇所も見られる。ま

た，丁寧な工具ナデを施している箇所も見られ，その部

分には光沢がない。胴部下端から底部にかけては横方向

の工具ナデが施されている。

271 は丸底甕もしくは壷の胴部中位から底部の資料で

ある。底部は平底気味である。炉跡の南側に集中して，

上位貼床面から出土している。外面は胴部中位から底部

まで，縦方向のミガキを施した後，密ではないが全面に

縦方向の工具ナデを施している。工具ナデが施されてい

る部分は，ミガキの光沢が消失している。内面胴部中位

は幅７mm程度の横・斜め・縦方向の工具ナデが施されて

いる。工具ナデは単位幅内のスジ状の痕跡の太さや凹凸

に差違が見られる。胴部下位には幅４mm以下の斜め・縦・
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横方向の工具ナデが施されている。底部には各方向のミ

ガキが不規則に施されている。

272 は丸底甕もしくは壷の胴部中位から底部の資料で

ある。胴部中程の割れ口は粘土帯の端部で破損してお

り，擬口縁を呈している。炉跡の南側および，遺構内張

り出し部手前で貼床面から出土している。外面胴部中位

は横・斜め方向の工具ナデが，胴部下位から底部にかけ

ては，横・斜め方向のミガキが施されている。内面胴部

中位は幅１cm程度の横方向の工具ナデが施されている。

胴部下位は幅５mm程度の斜め方向の工具ナデが施されて

いる。底部は胴部下位と同様の工具で，横・斜め方向の

工具ナデが施されている。

273 は丸底甕もしくは壷の胴部下半から底部の資料で

ある。平底を呈し，器壁が非常に厚い。内外面ともに非

常に丁寧に調整を施している。遺構の西側で貼床面から

出土している。外面胴部中位は横・斜め方向のミガキを

施した後に，縦方向のミガキを施している。胴部下位か

ら底部にかけても縦方向のミガキが施されているが，胴

部と底部の境目付近では，その上から横方向のミガキが

施されている。内面は各方向のミガキが施されている。

外面のように最終的にミガキの方向を揃えるような事は

していない。

274 は丸底甕もしくは壷の胴部下位から底部の資料で

ある。炉跡の南側，遺構の北側および北壁付近，遺構の

東壁付近および南東部に広く散在して貼床面から出土し

ている。一部は東壁中央部付近の一段高い底面部分から

出土しているが，この部分は竪穴建物跡 24 号により切

られている部分と重なるため，沈み込んだ可能性が考え

られる。外面には縦方向の工具ナデおよび，一部に縦方

向のミガキが施されている。内面は摩滅および，器面の

剥落が著しく器面調整の詳細は不明である。

275 は丸底甕もしくは壷の胴部下半から底部の資料で

ある。炉跡の南側，遺構の南西部，遺構の南東部に散在

して貼床面から出土している。外面は胴部下半から底部

まで，横方向の工具ナデを施した後，幅５mm程度の縦方

向のミガキを施している。　内面は底面を除き，幅５mm

程度の縦方向のミガキが施されている。底面の調整は不

明瞭である。

276 は壷の底部資料である。貼床面一括取上げ資料で

ある。外面は斜め方向のミガキが施されている。内面も

ミガキが施されているが，外面のミガキよりもやや粗く

施されており，スジ状の工具痕が残る部分も見られる。

内面は器面の剥落が激しい。

277 は小型の鉢である。底部が一部欠損しているが，

ほぼ形状を復元できた資料である。口径 9.2cmを測る。

遺構の南東部で貼床面から出土している。外面は縦・斜

め方向の工具ナデが施されている。内面胴部は横方向の

工具ナデを施した後に，縦方向の工具ナデを施してい

る。内面口縁部には粘土を貼り付け，指押さえにより伸

ばした痕跡が残る。

278 は鉢である。こちらも底部が一部欠損しているが，

ほぼ形状を復元できた資料である。口径 8.1cmを測る。

炉跡の南西側に集中して，貼床面から出土している。外

面口縁部上端は横方向の工具ナデが施されている。口縁

部から胴部下位までは，縦方向の工具ナデが施されてい

るが，部分的には粘土が貼り付けられ，粘土が貼り付け

られた部分にはナデおよび，横方向の工具ナデが施され

ている。底部には横・斜め方向の工具ナデが施されてい

る。口唇部には横方向の工具ナデが施されている。口縁

部から胴部中位までは，斜め方向の工具ナデが，胴部下

位には横方向の工具ナデが施されている。

279 は鉢の口縁部から胴部上半と考えられる資料であ

る。口径 9.9cmを測る。炉跡の南側で貼床面から出土し

ている。外面は指ナデが施されており，指押さえが多く

行われている。内面は斜め・横方向の工具ナデが施され

ている。

280 は高坏の坏部資料である。口縁端部は欠損してい

る。炉跡内および，その周辺，さらには炉跡と遺構の南

東角部との中間付近で貼床面から出土している。外面

は斜め・横方向のミガキが施されている。内面は横・斜

め方向のミガキと，斜め・横方向の工具ナデが施されて

いる。

281・282・283 は高坏の脚部資料である。全て貼床面一

括取上げ資料である。281 と 283 は同一個体の可能性が

ある。

281 の外面はミガキが施されている。内面脚柱部は縦

方向のケズリを行った後に，斜め方向の工具ナデを施し

ており，ケズリの工具痕が残る。内面脚裾部は斜め方向

の工具ナデが施されている。

282 の外面脚柱部上端と下端には，横方向の工具ナデ

が施されている。脚柱部および脚裾部には縦方向のミガ

キが施されている。内面坏部底面はナデが施されてい

る。脚柱部内面上半は縦方向の工具ナデが，下半はナデ

が施されている。

283 の外面坏部は横・斜め方向の工具ナデが施されて

いる。外面脚部は縦方向のミガキが施されている。内面

坏部はナデが施されている。脚部内面は斜め方向の工具

ナデを施した後に，間隔を空けて縦方向の工具ナデが施

されている。

284 は完形に復元できた坩である。口径 5.4cm，器高

6.5cmを測る。底部の器壁が厚いのが特徴である。遺構の

東壁中央部付近，柱穴Ｐ 10 の南側に隣接して貼床面か

ら出土している。外面口縁部は横方向の工具ナデが，胴

部は各方向のミガキが施されている。完形品であるため

内面調整の詳細は不明であるが，確認可能な範囲では指

ナデが施されている。内外面ともに粘土の接合痕跡が顕
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著である。

285 は胴部の長い坩である。口縁端部が欠損している。

遺構の西壁付近で貼床面から出土している。外面胴部上

位から中位にかけては，縦方向のミガキが施されてい

る。胴部下位から底面付近にかけては横方向の工具ナデ

が施されている。底部はミガキが施されている。内面は

横方向の指ナデが施されている。

286 は坩の胴部から底部にかけての資料である。遺構

の北西部で貼床面から出土している。外面胴部は縦・横

方向のミガキが，底部は斜め方向のミガキが施されてい

る。内面は縦方向の工具ナデが施されており，胴部と底

部の接合面付近には指押さえが巡る。

287 は坩の胴部から底部にかけての資料である。貼床

面一括取上げ資料である。外面胴部は斜め方向のナデが

施されている。底部は横・斜め方向の工具ナデやナデが

施された後に，部分的に斜め方向のミガキが施されて

いる。内面はナデが施されており，胴部中位には爪痕が

残る。

石器（第２－111 図）

石 60 は金床石である。最大長 15.8cm，最大幅 15.2cm，

最大厚 9.5cmを測り，重量は 3.9kgを量る。表面には敲打

痕とともに鍛造剥片の付着が見られ，金床石として使用

された可能性が高い。被熱して赤化しており，一部には

煤の付着も確認できる。また，擦痕も確認できる。遺構

の北側，柱穴P８の南側で貼床面から出土している。

石 61 は礫石器である。炉跡の南西側で貼床面から出

土している。

石 62 は敲石である。遺構の南西部で貼床面から出土

している。

石 63・64 は棒状礫である。石 63 は大きく欠損してい

る。石 63 は柱穴Ｐ８の上面で，石 64 は南壁中央部付近

の貼床面で出土している。

鉄滓（第２－111 図）

竪穴建物跡 23 号からは３点，総重量 82.6gの鉄滓が出

土しており，そのうち２点を図化している。

滓 20・滓 21 は鉄塊系遺物である。ともに 44.1g，

33.1gと重量のある鉄滓であり，小割したような形状を

呈している。滓 20 は微弱な鉄の反応があるが，滓 21 は

ほとんど反応がない。滓 20 は遺構北壁中央部付近で，柱

穴Ｐ 23 埋土中から出土している。滓 21 は埋土中一括取

上げ遺物である。

炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 23 号からは３点の炭化種子が出土してお

り，種実同定の結果，コナラ属とモモの種子であった。

竪穴建物跡 24 号（第２－112 図）

竪穴建物跡 24 号はＥ 33・34 区Ⅴa層から検出した。北

西角部で竪穴建物跡 23 号を切っている。長軸（東西軸）

約 5.3 ｍ，短軸（南北軸）約 4.1 ｍの長方形を呈する。南

側には幅 1ｍ，奥行き 80cmの張り出しがある。また，南

東角部付近は東壁中央部のすぐ南部分と，南側の張り出

しの東側に幅 50 ～ 70cm程度の凹みを作り，こちらも張

り出しの様な構造を形成している。　検出面から底面ま

での深さは 20 ～ 25cm程度であり，底面から５～ 10cm程

度の厚さで貼床が形成されている。東側と北東側の一部

には一段高い底面が設けられており，貼床面はこの一段

高い底面と同じ高さに形成されている。遺構の中央部に

は柱穴が 1基検出されており，そのすぐ南には長軸（東

西軸）約 30cm，短軸（南北軸）約 25cmのやや歪な方形状

の焼土が検出されており，炉跡と考えられる。炉跡の周

辺には 1ｍ四方の範囲で黒色土が広がる。黒色土の範

囲は東側に広く，西側にはほとんど広がらない。南北方

向は同程度に広がっている。黒色土の厚みはほとんどな

く，貼床面上面に薄く堆積している。黒色土範囲の北側

を除く３方には硬化面が広がる。この硬化面は遺構の中

央部より北側には広がらず，長軸（東西軸）約2.5～３ｍ，

短軸（南北軸）約１～ 1.5 ｍの歪な長方形状に広がり，黒

色土の下位でも確認されている。遺構の南側，張り出し

部分の手前には長軸約 80cm，短軸約 55cmの土坑が掘ら

れている。遺構の向きよりも長軸がわずかに東にずれて

いる。貼床面からの深さは約 15cmであり，この土坑を埋

めて貼床面が形成されている。硬化面の広がりが土坑の

際で止まっていたため，この土坑が建物使用時には土坑

として存在していた可能性を考え，土層を精査したが，

土坑の埋土と貼床の埋土は同じであった。柱穴は遺構の

中央部に１基，貼床面に５基，一段高い底面（床面）に 10

基，壁際に６基，建物跡の周囲に 15 基検出されている。

出土遺物（第２－113 図）

遺物は貼床面の範囲内で多く出土しているが，貼床面

の範囲内でも北東部分からはほとんど遺物の出土が見ら

れなかった。また，一段高い底面から遺物の出土もほぼ

無い。遺物出土状況図で以上の範囲にある点はほぼ検出

面出土遺物である。炉跡の東側には大型の土器が集中し

て貼床面から出土している。遺構の中央部から西側にか

けての遺物の出土状況は，貼床面よりも高い位置で水平

に出土している状況が見られる。

土器（第２－114・115 図）

288 ～ 300 は，その出土状況から，竪穴建物跡 24 号に

帰属する可能性が高い土器群である。

288 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 30.4cmを測る。炉跡の東側に集中し

て貼床面から出土している。外面口縁部から胴部上端に

かけては，単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施され

ている。胴部には幅３mm程度の斜め方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部から胴部上位にかけては，横・

斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。
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胴部中位には斜め方向のナデが施されている。

289 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 25.0cmを測る。炉跡の東側に集中し

て出土しているほか，南側張り出し部分の手前でも出土

している。全て貼床面からの出土である。内外面ともに

口唇部から口縁部上端にかけては，口縁部上端に横方向

の工具ナデを施した後に，指押さえが行われている。外

面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼

り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，

突帯を貼り付けている。胴部には幅３mm程度の斜め方向

の工具ナデが施されている。内面口縁部から胴部上端に

かけては斜め方向の工具ナデが，胴部には横方向の工具

ナデが施されている。

290 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｂ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 20.0cmを測る。炉跡の南側

と南東側張り出し部の南壁付近で，それぞれ貼床面から

出土している。外面口縁部上端はスジ状の痕跡がはっき

りとした横方向の工具ナデが施されている。口縁部は単

位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが施されている。この

工具ナデは上端の工具ナデと比較してスジ状の痕跡が不

明瞭で，器面は平滑に調整されている。突帯貼り付け部

分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼

り付けている。胴部は幅３～４mmの縦方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部上半にはスジ状の痕跡がはっ

きりとした横方向の工具ナデが施されている。口縁部下

半から胴部にかけては，スジ状の痕跡が不明瞭な横・斜

め方向の工具ナデが施されており，その後，胴部では部

分的に縦・横方向のミガキが施されている。また，指押

さえも行われている。

291 は口縁部が内湾しつつ，口縁部上端で直行気味に

なる甕Ｄ類の口縁部から胴部下半までの資料である。口

径は 29.6cmを測る。炉跡の東側と，南壁中央部付近（南

側土坑の東側），南西角部付近の３箇所に集中が見ら

れ，また張り出し部手前や遺構の西側からも出土が見ら

れ，遺構内に広く散在しているが，全て遺構の南側半分

からの出土である。また，炉跡の東側と，南壁中央部付

近以外は，貼床面より高い位置で浮いた状態で出土して

いる。

291 の原位置は，貼床面から出土している炉跡の東側

もしくは，南壁中央部付近と考えられる。外面口縁部上

端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部は縦・斜

め・横方向の工具ナデを施した後，調整痕をナデ消して

いる。突帯貼り付け部分の器面には斜め方向の工具ナデ

を施した後，横方向のハケ目を施し，突帯を貼り付けて

いる。工具ナデの痕跡はナデ消している。胴部には，幅

５mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。ミガキと

は異なるが，丁寧に調整が施されており，器面の砂粒は

沈み込んでいる。工具ナデの痕跡が不明瞭な箇所もある

ため，ナデ消している可能性も考えられる。突帯下部か

ら胴部中位の範囲は部分的に欠落するが，ほぼ全周で煤

が付着している。一部は突帯上部から口縁部でも煤の付

着が見られるが，全周はしない。内面口縁部上端は横方

向の工具ナデが施されている。口縁部は横・斜め方向の

工具ナデを施した後，横方向のナデが施されている。突

帯内面部分は縦方向の工具ナデを施した後，横方向のナ

デが施されている。胴部中位から下位にかけては，外面

と同じく幅５mm程の縦方向の工具ナデが丁寧に施されて

いる。内面も調整痕が不明瞭な箇所が多く見られ，ナデ

消しが施されている可能性がある。

292 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 41.8cmを測る。柱穴Ｐ１の東側と，

遺構の北西部で出土している。遺構の北西部では貼床面

から出土している。外面口縁部上位はスジ状の痕跡の目

立つ横方向の工具ナデが施されている。口縁部中位から

下位にかけては，横・斜め方向の工具ナデが施されてい

る。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施

した後に，突帯を貼り付けている。胴部上位は斜め方向

の工具ナデが施されている。内面は横・斜め方向の工具

ナデを施している。部分的には幅の狭い斜め方向の工具

ナデが施されている。

293 は甕の口縁部から胴部中位までの資料である。口

径は 19.9cmを測る。口縁部から胴部上半にかけては，吹

きこぼれの痕跡が確認できる。遺構の北西部に集中して

貼床面から出土している。口唇部には横方向のナデが施

されている。外面口縁部は，縦・斜め方向の工具ナデが

施されている。この調整は，口縁部と胴部の境目に工具

ナデを打ち込み，段差をつけ，口縁方向に引き上げる手

法で施されている。胴部は斜め・横方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部は縦・斜め方向の工具ナデを施

した後，横方向の工具ナデが施されている。胴部は横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面の工具ナデは

外面と比較して凹凸が大きい。内外面ともに器面調整は

丁寧である。外面はより平滑であり，内面は工具ナデの

痕跡が明瞭であり，胎土中の砂粒・鉱物等の混和材は胎

土中に沈み込んでいる。

294 は甕の胴部下位から脚部資料である。底径 7.4cm，

脚部高 0.7cmを測る。南壁中央部付近で貼床面から出土

している。外面は斜め・縦方向の工具ナデが施されてい

る。底部は指押さえが密に行われており，この指押さえ

により深いくびれを成形している。さらに，この底部は

著しく歪み，水平を保てないことから，脚部を接合する

予定であった資料である可能性が考えられる。内面は斜

め方向の工具ナデが施されている。

295は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径7.2cm

を測る。外面底部を含めた内外面に煤の付着が見ら

れる。
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炉跡の東側で貼床面から出土している。

外面胴部下位は斜め方向の単位不明の工具ナデが施さ

れている。底部は横・斜め方向の工具ナデが施され，そ

の上に指押さえの痕跡が確認できる。

胴部下位から底面にかけては，斜め方向の単位不明瞭

な工具ナデを施した後に，幅１cm程度の斜め方向の工具

ナデが施されている。脚端部にはヘラ状工具で刻目が施

されている。脚部内面には横方向の工具ナデが施されて

いる。

296 は甕または壷の胴部下半から底部資料である。平

底を呈し，底径は 5.7cmを測る。遺構の南東部と南西角

部から出土しており，南東部では貼床面からの出土であ

る。外面は幅約１cmの縦方向の工具ナデを施した後に，

幅約５mmの縦方向の工具ナデが施されている。内面はナ

デが施されているが，底面には厚さ１cm程度の粘土が貼

り付けられている。この粘土が貼り付けられている部分

は器面調整が施されていないため，胎土に含まれる混和

材は沈み込まず器面に見えている。

297 は高坏の脚部である。底径 10.2cmを測る。南側張

り出し部の手前で貼床面から出土している。脚部外面上

半は縦方向のミガキが，下半は幅２～３mmの工具ナデが

施されている。脚部内面上位から中位にかけては，幅２

～３mmの横・斜め方向の工具ナデが，下位は横方向の工

具ナデが施されている。

298 は完形に復元できた丸底の坩である。口径 7.8cm，

器高 13.8cmを測る。炉跡の東側に集中して，全て貼床面

から出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデ

が，胴部は斜め方向の工具ナデが，屈曲部から底部は横・

斜め・縦方向の工具ナデが施されている。特に屈曲部付

近では，丁寧な工具ナデの結果，部分的にミガキの様な

光沢が見られる。また，部分的には工具ナデの下に細か

な繊維状のスジが確認できることから，横・斜め方向の

繊維状のハケ目を施した後，縦・斜め方向の幅６～７mm

程度の工具ナデを施し，仕上げとして口縁部及び屈曲部

付近に横方向の工具ナデを施したと考えられる。内面は

屈曲部から底部にかけては工具ナデが施されている。他

の部分にはナデが施されており，胴部には指押さえが２

列並ぶ。

299 は完形に復元できた長胴の坩である。口径 8.2cm、

器高 11.2cmを測る。口唇部および内外面の口縁部上端

と，外面胴部と底部の境目に赤色顔料が塗布されてい

る。炉跡の東側で貼床面から出土している。外面口縁部

から胴部にかけては縦方向のミガキが，底部は横方向の

ミガキが施されている。内面口縁部は横方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデが施されている。胴部には横・斜め方

向の指ナデが施されている。

300 は完形に復元できた坩である。口縁部はほぼ直行

し，口径 5.1cm，器高 6.9cmを測る。遺構の中央部付近で

貼床面から出土している。外面口縁部上端は横方向の工

具ナデを，口縁部は横方向の工具ナデを施した後に，斜

め方向の工具ナデを施している。胴部から底部にかけて

は斜め方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上半

は横方向の工具ナデが施されている。口縁部下半は横方

向のミガキに類似した工具ナデが施されている。胴部か

ら底面にかけては斜め・横方向の指ナデが施されている。

301 ～ 310 はその出土状況から，竪穴建物跡 24 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

301 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

下位までの資料である。口径 25.0cmを測る。遺構の北西

部で貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土している。口

縁部上半は横方向の工具ナデが，口縁部下半は斜め方向

の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面に

は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部上半には横方向の工具ナデが施されている。胴

部下半には縦・斜め方向の工具ナデや，縦方向の指ナデ

が施されている。内面口縁部上位から中位にかけては横

方向の工具ナデが，口縁部下位から胴部下位にかけては

斜め方向の工具ナデが施されている。

302 は甕の胴部中位から脚部の資料である。底径

7.8cm，脚部高 0.3cmを測る。遺構の南西部で貼床面から

10cm程度浮いた状態で出土している。外面胴部から脚部

にかけては，単位幅が不明瞭な斜め・横方向の工具ナデ

が施されている。脚部にはその上から縦・斜め方向の工

具ナデが施されている。内面は縦・横方向の工具ナデが

施されている。

303 は甕の胴部下位の資料である。遺構の南西部で貼

床面から 15cm程度浮いた状態で出土している。外面は

縦・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部下端には

粘土が貼り付けられており，その上に斜め・横方向の工

具ナデが施され，指押さえも行われている。内面は縦・

斜め方向の工具ナデが施されている。底部付近は粘土が

貼られ，底部付近の器壁は厚く成形されている。

304 は壷の胴部上半の資料である。南側土坑の周辺と，

遺構の西側で貼床面より 10cm程度浮いた状態で出土し

ている。外面は斜め方向の幅７mm程度のハケ目を施した

後，縦方向の幅７mm程度の工具ナデが施されている。内

面は斜め方向の工具ナデが施されており，口縁部との

境目に近いと考えられる上位には連続した指押さえが

巡る。

305 は壷の胴部上半の資料である。遺構の南西角部付

近に集中して，検出面に近い位置で出土している。外面

の口縁部との境目付近は横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。胴部は横方向の工具ナデを施した後に，縦・

斜め方向の丁寧な工具ナデが施されている。この工具ナ

デはミガキに類似しているが，光沢はない。内面は横・
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斜め方向の工具ナデを施した後に，胴部中程では部分的

に縦方向のミガキが施されている。

306 は壺の胴部中程から底部の資料である。遺構の北

西部で貼床面から 15cm程度浮いた状態で出土している。

外面は斜め・縦方向の工具ナデが施されている。内面胴

部中位は斜め方向の工具ナデが，胴部下位から底部にか

けては，幅５mm程度の横方向の工具ナデが施されてお

り，この工具ナデにより底部付近の器面に凹凸が生まれ

ている。

307 は高坏の坏部資料である。検出面一括取上げ資料

である。外面は斜め方向のミガキが施されている。下面

は接合部分であり，接合前の胎土調整の工具ナデの痕跡

が確認できる。内面は斜め方向の工具ナデを施した後

に，側面には斜め方向のミガキが施されている。

309 は坩の口縁部資料である。外面口縁部上半は横・

斜め方向の工具ナデ，口縁部下半は縦・斜め方向の工具

ナデが施されている。口縁部下位には赤色顔料の塗布が

確認できる。内面は斜め方向のナデが施されている。

310 は坩の底部資料である。遺構の南西角部付近で，

貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土している。外面

は横・斜め方向のミガキが，内面は工具ナデが施されて

いる。

石器（第２－116 図）

石 65 は台石である。一部欠損しているが，残存部分で

最大長 28cm，最大幅 14.5cm，最大厚 6.1cmを測り，重量

は 2536gを量る。２つの大きな破片が接合し，１点は南

側土坑の北側壁面に沿うように土坑埋土＝貼床面埋土中

から，もう１点は南東角部付近の一段高い底面から出土

している。

石 66 は砥石である。破損しているが，全面に擦痕が確

認できる。縁辺部には敲打痕が多く残る。遺構の南側で

検出された土坑内の底面から出土している。

石 67 は棒状礫である。南側土坑の南際で貼床面から

出土している。

鉄滓

竪穴建物跡 24 号からは，直径１cm程度の丸みを帯び

た鉄塊が１点出土している。重量は 0.9gである。遺構の

中央部よりやや西側で，遺構埋土中から出土しており，

流れ込み遺物と考えられる。

竪穴建物跡 25 号（第２－117 図）

竪穴建物跡 25 号はＦ33 区Ⅴa層から検出した。

長軸（南北軸）約 6.4 ｍ，短軸（東西軸）約 5.5 ｍの隅

丸長方形を呈する。張り出しは持たない。検出面から底

面までの深さは 45cm程度であり，底面から 10cm程度の

厚さで貼床が形成されている。遺構の周縁部には一段

高い底面が造成されており，検出面からの深さは 30 ～

40cm程度であり，壁からの幅は北側で幅 100cm程度，東

側で 40 ～ 50cm程度，南側で 90 ～ 130cm程度，西側で

90cm程度となり，東側の幅のみが狭くなっている。この

一段高い底面と貼床面は同じ高さに形成されており床面

となっている。遺構の中心部より，やや南西にずれた位

置には長さ 110cm程度，幅 20 ～ 30cm程度の南北に長い

焼土と，その北側半分を取り巻くように炭化物を含む黒

色土が検出されており，炉跡と考えられる。炉跡の南側

から西側にかけては硬化面が広がり，南側の一段高い底

面にまで及んでいる。柱穴は貼床面に９基，貼床面の際

に３基，一段高い底面に５基検出されている。

出土遺物（第２－118 図）

遺物は遺構内全体から出土しているが，遺構の南側半

分かたの出土がやや多い。勾玉と管玉が貼床面から出土

している。

土器（第２－119 図）

311 は完形に復元できた甕である。口径 22.8cm，底径

6.8cm，器高 20.5cm，脚部高 1.9cmを測る。遺構南側の一

段高い底面部分に集中して出土している。１か所のみに

集中して出土している状況である。外面口縁部上端は横

方向のハケ目が施されている。口縁部には斜め方向の工

具ナデが施されているが，不明瞭であり，ナデ消しが施

されている可能性がある。突帯貼り付け部分の器面には

横方向のハケ目を施した後に，突帯を貼り付けている。

突帯下位から胴部下半にかけては，幅４mm程度の縦・斜

め方向の工具ナデが施されている。比較的丁寧な調整が

施されており，特に胴部中位から下位にかけては，ナデ

調整を重複させることにより光沢が生じている。脚部は

横方向のナデを施した後，指押さえが行われており，列

状に並ぶ。口唇部はナデが施されている。内面口縁部上

端は外面と同じく横方向のハケ目が施されている。口縁

部から胴部上半には，斜め方向の工具ナデが施されて

いる。この工具ナデは口縁部ではハケ目に，胴部では縦

方向の工具ナデにより調整痕が消されている。胴部下半

には縦方向の工具ナデが施されている。外面と同じく比

較的丁寧に調整が施されており，外面ほどではないが一

部に光沢を持つ。脚部内面は横方向のナデが施されて

いる。

312 は口縁部から胴部上位の資料である。口径 17.0cm

を測る。遺構の南側から東側にかけて，貼床面から出土

している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁

部は斜め方向の工具ナデが施されている。胴部上位は

横・斜め方向の工具ナデが施されている。内面は全体的

に斜め方向の工具ナデが施されている。

313 は甕の胴部下位から脚部の資料である。脚端部は

欠損している。炉跡の北側で貼床面から出土している。

外面胴部は幅２～３mm程度の縦方向の工具ナデが施され

ている。脚部は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施

した後に，斜め方向の工具ナデを施している。内面は縦
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方向の工具ナデを施した後に，斜め方向の工具ナデを施

している。

314は高坏の坏部の資料である。口径は20.0cmを測る。

口唇部は横方向のナデが施されている。柱穴Ｐ２の上

面や遺構南側の貼床面から出土している。外面口縁部は

横方向のハケ目が施された後，斜め・縦方向のミガキが

施されている。胴部上半は横・斜め方向の工具ナデが施

された後，斜め・縦方向のミガキが施されている。胴部

中位には接合箇所に粘土を貼り付けた突帯状の屈曲部

があり，横方向のミガキやナデが施されている。箇所に

よっては丁寧なミガキやナデにより，粘土の段差を消し

ているが，７～８割近い箇所では，粘土の段差をそのま

ま突帯状に残している。段差を消さない点では，やや粗

雑と言えるが，ミガキは重複して丁寧に行われており光

沢が生じている。胴部下半は横方向の工具ナデが施され

た後，縦方向のミガキが施されている。内面口縁部から

胴部上半にかけては，横方向の工具ナデを施した後，斜

め方向のミガキが施されている。接合（屈曲）部以下は，

横方向のミガキが施されている。

315 は高坏の坏部資料である。口径 14.9cmを測る。貼

床面一括出土遺物である。外面は単位幅が不明瞭な横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面は横方向の工

具ナデが施されている。内外面ともに著しく摩滅して

いる。

316 は高坏の脚部資料である。外面は縦・横方向のミ

ガキが，内面は縦方向の工具ナデが施されている。

317 は完形に復元できた坩である。口径 6.7cm，器高

7.3cmを測る。底部に線刻のような沈線が施されている。

遺構北壁付近で一段高い底面から出土している。外面口

縁部上半は横・斜め方向の工具ナデが，口縁部下半は斜

め方向のミガキが施されている。胴部は横・斜め方向の

ミガキを施した後，縦方向のミガキが施されている。屈

曲部には横方向のミガキが施されている。底部は主に縦

方向のミガキが施されているが，部分的には横方向のミ

ガキも施されている。内面口縁部は横方向のナデが施さ

れている。胴部は完形品であるため調整の確認が困難で

あった。底部は縦方向のミガキが施されている。

318 は坩の口縁部から胴部までの資料である。口径

6.2cmを測る。南西壁付近と北東壁付近で，それぞれが一

段高い底面から出土している。外面には全体的に非常に

丁寧なミガキが施されており，口縁部上端は横方向，口

縁部は斜め方向，頸部は横方向，胴部は斜め方向，底部

付近では横方向に調整が施されている。内面口縁部上端

は横方向の工具ナデが，口縁部では横方向の工具ナデを

施した後に，斜め方向の工具ナデを施している。胴部上

半には斜め方向のナデが施されている。頸部付近には接

合痕が残り，指押さえが巡る。胴部下半は横方向の工具

ナデが施されている。

319 は坩の胴部から底部の資料である。底部は平底を

呈し，底径 3.8cmを測る。外面は横・斜め方向の工具ナ

デが施されているが，摩滅が著しく観察が困難であっ

た。内面は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

320 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の西側で

貼床面から出土している。外面胴部は幅３mm程度の工具

ナデが施されている。底部には横方向のミガキが施され

ている。内面は横方向の工具ナデが施されている。

321 ～ 330 は，その出土状況から，竪穴建物跡 25 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

321 は口縁部から胴部上位の資料である。西壁付近で

検出面直下から出土している。外面口縁部は横方向の工

具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には，

横・斜め方向の短い長さの工具ナデが施された後に，突

帯が貼り付けられている。胴部には横方向の単位幅が不

明瞭な工具ナデが施されている。内面口縁部上端は横・

斜め方向の工具ナデが施されている。口縁部には縦方向

の単位幅が不明瞭な工具ナデが施された後に，部分的に

幅３mm程度の横方向の工具ナデが施されている。

322 は甕の口縁部資料である。柱穴Ｐ３の上位で貼床

面から 15cm程度浮いた状態で出土している。外面は横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面も横・斜め方

向の工具ナデが施されているが，外面よりも工具の幅が

狭い工具痕が確認できる。屈曲部には指押さえが行われ

ている。

323 は甕もしくは鉢の胴部下位から脚部の資料であ

る。底径 9.3cmを測る。遺構の南西側と東側で貼床面よ

り 15 ～ 20cm程度浮いた状態で出土している。外面胴部

は幅４～５mm程度の斜め方向の工具ナデが施されてい

る。脚部には横方向の工具ナデが施されている。内面も

胴部には幅４～５mm程度の縦方向の工具ナデが施されて

いる。底面および脚部内面には横方向の工具ナデが施さ

れている。

324 は壷の口縁部資料である。口径 12.0cmを測る。遺

構埋土中一括取上げ資料である。内外面ともに横方向の

工具ナデが施されており，外面口縁部下位には指押さえ

が行われている。

325 は壷の口縁部資料である。口径 12.8cmを測る。遺

構の南東側で一段高い底面より 10cm程度浮いた状態で

出土している。外面口縁部上位は横方向の工具ナデが，

中位から下位にかけては縦方向の幅３mm程度の工具ナデ

が，口縁部下端から頸部にかけては横方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部上半は横方向の工具ナデが，

口縁部下半から頸部にかけては，幅３mm程度の横方向の

工具ナデが施されている。内面は摩滅している。

326 は甕もしくは壷の胴部下位から底部資料である。

底部は平坦面を持ち，底径 3.4cmを測る。遺構埋土中一
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括取上げ資料である。外面胴部は幅３～４mm程度の縦・

斜め方向の工具ナデが施されている。底部は斜め方向

の工具ナデが施されている。内面胴部は斜め・縦方向の

工具ナデを，底部付近は横方向の工具ナデが施されて

いる。

327 は鉢の口縁部から胴部にかけての資料である。遺

構の北壁付近と南壁付近で貼床面および一段高い底面

から 15 ～ 20cm程度浮いた状態で出土している。外面口

縁部上端は横方向の工具ナデを施している。口縁部から

胴部にかけては，斜め方向の工具ナデを施した後に，幅

４mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁

部上端は横方向の工具ナデを，口縁部から胴部にかけて

は，斜め方向の工具ナデが施されている。

328 は不明資料である。遺構の南西角部付近と南壁中

央部付近で，貼床面で 15 ～ 20cm程度浮いた状態で出土

している。外面口縁部は横方向の工具ナデを施してい

る。胴部は横・斜め方向の工具ナデを施した後に，斜め

方向のミガキが施されている。内面口縁部は横方向の工

具ナデが，胴部は斜め方向のナデが施されている。

329 は高坏の脚部資料である。遺構の中心部と南壁の

中間付近の検出面に近い位置から出土している。外面は

縦・横方向のミガキが，内面は横方向の工具ナデが施さ

れている。

330 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の北東角

部付近に集中して，貼床面および一段高い底面より 10

～ 15cm浮いた状態で出土している。外面胴部上位から中

位にかけては斜め方向のミガキが，胴部下位から底部に

かけては横方向のミガキが施されている。内面胴部上位

は単位幅が不明瞭な横方向の工具ナデが，それ以下には

斜め・横方向の工具ナデが施されている。

石器（第２－120 図）

石 68 は金床石である。遺構埋土中一括取上げ資料で

あるである。表面および裏面に敲打痕が確認できる。

石 69 は台石である。西壁付近で一段高い底面から

10cm程度浮いた状態で出土している。表面に敲打痕が確

認できる。

石 70 は磨敲石である。遺構埋土中一括取上げ資料で

あるである。

鉄製品・鉄滓（第２－120 図）

鉄 10 は小型の刀子である。刃部は薄く細身で、切先付

近が反り返る。また、側面から見ると刃部が緩やかに折

れ曲がっている。茎部は方形に成形され、柄の一部であ

る木質が残っている。茎部の厚みは３～５㎜で、関は明

瞭に確認できない。

鉄 11 は長さ 4.5 ㎝、幅 2.8 ㎝、厚み 1.5 ㎝の鉄塊であ

る。重量感があり、表面には亀裂が走っている。平面は

台形に近いが断面は不正形で、鉄器として形を整えた痕

跡は確認できない。鉄器素材の可能性もある。

竪穴建物跡 25 号からは，２cm大の鍛冶滓が１点出土

している。重量は 2.0gであり，細かな気泡が多く確認で

きる。

炭化物・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 25 号では多数の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 25 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，２

点の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）

を実施した。分析の結果，２σ暦年代範囲で 243calAD-

358calAD（90.3%）と，336calAD-422calAD（95.4%）となり，

おおよそ３世紀中頃～４世紀中頃と，４世紀中頃～５世

紀前半の２つの異なった値が得られた。

竪穴建物跡 25 号からは，２点の炭化種子が出土して

おり，種実同定の結果，２点ともモモの種子であった。

装飾品（第２－120 図）

竪穴建物跡 25 号からは２点の装飾品が，遺構北側の

貼床面から隣接した状態で出土している。

装７は赤めのう製の勾玉である。長さ 2.4cm，幅

1.4cm，厚さ 0.8cmを測り，重量は 3.3 ｇを量る。

装８は碧玉製の管玉である。長さ 2.9cm，幅 0.5cm，厚

さ 0.5cmを測り，重量は 1.4 ｇを量る。



第２-99図　竪穴建物跡22号
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第２-100図　竪穴建物跡22号　遺物出土状況
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表２-39　竪穴建物跡22号柱穴観察表

柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土 柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土

１ 貼床面 19 13 （40） 黒褐色土 24 （検出面） 23 14 31 黒褐色土

２ 貼床面 18 10 46 黒褐色土 25 （検出面） 30 19 32 黒褐色土

３ 貼床面 20 10 25 黒褐色土 26 （検出面） 22 16 12 黒褐色土

４ 貼床面 20 10 28 黒褐色土 27 （検出面） 22 11 27 黒褐色土

５ 貼床面 18 11 12 黒褐色土 28 （検出面） 16 11 28 黒褐色土

６ 貼床面 18 12 11 黒褐色土 29 （検出面） 22 11 14 黒褐色土

７ 床面（貼床面） 19 12 32 黒褐色土 30 （検出面） 20 13 22 黒褐色土

８ 床面（貼床面） 22 11 20 黒褐色土 31 （検出面） 23 14 35 黒褐色土

９ 床面（貼床面） 18 11 32 黒褐色土 32 （検出面） 24 16 28 黒褐色土

10 床面（貼床面） 21 ９ 34 黒褐色土 33 （検出面） 22 14 21 黒褐色土

11 床面（貼床面） 35 15 51 黒褐色土 34 （検出面） 24 16 13 黒褐色土

12 床面（貼床面） 14 ９ 10 黒褐色土 35 （検出面） 20 ８ 41 黒褐色土

13 床面（貼床面） 28 10 ６ 黒褐色土 36 （検出面） 19 11 36 黒褐色土

14 床面 17 10 32 黒褐色土 37 （検出面） 28 18 18 黒褐色土

15 床面 18 11 28 黒褐色土 38 （検出面） 24 10 40 黒褐色土

16 床面 28 18 42 黒褐色土 39 （検出面） 17 11 12 黒褐色土

17 床面 21 12 20 黒褐色土 40 （検出面） 17 11 25 黒褐色土

18 床面 11 ８ 10 黒褐色土 41 （検出面） 19 13 31 黒褐色土

19 床面 26 13 32 黒褐色土 42 （検出面） 20 10 13 黒褐色土

20 床面 30 20 43 黒褐色土 43 （検出面） 25 14 37 黒褐色土

21 検出面 30 15 43 黒褐色土 44 （検出面） 19 11 16 黒褐色土

22 検出面 27 12 40 黒褐色土 45 （検出面） 21 11 20 黒褐色土

23 検出面 30 20 16 黒褐色土 46 （検出面） 30 19 27 黒褐色土

第２―101 図　竪穴建物跡 22 号　出土遺物（土器）
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第２―102 図　竪穴建物跡 22 号出土遺物（石器）

石 58

石 59

表２-40  竪穴建物跡22号出土土器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種
部位

（欠損部位）
分類

器高
（cm）

口径
（cm）

底径
(cm)

外面
調整

内面
調整

色調 胎土 備考

２
｜
101

246 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ
指ナデ

外:にぶい橙
内:にぶい橙

石・白・黒・
ほか

247 ○ 甕 口縁部 Ｂ ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ
指ナデ

外:にぶい褐
内:にぶい橙

石・白・黒・
小

248 ○ 甕 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ
指ナデ

工具ナデ
指ナデ

外:黄褐
内:黄褐

石・白・黒・
小

249 ○ 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:灰褐
内:にぶい褐

石・輝・白・
黒・小

250 ○ 甕・壷 底部 ― ― ― 5.6	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄
内:灰オリーブ

石・輝・黒・
小

251 ○ 壷 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ ―
外:にぶい黄褐
内:にぶい黄橙

石・長・黒・
小

内外面ともに摩滅が激しい

252 ○ 高坏 坏部 ― ― 20.3	 ―
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
外:明褐
内:橙

石・白・小

253 ○ 坩 完形 ― 12.5 11.2 5.0	
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
外:浅黄橙
内:浅黄橙

白・黒・
ほか

254 甕 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄
内:灰オリーブ

石・輝・黒・
小

255 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙	
内:にぶい黄橙

石・小・白・
黒

256 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:にぶい橙
内:にぶい黄橙

石・白・小・
ほか

表２-41  竪穴建物跡22号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

102

石58 軽石製品 完形 20.9 16.2 12.7 480.0 軽石 貫通孔・未貫通孔あり

石59 礫 完形 7.6	 7.05	 2.6	 20.0 砂岩 表面に擦痕あり



第２-103図　竪穴建物跡23号
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3 灰オリーブ色土。硬くしまり、アカホヤ火山灰土ブロックが多く混ざるため全体的に色調は明るい。
4 灰オリーブ色土。埋土3に比べてアカホヤ火山灰土ブロックが入らない貼床埋土。
5 黒褐色土。少量ではあるがアカホヤ火山灰土ブロックが入る。2～3㎜のオレンジもしくは白色のパミスがわずかに、また10㎜以上の池田降下軽石がごくわずかに混ざる。
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第２-104図　竪穴建物跡23号　遺物出土状況(全遺物)
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第２-105図　竪穴建物跡23号　遺物出土状況(甕)
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第２-106図　竪穴建物跡23号　遺物出土状況(丸底甕・壷)

266

273

266
273

268

268

268

267

267

267

267

272

272

274

274

274

274

274

274

274

274

275

275

275

271

270269

269

264

264

263

263263

263

263263

265

265

266

273

0 1m

（1/40）

L=33.600m

A A’

A A’

L
=
3
3
.
6
0
0
m

B

B
B
’ B
’

竪穴建物跡22号

竪穴建物跡24号

土器269

土器267・272

土器266・273

土器265・268

土器275

土器274

土器263

土器270

土器264・271

− 174 −



第２-107図　竪穴建物跡23号　遺物出土状況(その他)
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第２―108 図　竪穴建物跡 23 号　出土遺物（土器①）
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第２―109 図　竪穴建物跡 23 号　出土遺物（土器②）
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第２―110 図　竪穴建物跡 23 号　出土遺物（土器③）
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第２―111 図　竪穴建物跡 23 号　出土遺物（石器 ・鉄滓）
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表２-42  竪穴建物跡23号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

108

257 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 34.0 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

白・黒・小・

ほか

258 ○ 甕 完形 Ｄ 33.9 30.0 8.6
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい赤褐
白・ほか 脚部高:2.9cm

259 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:橙

石・長・白・

黒・小

260 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 40.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄褐

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

261 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 10.4
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか
脚部高:2.2cm

262 ○ 甕 胴部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

２

｜

109

263 ○ 丸底甕 完形 ― 30.0 20.0 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:浅黄橙

内:浅黄橙

長・角・白・

小

264 ○ 丸底甕 完形 ― 23.9 17.2 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

265 ○ 丸底甕 口縁部－胴部 ― ― 18.9 ―
ハケ目・ミガキ

工具ナデ・ナデ

ハケ目

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

小

266 ○ 甕・壷 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・白・小

267 ○ 壷 口縁部－胴部 ― ― 9.8 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙
石・黒・小

268 ○ 壷 口縁部－胴部 ― ― 13.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・長・白・

黒・小

269 ○ 壷 口縁部－胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小
270と同一個体

270 ○ 壷 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小
269と同一個体

271 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい黄

内:にぶい黄
石・白・小

２

｜

110

272 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい褐

内:橙
石・白

273 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ ミガキ
外:橙

内:明赤褐

石・長・白・

小

274 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
―

外:にぶい赤褐

内:灰オリーブ

石・長・白・

黒

275 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
ミガキ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・長・白・

小

276 ○ 壷 底部 ― ― ― ― ミガキ ミガキ
外:橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

277 ○ 鉢 口縁部－胴部 ― ― 9.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・輝・白・

ほか

278 ○ 鉢 口縁部－底部 ― ― 8.1 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:褐

石・長・白・

小

279 ○ 鉢 口縁部－胴部 ― ― 9.9 ― 指ナデ 工具ナデ
外:黄褐

内:にぶい黄

石・輝・白・

黒・小

280 ○ 高坏 坏部 ― ― ― ― ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

281 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・長・白・

小

282 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

283 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:浅黄橙

石・白・黒・

小

284 ○ 坩 完形 ― 6.5 5.4 ―
工具ナデ

ミガキ
指ナデ

外:橙

内:橙
長・黒

285 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ
指ナデ

外:橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

小

286 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

287 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
ナデ・工具ナデ

ミガキ
ナデ

外:明褐

内:にぶい黄橙

石・黒・小・

ほか

表２-43  竪穴建物跡23号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

111

石60 ○ 金床石 破損 15.8 （15.2） 9.5 （3900.0） 砂岩 鍛造剥片付着

石61 ○ 礫器 完形 10.7 14.1 8.3 1570.0 砂岩

石62 ○ 敲石 完形 6.1 4.4 4.2 ― 砂岩

石63 ○ 棒状礫 破損 17.0 8.0 （3.3） （670.0） ホルンフェルス

石64 ○ 棒状礫 完形 18.5 6.3 6.3 1040.0 ホルンフェルス
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表２-44　竪穴建物跡23号柱穴観察表

柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土 柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土

１ 貼床面 50 40 20 黒褐色土 16 床面 18 12 15 黒褐色土

２ 貼床面 55 19 52 黒褐色土 17 床面 20 14 38 黒褐色土

３ 貼床面 27 16 34 黒褐色土 18 床面 16 ８ 27 黒褐色土

４ 貼床面 32 11 34 黒褐色土 19 床面 23 16 35 黒褐色土

５ 貼床面 25 16 19 黒褐色土 20 床面 20 ８ 20 黒褐色土

６ 貼床面 22 14 10 黒褐色土 21 検出面 18 12 23 黒褐色土

７ 貼床面 22 13 20 黒褐色土 22 検出面 23 15 40 黒褐色土

８ 床面（貼床面） 26 13 36 黒褐色土 23 床面 20 10 ５ 黒褐色土

９ 床面（貼床面） 20 12 35 黒褐色土 24 検出面 26 13 38 黒褐色土

10 貼床面 20 11 24 黒褐色土 25 検出面 23 12 50 黒褐色土

11 床面 24 14 14 黒褐色土 26 （検出面） 20 12 10 黒褐色土

12 床面 22 12 12 黒褐色土 27 （検出面） 18 12 14 黒褐色土

13 床面 13 ７ ５ 黒褐色土 28 （検出面） 18 10 15 黒褐色土

14 床面 20 11 10 黒褐色土 29 （検出面） 20 14 40 黒褐色土

15 床面 14 ８ 10 黒褐色土 30 （検出面） 14 ９ ７ 黒褐色土
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表２－45-１　竪穴建物跡24号柱穴観察表１

柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土 柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土

１ 貼床面 27 15 26 黒褐色土 12 床面 27 20 14 黒褐色土

２ 貼床面 20 ８ 20 黒褐色土 13 床面 24 16 50 黒褐色土

３ 貼床面 14 ８ 15 黒褐色土 14 床面 15 ９ 23 黒褐色土

４ 貼床面 21 14 36 黒褐色土 15 床面 15 ８ 11 黒褐色土

５ 貼床面 17 11 27 黒褐色土 16 床面 17 ９ 22 黒褐色土

６ 貼床面 23 11 38 黒褐色土 17 検出面（壁際） 20 10 43 黒褐色土

７ 床面 19 10 13 黒褐色土 18 検出面（壁際） 21 13 53 黒褐色土

８ 床面 17 10 ７ 黒褐色土 19 検出面（壁際） 24 15 31 黒褐色土

９ 床面 25 17 22 黒褐色土 20 検出面（壁際） 27 15 43 黒褐色土

10 床面 30 20 26 黒褐色土 21 検出面（壁際） 25 14 41 黒褐色土

11 床面 20 13 28 黒褐色土 22 検出面（壁際） 24 16 39 黒褐色土



第２-113図　竪穴建物跡24号　遺物出土状況
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表２－45-２　竪穴建物跡24号柱穴観察表２

柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土 柱穴番号 柱穴検出面 最大径（cm） 最小径（cm） 深さ（cm） 埋土

23 （検出面） 15 8 17 黒褐色土 31 （検出面） 24 17 24 黒褐色土

24 （検出面） 20 10 20 黒褐色土 32 （検出面） 22 13 41 黒褐色土

25 （検出面） 22 9 28 黒褐色土 33 （検出面） 30 14 15 黒褐色土

26 （検出面） 22 12 40 黒褐色土 34 （検出面） 25 10 41 黒褐色土

27 （検出面） 24 14 45 黒褐色土 35 （検出面） 19 11 12 黒褐色土

28 （検出面） 16 8 20 黒褐色土 36 （検出面） 10 7 7 黒褐色土

29 （検出面） 20 10 18 黒褐色土 37 （検出面） 16 7 6 黒褐色土

30 （検出面） 20 11 25 黒褐色土
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第２―114 図　竪穴建物跡 24 号　出土遺物（土器①）
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第２―115 図　竪穴建物跡 24 号　出土遺物（土器②）
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第２―116 図　竪穴建物跡 24　号出土遺物（石器）
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表２-46  竪穴建物跡24号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

114

288 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 30.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・黒・小・

ほか

289 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 25.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・長・白・

黒・小

290 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 20.0 ― 工具ナデ
工具ナデ	

ミガキ

外:橙	

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

291 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.6 ―
工具ナデ	

ナデ

工具ナデ	

ナデ

外:にぶい橙	

内:橙

石・白・黒・

小

292 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 41.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

293 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 19.9 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・長・白・

黒

294 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 7.4 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・白・黒・

小
脚部高:0.7cm

295 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 7.2 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

石・輝・黒・

白・小
脚部高:0.6cm

296 ○ 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― 5.7 工具ナデ ナデ
外:橙	

内:橙
石・長・小

２

｜

115

297 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 10.2
ミガキ	

工具ナデ
工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・黒・小・

ほか

298 ○ 坩 完形 ― 13.8 7.8 ― 工具ナデ
ナデ	

工具ナデ

外:橙	

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

299 ○ 坩 完形 ― 11.2 8.2 ― ミガキ
工具ナデ	

指ナデ

外:明黄褐	

内:明黄褐

石・長・雲・

白・小

300 ○ 坩 完形 ― 6.9 5.1 ― 工具ナデ
工具ナデ	

指ナデ

外:黄橙	

内:黄橙

長・黒・	

ほか

301 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.0 ―
工具ナデ	

指ナデ
工具ナデ

外:橙	

内:橙
石・白・黒

302 甕 胴部－脚部 ― ― ― 7.8 工具ナデ ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・輝・白・

小
脚部高:0.3cm

303 甕 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

石・輝・白・

小

304 壷 胴部 ― ― ― ―
ハケ目	

工具ナデ
工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・白・黒・

小

305 壷 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ	

ミガキ

外:にぶい橙	

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

306 壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:明赤褐

石・長・輝・

白・黒

307 高坏 坏部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ	

ミガキ

外:橙	

内:明褐

石・白・小・

ほか

309 坩 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

石・小・	

ほか

310 坩 底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙
石・白・小

※308欠番

表２-47  竪穴建物跡24号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

116

石65 ○ 台石 破損 （28.0） 14.5 6.1 （2536.0） 溶結凝灰岩

石66 ○ 砥石 破損 （8.8） 12.3 4.6 （830.0） 砂岩

石67 ○ 棒状礫 完形 18.2 7.60 7.2 1410.0 ホルンフェルス
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第２-118図　竪穴建物跡25号　遺物出土状況
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第２―119 図　竪穴建物跡 25 号　出土遺物（土器）
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第２―120 図　竪穴建物跡 25 号　出土遺物（石器 ・鉄製品 ・装飾品）
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表２-48  竪穴建物跡25号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

119

311 ○ 甕 完形 ― 20.5	 22.8	 6.8 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙
長・白・黒 脚部高:1.9cm

312 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 17.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

313 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐

内:橙

石・白・黒・

小

314 ○ 高坏 坏部 ― ― 20.0	 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:明赤褐

内:橙

石・輝・白・

黒

315 ○ 高坏 坏部 ― ― 14.9	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

白・小・

ほか

316 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

ほか

317 ○ 坩 完形 ― 7.3	 6.7	 ―
工具ナデ

ミガキ

ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙
石・輝・黒

318 ○ 坩 口縁部－胴部 ― ― 6.2	 ― ミガキ
工具ナデ

ナデ

外:明赤褐

内:明赤褐
石・ほか

319 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― 3.8 工具ナデ 工具ナデ
外:明褐

内:にぶい橙

輝・白・小・

ほか

320 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:明赤褐

内:橙
小・ほか

321 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

322 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:明黄褐

内:明黄褐

石・輝・小・

ほか

323 甕・鉢 胴部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙
小・ほか

324 壷 口縁部 ― ― 12.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

325 壷 口縁部 ― ― 12.8	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

326 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― 3.4 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・長・黒・

小

327 鉢 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

328 不明 口縁部－胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ナデ

外:明赤褐

内:橙

石・輝・黒・

ほか

329 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

石・黒・

ほか

330 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:明赤褐

内:橙
小・ほか

表２-49  竪穴建物跡25号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

120

石68 金床石 破損 （11.8） 10.9 4.7 （620.0） 砂岩

石69 台石 破損 （16.1） 17.8 10.4 （3770.0） 凝灰岩

石70 磨敲石 完形 18.2 7.6 7.2 1410.0 安山岩
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西側の竪穴建物跡群（第２－121 図）

前述のとおり川久保遺跡の 31 区と 32 区の境には高低

差１ｍ程の斜面が存在しており，その斜面をちょうど標

高 34 ｍのラインが通っている。そのラインの西側の緩

やかな斜面には多くの遺構が検出されている。標高 34

ｍラインより約 20 ｍ西側の範囲では，南北方向に帯状

の密な状態で方形竪穴建物跡が広がり，その西側には円

形の竪穴建物跡が複数集中して検出されている。さらに

その西側には方形竪穴建物跡が数基散在している。Ｇ～

Ｊ 27・28 区に関しては，現代の建物が建っていた場所で

あり，基礎工事等により大きく攪乱を受けており，包含

層は残存していなかった。

竪穴建物跡 26 号（第２－122 図）

竪穴建物跡 26 号は，調査区北側Ｂ30 区Ⅴa層で検出

した。遺構の北側は調査区外へと広がっている。大きさ

は東西軸約 4.0 ｍ，南北軸の残存部分で約 3.5 ｍであ

る。南北軸の長さは不明であり，長軸の向きは分からな

いが，建物はほぼ方位に沿って建てられている。検出面

から底面までの深さは 40 ～ 45cmである。張り出しは確

認されていない。遺構内には土坑が４基検出されてい

る。土坑１は大きさが長軸約 50cm，短軸約 45cmの不定形

状を呈し，深さは中央部が一段下がる形状をしており約

20cmである。形状から柱穴の可能性も考えられる。土坑

２は土坑１のすぐ南側に作られており，長軸約 70cm，短

軸約 50cmの略楕円形を呈している。深さは約 10cmと浅

く，上位には焼土が検出されており，炉跡である可能性

も考えられるが，炭化物は見られない。土坑３は東側か

ら検出された土坑であり，直径約 70cmの円形を呈し，深

さは約 25cmである。東側から検出された溝状遺構を切る

形で検出されている。土坑４は南側中央部で検出されて

おり，ほぼ壁に接して作られている。一辺が約 60cmの隅

丸方形状を呈し，深さは約 15cmである。

竪穴建物跡 26 号の東側には東壁と平行に溝状遺構が

検出されている。北側は竪穴建物跡と同じく調査区外へ

と続いているが，南側は南壁手前で収束している。幅は

北側が広く約 55cm，南側に向かうにつれ幅が狭くなり，

南側では約 30cmとなる。深さは約 10cmである。遺構の周

辺からは竪穴建物跡 26 号に属すると考えられる柱穴が

５基検出されており，全て同じ暗褐色土を埋土としてい

る。明確な貼床面が確認されておらず，中央の柱穴と考

えられる土坑１や，炉跡の可能性がある土坑２は遺構の

底面から掘り込まれている。そのため，竪穴建物跡 26 号

には貼床は形成されなかったと考えられる。遺構の埋土

は自然堆積の様相を示しているが，埋土３の上面には硬

化面が確認されている。

出土遺物（第２－123 図）

遺物は口縁部が外反もしくは外傾する甕が主体的に出

土しているのが特徴である。甕以外の器種の出土量は少

ない。また，ほとんどの遺物が底面から浮いた状態で出

土している。

土器（第２－124・125 図）

331 は，その出土状況から竪穴建物跡 26 号に帰属する

可能性が高い土器群及び土製品である。

331 は口縁部から胴部上位の資料である。口径 25.6cm

を測る。南側土坑のすぐ北側と，東壁際の底面から出土

している。内外面ともに口縁部は横方向の工具ナデを施

している。口縁部以下は摩滅が著しく調整の観察が困難

であるが，横・斜め方向のナデを施しているようである。

突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した

後に，突帯を貼り付けている。突帯内面部分は指押さえ

が巡る。

332 ～ 338 はその出土状況から，竪穴建物跡 26 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

332 は口縁部から胴部にかけての資料である。東壁中

央部付近で，底面より 10cm程度浮いた状態で出土して

いる。外面口縁部は横方向の工具ナデを施している。突

帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後

に，突帯を貼り付けている。胴部は横方向の工具ナデを

施した後に，斜め方向の工具ナデを施している。

333 は口縁部から胴部下位までの資料である。口径

18.8cmを測る。中央柱穴のＰ１と東壁の中間付近で，底

面より 20cm程度浮いた状態で出土している。口唇部には

ナデを施している。外面口縁部には斜め方向のナデを施

した後に，部分的にミガキが施されている。突帯貼り付

け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯

を貼り付けている。胴部は斜め方向のナデが施されてい

る。内面口縁部上端は横・斜め方向の工具ナデが施され

ている。口縁部は斜め方向の工具ナデを施した後に，口

縁部から胴部上位にかけて，幅３mm程度の溝の深い工具

ナデを施している。胴部中位以下には斜め・縦方向の工

具ナデが施されている。胴部中位には粘土の接合痕が明

瞭に残り，その上に指押さえが行われている。

334 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 32.2cmを測る。遺構の北東部か

ら南側にかけて広く分布して出土しているが，分布の中

心は北東部である。底面から 20cm以上浮いた状態で出土

している破片が大部分を占める。外面口縁部には横方向

の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面に

は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部には縦方向の工具ナデが施された後に，胴部中

位では縦方向のミガキが施されている。内面口縁部上半

は横方向の工具ナデが，口縁部下半から胴部にかけては

斜め方向の指ナデが施されている。胴部中位以下は摩滅

が著しいが，部分的に縦方向のミガキが確認できる。口
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縁部には内外面から土器の器面を打ち欠いて穿孔を空け

ている。

334 は全体的に煤が付着しており，この付着炭化物

の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったとこ

ろ（第３分冊自然科学分析参照，），２σ暦年校正年代で

251calAD-382calAD（95.4%）となった。おおよそ３世紀中

頃～４世紀後半の範囲である。

335 はほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位の資

料である。南側土坑の北側に隣接して，底面から 10cm程

度浮いた状態で出土している。外面口縁部には横方向の

工具ナデを施しており，部分的にはその上から指ナデが

施されている。口縁部は横方向のナデが施されている。

突帯貼り付け部分の器面胴部は横方向のナデを施してい

る。内面口縁部上端は横方向の工具ナデを施している。

口縁部は摩滅が著しいが横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。突帯内面部分には指押さえが並ぶ。胴部には

横方向のナデが施されている。

336 は高坏の脚部資料である。南西角部付近の検出面

直下から出土している。

337 は高坏の脚柱部の資料である。東壁付近で底面か

ら，わずかに浮いた状態で南北に帯状に出土している。

外面は縦方向のミガキが，内面は横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。

338 は完形に復元できた手づくね土器である。口径

4.8cm，器高 2.9cmを測る。北東部で，底面より 10 ～

20cm浮いた状態で出土している。内外面ともに指押さえ

が密に行われている。

339 ～ 342 および石 71 は，竪穴建物跡 26 号埋土中

から出土した遺物であるが，出土位置が不明な一群で

ある。

339 は口縁部が外反する甕Ｃ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。

340 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 30.2cmを測る。外面口縁部上端

は横方向の工具ナデが，口縁部は横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。胴部上端には横方向の工具ナデが，

それ以下には横・斜め方向のナデが施されている。内面

口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部から胴部上位

にかけては，斜め・横方向の工具ナデが施されている。

胴部中位以下は横方向のナデが施されている。突帯内面

部分には指押さえが並ぶ。

341 は口縁部がわずかに内湾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部中程までの資料である。口径 27cmを測る。外面口縁

部は横方向の工具ナデを施している。胴部上端は横方向

の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。胴部には

ナデが施されているようであり，部分的には斜め方向の

工具ナデが確認できる。内面口縁部上位は横方向の工具

ナデが施されている。口縁部下位から胴部にかけては，

各方向のナデが施されている。突帯内面部分には指押さ

えが並ぶ。

342 は甕・壺の胴部上位から底部までの資料である。

石器（第２－125 図）

石 71 は棒状礫である。上面の一部にわずかながら擦

痕が確認できる。

炭化物・炭化木・炭化種子（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 26 号では２点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 26 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１点

の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した（26 号炭１）。分析の結果，確率の高い２σ暦年

代範囲で 211calAD-339calAD（92.3%）となり，おおよそ

３世紀前半～４世紀中頃の値である。土器 334 の付着炭

化物の分析結果と近い値となっている。

竪穴建物跡 27 号（第２－126･127 図）

竪穴建物跡 27 号はＢ 29・30 区からⅤa層で検出した。

竪穴建物跡 28 号・29 号と切り合っており，両竪穴建物

跡を切っていることから，３基の竪穴建物跡の中で最も

新しい建物跡であることが分かる。３基はほぼ同じ方向

を向き，張り出しを持つという共通した特徴を持つ竪

穴建物跡である。大きさは，長軸（北西－南東軸）約 4.5

ｍ，短軸約 3.8 ｍの隅丸長方形を呈し，南東部中央に張

り出しを持つ。張り出しを含めると短軸は約 4.3 ｍと

なる。検出面から底面までの深さは約 55cmであり，底

面から約 25cmの厚みで，ほぼ水平な貼床を形成してい

る。　建物跡の中央には長軸約 100cm，短軸約 60cmの歪

な楕円形状の土坑が作られており，長軸は北西－南東を

軸とし，建物跡の短軸側の壁面と平行する。土坑の深さ

は 10 ～ 15cmであり，中心部より南側には焼土が検出さ

れている。また，南側から西側にかけては，部分的に黒

く焼けた様な痕跡が検出されている。土坑内からは遺物

の出土は見られなかった。土坑の南側半分の周囲には焼

土域が広がり，この焼土域の存在からも，土坑は炉跡と

して使用されたと考えられる。炉跡の周囲には硬化面が

広がり，特に東側から南東側，そして南西側へと広がっ

ており，南側は炉跡に向かって方形状に凹む形状を呈し

ている。硬化面は厚いところでは５cm程度の厚さで硬化

が見られた。　柱穴は３基検出されており，全て貼床面

上面で検出されている。Ｐ１は炉跡の東側の近い位置に

あり，焼土域はＰ１を避けるように東側には広がってい

ない。長軸約 27cm，短軸約 24cmの略楕円形を呈し，深さ

約 22cm，柱穴の最小径は約 15cmを測る。Ｐ２は北西壁中

央の壁際に掘られており，直径約 22cmの略円形を呈し，

深さは約 65cmと深く，底部に行くほど狭くなる形状をし

ており，最小径は約５cmと小さい。Ｐ３は北西壁の北側

角部に近い位置に掘られており，直径約 18cmの円形を呈
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し，深さは約約 25cmであり，Ｐ２と同じく底部が狭くな

る形状をしており，最小径は約８cmである。柱穴の埋土

は３基とも同じ暗褐色土を主体とする埋土である。

竪穴建物跡 27 号～ 29 号に堆積している埋土は，基本

的には貼床埋土，硬化面埋土を含めて暗褐色土を呈して

おり，火山灰，軽石や炭化物の混入の割合により細分さ

れている（表２-51）。竪穴建物跡 27 号の埋土の堆積状況

を見ると，レンズ状堆積は見られず，人為的に埋められ

た可能性も考えられる。

出土遺物（第２－128・129 図）

遺物は遺構全体に満遍なく出土しており，口縁部が外

傾もしくは外反する甕Ｂ類が主体的に出土している。遺

構の西側角部には流れ込み，もしくは廃棄されたと考え

られる遺物が集中して出土している状況が見られる。石

器は砥石が２点出土している。鉄滓も４点出土している

が，うち３点は流れ込みである。

土器（第２－130 ～ 132 図）

343 ～ 352 は，その出土状況から，竪穴建物跡 27 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

343 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中程

位までの資料である。口径 29.2cmを測る。遺構の南側に

集中して，貼床面から出土している。外面口縁部は横方

向の工具ナデが施されている。胴部上位は斜め方向の工

具ナデが，胴部中位は横・斜め方向のナデが施され，部

分的に縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部は

横方向の工具ナデが，胴部は横方向のナデが施されて

いる。

343 の外面には全体的に煤が付着しており，この付着

炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を行った（第

３分冊自然科学分析参照）。分析の結果，２σ暦年校正年

代で 251calAD-382calAD（95.4%）となった。おおよそ３

世紀中頃～４世紀後半の値である。

344 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。遺構中心部と南南東部の張り出しとの中

間付近で，貼床面および，貼床面よりも下位の貼床埋土

中から出土している。外面は横・斜め方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部は横方向の工具ナデが，胴部

は横方向のナデが施されている。

345 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。出土位置。外面口縁部は横方向の工具ナ

デが施されている。外面胴部は横・斜め方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデを施した後に，横方向の工具ナデを施

している。その下位には縦方向のミガキが施されている

が，一部のミガキは光沢を持たない。内面口縁部は横方

向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施され，指押さえが並

ぶ。突帯内面部分は横方向にケズリが行われている。胴

部は斜め方向のナデが施されている。

346は口縁部から胴部資料である。口径30.8cmを測る。

貼床面よりも下位の貼床埋土中から出土した一括遺物で

ある。外面口縁部上半は横方向の工具ナデが，下半は斜

め方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上半は斜

め・横方向の工具ナデが，下半は横方向の指ナデが施さ

れている。

347 は甕の胴部中位から脚部の資料である。底径

11.0cm、脚部高 4.0cmを測る。遺構の東側から南西側に

かけて分布し貼床面から出土している。さらに竪穴建物

跡 29 号からも出土しており，こちらも貼床面からの出

土である。竪穴建物跡 29 号の貼床面で出土しているこ

とから，切り合う３基の遺構の中で最も古い遺構である

竪穴建物跡 29 号に帰属する遺物とも考えられるが，竪

穴建物跡 29 号で出土している破片は，最も小さい底部

片が１点のみであり，他の底部片及び，胴部から脚部に

かけての大型の破片等は竪穴建物跡 27 号から出土して

いる。胴部外面は縦方向の工具ナデが施されているが，

上から幅が５mm，３mm，７～ 10mmと工具の幅が異なり，

胴部下端では工具が器面に打ち込まれている。脚部上半

は縦方向の工具ナデが，下半は横方向の工具ナデが施さ

れている。内面胴部には斜め方向の指ナデが施されてお

り，胴部下位には部分的に斜め方向のキズ状の工具痕が

残る。胴部中位と下位の境目付近には指押さえが並ぶ。

脚部内面は斜め・横方向の工具ナデが施されている。

348 は壷の肩部資料である。遺構の南側で貼床面から

出土している。外面は斜め方向の工具ナデを施した後

に，幅３～４mm程度の縦方向の工具ナデを施している。

内面は各方向の工具ナデが施されている。

349 は小型の鉢である。口径 7.3cm，底径 2.7cm，器高

6.1cmを測る。中央土坑の埋土中から出土している。外面

は縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部から胴

部上位にかけては横方向の指ナデを施しており，その上

から指押さえが巡る。胴部中位から底面までは斜め方向

の工具ナデが施されている。

350 は高坏の坏部資料である。貼床面よりも下位，貼

床埋土中から出土した一括遺物である。外面坏部上端は

幅７mm程度の横方向の工具ナデが施されている。この工

具ナデは光沢を持ち、ミガキに近い調整であり，工具の

表２－50　竪穴建物跡27号～29号暗褐色埋土一覧

埋土 色調 アカホヤ 池田軽石 炭化物

１ 暗褐色 △ △ ▲

５ 暗褐色 ○ ○

８ 暗褐色 ○

９ 暗褐色 ▲

11 暗褐色 ◎

12 暗褐色 ▲

13 暗褐色 ○

◎多い　○含む　△少ない　▲わずか
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スジ状の痕跡も明瞭である。その下位には斜め・横方向

のミガキが施されている。内面坏部上端は横方向のミガ

キが施されている。その下位には斜め・横方向のミガキ

と斜め方向の幅４mm程度の工具ナデが施されている。

351 は坩の口縁部資料である。遺構の中心部と北東壁

の中間付近で，貼床面から出土している。

352 は坩の口縁部資料である。口径 8.6cmを測る。貼

床面よりも下位，貼床埋土中から出土した一括遺物であ

る。口唇部はナデが，口縁部上半は横方向の工具ナデが

施されている。口縁部下半は斜め方向の工具ナデを施し

た後に，幅１mm程度の斜め方向の工具ナデが施されてい

る。この工具ナデはミガキに類似するが光沢を持たな

い。内面は斜め・横方向の工具ナデが施されている。

353 ～ 357 はその出土状況から，竪穴建物跡 27 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

353 は壷もしくは甕の資料である。遺構の中心部と西

角部との中間付近，貼床面から 10cm程度浮いた位置から

検出面にかけて，ややまとまって出土している。外面突

帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後

に，突帯を貼り付けている。胴部は縦・斜め方向の工具

ナデを施した後に，胴部中位はミガキを施している。内

面胴部上位から中位にかけては斜め方向の指ナデが，胴

部中位には横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施した

後に，斜め方向のミガキを施している。内面突帯部分に

は指押さえが２列並び，その間に一部ミガキが施されて

いる。

354 は鉢もしくは甕の胴部中位から底部にかけての資

料である。破損部分端部が先細りの形状を呈しているた

め器種を鉢と判断した。遺構の中心部と西角部との中間

付近，貼床面から 10cm程度浮いた位置から検出面にかけ

て，ややまとまって出土しており，その出土状況は 353

の出土状況に類似している。外面は全体的に斜め・横方

向の指ナデが施されており，上位にはその上から横・斜

め方向のミガキが施されている。また縦方向の工具ナデ

も確認できるが，一部は指ナデによりナデ消されてい

る。底部には指押さえが巡る。内面は斜め方向の指ナデ

が施されており，底面には指押さえが行われている。

355 は完形に復元できた高坏である。口径 16.5cm，底

径 9.8cm，器高 13.3cmを測る。遺構の中心部と西角部と

の中間付近で，貼床面から 10cm程度浮いた位置から検出

面にかけて，まとまって出土している。355 の出土状況

も，353・354 の出土状況と類似しており，このことから，

ほぼ同時期に流れ込んだ，もしくは廃棄された可能性が

考えられる。外面は全体的にミガキが施されている。坏

部内面もミガキが施されている。脚部内面はナデが施さ

れており，部分的に工具ナデも施されている。

356 は高坏の坏部下位から脚部上位の資料である。遺

構の中心部と北東壁の中間付近で，貼床面から出土して

いる。外面は幅２～３mm程度の縦方向の工具ナデが施さ

れている。ミガキに類似するが光沢を持たない。坏部内

面は指ナデが，脚部内面は縦方向の工具ナデが施されて

いる。

357 は高坏の脚部資料である。脚端部は欠損している。

遺構の北東側から，南角部まで散在して出土しており，

１点は竪穴建物跡 28 号からも出土している。出土位置

は全て貼床面から 10cm以上浮いた状態で出土している。

なお，竪穴建物跡 28 号から出土している破片が一辺２

cm程度と最も小さいため，竪穴建物跡 27 号に帰属する

可能性が高い。外面脚部には斜め方向のミガキが施され

ており，脚筒部と裾部の境目にはそれらのミガキとは逆

の斜め方向に短いミガキが連続して施されている。脚筒

部内面は粗い斜めの工具ナデが，脚裾部内面には横方向

のナデが施されている。

石器（第２－133・134 図）

石 72 は砥石である。遺構の北側で貼床面から出土し

ている。表面と側面に光沢を持ち、擦痕が確認できる。

石 73 は砥石である。埋土中一括取上げ資料であり，流

れ込みの可能性が高い。

鉄滓等

竪穴建物跡 27 号～ 29 号の検出面では，鉄滓が複数出

土しており，鍛冶関連遺構の可能性も考慮して調査を進

めた。その結果，竪穴建物跡 27 号の埋土中から４点の鉄

滓を検出したが，３点は貼床面よりも 10cm以上浮いた状

態で出土している。残り１点は柱穴Ｐ１の上面から出土

しているが，極小片であり，１点のみであるため，流れ

込みの可能性が高い。

炭化物・炭化木（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 27 号では４点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 27 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１

点の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）

を実施した（27 号炭１）。27 号炭１は遺構の中央部より

やや北よりの位置で，貼床面から出土している。分析の

結果，確率の高い２σ暦年代範囲で 232calAD-349calAD

（94.4%）となり，おおよそ３世紀前半～４世紀中頃の値

となっている。

また出土した炭化木の樹種同定も行っており，クワ属

とサカキと同定されている。

竪穴建物跡 28 号（第２－126・127 図）

竪穴建物跡 28 号はＢ・Ｃ29・30 区Ⅴa層で検出した。

北西部分を竪穴建物跡 27 号に切られており，また南東

部分では竪穴建物跡 29 号を切った状態で検出されてい

る。大きさ・形状の詳細は不明であるが，残存している

東西軸は約 3.4 ｍを測る。南南東部分には張り出しを持
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つ。検出面から底面までの深さは 15 ～ 25cmであり，中

央部分が 10cmほど深くなっている。貼床面は検出面から

約 15cmの深さで検出されている。竪穴建物跡 27 号に遺

構の中央部分を含めて切られているため，中央部分の様

相は不明であるが，中央部分から南側及び東西方向に硬

化面の広がりが確認されている。硬化面は東側により広

く広がっているようである。張り出し部分手前の硬化面

の切れ目から張り出し部分の範囲では貼床が検出されて

いない。張り出し部分および，その手前側では平面では

確認できていないが，断面では貼床が途切れ，土坑状の

掘り込みが確認できるため，張り出し部分とその北北西

側にかけて，土坑が掘られていた可能性が考えられる。

残存している範囲内では柱穴は確認されていない。

出土遺物（第２－128・129 図）

竪穴建物跡 27 号に遺構の北側半分を切られているが

遺物の出土量は多く，特に貼床面から多くの甕が出土し

ているのが特徴である。また，張り出し部から棒状礫が

まとまって出土している。

土器（第２－130 ～ 132 図）

358 ～ 366 はその出土状況から，竪穴建物跡 28 号に帰

属する可能性が高い土器群及び土製品である。

358 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 31.4cmを測る。遺構の中央部付

近から南側へ列状に分布し，一部は竪穴建物跡 29 号の

範囲にも広がっている。竪穴建物跡 28 号内では，貼床

面と張り出し部の土坑内から出土している。竪穴建物跡

29 号では検出面から出土している。このことから，358

は竪穴建物跡 28 号に帰属すると考えられる。外面口縁

部は横方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部

分の器面には横・斜め方向の工具ナデを施した後に，突

帯を貼り付けている。突帯はこの工具ナデの向きに沿っ

て貼り付けられている。胴部には縦・斜め方向の工具ナ

デが施された後に，幅１～２mm程度の縦方向のミガキが

施されている。この幅の細いミガキは逆「Ｕ」字状に施

され，２つのミガキの頂点を合わせることを意識して施

されていることが分かる調整であり，文様・装飾を意識

している可能性も考えられる。内面口縁部は横方向の工

具ナデが施されている。突帯内面部分は指押さえを列状

に密に行っている。胴部には斜め方向の工具ナデを施し

た後，胴部下位では外面と同じ幅１～２mm程度のミガキ

が施されているが，外面ほど丁寧に施されておらず，逆

「Ｕ」字状の頂点が合っていない箇所も確認できる。

358 の外面には全体的に煤が付着しており，この付着

炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を行った（第

３分冊自然科学分析参照）。分析の結果，確率の高い２σ

暦年校正年代で 248calAD-358calAD（88.5%）となった。

おおよそ３世紀中頃～４世紀中頃の値である。

359 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

にかけての資料である。遺構の南南東の壁に近い位置

で，貼床面から出土している。外面口縁部上端は横方向

の工具ナデが，口縁部は横方向の指ナデと斜め方向の工

具ナデが施されている。突帯には横方向の工具ナデが施

されている。胴部には各方向の工具ナデが施されてい

る。内面口縁部上位から中位にかけては，横方向の工具

ナデが施されている。口縁部下位から突帯内面部分にか

けては，指押さえが並ぶ。胴部には横方向のナデが施さ

れており，斜め方向の工具痕が残る。

360 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 34.4cmを測る。竪穴建物跡 27 号の

南側半分の広い範囲と，竪穴建物跡 28 号の南東角部付

近で出土している。出土量は竪穴建物跡 27 号の方が多

いが，竪穴建物跡 27 号では貼床面から 10cm以上浮いた

状態で出土しているのに対し，竪穴建物跡 28 号では貼

床面で出土している。また，竪穴建物跡 27 号での出土状

況は，遺構の南東側と南西側に分布のまとまりがあり，

竪穴建物跡 28 号の破片に近い南東側のまとまりは，貼

床面から５cm程度浮いたものが見られるのに対し，南西

側のまとまりは，検出面から出土しているものが多い。

竪穴建物跡 28 号に帰属する遺物と判断した。外面口縁

部上端は横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具

ナデと，斜め・横方向の指ナデが施されている。突帯貼

り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，

突帯を貼り付けている。胴部は縦方向の単位幅が不明瞭

な工具ナデが施されている。

361 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 26.5cmを測る。遺構の壁際に沿うよ

うに西側から東側まで散在して出土しており，竪穴建物

跡 27 号からも破片１点が出土している。出土位置は貼

床面であり，竪穴建物跡 27 号出土の１点のみ貼床面か

ら 15cm程度浮いた状態で出土している。外面口縁部は斜

め・縦方向の指ナデが施されており，口縁部上端の一部

分のみ工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器

面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付け

ている。胴部は縦方向の工具ナデが施されている。内面

は指ナデが施されており，部分的に工具ナデも施されて

いる。口縁部上端には指押さえが並ぶ。

362 は口縁部上端がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から

胴部中位までの資料である。口径 32.6cmを測る。遺構の

南東角部で貼床面から出土している。竪穴建物跡 27 号

からも破片１点が出土しているが，こちらは貼床面から

５cm程度浮いた状態で出土している。口唇部は横方向の

工具ナデを施した後に，縦方向の粗い工具ナデを施して

いる。外面口縁部上半は横方向の工具ナデが，口縁部下

半は斜め方向の工具ナデが施されている。胴部上端は横

方向の工具ナデが，胴部上位は縦方向の工具ナデが，胴

部中位は斜め方向のナデが施されている。内面は全体的
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に丁寧な横方向の工具ナデが施されている。口縁部上位

には指押さえが巡る。

363 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 27.5cmを測る。遺構の南側で貼

床面から出土している。平面での出土位置は実測が行わ

れている。調査時の記録から貼床面出土としたが，計測

値で比較すると，貼床面から 10cm程度上位に点が落ち

る。外面口縁部から胴部上端にかけては横方向の単位幅

が不明瞭な工具ナデが施されている。胴部は縦方向の工

具ナデが施されている。内面口縁部上半は横方向の工具

ナデが施されている。工具ナデ下端は調整痕が１本の沈

線状となっている。口縁部下半から胴部にかけては横・

斜め方向の指ナデが施されており，部分的に工具ナデが

確認できる。突帯内面部分には指押さえが２列巡る。

363 の外面には全体的に煤が付着しており，この付着

炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を行った（第

３分冊自然科学分析参照）。分析の結果，確率の高い２σ

暦年校正年代で 237calAD-350calAD（93.9%）となった。

おおよそ３世紀中頃～４世紀中頃の値である。

364 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

中位までの資料である。遺構の東西に広く分布し貼床面

から出土している。竪穴建物跡 27 号からも破片１点が

出土している。外面口縁部上半は横方向の工具ナデが，

口縁部下半は横方向のナデが施されている。突帯貼り付

け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯

を貼り付けているが，突帯の下位には横方向の工具ナデ

は確認できない。胴部は斜め・縦方向のナデが施されて

いる。内面口縁部上端は単位幅が不明瞭な横方向の工具

ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。

突帯内面部分とその下位は，横方向の工具ナデが施され

ている。胴部上位には工具痕が多く見られ，横方向の短

い長さの工具ナデが施されている。胴部中位には幅７mm

程度の斜め方向の工具ナデが施されている。

365 は甕の胴部中位から脚部までの資料である。脚端

部は破損している。遺構の東南壁付近，竪穴建物跡 27 号

に隣接して出土しており，竪穴建物跡 27 号からも出土

している。貼床面から出土しているのは竪穴建物跡 28

号の破片のみであり，竪穴建物跡 27 号からは貼床面か

ら浮いた状態で出土している。外面胴部は縦方向の工具

ナデが施されている。脚部付近は横・斜め方向の工具

ナデが施されている。内面胴部は横・斜め方向の工具ナ

デを施した後に，部分的に斜め方向のミガキを施して

いる。

366 は甕もしくは鉢の胴部下位から脚部の資料であ

る。底径 7.4cm，脚部高 0.7cmを測る。遺構の東壁付近で

貼床面から出土している。平面での出土位置は実測がお

こなわれている。366 も 362 と同じく，調査時の記録は

貼床面出土であるが，計測値で見ると，貼床面より 10cm

程度上位に点が落ちている。外面は斜め・横方向の工具

ナデが，内面は斜め方向の工具ナデが施されている。

367 ～ 369 はその出土状況から，竪穴建物跡 28 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

367 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部であ

る。口径 26.0cmを測る。遺構の南側で，貼床面から 10cm

以上浮いた状態で出土している。外面口縁部は縦方向の

単位幅が不明瞭な工具ナデを施した後に，口縁部上端と

下端に横方向の工具ナデを施している。胴部上端には横

方向の工具ナデが施されている。胴部上端の工具ナデは

突帯を貼り付ける前に施されているため，突帯貼り付け

部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を

貼り付けたと考えられる。内面口縁部上位は横方向の工

具ナデが，口縁部中位から胴部上位にかけては，斜め方

向の指ナデが施されている。

368 は甕もしくは鉢の胴部下位から脚部の資料であ

る。底径 8.5cm，脚部高 1.1cmを測る。遺構の南側で検出

面直下から出土している。外面胴部は斜め・横方向の工

具ナデが施されている。脚部には横方向の工具ナデが施

されており，指押さえが巡る。内面胴部および脚部には，

斜め方向の工具ナデが施されている。

369 は完形に復元できた手づくね土器である。口径

6.2cm，器高 3.6cmを測る。遺構の東壁付近で，貼床面か

らわずかに浮いた状態で出土している。貼床面からの距

離がわずかであるため，竪穴建物跡 28 号に帰属する可

能性を持つ遺物である。外面は部分的に指押さえが行わ

れている以外は器面調整を施していない。器面は凹凸が

著しく接合痕が残る。内面は横方向の工具ナデが施され

ており，外面と比較すると，きちんと器面調整が行われ

ている。内外面で片側のみに被熱を受けており，器面が

灰色に変色している。

石器（第２－133・134 図）

石 74 ～石 77 は４点とも砂岩製の棒状礫である。石 74

がやや大きいが，石 75・石 76 を含めた３点は，長さ・幅・

厚みがほぼ同じである。

石 74 は遺構の東壁付近で，貼床面から出土している。

表面と両側面の上半分に擦痕が確認できる。

石 75 ～石 77 は３点ともに張り出し部にあったと考え

られる南側土坑部分から出土しており，石 76 は土坑底

面から出土している。

竪穴建物跡 29 号（第２－126・127 図）

竪穴建物跡 29 号はＢ・Ｃ29・30 区Ⅴa層で検出した。

竪穴建物跡 27 号・28 号に北側角部を含めた北東部分を

切られた状態で検出されており，３基の竪穴建物跡の中

では最も古い建物跡である。大きさは長軸（北東－南西

軸）約 6.0 ｍ，短軸（北西－南東軸）約 5.8 ｍの隅丸方形
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状を呈し，南東部分には張り出しを持ち，張り出し部分

を含めると北西－南東軸は約 6.5 ｍである。検出面から

底面までの深さは約 40cmであり，底面から 15 ～ 20cmほ

どの厚さで貼床が形成されている。遺構の中央よりも

50cmほど南東側（張り出し側）に，直径約 40cmのやや歪

な円形の土坑が検出されている。貼床面上面で検出され

ており，深さは約 20cmであり，埋土には５cm程度の焼土

ブロックが多く含まれている。また，わずかではあるが

炭化物も含まれていることから，この土坑は炉跡と考え

られる。遺構の南東部分，張り出しの手前には，長軸約

0.9 ｍ，短軸約 0.6 ｍの楕円形の土坑が検出されている。

深さは 15cm弱と浅いが，埋土中からは土器片と，15cm程

の長さの長方形の礫が複数出土している。硬化面は貼床

面の範囲に広く広がっており，北西側で壁までの距離が

約 80cmとやや離れ，南東側で約 20cmと壁の近くまで硬

化面が形成されている。硬化面の厚さは，厚い部分で約

５cmである。柱穴は５基検出されており，検出面が確認

できた柱穴は全て貼床面上面で検出されている。Ｐ１は

建物跡中央で検出された柱穴である。直径約 25cmの略円

形を呈し，上部で攪乱を受けているが，貼床面の高さか

ら想定される深さは約 65cmである。硬化面は，この柱穴

Ｐ１を避けるように形成されている。Ｐ２は北西壁近く，

硬化面の切れ目に形成された柱穴であり，約 15cm中央部

側に柱穴Ｐ３が隣接している。約 25cmの略円形を呈し，

深さは約 35cmを呈する。Ｐ３はＰ２に隣接し，硬化面範

囲内に形成されている。直径約 20cm，深さ約 25cmと，Ｐ

１と比較して一回り小さく浅いが，最小径はＰ１よりも

大きい。Ｐ４はＰ１から北東に約 85cm離れた硬化面範囲

内から検出されており，直径約 16cm，深さ約 45cmを呈す

る。Ｐ５は南東角部近くの壁際の硬化面範囲内から検出

された柱穴であり，直径約 22cm，深さ約 25cmを呈する。

出土遺物（第２－128･129 図）

遺構の大部分が残存している割には，実測対象遺物は

少ない。遺物の分布は遺構の南側にやや多く分布してい

る状況である。

土器（第２－130 ～ 132 図）

370 ～ 378 は，その出土状況から，竪穴建物跡 29 号に

帰属する可能性が高い土器群及び土製品である。

370 は口縁部がわずかに外反する甕Ｃ類の口縁部から

胴部中位までの資料である。口径は 30.2cmを測る。遺構

の中心部より南に 1.7 ｍ程の位置で，貼床面から出土し

ている。口唇部はミガキが施されている。外面口縁部上

端は横方向の工具ナデが，口縁部には斜め方向の工具ナ

デが施された後に，斜め方向のミガキが施されている。

胴部は斜め方向の工具ナデが施された後に，斜め・縦方

向のミガキが施されている。内面口縁部上半は横方向の

ミガキが，下半は斜め方向の指ナデを施した後に，部分

的に斜め方向のミガキが施されている。突帯内面部分に

は指押さえが２列巡る。胴部は横方向の指ナデが施され

ている。

371 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

中位の資料である。口径 31.6cmを測る。竪穴建物跡 29

号貼床面一括出土遺物である。外面口縁部は横方向の工

具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横

方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。

胴部は斜め方向の工具ナデを施した後に，幅３mm程度の

縦方向の工具ナデを施している。内面口縁部上端は横方

向の工具ナデを施し，その下位には指押さえが巡る。口

縁部下位から胴部にかけては，横方向の指ナデを施した

後に，部分的に幅３mm程度の縦方向の工具ナデが施され

ている。

372 は甕もしくは壺の脚部資料である。底径 10.0cm，

脚部高 2.8cmを測る。遺構の南東壁付近で貼床面から出

土している。外面は全体的に指押さえが行われている。

内面は斜め方向の工具ナデが施されており，端部付近に

は指押さえが巡る。

373 は甕もしくは壷の底部片と考えられる資料であ

る。底部は底面と側面の２か所で，粘土の貼り付け痕跡

が明瞭に残り，底径 5.1cmを測る。遺構の中心部よりや

や南側，東側および竪穴建物跡 27 号で，貼床面から出土

している。外面胴部下端は横方向の指ナデが施され，底

部には指押さえが行われている。内面は斜め方向の指ナ

デが施されている。

374 は壷の胴部から底部資料である。底径 6.9cmを測

る。竪穴建物跡 27 号との際や遺構の南南東側で貼床面

から出土している。外面胴部は縦・斜め方向の工具ナデ

を施した後に，斜め・横方向のミガキを施している。底

部は指ナデが施され，器面は平滑に仕上げられている。

内面胴部は横方向のミガキや工具ナデが施されている。

底面付近では工具ナデは部分的に縦方向に施され，底面

には指押さえが密に行われている。

375 は丸底の鉢である。底部は破損している。張り出

し部の手前にある土坑内に集中して出土している。外面

口縁部は横方向の工具ナデが，胴部には斜め方向のミガ

キが，底部付近では横方向のミガキが施されている。内

面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。口縁部

には粘土の接合痕が顕著に残っている。胴部上位には横

方向の丁寧なナデが施されている。胴部中位から下位に

かけては横方向の工具ナデが施された後に，中位では部

分的に斜め方向のミガキが施されている。底部付近では

工具ナデの方向が斜め方向に変化している。

376 は高坏の脚部の資料である。底径 9.0cmを測る。坏

部内面には赤色顔料が付着している。張り出し部手前に

ある土坑内の底面および，遺構西角部付近の貼床面で出

土している。外面脚筒部は縦方向のミガキが施されてい

る。脚裾部は横方向の工具ナデと縦方向のミガキが施さ
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れている。内面はナデと横方向の工具ナデが施されて

いる。

377 は完形に復元できた坩である。口径 11.0cm，器高

12.0cm，底部はわずかに平坦面を持ち底径遺 2.0cmを測

る。遺構の中心部よりやや南側で，貼床面より出土して

いる。平面での出土位置は実測がおこなわれている。外

面口縁部と胴部下端は横方向の工具ナデが，胴部には

縦・斜め方向のミガキが施されている。底部は横・縦方

向のミガキが施されている。内面口縁部上半は横方向の

工具ナデが，下半は横方向のミガキが施されている。胴

部は斜め方向の指ナデが施されており，胴部下端にはわ

ずかに工具ナデの痕跡が残る。

378 は坩の胴部から底部資料である。底部はわずかに

平坦面を持つ。遺構の南角部付近に集中して，貼床面か

ら出土している。外面胴部は横方向の工具ナデを施した

後に，横方向のミガキを施している。ミガキは胴部上位

で幅１～２mm程度と細く，胴部中位では幅３mm程度と太

くなり，胴部下位でまた細くなる。底部には工具ナデが

施されている。内面は横方向の指ナデが施され，底面付

近には部分的に横方向の工具ナデが施されている。内面

には接合痕が残り，接合痕の上には指押さえが行われて

いる。

379 ～ 387 はその出土状況から，竪穴建物跡 29 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

379 は甕の胴部下半から脚部上端の資料である。遺構

の中心部と張り出し部の間に散在しとて，貼床面から

10cm程度浮いた状態および検出面から出土している。外

面胴部は縦方向の工具ナデが，脚部は斜め方向の工具ナ

デが施されている。内面胴部は斜め・横方向の工具ナデ

と指ナデが施されている。脚部内面は横方向の工具ナデ

が施されている。

380 は甕もしくは壷の脚部資料である。底径 7.4cmを

測る。内面脚部中央天井部分は張り出し，脚部高 0.4cm

を測る。張り出し部手前の土坑の上位，検出面に近い位

置で出土している。外面は横・斜め方向の工具ナデが施

されており，脚端部には指押さえが行われている。内面

の底面には指押さえが行われている。脚部内面には指ナ

デが施されている。

381 は丸底壷の底部と考えられる資料である。遺構の

南側で検出面から出土している。外面はナデが施され，

部分的には斜め方向の工具ナデが確認できる。内面は指

ナデが施されている。

382 は高坏の坏部資料である。口径 29.4cmを測る。遺

構の南西部，西北西部および竪穴建物跡 27 号から出土

している。出土位置は検出面に近いものが多い。内外面

ともに坏部上端に横方向の工具ナデを施し，その下位に

は横・斜め方向のミガキを施している。

383 は高坏の脚筒柱部資料である。遺構の北西部で，

貼床面より 10cm程度浮いた状態で出土している。外面坏

部下端は横方向のミガキが密に施されている。脚部は縦

方向のミガキが施されている。内面脚筒部上半は縦方向

のナデが，下半は縦方向の工具ナデが施されている。脚

裾部内面は横・斜め方向のミガキが施されている。

384 は高坏の脚柱部資料である。遺構の南側の２カ所

に分かれて，貼床面から 20cm程度浮いた状態や，検出面

から出土している。外面は横・斜め方向の工具ナデが，

内面は縦方向の工具ナデが施されている。

385 は高坏の脚柱部資料である。遺構の西角部付近で，

検出面から出土している。外面は縦方向のミガキが，内

面は縦・横方向のナデが施されている。

386 は坩の口縁部資料である。口径 7.7cmを測る。遺構

の南側で，貼床面より 10cm程度浮いた状態で出土してい

る。口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部は縦方向

のミガキが施されている。内面口縁部上半は横方向の工

具ナデが，下半は縦・横方向の指ナデが施されている。

387 は坩の口縁部資料である。口径 12.0cmを測る。内

外面口縁部上端に赤色顔料が塗布されている。竪穴建物

跡 27 号～ 29 号の一括取上げ資料である。外面口縁部上

端は横方向の，その下位には縦方向の非常に丁寧な工具

ナデが施されている。内面は横方向の丁寧な工具ナデが

施されている。

石器（第２－133・134 図）

石 78 は軽石製品である。遺構の南側で，貼床面から出

土している。

石 79 は敲石である。張り出し部手前にある土坑状の

凹みから出土している。上面と右側面に敲打痕が確認で

きる。

石 80 ～石 83 は棒状礫である。

石 80 は石 79 と同じく，張り出し部手前にある土坑状

の凹みから出土している。

石 81 は遺構の中心部と張り出し部手前にある土坑状

の凹みの中間付近で，貼床面から出土している。

石 82 は遺構の南西角部付近で，貼床面から出土して

いる。

石 83 は遺構の中心部付近で，貼床面から 10cm程度浮

いた状態で出土している。他の棒状礫と比較すると小型

である。
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第２-121図　西側の竪穴建物跡群
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表２-51-１　川久保遺跡Ａ地点古墳時代竪穴建物跡一覧３　西側検出竪穴建物跡群

図

番号

遺構

番号
区 検出層 形状

大きさ（ｍ） 長軸の

向き
貼床

炉跡

焼土
硬化面

張り

出し

調査時

遺構番号
備考

長軸 短軸

２-122 26 B30 Ⅴa 不明 4.0 （3.5） 不明 なし ○ なし なし SH71

２-126 27 B29･30 Ⅴa 長方形 4.5 3.8
北西－	

南東
○ ○ ○ ○ SH65 28･29号より新しい

２-126 28 BC30 Ⅴa 不明 3.4 不明 不明 ○ 不明 ○ ○ SH68
27号より古い	

29号より新しい

２-126 29 BC29･30 Ⅴa 方形 6.0 5.8
北東－	

南西
○ ○ ○ ○ SH67 28･29号より古い

２-135 30 BC31 Ⅴa 長方形 8.4 7.2 南－北 ○ ○ ○ ○ SH73･74

２-143 31 CD30 Ⅴa 方形 5.7 5.3
北北東－	

南南西
○ ○ ○ ○ SH62ほか

２-149 32 EF30･31 Ⅴa 長方形 5.1 4.4
北東－	

南西
○ ○ ○ なし SH77 33号より新しい

２-153 33 F30･31 Ⅴa 方形 6.0 5.5 南－北 ○ ○ ○ 不明 SH78 32･34号より古い

２-156 34 FG30･31 Ⅴa 長方形 6.8
4.5～	

4.8

北東－	

南西
○ なし ○ 不明 SH79 33･35より新しい

２-159 35 G30 Ⅴa 長方形 5.0 3.8 東－西 ○ ○ ○ なし SH80 34号より古い

２-162 36 F30 Ⅴa 方形 4.5 4.5 南－北 ○ ○ ○ なし SH61

２-165 37 F29･30 Ⅴa 長方形 4.8
4.1～	

4.5
東－西 ○ ○ ○ なし SH58 38号より新しい

２-165 38 F29 Ⅴa 長方形
3.6～	

4.0
3.3 南－北 ○ ○ なし 不明 SH60 39号より新しい

２-165 39 F29 Ⅴa 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 SH59 38号より古い

２-170 40 G28 Ⅴa 方形 3.5 3.5
北西－	

南東
○ なし 不明 なし SH95
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1 にぶい黄褐色土。アカホヤ火山灰土と池田降下軽石を含む。
2 暗褐色土。アカホヤ火山灰土を多く含む。
3 褐色土。アカホヤ火山灰土を多く含む。
4 黒褐色土。アカホヤ火山灰土をわずかに含む。
5 暗褐色土。炭化物をわずかに含む。アカホヤ火山灰土を少量含む。
6 焼土。
7 被熱を受けた黒褐色土。
8 暗褐色土。
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表２-51-２　川久保遺跡Ａ地点古墳時代竪穴建物跡一覧３　西側検出竪穴建物跡群

図

番号

遺構

番号
区 検出層 形状

大きさ（ｍ） 長軸の

向き
貼床

炉跡

焼土
硬化面

張り

出し

調査時

遺構番号
備考

長軸 短軸

２-173 41 G28･29 Ⅴa 長方形 4.0 3.6
北北西－南	

南東
○ ○ なし なし SH91

２-180 42 H30 Ⅴb 方形 4.7 4.6 南－北 ○ ○ ○ なし SH100

２-183 43 I30･31 Ⅴb 長方形 4.5 4.0
北東－	

南西
○ ○ ○ なし SH104

２-187 44 HI29 Ⅴa 不明 （5.0） （4.7）
北西－	

南東
○ ○ なし 不明 SH94

２-190 45 I28･29 Ⅴa 長方形 5.0 4.5 南－北 なし ○ △ なし SH93

２-193 46 IJ29 Ⅴa 長方形 4.2 3.9
北西－	

南東
なし ○ ○ ○ SH92

２-194 47 E28･29 Ⅴa 方形 3.1 3.1
北東－	

南西
○ ○ ○ なし SH55

２-197 48 CD27 Ⅴa 長方形 4.2 3.6 東－西 ○ ○ ○ ○ SH54

２-200 49 E26･27 Ⅴa 方形 3.8 3.8
北西－	

南東
○ ○ ○ ○ SH49



第２-123図　竪穴建物跡26号　土坑・柱穴(断面)　遺物出土状況
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0 1m

（1/40）

A’A

B
’

B

柱穴　暗褐色土

その他土器

土器336・335・332・333

土器338

土器337

土器334
土器331

炭化物

L=34.700m

L=34.700m

A A’

B’B

調査区外

P5

P1 P3P2

P4

土坑3 土坑4

L=34.600m L=34.600m L=34.600mL=34.300m

L=34.700m L=34.700m

a a’ a a’a a’a a’

a a’ a a’

L=34.600m

a a’
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第２―124 図　竪穴建物跡 26 号　出土遺物
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第２―125 図　竪穴建物跡 26 号　出土遺物

341

342

石 71
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表２-52 竪穴建物跡26号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

124

331 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 25.6 ―
工具ナデ

ナデ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙
石・黒・小

332 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

333 甕 口縁部－胴部 ― ― 18.8 ―
工具ナデ

ミガキ・ナデ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・角・白・

黒・小

334 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 32.2 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい赤褐

内:にぶい赤褐
白・黒・小

335 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ―
工具ナデ

ナデ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

336 高坏 脚部 ― ― ― 9.4
ナデ	

ミガキ

ナデ	

ミガキ

外:橙	

内:橙
石・長・黒

337 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

石・白・	

ほか

338 手づくね 完形 ― 2.9 4.8 ― 指押さえ 指押さえ
外:明赤褐	

内:明赤褐
石・輝・白

339 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 23.0	 ― ナデ ナデ
外:にぶい黄褐	

内:橙
橙粒

340 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 30.2	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐	

内:にぶい橙

石・輝・白・

小

２

｜

125

341 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 27.0	 ―
工具ナデ	

ナデ

工具ナデ	

ナデ

外:橙	

内:橙

石・白・黒・

小

342 甕・壷 胴部－底部 ― 19.6 ― 8.0	
工具ナデ	

ミガキ・ナデ
ナデ

外:橙	

内:にぶい橙

石・小・	

ほか

表２-53  竪穴建物跡26号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２―125 石71 棒状礫 完形 20.4 8.2 7.4 1809.0	 流紋岩



第２-126図　竪穴建物跡27号～29号　平面
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第２-128図　竪穴建物跡27号～29号　遺物出土状況(平面）
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第２―130 図　竪穴建物跡 27 号　出土遺物（土器）
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第２―131 図　竪穴建物跡 28 号　出土遺物（土器）
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第２―132 図　竪穴建物跡 29 号　出土遺物（土器）
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石 72

石 73

石 75 石 76 石 77

石 74

第２―133 図　竪穴建物跡 27 号 ・28 号　出土遺物（石器）
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石 78 石 79

石 80 石 81 石 82

石 83

第２―134 図　竪穴建物跡 29 号　出土遺物（石器）



− 216 −

表２-54  竪穴建物跡27号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

130

343 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.2 ―
工具ナデ

ナデ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

344 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ナデ

外:にぶい褐

内:にぶい褐
白

345 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ケズリ

外:にぶい褐

内:にぶい橙
白・小

346 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 30.8 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・黒・

小

347 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― ― 11.0 工具ナデ
指ナデ

工具ナデ

外:にぶい褐

内:にぶい褐
石・小

348 ○ 壷 肩部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

349 ○ 鉢 完形 ― 6.1 7.3 2.7 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:橙
石・長・白

350 ○ 高坏 坏部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:明赤褐

内:明赤褐
石・長・白

351 ○ 坩 口縁部 ― ― 7.2	 ―
工具ナデ	

ミガキ

工具ナデ	

ミガキ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙
小・白・黒

352 ○ 坩 口縁部 ― ― 8.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙
白

353 甕・壷 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙
石・白・小

354 甕・鉢 胴部－底部 ― ― ― 6.0
ミガキ

工具ナデ
指ナデ

外:明赤褐

内:明赤褐

石・白・黒・

小

355 高坏 完形 ― 13.3 16.5 9.8 ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:明赤褐

内:明赤褐

石・白・黒・

ほか

356 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ
指ナデ

工具ナデ

外:浅黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

357 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:明赤褐

内:橙
白

表２-55  竪穴建物跡28号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

131

358 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 31.4 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:褐

内:明褐
石・白・小

359 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい黄褐

内:にぶい橙
白・小

360 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 34.4 ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

361 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 26.5 ―
工具ナデ

指ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:にぶい褐

内:橙
石・小

362 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 32.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:暗褐

内:にぶい黄褐
白

363 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 27.5 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:褐

内:にぶい黄褐
石・長

364 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ―
工具ナデ

ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄褐

内:にぶい黄褐
石・長・小

365 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい褐

内:にぶい褐
黒・小

366 ○ 甕・鉢 胴部－脚部 ― ― ― 7.4 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐

内:にぶい橙
石・長・小 脚部高:0.7cm

367 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 26.0 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

368 甕・鉢 胴部－脚部 ― ― ― 8.5 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:にぶい橙

黒・小・

ほか
脚部高:1.1cm

369 手づくね 完形 ― 3.6 6.2 ― 指押さえ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙
白・小
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表２-56  竪穴建物跡29号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２
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132

370 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 30.2 ―
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:黄褐

石・小・

ほか

371 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.6 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい褐

内:橙
白・小

372 ○ 甕・壷 脚部 ― ― ― 10.0 指押さえ 工具ナデ
外:橙

内:橙
石・白・小

373 ○ 甕・壷 底部 ― ― ― 5.1 指ナデ 指ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

374 ○ 壷 胴部－底部 ― ― ― 6.9
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:赤褐

内:明赤褐
石・長・小

375 ○ 鉢 口縁部－胴部 ― ― 17.3 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙
石・輝・小

376 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 9.0
ミガキ

工具ナデ

ナデ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・小

377 ○ 坩 完形 ― 12.0 11.0 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

白・小

・ほか

378 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:黄褐

内:明褐
長・白・小

379 甕
胴部下半－脚

部
― ― ― ― 工具ナデ

工具ナデ

ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

380 甕・壷 脚部 ― ― ― 7.4 工具ナデ 指押さえ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙
石・長・小

381 壷 底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ナデ
指ナデ

外:にぶい黄褐

内:にぶい褐

石・長・黒・

小

382 高坏 坏部 ― ― 29.4 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙
白・小

383 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ
工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
白・小

384 高坏 脚柱部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・長・白・

黒

385 高坏 脚柱部 ― ― ― ― ミガキ ナデ
外:橙

内:明赤褐
白・黒

386 坩 口縁部 ― ― 7.7 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

387 坩 口縁部 ― ― 12.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:灰白

内:浅黄橙
石・白・小 赤色顔料塗布

表２-57  竪穴建物跡27号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

133

石72 ○ 砥石 破損 （8.0） 8.2 11.0 （123.0） 粘板岩

石73 砥石 完形 16.4 6.2 2.9 340.0 頁岩

表２-58  竪穴建物跡28号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

133

石74 ○ 棒状礫 完形 22.1 8.8 7.5 2060.0 砂岩

石75 棒状礫 完形 20.7 10.5 6.6 1750.0 砂岩

石76 ○ 棒状礫 完形 20.1 8.8 6.4 1710.0 砂岩

石77 棒状礫 破損 12.4 6.5 5.9 （680.0） 砂岩

表２-59  竪穴建物跡29号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

134

石78 軽石製品 破損 12.5 7.0 3.6 60.0 軽石

石79 敲石 完形 19.5 9.3 6.2 1650.0 砂岩

石80 棒状礫 完形 18.9 8.7 7.0 1390.0 ホルンフェルス

石81 棒状礫 完形 15.2 7.3 5.0 887.0 砂岩

石82 棒状礫 破損 （12.4） 6.2 4.1 （418.0） 砂岩

石83 棒状礫 完形 14.1 3.5 3.5 220.0 砂岩
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竪穴建物跡 30 号（第２－135 ～ 138 図）

竪穴建物跡 30 号はＢ・Ｃ31 区Ⅴa層で検出した。大き

さは長軸（南北軸）8.4 ｍ，短軸（東西軸）7.2 ｍを呈する。

南東角部が削平を受けており，やや歪な形状を呈してい

るが，元々は隅丸長方形状であったと考えられる。検出

面から底面までの深さは最大で約 55cmであり，遺構の中

心部と南側が深くなっている。竪穴建物跡 30 号は南北

方向に帯状に攪乱を受けており，攪乱の一部はこの底面

にまで達している。底面から 20 ～ 30cmの厚さで貼床が

形成されている。遺構の中央からは焼土と炭化物を含む

炉跡と，炉跡に切られた土坑１が検出されている。大き

さは炉跡がわずかに大きいが，ともに直径約 50cmの円形

を呈している。また，南側にも土坑２が検出されており，

長軸約 100cm，短軸約 80cmの不定形状を呈し，深さは約

20cmである。土坑２の南側の壁際は，一段高くなってお

り，わずかに外側に張り出しているようであるが，東側

半分が攪乱を受けている。硬化面は東西両壁際部分を除

き，遺構の全面に広がっている。柱穴は遺構内に４基，

遺構周辺から 17 基検出されている。遺構内からはＰ１と

Ｐ２が中央部からやや西よりの部分で検出され，Ｐ３と

Ｐ４が張り出しと考えられる部分から検出されている。

遺構の周辺から検出された柱穴は，遺構の縁辺部を取り

囲むように配置されている。Ｐ20 に関しては，削平を受

けている部分から検出されているため，元々は遺構内の

柱穴であったと考えられる。東側からは柱穴が検出され

ていないが，これも削平の影響が考えられる。

竪穴建物跡 30 号の貼床面を除去し，底面を検出した

ところで，新たに土坑が２基，柱穴が５基，そして隅丸

方形状に近い形状で巡る溝状の遺構が検出された。ま

た，土坑２の南側が一段高くなり広がることが確認され

た。土坑は中心部から２ｍ程北側の位置に土坑３，土坑

３より南南西方向に２ｍ程の位置に土坑４が検出され

ている。どちらの土坑も溝状遺構を切る形で検出されて

いる。土坑３は長軸約 100cm，短軸約 90cmの不定形状を

呈し，深さは約 20cmである。土坑４は直径約 55cmの略円

形を呈する小型の土坑であり，柱穴よりやや大きい程度

の大きさであるが，底面が広いことから土坑とした。深

さは約 10cmである。Ｐ22 は溝状遺構よりも内側，中心部

よりもやや西側の位置で検出されている。Ｐ23・Ｐ24 は

溝状遺構の中で検出されており，溝状遺構を切る形で検

出されている。Ｐ25・Ｐ26 は溝状遺構の外側で検出され

ている。Ｐ26 の断面図を見ると，２基の柱穴である可能

性が高い。貼床下から検出された柱穴はＰ23 が深さ約

55cm，Ｐ24 が深さ約 75cm，Ｐ26が深さ約 55cmと，貼床

面で検出された柱穴よりも深いものが見られる。貼床下

から検出された柱穴の埋土は全て同じ暗褐色土である。

竪穴建物跡 30 号の貼床面下で検出された溝状遺構は，

竪穴建物跡と比べると，南北軸がやや西側に傾く。形状

は北側の東西角部が隅丸方形状に，南側は角部を作ら

ず曲線的に成形されている。また，南側中央部は土坑２

によって切られ，その他，前述のとおり複数の土坑と柱

穴により遺構の一部を切られており，少なくとも土坑・

柱穴よりは古い遺構であることが分かる。また，溝内の

埋土（褐色土）は，貼床の埋土（暗褐色土）と色調が異な

り，貼床以前に埋められた，もしくは埋まったことが分

かる。

出土遺物（第２－139・140 図）

遺物は遺構内全体から出土しているが，南側から出土

している遺物の密度が，北側よりも若干濃い。貼床面か

らは口縁部が外傾する甕Ｂ類と，長胴の坩が出土してい

る。石器は土坑２内から多く出土している。

土器（第２－141 図）

388 ～ 391 はその出土状況から，竪穴建物跡 30 号に帰

属する可能性が高い土器群及び土製品である。

388 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上半

までの資料である。口径 20.7cmを測る。外面口縁部上端

は横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデが

施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工

具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。突帯下位

には横方向の工具ナデが施されているが，その上から幅

の細い工具で施された縦方向の工具ナデと，原体不明の

刻みのような痕跡，さらには指押さえが確認できる。胴

部上半には縦・斜め方向の工具ナデが施されている。内

面口縁部には横・斜め方向の工具ナデが施されている。

突帯部分付近から下位には，斜め・横方向の工具ナデが

施されている。突帯内面部分とその下位には，指押さえ

が並ぶ。

389 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。遺構の西側から南側にかけて，散在して

出土しており，一部は土坑２の埋土中からも出土してい

る。検出面近くで出土しているものもあるが，大部分は

貼床面または，底面から出土している。外面口縁部上端

は横方向の工具ナデが，口縁部には斜め・横方向の工具

ナデが施されている。突帯貼り付け部分とその上下の器

面に横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けて

いる。胴部上位には部分的に斜め方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部には縦・横・斜め方向の工具ナデ

が，突帯部分付近から下位は，横方向のナデが施されて

いる。内面突帯部分付近には指押さえが施されている。

390 は口縁部がわずかに外反する甕Ｃ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 18.6cmを測る。土坑２の底

面および埋土中から，まとまって出土している。外面口

縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されているが，口縁

部上端の工具ナデは，ハケ目に近い。突帯貼り付け部分

の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り

付けている。突帯は刻目を持たず，ハケ目に近い工具ナ
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デが施されている。胴部上位には縦方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部には横方向の工具ナデが施され

ており，口縁部下半では，その上から指押さえ，もしく

は指ナデが列状に複数回おこなわれている。指押さえの

下位の屈曲部では，ナデ調整により屈曲が作られてお

り，その際に部分的に指押さえの痕跡を切っている。胴

部上位には沈線状の痕跡が残る。

391 は長胴の坩である。底部のみ欠損している。口径

は 11.2cmを測る。土坑２の埋土中にまとまって出土し

ている一群と，遺構の中央部から南側に散在している一

群の２つのグループがあり，散在しているグループは貼

床面から浮いた状態で出土している。破片の出土状況を

細かく見ていくと，口縁部片は全て土坑２埋土中から出

土している。それに対し，底部付近の破片は全て貼床面

よりも上位で浮いた状態で出土している。また，最も大

きな約 10cm四方の胴部片１点や，次に大きな約５cm四方

の胴部片３点は全て土坑２埋土中からの出土である。外

面口縁部は横方向のミガキを施した後に，斜め方向のミ

ガキを施している。胴部は縦方向のミガキが，胴部下端

から底部にかけては横方向のミガキが施されている。内

面口縁部は横方向のミガキが施されている。胴部上半は

横・斜め方向の工具ナデを施した後に，各方向のミガキ

が施されている。胴部下半は横・斜め方向の工具ナデを

施した後に，幅１～２mm程度の短い長さの斜め方向の工

具ナデが施されている。胴部下端には横方向のミガキが

施されている。胴部下位には絞り痕と考えられる縦方向

のスジが多く確認でき，指押さえも多く，器面の凹凸が

多い。

392 ～ 398 はその出土状況から，竪穴建物跡 30 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

392 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部の資

料である。遺構の中央部付近，土器集中の西側に隣接し

て，検出面に近い位置で出土している。外面口縁部上半

には横方向の工具ナデが，口縁部下半は斜め方向のナデ

が施されている。口縁部には吹きこぼれの痕跡が残り，

口縁部上位から突帯部分まで延びている。突帯貼り付け

部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を

貼り付けている。胴部上位には斜め方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部には横方向の工具ナデが，突帯

部分付近から下位の胴部上位には，斜め方向の工具ナデ

が施されている。突帯部分には指押さえが並ぶ。

393 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。突帯は貼り付けられていない。外面全体

に煤が付着しているのが特徴である。遺構の北東側，硬

化面範囲の際で，検出面近くから出土している。外面口

縁部上端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部に

は縦・斜め方向の工具ナデが施されており，口縁部と胴

部の境に工具原体を打ち込むことにより，屈曲部を形成

している。胴部上位には斜め・縦方向の工具ナデが施さ

れているが，一部には幅の狭い斜め方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部は横・斜め方向の単位幅が不明

瞭なナデが施されている。胴部には外面と同じ原体で施

されたと考えられる斜め・横方向の工具ナデが施されて

いる。その後，口縁部と胴部の境や，胴部の一部に指押

さえを多く行っている。口縁部と胴部の境の指押さえは

列状に並ぶ。

394 は甕の口縁部から胴部下位までの資料である。口

径 16.5cmを測る。土坑２の北側，395 の西側で貼床面よ

り 15cm程度浮いた状態でまとまって出土している。外面

口縁部上半は横方向の工具ナデが施されている。部分的

には指押さえが施されている。口縁部下半は縦方向の工

具ナデが施されている。胴部上位にも縦方向の工具ナデ

が施されており，こちらは頸部で工具を止めることによ

り，口縁部と胴部の境を明確に作り出している。胴部中

位は横方向の工具ナデを施した後に，縦方向のミガキを

施している。内面口縁部は横方向の工具ナデを施した後

に，斜め方向の工具ナデを部分的に施している。胴部は

横方向の工具ナデを施した後に，斜め方向のミガキを施

している。

395 は口縁部が大きく外反する鉢の口縁部から胴部の

資料である。胴部下位のミガキの方向から見て，脚部付

近まで残存していると考えられる。土坑２の北側で貼床

面より 10cm程度浮いた状態でまとまって出土している。

内外面ともに丁寧な工具ナデ，またはミガキが施され

ている。器面の平滑具合から見て，全面ミガキと捉えて

良いと考えられる。口縁部付近ではミガキの幅がやや狭

く，胴部に向かうにつれ，やや幅広となっていく。内面

のミガキは，ほぼ横方向で揃っている。

396 は高坏である。脚端部が欠損している以外は器形

を復元できる個体である。脚部はエンタシス状を呈して

いる。口径 14.0cmを測る。外面坏部上端は横方向の工具

ナデが，坏部は横・斜め方向の工具ナデが，頸部は横方

向の工具ナデが施されている。脚筒部には縦方向のミガ

キを施した後に，縦・斜め方向の工具ナデを施している。

脚裾部には縦・斜め方向の工具ナデが施されている。内

面口縁部上位には横方向の工具ナデ，口縁部中位には

縦・斜め方向の工具ナデ，口縁部下位には横方向の工具

ナデが施されている。脚筒部内面は縦・斜め方向の工具

ナデの後に，部分的に幅２mm程度の工具ナデを縦・斜め

方向に施している。脚裾部内面は横方向の工具ナデが施

されている。

397 は完形に復元できた坩である。底部は平坦部を持

ち、口径 8.8cm，底径 2.8cm，器高 9.0cmを測る。南側の

張り出し部と，北東角部付近に離れた状態で出土してい

る。出土位置はどちらも貼床面より 10cm程度浮いた状
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態で出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナデ

が，口縁部は縦方向のミガキが施されている。頸部には

幅１～２mm程度の工具ナデもしくはミガキが施されてい

る。胴部上半には縦方向のミガキが，胴部下半には横方

向のミガキが，底部には縦・横方向のミガキが施されて

いる。内面は全体的に横・斜め方向の工具ナデが施され

ている。底部中央は凹み，わずかに工具ナデの痕跡が確

認できる。

398 は完形に復元できた坩である。口径 7.8cm，器高

6.8cmを測る。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが，胴

部は縦方向の工具ナデが，胴部下端は横方向の工具ナデ

が施されている。底部は横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部上端は斜め方向の工具ナデが，口

縁部から胴部上位にかけては，横・斜め方向の工具ナデ

が施されている。胴部上位までの工具ナデは工具の凹凸

が明瞭に確認できる。胴部中程から下位は，斜め方向の

工具ナデが施されており，部分的には指押さえが施され

ている。胴部中程から下位の工具ナデは単位幅が不明瞭

であり，凹凸もはっきりしない。

石器（第２－142 図）

石 84 は砥石である。柱穴Ｐ２の西側で，貼床面から出

土している。表裏両面と左側面に使用痕が残り，部分的

には使用痕も確認できる。

石 85 と石 86 は軽石製品である。石 85 は東壁の立ち

上がり部分で，底面から出土している。石 86 は使用によ

る平坦面を持つ。土坑２の底面から出土している。石 87

～石 90 は棒状礫である。石 87 は土坑２の埋土中から出

土している。石 88 は土坑２の東側に隣接して，底面から

出土している。石 89 は張り出し部の西側で，底面から出

土している。石 90 は土坑２の埋土中から出土している。

石 91 は礫である。南側の張り出し部分で埋土中から出

土している。

竪穴建物跡 31 号（第２－143･144 図）

竪穴建物跡 31 号はＣ・Ｄ30 区Ⅴa層で検出した。検出

時はその平面形状から３基程度の竪穴建物跡の重なりを

想定して調査を実施したが，調査の結果，複雑な形状を

呈する１基の竪穴建物跡であることが確認された。長軸

（東西軸）約 5.7 ｍ，短軸（南北軸）約 5.3 ｍを呈し，西側・

南側・南東角部に張り出しを持つ。検出面から底面まで

の深さは 40 ～ 60cmである。貼床は底面から５～ 20cmの

厚さで，ほぼ水平に形成されている。遺構の中央部には

焼土を伴う土坑が貼床面で検出されており，炉跡と考え

られる。直径約 45cmの円形を呈し，深さは約８cm，焼土

は底面から約４cmの厚さが焼土で，その上に炭化物を含

む黒褐色土が堆積している。炉跡の東西両側には大型

の柱穴が２基，貼床面で検出されている。Ｐ１は直径約

75cmの略円形を呈し，深さ約 35cm，最小径約 15cmであ

る。Ｐ２は直径約 75cmの略円形を呈し，深さ約 45cm，最

小径約 15cmである。

遺構内からは５基の柱穴が確認されている。炉跡の北

側にはＰ３・Ｐ４が，Ｐ１の南西にＰ５，北壁に付近にＰ６，

東壁付近にＰ７が検出されている。遺構外からは２基の

柱穴が確認されており，ともに南東角部付近で検出され

ている。硬化面の広がりは不明であるが，土層断面図か

らは２基の大型の柱穴の北側と，南東部の張り出し部分

で硬化面が検出されていることが分かる。

竪穴建物跡 31 号の貼床の埋土はアカホヤ火山灰土（黄

褐色土）の混ざる暗褐色土と，その硬化面で構成されて

おり，その下位には部分的にアカホヤ火山灰土の堆積が

見られる。しかしながら、南東角部の張り出し部分のみ

は，貼床の下位に黒褐色土が堆積している。調査時は，

この埋土の違いと竪穴建物跡 31 号の平面形状の複雑さ

から，増築の可能性も考えられたが，この黒褐色土の上

位にも周辺と同じように貼床面が形成されていることか

ら，時期を隔てた増築の可能性は低い。貼床面よりも上

位の埋土の堆積状況はレンズ状堆積を示しており，竪穴

建物跡 31 号は，自然堆積により埋まったと考えられる。

出土遺物（第２－145 図）

遺物は遺構内全体に散在して出土している状況であ

り，遺物の集中等は見られない。復元できる土器の出土

はなく，遺物の大きさも小さい。そのような中で，流れ

込みではあるが匙型土製品が１点出土している。

土器・土製品（第２－146 図）

399・400 はその出土状況から，竪穴建物跡 31 号に帰

属する可能性が高い土器群及び土製品である。

399 は口縁部が外傾する甕Ｄ類の口縁部資料である。

遺構の北壁中央部付近で，貼床面から出土している。外

面口縁部上半は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが，

口縁部下半は斜め方向の工具ナデが施されている。突帯

貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後

に，突帯を貼り付けている。内面口縁部上半は横方向の

単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。口縁部下半

以下は斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されて

いる。内面口縁部には指押さえが多く施されている。

400 は甕の胴部下半から脚部までの資料である。底径

6.8cm，脚部高 1.5cmを測る。遺構の中央部から南西部に

かけて散在して，貼床面から出土している。外面は縦方

向の工具ナデが施され，脚部には指押さえが施されてい

る。内面胴部は横・縦方向の工具ナデが施されている。

脚部内面には指押さえが施されている。

401 ～ 403 はその出土状況から，竪穴建物跡 31 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

401 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 39.6cmを測る。竪穴建物跡 31 号出
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土一括資料である。外面口縁部上半は横方向の工具ナデ

が，口縁部下半は縦方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが

施されている。突帯直下は横方向の工具ナデが，胴部上

位には縦方向，その下位には横方向の単位幅が不明瞭な

工具ナデが施されている。

402 は匙型土製品である。遺構の東壁中央部付近で，

検出面直下で出土している。

403 は円盤形土製品である。遺構内一括取上げ資料で

ある。

石器（第２－146 図）

石 92 ～石 94 は棒状礫である。３点ともに遺構内出土

一括資料である。

装飾品（第２－146）

竪穴建物跡 31 号からは勾玉が１点出土している。遺

構埋土中出土であり，流れ込みと考えられる。

装９は長さ 1.1.5cm，幅 0.78cm，厚さ 0.3cmを測り，重

量は 0.2 ｇを量る。蛇紋岩製であり，明オリーブ灰色の

色調を呈する。穿孔部に玉擦れ痕が残る。

炭化種子（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 31 号では，貼床面から１点の炭化種子（パ

レオ・ラボNo.2019-38）を取り上げている。この炭化種

子について種実同定を行ったところ，コナラ属破片と同

定された。表面が滑らかで皺もないため，イチイガシ以

外のコナラ属アカガシ亜属の可能性が考えられている。

竪穴建物跡 32 号～ 35 号（第２－147 図）

竪穴建物跡 32 号・33 号・34 号・35 号の４基の竪穴建

物跡は，南北に連なる形で重複して，Ｅ・Ｆ・Ｇ30・31

区から検出されている。北側から順に 32 号・33 号・34

号・35 号の順に並んでおり，建物の向きは 32 号・34 号

が長軸を北東－南西方向に向けており，33 号・35 号が

長軸を南北方向もしくは東西方向に向けている。切り合

いは竪穴建物跡 32 号が 33 号を切っており，33 号と 34

号の境界は，攪乱などの影響によりはっきりとはしない

が，34 号の硬化面の広がり方や土層断面から見ると，34

号が 33 号を切っている。34 号と 35 号の境界もはっきり

とはしないが，土層断面で見ると，34 号が 35 号を切っ

ており，竪穴建物跡 33 号・35 号が古く，32 号・34 号が

新しいということになる。33号・35号の新旧関係，32号・

34 号の新旧関係は不明であるが，建物の長軸が同じ方向

を向くことから，同時期である可能性も考えられる。全

体的にこれらの建物跡は，遺構の東側に広く攪乱の影響

を受けている。

竪穴建物跡 32 号（第２－149 図）

竪穴建物跡 32 号はＥ・Ｆ30・31 区から検出した。大き

さは長軸（北東－南西軸）5.1 ｍ，短軸（北西－南東軸）

4.4 ｍを呈し，遺構の南角部分が竪穴建物跡 33 号を切っ

ている。遺構の東角部が大きく攪乱の影響を受けている

が，隅丸長方形状を呈していると考えられる。張り出し

は検出されていない。検出面から底面までの深さは最大

で約 65cmであり，底面から約 30cmの厚さで貼床が形成

されている。遺構の中央部には土坑と炉跡が隣接して検

出されている。土坑は長軸約 80cm，短軸約 60cmの楕円形

状を呈し，貼床面からの深さは約 50cmである。位置から

考えて，中央柱穴の可能性も考えられる。炉跡は土坑に

隣接し，直径約 50cmの土坑に隣接する部分が直線的にな

る歪な円形状を呈している。深さは約５cmと浅く，焼土

は土坑とはわずかに距離をおいて堆積している。硬化面

は遺構の北角部に広く広がり，南西壁側は一部に硬化面

が方形状に突出するのみで，約１ｍ程度の幅で硬化面が

ない範囲が広がる。また南東壁側も，一部に硬化面が突

出しているが，約 70cmの幅で硬化面のない範囲が広がっ

ている。柱穴は遺構内に７基検出されており，硬化面範

囲内の中央部付近に１基，北側に４基，遺構の西側の硬

化面範囲のすぐ外側の際に２基となっている。

出土遺物（第２－148・150 図）

遺物は遺構の全体から出土しており，極端な偏りは見

られない。遺構北東部の硬化面直上からは，ある程度の

量の遺物が集中して出土している状況が見られた。

土器（第２－151 図）

404 ～ 411 はその出土状況から，竪穴建物跡 32 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

404 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口縁部は胴部と比較してわずかに肥

厚している。口径 29.4cmを測る。遺構北東部の土器が集

中して出土した範囲の硬化面上面（貼床面）から出土し

ている。外面口縁部は横方向の工具ナデが施されてい

る。胴部上位から中位にかけては斜め・横方向の丁寧な

指ナデが施されている。胴部下位は縦方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部上半は横・斜め方向の工具ナ

デが施されている。口縁部下半から底面にかけては斜め

方向の丁寧な指ナデが施されている。

405 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 44.0cmを測る。遺構北東部

の土器が集中して出土した範囲の硬化面上面（貼床面）

から出土している。外面口縁部上半は横方向の工具ナデ

が，口縁部下半は斜め方向の指ナデが施されている。胴

部は斜め方向の指ナデが施されている。内面は斜め方向

の工具ナデが施されている。口縁部上端には斜め方向の

工具ナデに先行して横方向の工具ナデが施されており，

部分的に残存している。突帯内面部分には指押さえが施

されている。

406 は高坏の坏部から脚部の資料である。遺構の北側

で貼床面から出土している。外面坏部下端は横・斜め方

向のミガキが施されている。屈曲部には横方向の工具ナ
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デが施されている。脚筒部には縦方向のミガキが，脚裾

部には縦方向の工具ナデが施されている。内面坏部底面

には横方向のミガキが施されている。脚部内面には縦方

向の工具ナデが施されている。

407 は高坏の脚部資料である。遺構の南側にまとまっ

て，硬化面上面（貼床面）から出土している。外面脚筒部

上半は縦方向のミガキが施されている。下半にはナデを

施した後に縦方向のミガキが施されている。脚筒部内面

上半は斜め方向のナデが，下半は横方向の工具ナデが施

されている。

408 は高坏の脚部資料である。遺構の中心部で，炉跡

および土坑の周辺から散在して，硬化面上面（貼床面）か

ら出土している。内外面ともに縦方向の工具ナデが施さ

れている。

409 は高坏の脚部資料である。遺構北東部の土器が集

中して出土した範囲の硬化面上面（貼床面）から出土し

ている。外面は幅３mm程度の縦方向の工具ナデが，内面

は縦方向のナデが施されている。

410 は坩の口縁部から胴部中位までの資料である。口

径 8.9cmを測る。遺構北東部の土器が集中して出土した

範囲の硬化面上面（貼床面）から出土している。外面口

縁部上半は横方向のミガキが，下半は斜め方向のミガキ

が施されている。胴部上位は斜め方向のミガキが，胴部

中位は斜め・横方向のミガキが施されている。内面口縁

部上半は縦方向の，下半は横方向のミガキが施されてい

る。胴部上位は横・斜め方向のミガキが，胴部中位は斜

め方向のナデが施されている。

411 は，その出土状況から，竪穴建物跡 32 号廃絶後に

廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群である。

411 は口縁部から胴部上位の資料である。口径 20.3cm

を測る。遺構の西角部で，検出面から出土している。外

面口縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されている。突

帯貼り付け部分の器面には，指押さえを施した後に突帯

を貼り付けている。胴部には横方向の工具ナデが施され

ている。

石器（第２－152 図）

石 95 は砥石である。上面および右側が破損している

が，その部分を除き，最大長 25.7cm，最大幅 14.6cm，最

大厚 1.1cmを測り，重量は 670gを量る。北壁付近で貼床

面から出土している。薄い板状の砂岩製であり，表裏両

面を砥石として使用しており，擦痕が残る。表面の一部

には敲打痕も確認できる。さらに左側面の一部にも使用

痕が確認できる。

石 96 は磨敲石である。遺構の南東壁面から出土して

いる。表面に擦痕と左側面に擦痕があり，また左側面に

は敲打痕も確認できる。

石 97 は磨敲石である。遺構の北東壁付近で，硬化面上

面（貼床面）から出土している。表面と上面の一部に擦

痕，上面と下面に敲打痕が見られる。

石96と石97は，ともに貼床面からの出土であるため，

古墳時代の遺物として掲載した。

石 98 は棒状礫である。表面から上面，そして裏面にか

けては擦痕も確認できる。遺構北東部の土器が集中して

出土した範囲の硬化面上面（貼床面）から出土している。

石 99 は棒状礫である。北壁付近で貼床面から出土し

ている。

炭化材（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 32 号では３点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 32 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１点

の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を

実施した。しかしながら，分析の結果２σ暦年代範囲で

768calBC-536calBD（95.4%）となったため，この資料は縄

文時代の炭化物の流れ込みと判断した。樹種はマツ属複

維管束亜属であった。

竪穴建物跡 33 号（第２－153 図）

竪穴建物跡 33 号はＦ30・31 区から検出した。大きさ

は長軸（南北軸）6.0 ｍ，短軸（東西軸）5.5 ｍを呈し，遺

構の北側を竪穴建物跡 32 号に，南側を竪穴建物跡 34 号

に大きく切られている。東側に大きく攪乱の影響を受け

ているが，隅丸方形状を呈していると考えられる。張り

出しは検出されていないが，南側を大きく竪穴建物跡 34

号に切られているため，張り出しの有無は不明である。

検出面から底面までの深さは約 10cmと非常に浅いが，こ

れは竪穴建物跡 33 号が周囲の遺構よりも深く攪乱の影

響を受けていたことに起因し，本来の建物の底面の深さ

は竪穴建物跡 34 号や 35 号とあまり変わらないと考えら

れる。底面から約５cmの厚さで貼床が形成されている。

遺構の中央には長軸約 80cm，短軸約 35cm，深さ約 10cm

の楕円形状の炉跡が検出されている。硬化面は炉跡の南

側に，東西約３ｍ，南北約 1.5 ｍの狭い範囲に広がって

いる。竪穴建物跡 33 号は，竪穴建物跡 34 号に切られて

いる可能性が高く，硬化面の範囲の南側の際が竪穴建物

跡 33 号の残存範囲と考えられる。柱穴は遺構内に４基

検出されており，硬化面範囲内に２基，遺構の北側に２

基である。竪穴建物跡 34 号との境界部分には，炭化物が

集中して出土する範囲が広がり，その部分の底面は，両

側の竪穴建物跡の底面よりも深い。また，両側の硬化面

を切るような形で形成されているため，竪穴建物跡 34

号よりも後に造られた土坑である可能性も考えられる。

出土遺物（第２-148・154 図）

遺物は遺構の全体から出土しているが，北側半分から

の出土量がやや少ない。
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土器（第２-155 図）

413・414 はその出土状況から，竪穴建物跡 33 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

413 は頸部がわずかにくびれ，口縁部が直行して立ち

上がるが，口縁部上端でわずかに外傾する，甕Ｃ類の口

縁部から脚部上端部までの資料である。口径 28.8 ㎝を

測る。遺構の中央部と西壁の中間付近に集中して，貼床

面や検出面から出土している。

414 は高坏の脚部資料である。炉跡の北側で貼床面か

ら出土している。外面は横方向の工具ナデを施した後

に，横・斜め方向のミガキを施している。内面は縦方向

の工具ナデを施している。

415 ～ 417 はその出土状況から，竪穴建物跡 33 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

415 は口縁部が内傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 31.4cmを測る。遺構の中央部と西壁

の中間付近で，検出面から出土している。口縁部は斜め

方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器

面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付け

ている。胴部は縦方向の工具ナデが施されている。

416 は幅広突帯を持つ壷の胴部資料である。遺構の南

西部で検出面から出土している。内外面に横方向の工具

ナデを施している。

417 は高坏の坏部下位から脚部の資料である。遺構の

西壁付近で，検出面から出土している。外面坏部下端は

ミガキが施されている。脚部は横・斜め方向の工具ナデ

を施した後に，部分的に縦方向のミガキが施されてい

る。坏部内面はミガキが施されている。脚部内面は縦方

向のケズリを行った後に，斜め方向のミガキを施して

いる。

石器（第２－155 図）

石 100 は棒状礫である。炉跡のすぐ北側で貼床面から

出土している。胴部の中央に幅２～３cmの擦痕が一周

巡っており，紐状のものを巻いて使用していた使用痕で

ある可能性が考えられる。

石 101 は棒状礫である。柱穴Ｐ３の上面で出土して

いる。

石 102 は棒状礫である。柱穴Ｐ３の東側で検出面直下

から出土している。使用痕は確認できないが，鉄片の付

着が２か所で確認できる。

竪穴建物跡 34 号（第２－156 図）

竪穴建物跡 34 号はＦ・Ｇ30・31 区から検出した。大き

さは長軸（北東－南西軸）約 6.8 ｍ，短軸（北西－南東軸）

4.5 ～ 4.8 ｍ程度を呈すると考えられるが，東側に大き

く攪乱の影響を受け、南北を隣接した竪穴建物跡 33 号・

35 号と切り合っており，遺構の際がはっきりしないた

め，張り出しの有無は不明だが，形状は長方形を呈する

と考えられる。検出面から底面までの深さは，最大で約

40cmであり，底面から約 15cmの厚さで貼床が形成されて

いる。土坑・炉跡は検出されていない。切り合う４基の

竪穴建物跡のなかで炉跡が検出されていないのは，竪穴

建物跡 34 号のみであり，建物の中央部は撹乱の影響を

ほぼ受けていないため，炉跡は元々存在していなかった

可能性が高い。硬化面は遺構の中央部から南西側へ大き

く広がっていることは確認できるが，攪乱を受けている

北東側は不明である。柱穴は遺構内の硬化面範囲内に３

基，南角部付近から１基検出されている。

出土遺物（第２－148・157 図）

遺物は遺構内全体から出土している。

土器（第２－158 図）

418 ～ 424 はその出土状況から，竪穴建物跡 34 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

418 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。遺構の北側で貼床面から検出面まで

で出土している。外面口縁部上半は横方向の単位幅が不

明瞭な工具ナデが，下半は縦方向の工具ナデが施されて

いる。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを

施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は縦方向の工

具ナデが施されている。

419 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 33.4cmを測る。遺構の北側で貼床面

から出土している。外面口縁部は横・斜め方向の工具ナ

デを施している。突帯下位には横方向の工具ナデが，胴

部には縦方向の指ナデが施されている。突帯部分の上下

には指押さえが巡る。内面口縁部は横方向の工具ナデが

施されている。胴部上端は斜め方向の工具ナデが，その

下位には横方向の指ナデが施されている。突帯内面部分

には横方向の指ナデが施されている。

420 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 26.8cmを測る。遺構の中心部からや

や南側の位置で，貼床面から出土している。外面口縁部

は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。

突帯下位には横方向の指ナデが施されている。胴部には

幅６mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。内面口

縁部は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されてい

る。胴部には縦・斜め方向の工具ナデおよび，縦方向の

指ナデが施されている。口縁部と突帯内面部分には指押

さえが並ぶ。

421 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 32.0cmを測る。遺構の中心部とその

南北で，貼床面から出土している。外面口縁部は横・斜

め方向の工具ナデが施されている。胴部上位は横方向の

工具ナデを施した後に，斜め方向の工具ナデと，縦・斜

め方向のミガキが施されている。内面は横方向お工具ナ
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デが施されており，突帯内面部分には間隔を空けて指押

さえが並ぶ。

422 は甕の胴部下位から脚部である。底径 9.4cm，脚部

高 1.8cmを測る。遺構の東側および南東部で，貼床面か

ら出土している。外面胴部は器面の剥落が激しいが，部

分的に工具ナデが確認できる。脚部は斜め方向の工具ナ

デが施されている。内面胴部は縦方向の指ナデが施され

ている。脚部内面は横方向の工具ナデが施されている。

423 は丸底甕もしくは壷の肩部から底部の資料であ

る。長胴の土器であり，残存部のみで器高は 33.8cmを測

る。遺構南東部の土器が集中して出土した範囲の貼床面

から出土している。外面胴部は斜め方向の工具ナデを施

した後に，幅５～６mmの縦方向の工具ナデを施してい

る。底部付近は斜め方向の工具ナデが施されている。内

面胴部は横・斜め方向の工具ナデが，底面付近は斜め方

向の工具ナデが施されている。	

424 は高坏の脚部資料である。遺構の南側で貼床面か

ら出土している。内外面ともに縦方向の工具ナデが施さ

れている。

425・426 は竪穴建物跡 33 号と 34 号の境界部分の炭化

物集中箇所の底面から出土した土器群である。

425 は高坏の脚部資料である。外面は縦方向のミガキ

が，内面は縦方向の指ナデと工具ナデが施されている。

426 は坩の胴部から底部の資料である。外面は斜め・

横方向のミガキが施されている。内面口縁部下端は横方

向の工具ナデが，胴部は横方向の指ナデが施され，部分

的には斜め方向の工具ナデが施されている。

石器（第２－158 図）

石 103 は棒状礫である。竪穴建物跡 33 号と 34 号の境

界部分の炭化物集中箇所の底面から出土している。

竪穴建物跡 35 号（第２－159 図）

竪穴建物跡 35 号はＧ30・31 区から検出した。大きさ

は長軸（東西軸）5.0 ｍ，短軸（南北軸）3.8 ｍを呈し，遺

構の北側を竪穴建物跡 34 号に切られている。遺構の東

側から南側にかけて部分的に攪乱の影響を受けている

が，周囲の３基の竪穴建物跡と比べると，攪乱の影響は

少ない。隅丸長方形状を呈し，北側を竪穴建物跡 34 号に

切られているため，張り出しの有無は不明である。検出

面から底面までの深さは最大で約 30cmであり，底面から

約５～ 10cmの厚さで貼床が形成されている。　遺構の中

央部には，長軸（南北軸）約 85cm，短軸（東西軸）約 60cm，

貼床面からの深さ約 10cmの楕円形状の炉跡が検出され

ている。硬化面は炉跡の周囲に南北に約３ｍ，東西にも

約３ｍの幅で不定形状に広がっており，竪穴建物跡 34

号に切られている北側は詳細不明であるが，東西方向で

は壁まで達せず，幅 70cm程度で硬化面の無い範囲が広が

る。南側でも一部では壁付近まで硬化面が広がるが，南

西部では１ｍ程度の幅で硬化面のない範囲が確認でき

る。柱穴は遺構内に３基，いずれも硬化面の範囲外で検

出されている。

出土遺物（第２－148・160 図）

遺物は遺構内全体から出土しているが，炉跡の南側で

やや多く出土している。また南壁付近では出土量が少

ない。

土器（第２－161 図）

428 はその出土状況から，竪穴建物跡 35 号に帰属する

可能性が高い土器である。外傾しつつ立ち上がる口縁部

が，口縁部上端で直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 25.7cmを測る。炉跡の南側およ

び北西側で出土しているが，南側で出土した一群が貼床

面で出土しているのに対し，北西部で出土している一群

は検出面で出土しているため，土器の原位置は炉跡の南

側であると考えられる。外面は横方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁

部以下は斜め方向の工具ナデが施されている。

429 ～ 431 は，その出土状況から，竪穴建物跡 35 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

429 は高坏の脚部である。遺構埋土中一括取上げ遺物

である。

430 は完形に復元できた鉢である。口径 23.0cm，底径

9.8cm，器高 13.1cmを測る。遺構埋土中一括取上げ資料

である。外面口縁部は横方向の工具ナデが，胴部は斜め

方向の工具ナデが施されており，口縁部と胴部の境目で

は，その工具ナデの上から縦方向の指ナデが施されてお

り，工具ナデがナデ消されている。胴部では工具ナデの

上からミガキが疎に施されている。胴部下端から脚部に

かけては，横方向の工具ナデを施した後に，脚部上位で

は斜め方向の指ナデが施されており，工具ナデがナデ消

されている。

431 は坩の胴部から底部の資料である。炉跡の南側で

貼床面よりもわずかに浮いた状態で，遺構の南東部で検

出面から出土している。外面は横・斜め方向のミガキ

が施されている。内面は横方向の工具ナデが施されて

いる。

竪穴建物跡 36 号（第２－162 図）

竪穴建物跡 36 号はＦ30 区Ⅴa層から検出した。大き

さ・形状は１辺が約 4.5 ｍの隅丸方形状を呈する。検出

面から底面までの深さは約 56cmであり，底面から 20 ～

25cm程度の厚さで貼床面が形成されている。遺構の周縁

部には検出面から約 35cmの深さで，一段高い底面が形成

され，貼床面はこの一段高い底面と同じ高さに形成され

ている。遺構の中央部には長軸約 52cm，短軸約 46cm，深

さ約 10cmの底面に焼土をともなう土坑が検出されてお
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り，炉跡と考えられる。遺構の中央部からやや南西の位

置には，長軸約 52cm，短軸約 44cm、深さ約８cmの浅い土

坑を検出しており，土坑の埋土は炉跡の埋土と類似して

いる。遺構の南側には楕円形の凹みが掘られている。硬

化面は貼床面の上面が硬化しており，硬さ以外は貼床面

と同じ埋土である。遺構の南側から西側にかけて，やや

広めに広がっている。柱穴は貼床面の四隅に近い位置に

４基検出されている。張り出しは持たない。

出土遺物（第２－163 図）

遺物は遺構全体から出土しているが，周縁部からの出

土はやや密度が薄い状況である。

土器（第２－164 図）

432 ～ 434 はその出土状況から，竪穴建物跡 36 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

432 は完形に復元できた口縁部が外傾する甕Ｂ類であ

る。口径 32.6cm，底径 9.1cm，器高 34.5cm，脚部高 2.5cm

を測る。遺構の中央部から南側にかけて貼床面から出土

している。外面口縁部から胴部上端にかけては横方向の

工具ナデが施されている。胴部には横・縦方向の指ナデ

や，斜め方向の工具ナデを施した後に，幅３～４mm程度

の縦方向の工具ナデが施されており，一部は光沢を持ち

ミガキ調整となっている。脚部は横方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部から胴部上端にかけては横・斜

め方向の工具ナデが施されている。胴部には縦方向の工

具ナデを施した後に，幅３mm程度の縦方向の工具ナデが

施されている。外面と同じくこちらも一部は光沢を持

ち，ミガキ調整となっている。脚部内面は指ナデが施さ

れている。

433 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 21.3cmを測る。遺構の南東部で

貼床面および検出面から出土している。外面は器面の剥

落が激しく，また器面に煤および炭化物が多く付着して

いるため，器面調整が不鮮明な箇所がある。外面口縁部

上端は横方向の工具ナデが，口縁部は横・斜め方向の工

具ナデが施されている。胴部は斜め方向のナデが施され

ている。内面口縁部上位は横方向の工具ナデが施されて

いる。口縁部中位以下は横方向のナデが施されている。

突帯内面部分には指押さえが並ぶ。

434 は完形に復元できた口縁部が外傾する甕Ｂ類であ

る。口径 31.0cm，底径 8.8cm，器高 31.4cm，脚部高 2.1cm

を測る。貼床面出土遺物である。外面口縁部は凹凸が明

瞭な丁寧な横方向の工具ナデが施されている。口縁部と

胴部の境目には縦方向の工具ナデを打ち込み，段差を設

けることで，くびれを作り出している。この縦方向の工

具ナデの上部は斜め方向の工具ナデによりナデ消されて

いる。胴部は縦・斜め方向の丁寧な工具ナデが施されて

おり，部分的には光沢を持つ。脚部は縦方向の工具ナデ

を施した後に，横方向の工具ナデが施されている。内面

口縁部は凹凸が明瞭な横方向の工具ナデが施されてお

り，その上から指ナデが施されている。胴部上位は斜め

方向の工具ナデが，胴部中位から下位にかけては斜め・

縦方向のハケ目が施されている。胴部下位ではハケ目の

上から，幅１～２mm程の縦方向のミガキが施されてい

る。内面胴部中位から下位にかけては，部分的に摩滅・

摩耗が著しい箇所が見られる。脚部内面は横方向の工具

ナデが施されている。

434 は全体的に煤が付着しており，この付着炭化物の

放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったところ

（第３分冊自然科学分析参照），確率の高い２σ暦年校正

年代で 241calAD-357calAD（91.6%）となった。おおよそ

３世紀中頃～４世紀中頃の値である。

435 ～ 439 はその出土状況から，竪穴建物跡 36 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

435 は甕の胴部資料である。遺構南側の凹みの上面で

出土している。外面胴部中位は縦方向のハケ目が，胴部

下位は縦・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部と

脚部の境目には横方向の指ナデが施されており，指押さ

えも施されている。内面胴部中位は斜め方向のハケ目

が，胴部下位は斜め方向の工具ナデが施されている。底

面は指押さえが多く施されている。

436 は壷の口縁部から頸部の資料である。口径 14.0cm

を測る。遺構の中心部よりやや南東側で，貼床面から５

cm程度浮いた状態で出土している。外面口唇部はナデが

施されている。口縁部は横方向の工具ナデを施した後

に，口縁部上半は横方向の指ナデが，下半は縦方向の工

具ナデが施されている。頸部には斜め方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデを施した後に，斜め方向のミガキを疎

に施している。内面は横方向の工具ナデが施されている

が，頸部は器面の剥落が著しい。

437 は鉢の口縁部から胴部中位の資料である。口径

23.7cmを測る。遺構埋土中一括取上げ資料である。外面

口縁部は横方向の工具ナデが施されている。胴部には斜

め方向の工具ナデを施した後に，幅５～７mm程度の斜め

方向の工具ナデを疎に施している。内面口縁部は横方向

の工具ナデを施している。胴部には横・斜め方向の工具

ナデを施した後に，部分的に幅４～５mm程度の斜め方向

の工具ナデを施している。

438 は甕または壷の胴部から底部の資料である。土坑

とその西側で埋土中および検出面から出土している。外

面は縦・斜め方向のミガキが施されている。内面胴部

中位は斜め方向のミガキが，下位は指ナデが施されて

いる。

439 は完形に復元できた鉢である。口径 24.5cm，底径

6.6cm，器高 14.4cmを測る。遺構の中央部よりやや南側

の位置で，貼床面から約 20cm浮いた状態で出土してい
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る。外面口縁部上端は横方向の工具ナデが，胴部は斜め

方向の工具ナデが，脚部は横方向の工具ナデが施されて

いる。脚端部は摩滅しており，調整が不明である。胴部

と脚部の境目には指押さえが巡る。内面口縁部上端は横

方向の工具ナデが施されている。口縁部から胴部中位に

かけては，横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施した

後に，口縁部には斜め方向の工具ナデを間隔を空けて施

している。胴部中位以下には丁寧な斜め方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデを施した後に，指ナデを施している。

脚部内面には丁寧な斜め方向の指ナデと横方向の工具ナ

デが施されている。

石器（第２－164 図）

石 104 は軽石製品である。遺構の北壁中央部付近で貼

床面から出土している。表裏面に溝状の抉りが確認で

きる。

炭化物ほか

竪穴建物跡 36 号の埋土については，洗い出しを行っ

たが，炭化種子等は検出されなかった



第２-135図　竪穴建物跡30号　貼床面
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第２-136図　竪穴建物跡30号　底面
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第２-138図　竪穴建物跡30号　柱穴埋土分類
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表２-60　竪穴建物跡30号柱穴観察表

番号 埋土 平面形状 径 最小径 深さ 番号 埋土 平面形状 径 最小径 深さ

P1 暗褐色土 略楕円形 30-25 15 10 P14 にぶい黄褐色土 略円形 30 8 20

P2 暗褐色土 略楕円形 25-20 15 18 P15 暗褐色土 略楕円形 28-25 10 8

P3 にぶい黄褐色土 略円形 20 5 25 P16 暗褐色土 略円形 30 15 12

P4 黒褐色土 略楕円形 35-30 12 40 P17 にぶい黄褐色土 略楕円形 30-23 12 8

P5 暗褐色土 略円形 30 10 45 P18 暗褐色土 略楕円形 25-18 10 10

P6 暗褐色土 略楕円形 35-30 8 20 P19 暗褐色土 略円形 25 8 20

P7 にぶい黄褐色土 略円形 25 5 30 P20 黒褐色土 略楕円形 22-18 12 8

P8 暗褐色土 略円形 20 8 30 P21 暗褐色土 略円形 25 15 20

P9 暗褐色土 略楕円形 28-23 12 25 P22 暗褐色土 不定形 55-35 10 30

P10 褐色土 略楕円形 28-23 12 10 P23 暗褐色土 略円形 30 20 55

P11 暗褐色土 略楕円形 30-25 8 15 P24 暗褐色土 略円形 40 15 75

P12 暗褐色土 略楕円形 28-23 12 25 P25 暗褐色土 略円形 25 15 8

P13 暗褐色土 略楕円形 33-30 6 20 P26 暗褐色土 略楕円形 40-25 10 55



第２-139図　竪穴建物跡30号　遺物出土状況(平面)
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第２―141 図　竪穴建物跡 30 号　出土遺物（土器）
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第２―142 図　竪穴建物跡 30 号　出土遺物（石器）
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表２-61  竪穴建物跡30号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

141

388 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 20.7 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

389 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

390 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 18.6 ― 工具ナデ
工具ナデ

ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・黒・

ほか

391 ○ 坩 口縁部－胴部 ― ― 11.2 ― ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

392 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― ― ―
工具ナデ

ナデ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・黒・小・

ほか

393 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― ― ― 工具ナデ
ナデ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

394 甕 口縁部－胴部 ― ― 16.5 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:黄橙

内:浅黄橙

石・長・白・

ほか

395 鉢 口縁部－胴部 ― ― 24.5 ― ミガキ ミガキ
外:明赤褐

内:明赤褐

石・白・小・

ほか

396 高坏 坏部－脚部 ― ― 14.0 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

397 坩 完形 ― 9.0 8.8 2.8
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:浅黄橙

内:橙
石・白・黒

398 坩 完形 ― 6.8 7.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:黄橙

内:黄橙

石・輝・黒・

小

表２-62  竪穴建物跡30号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

142

石84 ○ 砥石 破損 （13.5） 5.8 3.0 （450.0） 砂岩

石85 ○ 軽石製品 完形 15.8 10.3 4.4 130.0 軽石

石86 ○ 軽石製品 破損 10.3 5.0 4.1 30.0 軽石

石87 ○ 棒状礫 完形 18.0 9.2 7.2 1630.0 ホルンフェルス

石88 ○ 棒状礫 完形 17.9 8.9 6.5 1460.0 ホルンフェルス

石89 ○ 棒状礫 完形 16.3 7.8 5.7 980.0 ホルンフェルス

石90 ○ 棒状礫 完形 18.0 9.1 7.0 1470.0 ホルンフェルス

石91 礫 完形 13.0 12.2 5.1 1051.0 砂岩



第２-143図　竪穴建物跡31号
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第２-144図　竪穴建物跡31号　炉跡・土坑・柱穴　

①

②
③ ④ ⑤

⑤

⑥

⑤

⑤

⑤

⑤

（1/50）

柱穴等埋土
① 黒褐色土。1㎝以下の炭化物を少量、5㎜以下の池田降下軽石を少量含む。
② 明褐色土。焼土。
③ 埋土②にⅤx層が混ざる。
④ 暗褐色土にアカホヤ火山灰土が少量混在する。黒褐色土の硬化ブロックをわずかに含む。5㎜以下の池田降下軽石を少量含む。
⑤ 暗褐色土。
⑥ 褐色土。

竪穴建物跡埋土
1 暗褐色土。ややしまりあり。アカホヤ火山灰土、池田降下軽石が少量まざる。
2 にぶい黄褐色土。Ⅴx層がまざる。
3 暗褐色土。アカホヤ火山灰土が少量、池田降下軽石が多量にまざる。
4 暗褐色土。アカホヤ火山灰土が多量、池田降下軽石が少量まざる。
5 暗褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
6 暗褐色土。硬化面。
7 暗褐色土。アカホヤ火山灰土と黒褐色の1～2㎝大のブロックが多くまざる。
8 明褐色土。黒褐色土が少量まざる。
9 明褐色土。灰黄褐色土が少量まざる。
10 黒褐色土。
11 にぶい黄褐色土。Ⅴx層がまざる。

P2 P3

L=34.500m

a

P1

a’

P5P4 P6 P7

炉跡 土坑2

L=34.500m

a a’

L=34.500m

a a’

L=34.500m

a a’

L=34.500m

a a’

L=34.500m

a a’

L=34.500m

a a’

L=34.600m

a a’

L=34.700m

a a’
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表２-63  竪穴建物跡31号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

146

399 ○ 甕 口縁部 Ｄ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:浅黄橙

石・輝・小・

ほか

400 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 6.8 工具ナデ 工具ナデ
外:明黄褐

内:にぶい橙
石・白 脚部高:1.5cm

401 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 39.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:明褐

石・白・小・

ほか

402 土製品 ― ― ― ― ―
ミガキ

ナデ
ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小
匙型土製品

403 土製品 完形 ― ― ― ― 工具ナデ ナデ
外:にぶい褐

内:にぶい褐

石・長・輝・

白・小
円盤形土製品

表２-64  竪穴建物跡31号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

146

石92 棒状礫 完形 19.5 10.5 6.2 1850.0 ホルンフェルス

石93 棒状礫 完形 14.1 7.4 7.2 1190.0 砂岩

石94 棒状礫 完形 16.3 6.4 6.8 1003.0 ホルンフェルス



第２-145図　竪穴建物跡31号　遺物出土状況
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第２―146 図　竪穴建物跡 31 号　出土遺物（土器 ・土製品 ・石器 ・装飾品）

399
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402 写真

403

石 92 石 93 石 94

装 9
装 9 403

399・400・401・402

石 92・石 93・石 94
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第２-149図　竪穴建物跡32号
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第２-150図　竪穴建物跡32号　遺物出土状況
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第２―151 図　竪穴建物跡 32 号　出土遺物（土器）
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第２―152 図　竪穴建物跡 32 号出土遺物（石器）

石 99

石 96石 95

石 98

石 97



− 246 −

表２-65  竪穴建物跡32号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

151

404 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 29.4 ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:赤褐

内:赤褐

石・白・小

405 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 44.0 ―
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:にぶい褐

内:にぶい褐

石・白・黒・

小

406 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・長・白・

黒・小

407 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
ミガキ

ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

408 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・長・輝・

白・黒

409 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

410 ○ 坩 口縁部－胴部 ― ― 8.9 ― ミガキ
ミガキ

ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

411 甕 口縁部－胴部 ― ― 20.3 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

表２-66  竪穴建物跡32号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

152

石95 ○ 砥石 完形 25.7 14.6 1.1 670.0 砂岩

石96 ○ 磨敲石 完形 12.0 7.8 5.2 621.0 凝灰岩

石97 ○ 磨敲石 完形 10.8 5.1 4.6 378.0 砂岩

石98 ○ 棒状礫 完形 17.0 8.7 7.9 1920.0 砂岩

石99 ○ 棒状礫 完形 21.5 9.2 6.7 1950.0 流紋岩

※412欠番



第２-153図　竪穴建物跡33号
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第２-154図　竪穴建物跡33号　遺物出土状況
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第２―155 図　竪穴建物跡 33 号　出土遺物（土器 ・石器）
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第２-156図　竪穴建物跡34号
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第２-157図　竪穴建物跡34号　遺物出土状況
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第２―158 図　竪穴建物跡 34 号　出土遺物（土器 ・石器）
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表２-67  竪穴建物跡33号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

155

413 ○ 甕 完形 Ｃ 37.0 29.2 7.4
工具ナデ	

ミガキ

工具ナデ	

ミガキ

外:黒褐	

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒・小

414 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・長・白・

黒

415 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.4 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

416 壷 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

417 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

表２-68  竪穴建物跡34号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

158

418 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 28.6	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい赤褐

内:にぶい褐

石・白・黒・

小

419 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 33.4	 ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい黄褐

内:にぶい黄褐

石・白・黒・

ほか

420 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 26.8	 ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:灰褐

石・白・黒・

小

421 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 32.0	 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小

422 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.4	 工具ナデ
指ナデ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:黄褐

石・輝・白・

黒・小
脚部高:1.8cm

423 ○ 丸底甕・壷 肩部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:淡橙

内:淡橙

石・白・小・

ほか

424 ○ 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

425 高坏 脚部 ― ― ― ― ミガキ
工具ナデ

指ナデ

外:灰黄褐

内:にぶい黄褐

石・白・黒・

小
炭化物集中箇所出土

426 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ
工具ナデ

指ナデ

外:明赤褐

内:橙

石・輝・白・

黒・小
炭化物集中箇所出土

表２-69  竪穴建物跡33号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

155

石100 ○ 棒状礫 完形 19.9 10.6 8.0 1910.0 ホルンフェルス

石101 ○ 棒状礫 完形 17.6 9.5 6.0 1439.0 ホルンフェルス

石102 棒状礫 完形 22.5 9.9 7.3 1760.0 ホルンフェルス 鉄片付着

表２-70  竪穴建物跡34号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２―158 石103 棒状礫 完形 19.5 10.3 6.1 1510.0 ホルンフェルス 炭化物集中箇所出土
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第２-159図　竪穴建物跡35号
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第２-160図　竪穴建物跡35号　遺物出土状況

429

588

428

428

428

428

428

428

429

431

431

431

L=34.900mA A’

A

L=34.900mF F’

F

F’

A
'

竪穴建物跡34号

竪穴建物跡35号

（1/50）

土器428

土器429

その他土器

鉄滓

土器431



− 256 −

第２―161 図　竪穴建物跡 35 号　出土遺物（土器）

表２-71  竪穴建物跡35号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

161

428 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.7	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・長・白・

小

429 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ ナデ
外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・黒・小・

ほか

430 鉢 完形 ― 13.1 23 9.8
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい黄褐

内:橙

石・輝・黒・

白・小

431 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・長・輝・

黒

428

429

430

431



第２-162図　竪穴建物跡36号
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第２-163図　竪穴建物跡36号　遺物出土状況
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表２-72  竪穴建物跡36号出土土器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種
部位

（欠損部位）
分類

器高
（cm）

口径
（cm）

底径
（cm）

外面
調整

内面
調整

色調 胎土 備考

２
｜
164

432 ○ 甕 完形 Ｂ 34.5 32.6 9.1
工具ナデ
ミガキ

工具ナデ
ミガキ

外:赤褐
内:赤褐

石・輝・白・
黒・小

脚部高:2.5cm

433 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 21.3 ―
工具ナデ
ナデ

工具ナデ
ナデ

外:にぶい橙
内:にぶい橙

石・白・黒・
ほか

434 ○ 甕 完形 Ｂ 31.4 31.0 8.8 工具ナデ
工具ナデ

ハケ目・ミガキ
外:にぶい褐
内:にぶい褐

白・小・
ほか

脚部高:1.9cm

435 甕 胴部 ― ― ― ―
ハケ目
工具ナデ

ハケ目
工具ナデ

外:橙
内:橙

石・長・白・
黒

436 壷 口縁部－頸部 ― ― 14.0 ―
工具ナデ・ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙
内:橙

石・白・小・
ほか

437 鉢 口縁部－胴部 ― ― 23.7 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙
内:橙

石・白・黒・
小

438 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ
ミガキ
指ナデ

外:橙
内:明赤褐

石・長・白・
黒・小

439 鉢 完形 ― 14.4 24.5 6.6 工具ナデ
工具ナデ
指ナデ

外:明赤褐
内:にぶい橙

石・白・小・
ほか

表２-73  竪穴建物跡36号出土石器

図
番号

遺物
番号

床
面

器種 残存状況
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

重量
(g)

石材 備考

２―164 石104 ○ 軽石製品 完形 10.8	 8.7	 3.8	 83.0	 軽石
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第２―164 図　竪穴建物跡 36 号　出土遺物（土器 ・石器）

432

434

433
435

436

437

438

439

石 104



− 260 −

竪穴建物跡 37 号（第２－165・166 図）

竪穴建物跡 37 号はＦ 29 区Ⅴa層から検出した。東側

と南側で竪穴建物跡 38 号を，東側で竪穴建物跡 39 号を

切っている。大きさは長軸（東西軸）約 4.8 ｍ，短軸（南

北軸）4.1 ～ 4.5 ｍ程度の隅丸長方形を呈する。検出面

から底面までの深さは 25 ～ 35cm程度であるが，一部で

は底面を掘り下げずマウンド上に残す箇所も見られる。

底面から６～ 18cmの厚さで貼床面が形成されているが，

マウンド状の部分は直上に硬化面が形成されている。遺

構中央部には焼土をともなう土坑が検出されており，炉

跡と考えられるが，その炉跡は土坑１に切られており，

土坑１は土坑に２に切られた状態で検出されている。土

坑２の北西側には炭化物が集中して出土している。硬化

面は炉跡の周囲に検出されているが，特に北側と南西側

に広がっている。南側には土坑３・土坑４が検出されて

いる。柱穴は遺構内の四隅に１基ずつの計４基検出され

ている。

出土遺物（第２－167・168 図）

竪穴建物跡 37 号は遺構の残りも良く，検出面から貼

床面までの深さも 15cm以上あるが，遺物の出土量は少な

く，貼床面で出土している遺物も少ない状況である。

土器（第２－169 図）

440 はその出土状況から，竪穴建物跡 37 号に帰属する

可能性が高い土器である。器種不明の精製土器の口縁部

である。遺構の南東側で貼床面から出土している。内外

面ともに横方向の工具ナデが施されている。

441 ～ 446 はその出土状況から，竪穴建物跡 37 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

441 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの 441－１と，胴部下位から脚部の 441－２である。

口径 20.4cm，底径 6.9cm，脚部高 3.1cmを測る。遺構の東

側で検出面から出土している。

441－１の口唇部から外面口縁部上端は，横方向の工

具ナデが施されている。口縁部から胴部上位にかけて

は，縦方向の工具ナデが施されている。胴部は縦方向の

単位幅が不明瞭な工具ナデを施した後に，縦方向の幅１

mm程度の沈線を施している。沈線の先端部は「Ｕ」字状，

または「Ｖ」字状に施されている。施文は粗く，部分的に

はナデ消されている。内面口縁部上位は横方向の工具

ナデが，中位は斜め方向の工具ナデが，下位は斜め方向

の指ナデが施されている。胴部上位には斜め方向の工具

ナデが施されており，その下位には斜め方向の工具ナデ

を施した後に，外面と同様の縦方向の沈線を施している

が，施文は外面よりも粗く，部分的には横方向の沈線が

乱雑に施されている。また，多くがナデ消されている。

441－２の外面胴部下位は縦方向の工具ナデが，脚部

は横方向の工具ナデが施されている。内面胴部は横方向

の指ナデが施されている。内面脚部は縦・横方向の工具

ナデが施されている。

442 は口縁部資料である。遺構の北東部で検出面直下

から出土している。外面口縁部は横方向の工具ナデが施

されている。突帯は指押さえが施されている。内面口縁

部上半は横方向の工具ナデが，口縁部下位以下には横方

向の指ナデが施されている。

443 は口縁部資料である。口縁端部は欠損している。

柱穴Ｐ１の上位，検出面で出土している。外面口縁部は

斜め方向のナデが施されている。突帯の上下には横方向

の工具ナデが施されている。内面口縁部には斜め方向の

指ナデが施されており，突帯内面部分には指押さえが

並ぶ。

444 は甕の胴部中位から脚部の資料である。底径

9.6cm，脚部高 4.6cmを測る。遺構の中央部，東壁中央部

付近，南東角部で，貼床面から約 10cm浮いた状態およ

び，検出面から出土している。外面胴部は縦方向のハケ

目が施されている。胴部下端から脚部にかけては，横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面胴部中位には

横方向の工具ナデが，胴部下位には縦方向の指ナデが施

されている。脚部内面上半には指ナデが，下半には横方

向の工具ナデが施されている。

445 は甕の胴部下位の資料である。遺構の東側で，貼

床面から約 10cm浮いた状態および，検出面直下から出土

している。外面は摩滅が著しいが，縦方向の粗い工具ナ

デが施されている。内面は斜め方向の指ナデが施されて

おり，部分的に工具ナデも確認できる。

446 は壷もしくは坩の胴部から底部の資料である。底

面は平坦面を持ち、底径は 4.9cmを測る。外面は工具ナ

デを施した後に，指ナデを施しており，部分的に工具ナ

デが残る。内面は指ナデが施され，指押さえも施されて

いる。部分的には斜め方向の工具痕が確認できる。

石器（第２－169 図）

石 105 は敲石である。遺構の北東角部付近で貼床面か

ら出土している。上面と下面に敲打痕が確認できる。

石 106 は棒状礫である。土坑３から出土している。

竪穴建物跡 38 号（第２－165・166 図）

竪穴建物跡 38 号はＦ29・30 区から検出した。遺構の

中央部より東側の多くを竪穴建物跡 37 号に切られてお

り，遺構の北側では竪穴建物跡 39 号を切っている。東側

を竪穴建物跡 37 号に切られているが，南西の角部はか

ろうじて残存しており，長軸（東北東－西南西軸）3.6 ～

4.0 ｍ程度，短軸約 3.3 ｍの歪な長方形を呈している。

建物の軸はわずかに東側に傾いている。検出面から底面

までの深さは約 30cmであり，底面から約 10cmの厚さで

貼床面が形成されている。平面図では確認できないが，

断面図を見ると，遺構の東側は底面がそのまま壁で立ち
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上がるが，北側では一段高い底面を形成しており，貼床

面は一段高い底面と同じ高さに成形されている。遺構の

中心部には大部分を竪穴建物跡 37 号に切られているが，

直径約 90cm，深さ約 10cmの焼土をともなう土坑が検出

されており，炉跡と考えられる。遺構の北側には，こち

らも竪穴建物跡 37 号に切られているが，幅 40cm以上，

深さ約 14cmの土坑が検出されている。硬化面は検出され

ていない。柱穴は遺構内に２基検出されている。

出土遺物（第２－167・168 図）

遺物の出土量は少なく，特に土器は小片のみの出土で

あった。石器は３点出土しているが，全て流れ込みと考

えられる。

石器（第２－169 図）

石 107 は軽石製品である。遺構の東側で検出面から出

土している。下部に加工もしくは使用した平坦面が確認

できる。

石 108 は磨敲石である。遺構の南東角部で検出面から

出土している。表裏面に擦痕および，敲打痕が確認でき

るが，裏面の敲打痕は縁辺部のみである。

石 109 は礫である。柱穴Ｐ２付近で検出面から出土し

ている。表面の一部にわずかながら擦痕が確認できる。

竪穴建物跡 39 号（第２－165・166 図）

竪穴建物跡 39 号はＦ29 区Ⅴa層から検出した。竪穴建

物跡 37 号・38 号に遺構の大部分を切られているため，

詳細は不明である。また，後世の土坑２基にも遺構の北

東角部を切られている。検出面から底面までの深さは約

25cmで，底面から約７cmの厚さで貼床面が形成されてい

る。貼床面からは柱穴が１基検出されている。遺物の出

土は土器の小破片３点のみであった。

竪穴建物跡 40 号（２－170 図）

竪穴建物跡 40 号はＧ28 区Ⅴa層から検出した。遺構の

上部はかなり削平されており，検出面から底面までの深

さは５～ 10cm程度である。大きさ・形状は１辺が約 3.5

ｍの隅丸方形状を呈し，軸は北西－南東軸に傾く。遺構

の中央部は地山がマウンド状に盛り上がるため，検出面

直下で底面が検出されている。遺構の中央部には土坑が

２基検出されている。土坑１は長軸約0.5ｍ，短軸約0.4

ｍの楕円形を呈し，深さは約 15cmである。埋土中には炭

化物が少量含まれていたが，焼土は確認されておらず，

炉跡と認定するには至らなかった。土坑２は土坑１に隣

接して検出されており，土層を見ると，土坑１に切られ

ている可能性が高い。土坑１と土坑２は検出された位置

から，竪穴建物跡 40 号に付属する遺構であると考えら

れる。土坑は埋土１に掘り込まれているため，埋土１は

貼床の埋土であると考えられる。硬化面・張り出しは検

出されていない。

出土遺物（第２－171 図）

遺構の上部は激しく削平されており，遺構埋土中から

の遺物の出土は確認されていない。遺物はすべて検出面

で取上げられたものである。

土器（第２－172 図）

447 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

8.6cm，脚部高 2.2cmを測る。東壁中央部に近い位置で検

出面から出土している。外面胴部下位は斜め方向のナデ

が施されている。胴部下端から脚部にかけては横方向の

工具ナデが施されている。内面胴部は摩滅が著しい。斜

め方向のナデが施されている。脚部内面は横方向の工具

ナデが施されており，脚端部ではその上から指押さえが

巡る。

448 は壷の頸部から胴部中位までの資料である。南壁

中央部付近で検出面から出土している。外面頸部には

横・縦方向の工具ナデが，肩部には縦方向の工具ナデが

施されている。胴部には横・斜め方向の工具ナデを施し

た後に，部分的に縦方向のミガキを施している。内面頸

部は横方向の工具ナデが，胴部には斜め方向の指ナデが

施されている。

竪穴建物跡 41 号（第２－173 図）

竪穴建物跡 41 号はＧ28・29 区から検出した。遺構の

上部は現代の溝などで数カ所削平されているが影響は少

ない。長軸（北北西－南南東軸）約 4.0 ｍ，短軸約 3.6 ｍ

の隅丸長方形を呈する。検出面から底面までの深さは 30

～ 40cmであり，底面から 10 ～ 20cmの厚さで，埋土が平

坦に堆積しているため，その面（埋土３・５上面）が貼床

面と考えられる。遺構の中央部には長軸約 0.9 ｍ，短軸

約 0.8 ｍ，深さ約 10cmの楕円形の炉跡が検出されてい

る。炉跡の底面には，炭化物を多く含む明赤褐色土が堆

積しており，その上位にも炭化物を多く含む暗褐色土が

堆積している。柱穴は炉跡を囲むように４基検出されて

いる。４基は同程度の大きさとの深さの柱穴である。柱

穴は底面で検出されているが，記録では「埋土３を掘り

下げている途中で，土色の違いが確認できた」とあるこ

とから，貼床面から掘り込まれていた可能性が考えられ

る。硬化面は確認されていない。

竪穴建物跡 41 号の土層断面を見ると，まず，隅丸長方

形の形状に 40cm以上の深さで掘り込み，その後，中央か

らやや南よりに長軸約 2.0 ｍ，短軸約 1.4 ｍの楕円形の

マウンドをⅤa層のアカホヤ火山灰土及び，そのブロッ

クを主体とする黄褐色砂質土（埋土５）で形成している。

炉跡はそのマウンド部分に掘り込まれている。また，平

面図には記録がなかったが，南側壁際と西側の一部にも

埋土５は確認でき，特に南側の埋土５の堆積状況をみる

と，南側に土坑が掘られていた可能性も考えられる。中

央部のマウンドの周囲は，ほぼ同じ高さで暗褐色土（埋
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土３）が充填されており，貼床面を形成している。埋土

３は東側で１段高く形成されている様相も見られる。

竪穴建物跡 41 号の埋土の堆積状況を見ると，埋土２

は自然堆積と考えられるが，埋土１中には多量の土器片

が出土しており，その出土状況から，遺構が自然堆積で

埋まる課程の凹み部分に土器を廃棄したか，土坑を掘

り，そこに土器を廃棄したと考えられる。

出土遺物（第２－174 ～ 176 図）

遺物は遺構中央部と東壁の間に集中して出土してい

る。そのほとんどが貼床面よりも上位に浮いた状態で出

土しており，竪穴建物跡 41 号絶後に廃棄，もしくは流れ

込んだ土器であると考えられる。

土器・土製品（第２－177・178 図）

449 ～ 451・453・459 はその出土状況から，竪穴建物跡

41 号に帰属する可能性が高い土器群である。

449 は口縁部がほぼ直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部

下位までの資料である。その破片の多くが遺構中央部と

東壁の間で，貼床面や検出面から出土している。外面口

縁部は横方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付け

部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯を

貼り付けている。胴部上位は横方向の工具ナデが，胴部

中位から下位にかけては縦方向の工具ナデが施されて

いる。内面は口縁部から胴部中位まで横方向の工具ナデ

が，胴部下位は斜め・縦方向の工具ナデが施されている。

450 は完形に復元できた口縁部がわずかに内湾する甕

Ｄ類である。口径 29.6cm，底径 9.6cm，器高 35.5cm，脚

部高 0.5cmを測る。脚部は平底の甕の底部側面に貼り付

けられている。遺構中央部から東壁にかけて，貼床面か

ら検出面までで出土している。外面口縁部は横方向の工

具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横

方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。

胴部上位は横・斜め方向の工具ナデが，胴部中位から下

位は斜め・縦方向の工具ナデが施されている。脚部は指

押さえが密に施されている。内面は横・斜め方向の工具

ナデが施されている。口縁部上位，底面付近と内面脚端

部には指押さえが施されてている。

451 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

11.5cmを測り，脚部内面中央天井部分は張り出し，脚部

高は 2.7cmを測る。遺構の中央部と西壁の中間付近で，

貼床面から出土している。外面は斜め・横方向の工具ナ

デが施されている。内面胴部下位は斜め方向の工具ナデ

が施されており，底面付近には指押さえが多く施されて

ている。脚部内面は横方向の指ナデと横方向の工具ナデ

が施されており，指押さえが並ぶ。内面胴部下位には直

径６mm程度の鉄片が付着している。

453 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 22.0cmを測る。突帯は施されていな

い。遺構の中央部と柱穴Ｐ２の北側で，貼床面及び貼床

面から 10 ～ 20cm程度浮いた状態で出土している。外面

口縁部から胴部にかけては横方向の工具ナデが施されて

おり，口縁部と胴部の境目には斜め方向の短い長さの工

具ナデが施されている。内面口縁部上位は横方向の工具

ナデが，口縁部中位から胴部にかけては，斜め方向の工

具ナデが施されている。口縁部と胴部の境目には指押さ

えが並ぶ。

459 は口縁端部が欠損した甕である。口縁部はわずか

に外傾しているが，口縁端部の形状は不明である。底径

10.1cm，脚部高 2.6cmを測る。主として遺構中央部付近

から東壁中央付近にかけて分布しているが，南側でも出

土が見られる。出土位置は貼床面と検出面直下に二分さ

れる。外面口縁部は斜め方向の工具ナデが施されてい

る。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施

した後に，突帯を貼り付けている。胴部上位は斜め方向

の工具ナデが，胴部中位から下位にかけては縦方向の工

具ナデが，脚部には横方向の工具ナデが施されている。

胴部と脚部の境目には指押さえが多く施されている。内

面は斜め方向の指ナデが施されており，部分的に斜め方

向の工具ナデが確認できる。脚部内面には横方向の工具

ナデが施されている。胴部下端には指押さえが巡る。

以下の土器群はその出土状況から，竪穴建物跡 41 号

廃絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群

である。

452 は完形に復元できた甕である。口径 14.5cm，底径

5.7cm，器高 16.0cm，脚部高 0.9cmを測る。突帯は施され

ていない。遺構の中央部と東壁中央部の中間付近で，検

出面に近い位置などから集中して出土している。内外面

ともにミガキが主体的に施されているが，外面脚部は斜

め方向の工具ナデが施されており，脚端部には指押さえ

が巡る。内面底面付近と，脚部内面は斜め方向の工具ナ

デが施されており，脚端部には外面と同じく指押さえが

巡る。

454 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 34.2cmを測る。遺構中央部と東壁の

中間付近と，東壁に隣接した位置で，検出面などから出

土している。外面口縁部上位は横方向の工具ナデが，中

位から下位にかけては斜め方向の単位幅が不明瞭な工具

ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方

向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴

部には斜め方向の工具ナデが施されている。内面は横方

向の工具ナデが施されており，口縁部下半から胴部上位

にかけては，指押さえが列状に並ぶ。

455 は口縁端部が外傾する甕Ｄ類の口縁部から胴部上

位の資料である。炉跡のすぐ東側と，東壁に近い位置で

検出面直下から出土している。外面口縁部位は横方向の

ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方

向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴
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部は斜め・横方向の工具ナデが施されている。内面は横

方向の指ナデが施されている。口縁部上位と突帯内面部

分には指押さえが並ぶ。

456 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｄ類の口縁部から

胴部中位までの資料である。口径 31.6cmを測る。突帯は

施されていない。器壁の厚さが５～６mm程度である。炉

跡の南側から炉跡と東壁の中間付近にかけて，検出面や

検出面直下から出土している。外面口縁部は横方向の工

具ナデが施されている。胴部は横方向の工具ナデを施し

た後に，縦・斜め方向の工具ナデを施している。内面口

縁部は横・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部は

斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。

457 は完形に復元できた口縁部が直行する甕Ｄ類であ

る。口径 24.5cm，底径 9.6cm，器高 23.0cmを測る。脚部

内面天井中央部は張り出し、脚部高は 1.6cmを測る。炉

跡のすぐ西側から遺構中央部と東壁の中間付近にかけ

て，検出面や貼床面から浮いた状態で出土している。外

面口縁部は横方向の工具ナデが，胴部は斜め・縦方向の

工具ナデが施されている。胴部下端は縦方向の短い長さ

の工具ナデが施されている。脚部は縦方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部は横・斜め方向の工具ナデが

施されている。胴部は斜め方向の指ナデが施されている

が，部分的には斜め方向のハケ目や工具ナデが確認でき

る。底面付近には指押さえが巡る。脚部内面下端には横

方向の工具ナデが施されており，その上から指押さえが

巡る。

458 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。遺構中央部付近から，遺構中央部と

東壁の中間付近にかけて，貼床面から 10 ～ 20cm程度浮

いた状態で出土している。外面口縁部は横方向の工具ナ

デが，胴部上端は横方向の工具ナデが，胴部は斜め方向

の指ナデが施されている。内面口縁部上端は横方向の工

具ナデが，口縁部は横方向の指ナデが施されている。胴

部は各方向の工具ナデが施されている。口縁部から胴部

まで指押さえが施されているが，突帯内面部分は指押さ

えが密に巡り，胴部には間隔を空けて，指押さえが３列

並ぶ。

460 は甕の胴部中位から脚部までの資料である。底径

9.5cm，脚部高 1.5cmを測る。主として遺構中央部付近か

ら東壁中央付近にかけて出土しており、検出面や貼床面

から浮いた状態で出土している。外面胴部は幅５～６mm

程度の縦方向の丁寧な工具ナデが施されている。脚部は

横方向の工具ナデが施されている。内面胴部中位は横・

斜め方向の工具ナデが，胴部下位は斜め方向の工具ナデ

を施した後に，縦方向の指ナデが施されている。脚部内

面は横方向の工具ナデが施されている。

461 は甕の胴部下位から脚部までの資料である。底径

8.2cmを測り，脚部内面天井中央部分はやや張り出し，脚

部高は 1.8cmを測る。炉跡の北東側で貼床面から 10cm以

上浮いた状態で出土している。外面胴部は幅３mm程度の

縦・斜め方向の工具ナデが施されている。この工具ナデ

はミガキに類似するが光沢を持たない。脚部には斜め・

横方向の工具ナデを施した後に，胴部と同じ工具で縦・

斜め方向の工具ナデを部分的に施している。内面胴部は

外面胴部と同じ工具を用いて，縦方向の工具ナデを施し

ている。脚部内面は横方向の工具ナデと斜め方向のミガ

キが施されている。

462 は丸底甕の口縁部から胴部下位までの資料であ

る。口径 14.4cm，器高 17.5cmを測る。東壁中央部に近い

位置で検出面から出土している。口唇部から外面口縁部

上端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部は斜め

方向のミガキが，胴部上位は横方向のミガキが，胴部中

位から下位にかけては縦・斜め方向のミガキが，底部は

横方向のミガキが施されている。内面口縁部は横方向の

工具ナデが施されている。胴部は横・斜め方向の工具ナ

デが施されており，底部付近には指押さえが並ぶ。

463 は壷の底部資料である。底径 4.0cmを測る。遺構中

央部と柱穴Ｐ２の中間付近で，貼床面から 10cm程度浮い

た状態で出土している。外面は幅４mm程度の縦方向の工

具ナデが，内面は縦・横方向の工具ナデが施されている。

464 は完形に復元できた鉢である。底部は平底を呈す

る。口径 18.7cm，底径 5.4cm，器高 11.3cmを測る。遺構

中央部と東壁の中間付近で，貼床面より５cm程度浮いた

状態で出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナ

デが，胴部は縦方向の工具ナデが，底部は横方向の工具

ナデが施されている。内面口縁部上端も，外面と同じく

横方向の工具ナデが施されているが，その後，部分的に

は斜め方向の工具ナデを施している。胴部上半は斜め方

向の工具ナデが，胴部下半は横・斜め方向の工具ナデが

施されている。内面の工具ナデは全体的に調整の単位幅

が不明瞭であるが，胴部下位にはこの工具ナデの後に，

横・斜め方向の単位幅が明瞭な工具ナデが部分的に施さ

れている。

465 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の中央部付近

と東壁の中間付近から東壁付近にかけて，貼床面より

10cm以上浮いた状態で出土している。外面は横方向の工

具ナデを施した後に，縦方向のミガキを施している。坏

部内面はミガキが施されている。脚部内面は縦方向の指

ナデや横・縦方向の工具ナデが施されている。

466 は高坏の脚柱部の資料である。遺構の中心部より

やや南東側で，貼床面から 10 ～ 20cm程度浮いた状態で

出土している。外面坏部と胴部の境目は横方向の工具ナ

デが施されている。脚柱部は縦方向の指ナデが施されて

いる。脚柱部下端は横方向の工具ナデが施されている。

脚筒部内面は上位から中位にかけては縦方向の工具ナデ

が，下位は横方向の工具ナデが施されている。
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467 は高坏の脚柱部の資料である。遺構埋土中一括取

上げ資料である。外面は縦方向の工具ナデが，内面は横・

斜め方向の工具ナデが施されている。

468 は円盤形土製品である。遺構埋土中一括取上げ遺

物である。

石器（第２－179 図）

石 110 は磨敲石である。遺構の中央部付近で，貼床面

から出土している。

石 111 は磨敲石である。遺構の中央部付近で，貼床面

から 15cm程度浮いた状態で出土している。表裏面に擦痕

と敲打痕が，下面に敲打痕が確認できるが，裏面の敲打

痕は縁辺部のみに確認できる。

石 112 は磨敲石である。遺構中央部と柱穴Ｐ２の中間

付近で，貼床面より 15cm程度浮いた状態で出土してい

る。側面に抉りが施されていることから，石錘として再

利用された可能性が考えられる。

石 113 は棒状礫である。遺構の南側で遺構埋土中から

出土している。

炭化物（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 41 号では，貼床面から１点の炭化物を

遺物として取り上げている。この炭化物については放

射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を実施した。分析の結

果，２σ暦年代範囲の２つの結果の範囲で 394calAD-

535calADとなった。おおよそ４世紀末～６世紀中頃の値

である。
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第２-166図　竪穴建物跡37号～39号　断面・柱穴
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第２-168図　竪穴建物跡37号～39号　遺物出土状況(断面)
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表２-74  竪穴建物跡37号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

169

440 ○ 不明 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・白・

小

441 甕 口縁部－脚部 Ｂ ― 20.4	 6.9
工具ナデ

沈線

工具ナデ

沈線

外:橙

内:橙

石・輝・白・

小
脚部高:3.1cm

442 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

小

443 甕 口縁部 ― ― ― ―
指ナデ

工具ナデ
指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

444 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.6	
ハケ目

工具ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:橙

雲・白・黒・

小
脚部高:4.6cm

445 甕 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ
指ナデ

工具ナデ

外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・輝・白・

小

446 壷・坩 胴部－底部 ― ― ― 4.9
指ナデ

工具ナデ
指ナデ

外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

表２-75  竪穴建物跡37号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

169

石105 ○ 敲石 完形 18.8 5.2 6.1 700.0 ホルンフェルス

石106 ○ 棒状礫 完形 21.3 9.7 6.5 1590.0 ホルンフェルス

表２-76  竪穴建物跡38号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

169

石107 軽石製品 完形 9.4	 8.2	 5.4	 122.0	 軽石

石108 磨敲石 破損 (8.4) 8.7	 5.3	 503.0	 凝灰岩

石109 礫 破損 (5.7) 3.5	 1.7	 (53.0) 頁岩
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第２―169 図　竪穴建物跡 37 ～ 39 号　出土遺物（石器）
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第２-170図　竪穴建物跡40号
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第２-171図　竪穴建物跡40号　遺物出土状況
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第２―172 図　竪穴建物跡 40 号　出土遺物（土器）

表２-77  竪穴建物跡40号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

172

447 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.6
指ナデ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・黒・

小
脚部高:2.2cm

448 壷 頸部－胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:橙
石・長・小

447
448
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第２-173図　竪穴建物跡41号
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第２-174図　竪穴建物跡41号　遺物出土状況(全遺物)
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第２-175図　竪穴建物跡41号　遺物出土状況(甕)
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第２-176図　竪穴建物跡41号　遺物出土状況(甕以外)
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第２―177 図　竪穴建物跡 41 号　出土遺物（土器）
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第２―178 図　竪穴建物跡 41 号　出土遺物（土器 ・土製品）
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第２―179 図　竪穴建物跡 41 号　出土遺物（石器）
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表２-78  竪穴建物跡41号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

177

449 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙
白・黒・小

450 ○ 甕 完形 Ｄ 35.5	 29.6	 9.6	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙
白・黒・小 脚部高:0.5cm

451 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙	

内:にぶい橙

石・角・白・

小
脚部高:2.7cm

452 甕 完形 ― 16.0	 14.5	 5.7	
ミガキ	

工具ナデ

ミガキ	

工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・白・黒・

小
脚部高:0.9cm

453 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 22.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:浅黄橙

石・長・小・

ほか

454 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 34.2	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙黄

白・小・	

ほか

455 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ― 工具ナデ 指ナデ
外:にぶい黄橙	

内:浅黄橙

石・長・白・

小

459 ○ 甕 口縁部－脚部 ― ― ― 10.1	 工具ナデ
指ナデ	

工具ナデ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか
脚部高:2.6cm

２

｜
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456 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 31.6	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・白・小・

ほか

457 甕 完形 Ｄ 23.0	 24.5	 9.6	 工具ナデ
工具ナデ	

ハケ目

外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか
脚部高:1.6cm

458 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.3	 ―
工具ナデ	

指ナデ

工具ナデ	

指ナデ

外:黄褐	

内:黄褐
白・黒・小

460 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.5	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・黒・小・

ほか

461 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.2	 工具ナデ
工具ナデ	

ミガキ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・輝・白・

小
脚部高:1.8cm

462 丸底甕 口縁部－胴部 ― 17.5	 14.4	 ―
工具ナデ	

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか

463 壷 底部 ― ― ― 4.0	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:にぶい橙

石・長・小・

ほか

464 鉢 完形 ― 11.3	 18.7	 5.4	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

465 高坏 脚柱部 ― ― ― ―
工具ナデ	

ミガキ

指ナデ	

工具ナデ

外:橙	

内:にぶい橙

石・長・輝・

小

466 高坏 脚柱部 ― ― ― ―
工具ナデ	

指ナデ
工具ナデ

外:浅黄橙	

内:浅黄橙

角・白・黒・

小

467 高坏 脚柱部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙
長・黒・小

468 土製品 完形 ― ― ― ― ナデ ナデ
外:明褐	

内:にぶい褐
石・白・小

表２-79  竪穴建物跡41号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

179

石110 ○ 磨敲石 完形 10.0	 7.9	 5.5	 757.0	

石111 磨敲石 完形 13.8	 10.4	 8.6	 1582.0	

石112 磨敲石 完形 10.1	 8.7	 5.4	 608.0	 石錘に再利用か

石113 棒状礫 完形 18.2	 7.7	 4.8	 993.0	 ホルンフェルス
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竪穴建物跡 42 号（第２－180 図）

竪穴建物跡 42 号はＨ30 区から検出された。Ⅴa層が削

平されており，Ⅴｂ層から検出されている。また，Ｈ30

区周辺は林になっていたため，竪穴建物跡 42 号の特に

中央部から北側は樹痕の影響を大きく受けている。長軸

（南北軸）4.7 ｍ，短軸（東西軸）4.6 ｍとほぼ隅丸正方形

の形状を呈し，検出面から底面までの深さは 25 ～ 30cm

程度であるが，中央部付近は底面がマウンド状に盛り底

面の上には貼床が形成されているが，その厚さは５～

20cmと場所により異なる。また，東側が一段下がる形で

床面が形成されている。遺構の中央部には，長軸約 0.7

ｍ，短軸約 0.3 ｍの楕円形状の炉跡が検出されている。

炉跡の軸は南西－北東方向を向いており，竪穴建物跡と

は異なった方向軸で形成されている。上面に焼土と，そ

れに伴う大量の炭化物が検出されているが，炭化物は北

東部で特に多く検出されており，掻き出し部の可能性が

考えられる。炉跡の周囲には焼土の広がりが確認されて

いる。この焼土中には炉壁の可能性も考えられる焼土塊

も検出されている。炉跡の周囲には４基の柱穴が検出さ

れている。樹痕の影響により上部に攪乱を受けているＰ

１を除く３基の柱穴は，全て貼床面で検出されている。

貼床面に形成されている硬化面は，樹痕の影響のため，

詳細な範囲は不明であるが，おおよそ中央部から南側に

かけて広がっているようである。また，東壁から 70cm程

度の範囲では，硬化面が検出されておらず，この範囲は

貼床が一段低くなる範囲と重なる。南壁中央部は樹痕の

影響を受けているが，周囲の状況から見て，張り出し部

が形成された可能性は低い。埋土の堆積状況は，レンズ

状堆積を呈しており，建物跡廃棄後は，自然堆積により

埋まった可能性が高い。

出土遺物（第２－181 図）

遺物は破片の小さなものが多く，完形品の壷が１点出

土している以外は大型の遺物は少ない。また，南西角部

には土器が集中して出土しているが，出土状況から流れ

込みと考えられる。

土器（第２－182 図）

469 ～ 472 はその出土状況から，竪穴建物跡 42 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

469 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部資料である。

炉跡と東壁の中間付近で，貼床面から出土している。内

外面ともに横・斜め方向の工具ナデが施されている。

470 は高坏の坏部資料である。口径 19.6cmを測る。遺

構の南側に集中して，貼床面から出土している。外面坏

上位は横方向の工具ナデが施されている。坏部中位から

下位は横・斜め方向のミガキに類似した工具ナデが施さ

れている。内面坏部上端は横方向の工具ナデが，坏部上

半は縦方向の工具ナデが施されている。坏部下半は外面

と同じく，ミガキに類似した工具ナデが施されている。

471 は高坏の脚裾部である。底径 13.5cmを測る。遺構

の南西角部で貼床面から出土している。外面は横・斜め

方向の工具アンデが施されている。内面は幅２mm程度の

横・斜め方向の工具ナデが施されている。工具ナデはミ

ガキに類似するが光沢を持たない。

472 は坩の口縁部資料である。口径 10.9cmを測る。西

壁中央付近から貼床面で出土している。内外面ともに口

縁部上半は横方向の工具ナデが施されている。口縁部下

半は幅２mm程度の横・斜め方向の工具ナデが施されてお

り，外面では一部が口縁部上半に及んでいる。工具ナデ

はミガキに類似するが光沢を持たない。

473 は手づくね土器である。口径 5.5cm，器高 2.9cmを

測る。遺構の南東角部付近で，貼床面から出土している。

内外面ともに工具ナデが施されており，その上から指押

さえが行われている。

474 ～ 478 は，その出土状況から，竪穴建物跡 42 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

474 は口縁部が直行する甕の口縁部資料である。遺構

の南壁付近で，貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土し

ている。外面は横方向の工具ナデを施した後に，横・斜

め方向のミガキを施している。内面は斜め方向のミガキ

が施されている。

475 は甕の底部資料である。底径 6.9cm，脚部高 0.3cm

を測る。南壁中央部付近で貼床面から 10cm程度浮いた状

態で出土している。外面は縦方向の工具ナデが施されて

いる。胴部と脚部の境目と，脚端部には指押さえ巡る。

内面は縦・斜め方向の工具ナデが施されている。

476 は完形に復元できた丸底壷である。口径 10.2cm，

器高 23.0cmを測る。遺構の東壁中央部付近と南壁中央部

付近の２カ所から出土している。ほとんどの破片が貼床

面から 10cm程度浮いた状態で出土している。外面口縁部

から肩部上端にかけては横方向のミガキが施されてい

る。肩部から胴部上位にかけては斜め方向のミガキが施

されている。胴部中位から底部付近にかけては，縦・斜

め方向のミガキが施されているが，胴部中位には部分的

に縦方向の工具ナデが施されている。底部には工具ナデ

が施されている。内面口縁部には横方向のミガキが施さ

れている。肩部から底面にかけては，縦方向の工具ナデ

が施されている。

477 は鉢の口縁部から胴部の資料である。口径 23.5cm

を測る。外面口縁部は横方向の工具ナデが施されてい

る。胴部は斜め方向の工具ナデとナデが施されている。

胴部下端は横方向の工具ナデが施されている。内面口縁

部は横方向の工具ナデが施されている。胴部は斜め方向

の工具ナデとナデが施されており，部分的に指押さえが

行われている。

478 は坩の口縁部資料である。口径 7.0cmを測る。南西
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角部付近で検出面から出土している。

石器（第２－182 図）

石 114 は棒状礫である。西壁中央部付近で，貼床面か

ら出土している。

石 115 は棒状礫である。炉跡と西壁の中間付近で，貼

床面から出土している。表面中央部に使用痕が確認で

きる。

石 116 は砥石もしくは小型の台石である。長方形に整

形した後に使用されている。遺構の東壁中央部付近で貼

床面から約５cm浮いた状態で出土している。

竪穴建物跡 43 号（第２－183 図）

竪穴建物跡 43 号はＩ30・31 区から検出された。竪穴

建物跡 42 号と同じくⅤa層が削平されておりⅤｂ層から

検出されている。また，遺構の西側は近現代の溝や樹痕

の影響を広く受けている。建物の向きはやや西側に傾い

ており，長軸（北東－南西軸）約 4.5 ｍ，短軸約 4.0 ｍの

隅丸長方形を呈し，検出面から底面までの深さは 10 ～

15cm程度であり，底面から約 15cmの厚さで，ほぼ平坦な

貼床面が形成されている。遺構の中央部には直径約 20cm

の円形の範囲に焼土が貼床面で検出されている。焼土域

に隣接した南西側には，長軸約 1.2 ｍ，短軸約 1.0 ｍ，

深さの約 10cmの楕円形の土坑が検出されている。土坑内

からは坩４点や，ミニチュア土器が数点出土しており，

炭化物の集中も見られた。炭化物の集中は遺構の東側で

も広く確認されており，東側の炭化物集中域では２～５

cm大の炭化物が多く検出され，炭化木も出土している。

硬化面は焼土域の周辺で確認されているが，特に東側に

広がっていた。遺構内では複数の柱穴が確認されたが，

すべて検出面から掘り込まれている黒色土を基調とする

中世の柱穴であった。

出土遺物（第２－184 図）

遺物は土坑内から高坏などがまとまって出土している

ほか，貼床面から出土した遺物も多い。石器では棒状礫

が４点貼床面から出土している。

土器（第２－185・186 図）

479 ～ 487 は土坑内から出土した遺物である。

479 は完形に復元できた鉢である。口径 11.4cm，底径

5.6cm，器高 7.9cmを測る。土坑底面および土坑内から出

土している。外面口縁部は横方向の工具ナデが施されて

いる。胴部上位は縦方向の工具ナデが，胴部中位から底

部にかけては斜め方向の工具ナデが施されている。内面

口縁部は横方向の工具ナデが施されている。胴部は斜

め・縦方向の工具ナデが施されており，底部付近には指

押さえが行われている。

480 は高坏の坏部資料である。口径 23.2cmを測る。土

坑底面および土坑内から出土している。外面坏部上端は

横方向の工具ナデが，坏部は斜め方向のミガキが施され

ている。内面坏部上端は横方向の工具ナデが施されてい

る。坏部上位は横・斜め方向の工具ナデが，幅の異なる

工具を用いて施されている。坏部中位は斜め方向の工具

ナデが施されている。

481 は高坏の坏部資料である。口径 21.3cmを測る。外

面坏部上位は横方向の工具ナデが施されている。坏部中

位は斜め方向の工具ナデを施した後に，幅２～３mm程度

の横・斜め方向の工具ナデが施されている。坏部下位は

指ナデを施した後に，中位と同じ幅の細い工具や工具ナ

デが部分的に施されている。内面坏部上位は横方向の工

具ナデが，坏部は各方向の工具ナデが施されている。

482 は高坏の脚部資料である。底径 14.0cmを測る。外

面坏部と脚部の境目には横方向の工具ナデが施されてい

る。脚部は幅３～４mm程度の縦方向の工具ナデが，脚端

部には横方向の工具ナデが施されている。内面坏部底面

付近は工具ナデが施されている。内面脚部は横方向の工

具ナデが施された後に，脚部下位には横方向のミガキが

施されている。

483 は高坏の坏部下位から脚部の資料である。外面坏

部は横方向のミガキが，脚部は縦方向のミガキが施され

ている。内面坏部は横方向のミガキが，脚部内面は縦・

横方向の工具ナデが施されている。

484 は高坏の脚柱部の資料である。外面脚柱部上端と

下端には横方向のミガキが施されている。脚部には横・

斜め方向の工具ナデが施されている。内面脚柱部には縦

方向の工具ナデが，脚柱部下端には横方向の工具ナデが

施されている。

485 は坩の胴部から底部の資料である。底部は丸底を

呈する。外面は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

内面口縁部と胴部の境目は横方向の工具ナデが施されて

いる。胴部は破損が無いため，内部の観察は困難である

が，底面付近には工具ナデが施されている。

486 は完形に復元できた手づくね土器である。口径

6.0cm，器高 3.0cmを測る。内外面ともに指押さえが行わ

れている。

487 は完形に復元できた手づくね土器である。口径

5.0cm，器高 3.7cmを測る。外面は横方向の指ナデ，縦方

向の工具ナデが施されており，指押さえが行われてい

る。内面は横方向の指ナデと，斜め方向の工具ナデが施

されている。

488 ～ 497 はその出土状況から，竪穴建物跡 43 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

488 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｃ類の口縁部から

胴部上位の資料である。遺構の中心部と東壁の中間付近

で貼床面から出土している。内外面ともに口縁部上端は

横方向の工具ナデが，口縁部から胴部にかけては斜め方

向の工具ナデが施されている。内面口縁部下半には指押

さえが行われている。
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489 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 21.5cmを測る。主として遺構の

北側で出土している。ほぼ全てが貼床面で出土してい

る。口唇部と外面口縁部の一部は横方向の工具ナデが施

されている。この横方向の工具ナデが施されている箇所

は，薄く粘土が貼り付けられており，内外面ともにその

部分のみ改めて器面調整が施されている。外面口縁部は

斜め方向の工具ナデが施されている。突帯下位は横方向

の工具ナデが施されており，突帯貼り付け部分の器面

に横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けた可

能性が考えられる。胴部は縦方向のミガキが施されてい

る。内面口縁部から胴部上位にかけては，斜め・縦方向

の工具ナデが施されている。口縁部上端には粘土が貼り

付けられており，横方向の工具ナデが施されている。胴

部中位には斜め方向のナデが施されている。

490 は口縁部がほぼ直行する甕Ｄ類の口縁部から胴部

中位までの資料である。口径 20.7cmを測る。遺構の北東

角部付近と，遺構中心部と北東壁の中間付近から北東壁

にかけての２カ所から出土しており，どちらの場所も貼

床面で出土している破片が多い。また，遺構中心部と北

東壁の中間付近で出土した破片の中には，硬化面の下位

から出土した破片も１点確認されている。外面口縁部上

端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部は斜め方

向の工具ナデが施されている。胴部上端は横方向の工具

ナデが，胴部には斜め方向の工具ナデを施した後に，幅

２～４mm程度の縦方向の工具ナデを施している。内面は

斜め・縦方向の工具ナデが施されており，口縁部には指

押さえが行われている。

491 は口縁部が直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 16.8cmを測る。遺構の中心部と

東角部の中間付近にまとまって，貼床面から出土してい

る。内外面ともに口縁部は横方向の工具ナデが施されて

いる。外面胴部上端は横方向の工具ナデが，胴部は横・

斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。

内面口縁部下端から胴部は斜め方向の工具ナデが施され

ている。

492 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

7.5cm，脚部高 0.9cmを測る。貼床面一括取上げ資料であ

る。外面胴部は縦・斜め方向の工具ナデが，脚部は横方

向の工具ナデが施されている。内面胴部は縦方向の工具

ナデが，脚部内面は横方向の工具ナデが施されている。

493 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

8.5cm，脚部高 1.1cmを測る。外面胴部は斜め・縦方向の

工具ナデが，脚部は横方向の工具ナデが施されており，

脚部には指押さえが巡る。内面胴部には斜め方向の工具

ナデが，脚部内面には横方向の工具ナデが施されてお

り，脚部内面端部には指押さえが巡る。

494 は鉢の口縁部から胴部中位までの資料である。口

径 19.4cmを測る。遺構の東角部に近い位置にまとまっ

て，貼床面から出土している。外面口縁部上半は横方向

の工具ナデが，口縁部下半から胴部は斜め方向の工具ナ

デが施されている。内面口縁部から胴部上位は横方向の

工具ナデが，胴部中位は縦方向の工具ナデが施されてい

る。

495 は高坏の坏部である。口径 13.0cmを測る。土坑に

隣接して西南西の位置で貼床面から出土している。外面

坏部上位は横方向の工具ナデが，中位から下位にかけて

は幅２mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。内面

坏部上位は横方向の工具ナデが，中位から下位は斜め方

向の工具ナデが施されている。

496 は高坏の坏部資料である。口径 25.6cmを測る。貼

床面一括取上げ資料である。外面坏部上端は横方向の

工具ナデが施されている。坏部上位から中位にかけて

は，斜め・横方向の工具ナデを施した後に，幅４mm程度

の斜め方向の工具ナデが施されている。坏部下位は横方

向のナデが施されている。内面坏部上端は横方向の工具

ナデ，坏部上位から中位にかけては斜め方向の工具ナデ

が，坏部下位は横方向のナデが施されている。

497 は壷の底部と考えられる資料である。丸底を呈す

る。貼床面一括取上げ資料である。内外面ともに縦方向

の工具ナデが施されており，内面底面付近には指押さえ

が行われている。

498 ～ 500 はその出土状況から，竪穴建物跡 43 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

498 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 26.8cmを測る。遺構東壁中央部付近

で検出面および，その直下から出土している。外面口縁

部上半は横方向の工具ナデが，口縁部下半は斜め方向の

工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には

横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部は斜め方向の工具ナデを施した後に，幅３～４

mm程度の縦方向の工具ナデを施している。この工具ナデ

はミガキに類似するが光沢を持たない。内面口縁部上位

は横方向の工具ナデが施されており，部分的には斜め方

向のハケ目が確認できる。口縁部中位から下位にかけて

は斜め方向の工具ナデ，またはナデが施されている。胴

部は斜め方向のハケ目や工具ナデが施されている。

499 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部資料である。

遺構の北西部で，検出面直下から出土している。外面口

縁部上端は横・斜め方向の工具ナデが施されている。口

縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。内面は横・

斜め方向の指ナデが施されている。

500 は坩の胴部から底部資料である。攪乱一括資料で

ある。外面胴部は斜め方向のミガキが，底部は横方向の

ミガキが施されている。内面は斜め・横方向の工具ナデ



− 283 −− 282 −

が施されている。

石器（第２－186 図）

石 117 ～石 120 は棒状礫である。

石 117 は北西壁際で貼床面から出土している。

石 118 ～石 120 は貼床面一括取上げ資料である。

炭化木・炭化種子（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 43 号では数点の炭化物を遺物として取

り上げている。その中から竪穴建物跡 43 号に帰属する

可能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，

１点の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測

定）を実施した。分析の結果、確率の高い２σ暦年代で

321calAD-397calAD（77.6％）となった。おおよそ４世紀

前半～４世紀末の値である。この炭化材は樹種同定も

行っており，スダジイと同定されている。

竪穴建物跡 43 号の貼床面からは１点の炭化種子を取

上げており，種実同定を行ったところ，モモ（完形）と同

定された。食用や祭祀用に用いられた後，竪穴建物跡内

に堆積した可能性などが考えられている。

竪穴建物跡 44 号（第２－187 図）

竪穴建物跡 44 号は，Ｈ・Ｉ29 区Ⅴa層から検出した。

東側から南側にかけては，現代の攪乱を受け大きく削平

されている。また，北側は中世の遺構の影響を受けてい

る。そのため正確な大きさは不明であるが，残存部分で

の計測値は，南北 5.0 ｍ，東西 4.7 ｍである。検出面か

ら底面までの深さは 20 ～ 25cm程度であり，底面から約

10cmの厚さで，ほぼ水平な貼床面が形成されている。硬

化面は確認されていない。遺構の中央部付近と考えられ

る位置には焼土を伴う土坑が，貼床面から検出されてお

り，炉跡と考えられる。長軸約 0.7 ｍ，短軸約 0.3 ｍの

不定形状を呈し，深さは約６cmと浅い。硬化した焼土と

黒色土を埋土としているが，炭化物の出土は記録されて

いない。

出土遺物（第２－188 図）

遺物は遺構の北西部に多く出土しており，攪乱を受け

ている南東部に行くほど分布が薄くなっている。出土し

た土器のほとんどが小破片であり，実測対象となる遺物

は４点のみであった。

土器（第２－189 図）

501 はその出土状況から，竪穴建物跡 44 号に帰属する

可能性が高い土器群である。高坏の口縁部資料であり，

遺構の西側で，貼床面から出土している。口唇部は横方

向の工具ナデが施されている。外面は横・斜め方向のミ

ガキが，内面は横方向の工具ナデが施されている。

502 ～ 504 はその出土状況から，竪穴建物跡 44 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

502 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部資料である。

遺構の中心部と北西壁の中間付近で，貼床面から 10cm程

度浮いた状態で出土している。外面口縁部上半は横方向

の工具ナデが施されている。口縁部下半は斜め方向の指

ナデが施されており，一部は口縁部上半に及んでいる。

突帯上位には横方向の工具ナデが施されている。

503 は甕の胴部下位から脚部資料である。底径 9.2cm，

脚部高 1.6cmを測る。遺構の北西角部付近で，検出面か

ら出土している。外面胴部下位は縦方向の工具ナデが施

されている。胴部下端から脚部にかけては，横方向の工

具ナデが施されている。内面胴部は斜め方向の工具ナデ

が施されている。脚部内面は部分的に斜め方向の工具ナ

デが確認でき，端部には指押さえが並ぶ。

504 は高坏の脚部資料である。遺構の北西壁中央部付

近で，貼床面から 10cm程度浮いた状態で出土している。

外面はナデと横方向の工具ナデが，内面は横方向の工具

アンデが施されている。

ガラス玉（第３分冊　自然科学分析参照）

竪穴建物跡 44 号の貼床面埋土のふるい掛けを実施し

た結果，黄色のガラス小玉を１点検出した。ガラス小玉

は破損した状態で検出され，残存状況は 1/2 強程度であ

る。実体顕微鏡観察の結果，気泡が多く観察され，いず

れも孔に対して平行に伸びた気泡ないし気泡列であり，

ガラスを管状に引き伸ばした後，管を切って製作する引

き伸ばし法（管切り法）により製作されたと考えられる。

蛍光Ｘ線分析の結果，この黄色ガラス小玉はアルカリ珪

酸塩ガラスであり，化学組成の特徴からアルミナソーダ

石灰ガラスに属すると考えられる。なお，含有量として

は鉛がかなり多く検出されており，黄色顔料に由来する

と考えられ，実体顕微鏡観察により黄色顔料の存在が確

認されている。

竪穴建物跡 45 号（第２－190 図）

竪穴建物跡 45 号はＩ29 区Ⅴa層で検出した。遺構の西

側には現代の水道管が埋設されており，また南西側には

近現代の井戸があったため，大きく攪乱を受けている。

また全体的にも遺構の上面を削平されており，残りは悪

い。残存部分での計測で，長軸（南北軸）約 5.0 ｍ，短軸

約 4.5 ｍ，隅丸長方形状を呈していると考えられるが，

東南角部には張り出しが形成されている。検出面から底

面までの深さは約 10cmである。遺構の中央部には焼土

を伴う土坑が検出され，炉跡と考えられる。炉跡は長軸

約 0.5 ｍ，短軸約 0.4 ｍの隅丸方形に近い形状を呈して

いる。深さは約７cmと浅い。炉跡の南側には長軸約 0.9

ｍ，短軸約 0.25 ｍ，深さ約５cmの南北に細長い土坑１が

検出されている。この土坑の埋土は非常にしまり，上面

は硬化面を形成している。遺構の南側中央部，壁面に近

い位置には土坑２が検出されている。南側に攪乱を受け

ているため，形状は不明であるが，東西軸約 1.15 ｍ，残
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存部分の計測で南北軸が 0.75 ｍ，深さは約 20cmを測る。

土坑の西側の埋土中からは，土器が集中して出土してい

るが，土坑の底面から浮いた状態で出土しており，また

一部は土坑の上面に露出した状態で出土している。遺構

内からは５基の柱穴が検出されている。炉跡の周囲に

は，炉跡を囲むように三角形に３基の柱穴が配置されて

いる。また，北東角部と北西角部からも１基ずつ柱穴が

検出されている。炉跡，硬化面を伴う土坑１，南側の土

坑２，柱穴の全てが遺構の底面で検出されており，竪穴

建物跡 45 号には貼床は確認されていない。

出土遺物（第２－191 図）

遺物の出土量は少ない。土坑２の埋土中と検出面から

土器が集中して出土したが，全て底面から浮いた状態で

出土している。石器も含めて底面から出土した遺物は土

器小片のみである。

土器（第２－192 図）

505 ～ 508 は，その出土状況から，竪穴建物跡 45 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

505 は口縁部が外傾する小型の甕Ｂ類もしくは鉢の口

縁部から脚部の資料である。脚端部が欠損している。口

径 20.2cmを測る。土坑２の土器集中箇所で土坑の底面か

らは浮いた状態で出土している。外面口縁部上半は横方

向の工具ナデが，口縁部下半は横方向のナデが施されて

いる。突帯の上位には横方向の工具ナデが部分的に施さ

れている。突帯貼り付け部分の器面には，横方向の工具

ナデを施した後に指ナデが施されており，その指ナデの

形状に合わせて突帯を貼り付けている。胴部は斜め方向

のナデが施されている。脚部には指押さえが巡る。内面

口縁部上端は横方向の工具ナデが，口縁部から胴部にか

けてはナデが施されているが，器面が摩耗しており器面

調整の確認は困難であった。脚部内面には横方向の工具

ナデが施されている。

506 は高坏の坏部である。口径 24.0cmを測る。土坑２

の土器集中箇所で土坑の底面からは浮いた状態で出土し

ている。内外面ともに胴部の屈強部・接合部付近でより

丁寧な器面調整を施しており，丁寧なミガキが施された

結果，この部分に光沢が生じているのが特徴である。外

面口縁部は斜め・横方向のハケ目，縦・および，斜め・

横方向の工具ナデを施した後に，部分的には調整痕をナ

デ消している。胴部中位は横方向の工具ナデを施した

後，調整痕を丁寧にナデ消している。ナデ消した範囲は

若干光沢を持っている。胴部下位は横方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部は横方向のハケ目を施した後

に，調整痕をナデ消している。ただし，外面のような光

沢は持たない。胴部中位は幅５mm程度のミガキが施され

ている。光沢の有無は混在しているが，器面は平滑であ

り，混和材は沈み込み，丁寧な処理がなされている。中

程下部の接合部付近では，幅１～２mmの工具により密な

工具ナデが施されており，部分的には暗文のような施し

方となっている。

507 は高坏の坏部資料である。口径 14.7cmを測る。検

出面一括取上げ資料である。内外面ともに坏部上位は横

方向の工具ナデが，坏部中位以下には横方向のミガキが

施されている。

508 は壷の底部資料である。東南角部の張り出し部分

で検出面直下から出土している。外面は縦方向の工具ナ

デが，内面は斜め方向の指ナデが施されており，内面は

部分的に工具ナデも確認できる。

石器（第２－192 図）

石 121 は砥石である。検出面から出土している。いわ

ゆる天草石と呼ばれる細粒砂岩製である。４面全てに擦

痕が残り，部分的には敲打痕も確認できる。表面と側面

には比較的太い擦痕が多く見られ，鉄を対象とした砥石

であった可能性が考えられる。

石 122 は棒状礫である。検出面から出土している。

石 123 は棒状礫である。土坑２埋土中から出土して

いる。

竪穴建物跡 46 号（第２－193 図）

竪穴建物跡 46 号はＩ・Ｊ29 区Ⅴa層で検出した。遺構

の西角部は近現代の井戸，南西部は現代の溝により，そ

れぞれ攪乱を受けており，東角部周辺は上面に削平を受

けているため，遺構の残りは悪い。残存部分の計測で長

軸約 4.2 ｍ，短軸約 3.9 ｍの隅丸長方形状を呈するが，

東側に一部張り出しのようなものを持つ。検出面から底

面までの深さは 10 ～ 20cmである。遺構の中央部に焼土

を伴う土坑が検出されており，炉跡と考えられる。炭化

物範囲・硬化面等は検出されていない。また，炉跡は底

面から検出されており，貼床は確認されていない。柱穴

は遺構内に２基，遺構周辺に３基検出されている。遺物

は出土していない。

竪穴建物跡 47 号（第２－194 図）

竪穴建物跡 47 号はＥ 28・29 区Ⅴa層で検出した。北北

東側に攪乱の影響を受けている。１辺が約 3.1 ｍのほぼ

隅丸正方形状を呈するが，南角部が一部内側に凹む形状

をしている。検出面から底面までの深さは 15 ～ 20cm程

度であり，底面から５～ 10cm程度の厚さで貼床が形成さ

れている。貼床面は平坦ではなく，中心部（炉跡付近）が

やや盛り上がる形状をしている。　遺構の中心部よりや

や北北東側に，焼土を伴う長軸約 0.65 ｍ，短軸約 0.5 ｍ

の楕円形の土坑が検出されており，炉跡と考えられる。

炉跡の東側には南北に硬化面が広がる。柱穴は炉跡の南

南西側 0.5 ｍの位置に１基検出されている。柱穴内から

は土器片が３点出土したが，小破片であったため詳細は
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不明である。炉跡，柱穴ともに埋土２の上面で検出され

ていることから，埋土２が貼床面であると考えられる。

出土遺物（第２－195 図）

大量の遺物が出土しているが，ほとんどが検出面およ

び，検出面よりも上位で出土している。また小破片が多

い。遺構の南側には遺物の集中が見られるが。こちらも

多くは検出面もしくは，貼床面よりも上位で出土してお

り，実測した掲載土器は全て検出面で出土した遺物であ

る。貼床面で出土した遺物が少ないのに対し，建物の南

北軸よりも東側では底面から詳細不明な土器の小破片が

多く出土している。

土器（第２－196 図）

509 ～ 513 はその出土状況から，竪穴建物跡 47 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

509 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部上半

の資料である。口径 24.8cmを測る。遺構の東側で検出面

から出土している。内外面ともに口縁部上半は横方向の

工具ナデが，どの下位には斜め方向の指ナデが施されて

いる。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを

施した後に，突帯を貼り付けている。

510 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 30.2cmを測る。遺構の北西部と遺物

集中箇所の２カ所で検出面から出土している。外面口縁

部上端は横方向の工具ナデが施されている。口縁部は縦

方向の指ナデを施した後に，口縁部下位には斜め方向の

工具ナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には

横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部は斜め方向の工具ナデを施した後に，指ナデを

施しており，完全にはナデ消されなかった工具ナデの痕

跡がうっすらと残る。内面口縁部上端は横方向の工具ナ

デが，口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。胴

部には横方向の強い指ナデが施されており，器面が凹

む。突帯内面部分には指押さえが並ぶ。

511 は完形に復元できた口縁部が内湾する甕Ｄ類で

ある。底部は平底の底部に，さらに粘土を貼り付けて形

成している。絡縄突帯が口縁部直下と，胴部中程にそれ

ぞれ１条ずつ貼り付けられている。口径 30.4cm，底径

5.5cm，器高 28.6cmを呈する。外面口縁部上端には横方

向の工具ナデが，口縁部下位は斜め方向の工具ナデが施

されている。上部の突帯貼り付け部分の器面には横方向

の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。突帯

の上下には部分的に沈線が施されており，沈線の施され

ている箇所と横方向の工具ナデの範囲が重なるため，突

帯に関わるガイドライン的な意味を持つ可能性が考え

られる。胴部上位には縦・斜め方向の工具ナデが施され

ている。また，この部分には粘土帯の接合痕や，その上

下に指押さえの痕跡が確認できる。胴部中位には横方向

の工具ナデが施され，その上から突帯が貼り付けられて

いる。突帯は指押さえにより凹凸が付けられている。胴

部下位には縦・斜め方向の工具ナデが，底部付近には斜

め方向の工具ナデが施されている。貼り付けられた底部

には，幅１mm程度のミガキと単位不明瞭な工具ナデが施

されている。内面口縁部上位には横方向の工具ナデが施

されており，その上から部分的に指押さえが行われてい

る。口縁部下位から胴部中位にかけては，斜め方向の工

具ナデを施した後，部分的に横方向の工具ナデを施して

いる。胴部下半は縦・斜め方向の工具ナデが，底部には

横方向の工具ナデが施されている。

512 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 29.2cmを測る。遺構の北東部から南

東部にかけて散在して，検出面から出土している。外面

口縁部上端は横方向の工具ナデを施している。口縁部は

横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデを施した後に，口縁

部下半には斜め方向の工具ナデを強く施している。突帯

貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後

に，突帯を貼り付けている。胴部は斜め方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデを施した後に，部分的に斜め方向の工

具ナデを強く施している。内面口縁部上端は横方向の工

具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデが，胴部は縦方

向の工具ナデが施されている。

513 は口縁部が大きく外反する壷の口縁部から頸部の

資料である。遺構東角部付近の遺物集中箇所で検出面直

下から出土している。外面口縁部上半は横方向の工具ナ

デが施されている。口縁部下半は幅２mm程度の横方向の

工具ナデが施されているが，部分的には光沢を持つミガ

キとなる。頸部上半は横方向の工具ナデが，その下位に

は斜め方向のナデが施されている。内面は横方向の工具

ナデを施した後に，部分的に幅４～６mm程度の工具ナデ

が施されている。内面頸部は剥落が著しい。

竪穴建物跡 48 号（第２－197 図）

竪穴建物跡 48 号はＣ・Ｄ27 区Ⅴa層で検出した。長軸

（東西軸）約 4.2 ｍ，短軸（南北軸）約 3.6 ｍの隅丸長方

形を呈し，南側に張り出しを持つ。張り出し部を含める

と南北軸は約 4.2 ｍとなる。遺構の向きは，ほぼ東西軸

と等しい。検出面から底面までの深さは 35 ～ 50cmであ

り，底面から約５cmの厚さで貼床が形成されているが，

南側では貼床が徐々に厚くなり，検出面の高さにまで立

ち上がっている。遺構の中央部よりもやや南側には，焼

土を伴う長軸約 0.4 ｍ，短軸約 0.3 ｍ，深さ約７cmのや

や歪な円形の土坑が検出されており，炉跡と考えられ

る。検出面は貼床面である。炭化物は確認されていない。

南側の張り出し部の手前には，長軸約 0.55 ｍ，短軸約

0.4 ｍ，深さ約 25cmの楕円形の土坑が検出されている。

検出面は壁際に向かって立ち上がる貼床上面である。柱
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穴は南東部に小型のものが１基のみ検出されている。遺

構の周囲にはピットが複数検出されていたが，全て樹痕

と判断されている。硬化面は北側及び東西の壁際を除く

貼床全面で検出されており，南側では検出された遺構の

縁まで硬化面の広がりが確認されている。

出土遺物（第２－198 図）

南側で検出された土坑内から土器が集中して出土し

ており，接合すると完形の鉢 514 や，甕もしくは壷の底

部 737 となった。甕の破片は大きく，意図的に埋められ

たと考えられる。また，737 の破片は遺構内には他に見

られず，こちらも意図的に廃棄された可能性が考えら

れる。

土器（第２－199 図）

514 ～ 516 はその出土状況から，竪穴建物跡 48 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

514 は完形に復元できた口縁部が外傾する鉢である。

口径 26.2cm，底径 11.8cm，器高 20.1cmを測る。南側の土

坑内からまとまって出土している。外面口縁部上位は横

方向の工具ナデが，中位から下位にかけては斜め方向の

工具ナデを施した後に，部分的に縦方向の工具ナデを施

している。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナ

デを施した後に，突帯を貼り付けていると考えられ，突

帯下位では工具ナデの向きに合わせて突帯を貼り付け

ていることが確認できる。胴部は斜め方向のナデを施し

た後に，縦方向のミガキを施している。胴部と脚部の境

目は横方向の工具ナデが施されている。脚部は横方向の

工具ナデを施した後に，脚部上半には横方向のミガキが

施されている。内面口縁部上位は横方向の工具ナデが施

されている。口縁部中位以下は斜め方向のナデが施され

ており，胴部ではその上から縦方向のミガキが施されて

いる。内面のミガキは外面のミガキほど密には施されな

い。脚部内面は横方向の工具ナデが施されている。

515 は丸底甕もしくは壷の底部資料である。南側の土

坑内からまとまって，514 と共に出土している。内外面

ともに被熱を受け器面は劣化しており，器面調整は部分

的にしか確認できない。外面は縦方向の工具ナデが，内

面は横・斜め方向の工具ナデが施されている。

516 は高坏の坏部資料である。口径 12.5cmを測る。張

り出し部分の床面から出土している。外面坏部上位は横

方向の工具ナデが，坏部中位から下位にかけては，縦方

向のミガキが施されている。坏部の屈曲部分には細かな

ミガキが連続して施されている。内面坏部上位は横方向

の工具ナデが，中位から底面にかけては，横方向のミガ

キが施されている。

517 はその出土状況から，竪穴建物跡 48 号廃絶後に廃

棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群である。甕

の胴部から脚部資料である。底径 8.2cm，脚部高 0.6cmを

測る。遺構の北東部で検出面直下から出土している。外

面胴部は横方向の工具ナデを施した後に，縦方向のミガ

キが施されている。脚部は横方向の工具ナデが施されて

いる。内面胴部は斜め方向の工具ナデが施されている。

竪穴建物跡 49 号（第２－200 図）

竪穴建物跡 49 号はＥ 26・27 区Ⅴa層で検出した。南

東角部に一部現代の耕作の攪乱を受けているが，形状は

ほぼ原型を留めていると考えられる。１辺が約 3.8 ｍの

ほぼ隅丸正方形を呈し，南南東側に張り出しを持つ。張

り出しは幅約 1.0 ｍ，奥行き約 0.4 ｍであり，竪穴建物

跡の底面よりも一段高くなっている。遺構の上面は大き

く削平を受けており，検出面から底面までの深さは５

～ 10cm程度と浅い。しかしながら，硬化面が検出され

ていることから，元々貼床の厚さは薄かったと考えられ

る。硬化面の存在から，検出面が貼床面であると考えら

れる。北西側には竪穴建物跡 49 号に隣接して土坑が１

基検出されている。南北約 1.2 ｍ，東西約 1.3 ｍの不定

形上を呈し，深さは約 30cmである。竪穴建物跡 49 号と

の境界部分には，長軸約 0.4 ｍ，短軸約 0.3 ｍ，深さ約

15cmの楕円形の掘り込みが確認されている。この土坑の

埋土は竪穴建物跡 50 号の貼床や柱穴の埋土と同じであ

るため，両遺構は近い時期に作られたと考えられる。遺

構の中央部には長軸約 0.5 ｍ，短軸約 0.35 ｍの略楕円

形状の柱穴が検出されている。２段掘りになっており，

最深部の深さは約 45cmである。土坑の周囲には南側と西

側で焼土を伴う土坑が検出されており，断面を見ると土

坑に切られているような形状をしている。元々は炉跡が

あった場所に，後から柱穴を掘り込んだと考えられる。

その他にも２基の柱穴が，それぞれ北側角部と東側角部

から検出されている。検出面は貼床面である。中央柱穴

Ｐ１の周囲には硬化面が検出されている。硬化面は南側

へ広がり，西側角部・張り出し部手前・東側へは広がり

が確認されなかった。貼床・土坑・柱穴の全ての埋土が，

同じ暗灰黄色粘質土で構成されており，埋土の区別はで

きなかった。

出土遺物（第２－201 図）

遺構の上面に削平を受けているが,貼床面の残存状況

が良好な遺構の西側を中心に遺物の出土が見られる。逆

に残りの悪い遺構の東側では遺物の出土は少なかった。

土器（第２－199 図）

518 ～ 521 は，その出土状況から，竪穴建物跡 49 号に

帰属する可能性が高い土器群である。

518 は口縁部が外傾する甕Ｂ類もしくは鉢の口縁部資

料である。中央柱穴に隣接して西側で,貼床面から出土

している。外面は横・斜め方向の工具ナデを施した後に，

縦・横方向のミガキが施されている。ミガキは密には施

されず，隙間から下地の工具ナデが確認できる。内面口

縁部上半は横方向の工具ナデを施した後に，横方向のミ
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ガキが施されている。口縁部下半は斜め方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデが施されている。

519 は甕の口縁部から胴部上位の資料である。口縁端

部は欠損している。遺構の北北西側の硬化面範囲外で,

貼床面から出土している。外面口縁部は横方向の工具ナ

デを施した後に，部分的に斜め方向のミガキや工具ナデ

が施されている。胴部上端は横方向の工具ナデが，胴部

には縦方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されてい

る。内面は横・斜め方向の工具ナデが施されており，突

帯内面部分の上下には指押さえが並ぶ。

520 は甕の胴部から脚部資料である。底径 13.0cm，脚

部高 4.0cmを測る。中央柱穴を挟み,その南北の貼床面

から出土している。胴部外面は斜め方向のミガキが施さ

れている。脚部は縦方向のミガキが，脚部下端は横方向

の工具ナデが施されている。内面胴部は縦・横方向の長

さの短い工具ナデが施されており，部分的には横方向の

ミガキが確認できる。脚部内面は横・斜め方向の工具ナ

デが施されており，部分的に横方向のミガキが確認で

きる。

521 は高坏の坏部から脚部資料である。中央柱穴に隣

接して南西側で,貼床面から出土している。外面は横・

縦方向の工具ナデが施されている。内面坏部は横方向の

ミガキが，脚部内面は斜め方向の工具ナデが施されてい

る。

装飾品（第２－199 図）

装 10 は土製の勾玉である。遺構の北側の硬化面範囲

内で,貼床面から出土している。長さ 1.9cm，幅 0.8cm，

厚さ 0.9cmを測り，重量は 1.4gを量る。下部が欠損して

いる。



第２-180図　竪穴建物跡42号

0 1m

（1/40）

　1 褐色砂質土。アカホヤ火山灰土が混ざる。
　2 暗褐色砂質土。1㎝大の礫がわずかに混ざる。
　3 褐色土。硬化面。
　4 黄褐色土。池田降下軽石がわずかに混ざる。
　5 褐色土。主体はⅤa層のアカホヤ火山灰土である。池田降下軽石がわずかに混ざる。
　6 焼土。
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第２-181図　竪穴建物跡42号　遺物出土状況
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第２―182 図　竪穴建物跡 42 号　出土遺物（土器 ・石器）
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表２-80　竪穴建物跡42号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

182

469 ○ 甕 口縁部 Ｂ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:明褐

石・白・黒・

小

470 ○ 高坏 坏部 ― ― 19.6	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙
石・白・小

471 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 13.5	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

472 ○ 坩 口縁部 ― ― 10.9	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・小・

ほか

473 ○ 手づくね 完形 ― 2.9 5.5 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙

石・小・

ほか

474 甕 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
ミガキ

外:にぶい黄橙

内:明黄褐
石・黒・小

475 甕 底部 ― ― ― 6.9	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:赤褐

石・白・小・

ほか
脚部高:0.3cm

476 壷 完形 ― 23.0	 10.2	 ―
ミガキ

工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小

477 鉢 口縁部－胴部 ― ― 23.5	 ―
工具ナデ

ナデ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

478 坩 口縁部 ― ― 7.0	 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・黒・

ほか

表２-81　竪穴建物跡42号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２

｜

182

石114 ○ 棒状礫 完形 18.7	 8.5	 8.2	 1970.0	 ホルンフェルス

石115 ○ 棒状礫 完形 14.1	 6.6	 4.2	 540.0	 ホルンフェルス

石116 砥石 完形 7.7	 4.7	 1.3	 104.0	 砂岩



第２-183図　竪穴建物跡43号
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② 暗褐色土。5～10mm程度の明赤褐色の焼土ブロックが混ざる。

1 暗褐色土。
2 暗褐色土。アカホヤ火山灰土が混ざる。下位で何かが焼けた痕跡が混じる。
3 褐色土。硬化面。
4 褐色土。貼床埋土。
5 黄褐色土。
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第２-184図　竪穴建物跡43号　遺物出土状況
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第２―185 図　竪穴建物跡 43 号　出土遺物（土器）
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第２―186 図　竪穴建物跡 43 号　出土遺物（土器 ・石器）
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表２-82  竪穴建物跡43号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

185

479 ○ 鉢 完形 ― 7.9 11.4 5.6 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小
土坑内

480 ○ 高坏 坏部 ― ― 23.2 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
土坑内

481 ○ 高坏 坏部 ― ― 21.3 ―
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:明赤褐

内:にぶい橙

石・白・黒・

小
土坑内

482 ○ 高坏 脚部 ― ― ― 14.0 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:浅黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小
土坑内

483 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ― ミガキ
ミガキ

工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・白・黒・

小
土坑内

484 ○ 高坏 脚柱部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ

工具ナデ

ミガキ

外:明褐

内:明褐

石・白・黒・

小
土坑内

485 ○ 坩 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

石・輝・白・

黒・小
土坑内

486 ○ 手づくね 完形 ― 3.0	 6.0	 ― 指押さえ 指押さえ
外:橙

内:橙
長・角・黒 土坑内

487 ○ 手づくね 完形 ― 3.7	 5.0	 ―
指ナデ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙
長・黒 土坑内

488 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい褐

内:橙

石・輝・白・

黒・小

489 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 21.5	 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ナデ

外:にぶい黄褐

内:にぶい黄褐

石・黒・小・

ほか

490 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 20.7	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:明黄褐

石・黒・小・

ほか

491 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 16.8	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:明褐灰

内:浅黄橙

石・白・黒・

ほか

492 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 7.5	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:灰黄褐

石・白・黒・

小
脚部高:0.9cm

493 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.5	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい橙

石・輝・白・

黒・小
脚部高:1.1cm

494 ○ 鉢 口縁部－胴部 ― ― 19.4	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・長・白・

小

495 ○ 高坏 坏部 ― ― 13.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・輝・白・

黒・小

496 ○ 高坏 坏部 ― ― 25.6	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:明黄褐

石・輝・白・

小

497 ○ 壷 底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:明赤褐

石・白・黒・

小

２

｜

186

498 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 26.8	 ― 工具ナデ
工具ナデ

ハケ目

外:明赤褐

内:黒褐
石・黒・小

499 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 指ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

500 坩 胴部－底部 ― ― ― ― ミガキ 工具ナデ
外:明褐

内:明赤褐

石・白・黒・

ほか

表２-83　竪穴建物跡43号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

186

石117 ○ 棒状礫 完形 16.3 8.3 5.7 1150.0 ホルンフェルス

石118 棒状礫 完形 19.9 8.9 6.5 1760.0 ホルンフェルス

石119 棒状礫 完形 19.9 9.3 4.6 958.0 砂岩

石120 棒状礫 完形 18.1 7.4 5.4 969.0 ホルンフェルス



第２-187図　竪穴建物跡44号

1 褐色土。アカホヤ火山灰土と池田降下軽石を含む。
2 暗褐色土に黄褐色土ブロックが混ざる。貼床埋土。
3 黄褐色土。噴砂シラス(Ⅴⅹ層)が混ざる。

① 黒褐色土。
② 橙色土。硬化している焼土。
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表２-84　竪穴建物跡44号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

189

501 ○ 高坏 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・角・白・

黒・小

502 甕 口縁部 Ｂ ― ― ―
工具ナデ

指ナデ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい黄橙
石・白・小

503 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.2 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:明赤褐

石・白・黒・

小

504 高坏 脚部 ― ― ― ―
工具ナデ

ナデ
工具ナデ

外:浅黄橙

内:浅黄橙
石・小



第２-188図　竪穴建物跡44号　遺物出土状況
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第２―189 図　竪穴建物跡 44 号　出土遺物（土器）
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第２-190図　竪穴建物跡45号

　1 にぶい黄褐色土。池田降下軽石をわずかに含む。
　2 にぶい黄褐色土。炭化物を少量含む。池田降下軽石をわずかに含む。硬化面。
　3 灰褐色土。炭化物をわずかに含む。
　4 橙色土。焼土。

　① にぶい黄褐色土。池田降下軽石ブロックをわずかに含む。
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第２-191図　竪穴建物跡45号　遺物出土状況
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表２-85  竪穴建物跡45号出土土器
図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

192

505 鉢・甕 口縁部－脚部 ― ― 20.2	 ―
工具ナデ

ナデ

工具ナデ

ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

506 高坏 坏部 ― ― 24.0	 ―
工具ナデ

ハケ目

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

507 高坏 坏部 ― ― 14.7 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:赤褐

内:赤褐

石・白・黒・

小

508 壷 底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:浅黄橙

石・輝・白・

小

表２-86  竪穴建物跡45号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

192

石121 砥石 完形 20.2 8.3 5.2 1160.0 砂岩

石122 棒状礫 完形 16.4 10.5 6.6 1640.0 ホルンフェルス

石123 棒状礫 完形 18.2 9.7 6.7 1740.0 砂岩
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第２―192 図　竪穴建物跡 45 号　出土遺物（土器 ・石器）
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第２-193図　竪穴建物跡46号
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第２-194図　竪穴建物跡47号
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第２-195図　竪穴建物跡47号　遺物出土状況
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第２―196 図　竪穴建物跡 47 号　出土遺物（土器）
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表２-87  竪穴建物跡47号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

196

509 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 24.8 ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:にぶい黄橙

石・長・白・

黒

510 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 30.2 ―
工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:橙

石・小・

ほか

511 甕 完形 ― 28.6 30.4 5.5
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい黄褐

石・白・黒・

小

512 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・小・

ほか

513 壷 口縁部－頸部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい褐

内:にぶい橙

石・白・小・

ほか



第２-197図　竪穴建物跡48号
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3 明褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを多量に含む。硬化面。
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第２-198図　竪穴建物跡48号　遺物出土状況
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表２-88　竪穴建物跡48号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

199

514 ○ 鉢 完形 ― 20.1 26.2 11.8
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:明褐

内:にぶい橙
黒・小

515 ○ 甕・壷 底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小

516 ○ 高坏 坏部 ― ― 12.5 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

517 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.2
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・

ほか
脚部高:0.6cm
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第２―199 図　竪穴建物跡 48 号 ・49 号　出土遺物（土器 ・装飾品）
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第２-200図　竪穴建物跡49号
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第２-201図　竪穴建物跡49号　遺物出土状況
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表２-89　竪穴建物跡49号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

199

518 ○ 甕・鉢 口縁部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:にぶい橙

内:橙

石・白・小・

ほか

519 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:明黄褐

白・小・

ほか

520 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 13.0
ミガキ

工具ナデ

工具ナデ

ミガキ

外:赤褐

内:明赤褐
石・白・小 脚部高:4.0cm

521 ○ 高坏 坏部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ
ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・長・角・

白・小
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（２）円形竪穴建物跡（第２－202 図）

川久保遺跡の古墳時代は方形竪穴建物跡が主体である

が，北側中央部（Ｃ30 ～ 33 区）から南西方向（Ｅ・Ｆ27 ～

29 区）にかけて，帯状に７基の円形竪穴建物跡の検出が

見られた。

竪穴建物跡 50 号（円形竪穴建物跡１号　第２－ 203 図）

竪穴建物跡 50 号はＢ32・33 区Ⅴa層から検出した。大

きさは長軸（南北軸）2.9 ｍ，短軸（東西軸）2.5 ｍを測り，

東側がやや直線的に成形されているが，略楕円形を呈し

ている。検出面から底面までの深さは約 10cmと浅く，遺

構の上部は削平されている。遺構の北側には不定形の深

さ約 10cmの浅い土坑が１基検出されている。埋土が隣

接し切り合うＰ１の埋土と同じであるため前後関係は不

明であり，また，遺構に付属するかどうかも不明である。

炉跡・焼土跡・炭化物範囲・硬化面はいずれも検出され

ていない。柱穴は複数基確認されたが，遺構に伴う可能

性が高いものは９基であった。壁面に作られたものが５

基，遺構内のものが４基である。平面形状は様々である

が，深さを見ると壁面に作られた柱穴は 35 ～ 50cmと深

く，遺構内の柱穴は浅い。また，遺構内の柱穴でもＰ４は

深い。最小径は方形竪穴建物跡と比較して小さく，遺構

の面積が小さいことと比例して，細い柱で建物を建てて

いたと考えられる。　遺物の出土は少なく，どれも古墳

時代土器と考えられる胴部小破片のみが出土している。

竪穴建物跡 51 号（円形竪穴建物跡２号　第２－ 204 図）

竪穴建物跡 51 号はＢ30 区Ⅴa層から検出した。直径約

3.7 ｍの円形を呈し，南側には幅約 0.9 ｍ，奥行き約 1.1

ｍの張り出しを持つ。張り出し部を含めると遺構の長軸

は南北軸となる。検出面から底面までの深さは約 50cm

で，底面から約 25cmの厚さで平坦な貼床が形成されてい

る。壁面は底面から検出面まで緩やかに立ち上がる形状

をしている。遺構の中央部には長軸約0.6ｍ，短軸約0.4

の略楕円形の土坑が検出されており，その内部には柱穴

と考えられる小ピットが検出されている。土坑内からは

焼土は検出されておらず，炉跡とは考えられない。その

ため，この遺構は柱穴と判断した。柱穴Ｐ１の下位から

は甕の底部が出土している。Ｐ１の南側にはＰ２が，遺

構周辺からはＰ３が検出されている。埋土は全て同じ暗

褐色土であるが，Ｐ３の遺構への所属は疑わしい。建物

の円形部分は，壁際を除くほぼ全面に硬化面が広がって

いる。円形部分と同じ高さで貼床面が形成されている張

り出し部分には硬化面は確認されていない。硬化面の厚

さは約６cmである。そのちょうど中間，硬化面上面から

３cm程の位置に赤褐色の鉄分を含んだような薄い層があ

り，硬化面はその層により上下２枚に分かれる。

出土遺物（第２－205 図）

遺物は遺構内全体から出土している。

土器（第２－206 図）

522 ～ 525 はその出土状況から，竪穴建物跡 51 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

522 は壷の胴部資料である。遺構の南側および張り出

し部分で，大部分が貼床面から出土している。外面に施

されている突帯の下部は，ヘラ状工具や爪等で擦り付け

られている。胴部上半は横・斜め方向のハケ目や工具ナ

デが施されている。胴部下半は広範囲が煤に覆われてい

るため，器面調整は判然とはしないが，縦方向の工具ナ

デが施されている。部分的には幅２mm程度の縦方向のミ

ガキがまばらに施されている。内面には緩い稜が形成さ

れており，稜の直下には指押さえが確認でき，指押さえ

により稜を形成したと考えられる。内面調整は横方向の

ハケ目の後に，縦方向の工具ナデを施している。外面同

様に，幅２mm程度の縦方向のミガキが，まばらに施され

ている。

523 は甕の脚部で資料である。底径 9.5cmを測る。遺構

の北壁付近で貼床面から，南西壁付近で検出面から出土

している。外面胴部下端は斜め方向のナデが施されてい

る。脚部は横方向の工具ナデが施されており，脚部上位

から中位にかけては指押さえが密に行われている。内面

胴部はナデが施されている。脚部内面は斜め・横方向の

工具ナデが施されている。

524 は壷の口縁部から頸部の資料である。口縁端部は

欠損しており，口縁部と頸部の境目には刻目突帯が施さ

れている。遺構の北東部で貼床面から出土している。外

面口縁部には横方向のナデが施されており，突帯上位に

は指押さえが行われている。頸部上位には横方向のハケ

目がその下位には横方向のナデが施されており，指押さ

えも行われている。内面は横・斜め方向のナデが，頸部

下端には縦方向の工具ナデが施されている。

525 は鉢である。口縁部から胴部下半までの資料であ

る。口径 32.6cmを測る。遺構の北東部で貼床面から，南

西壁付近で検出面から出土している。口縁部から胴部上

半にかけて粘土を貼り付け，特に口縁部は粘土帯により

わずかに肥厚し，丁寧な整形により段差を形成してい

る。口縁部の肥厚帯には部分的に斜め方向の工具ナデが

施されている。粘土貼り付け範囲の下位には，縦・斜め

方向の工具ナデが施されている。胴部下半は器面調整が

不明瞭になり，器面も平滑である。内面口縁部上端は横

方向のハケ目が施されている。その下位には横方向のミ

ガキを施した後に，斜め方向のミガキが施されている。

内面のミガキは非常に丁寧に施されているのが特徴であ

る。胴部中位のミガキがやや疎になる部分も，光沢が無

いだけで器面は平滑である。外面の広い範囲に煤の付着

が見られる土器である。
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526・527 はその出土状況から，竪穴建物跡 51 号廃絶

後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

526 は甕の胴部下半から脚部にかけての資料である。

底径 7.2cm，脚部高 1.0cmを測る。脚部の断面に接合痕跡

が残存しており，胴部から連続して底部を成形し，そこ

に脚部を貼り付けていることが観察できる。遺構内埋土

中一括取上げ資料である。外面胴部下半には幅３～４mm

程度の縦方向のミガキが密に施されている。脚部には幅

６mm程度の横方向の繊維状の工具ナデが丁寧に施されて

いる。また一部に指押さえが行われている。胴部の縦ミ

ガキが脚部の横ナデの被っているため，脚部の調整が先

に施されたことが分かる。内面は幅９mm程度の縦方向の

工具ナデが丁寧に施されており，一部には光沢も見られ

る。脚部の内面には横方向のナデおよび，幅３～４mm程

度のミガキが施されている。

527 は完形に復元できた手づくね土器である。わず

かではあるが底部に平坦面を持ち，口径 5.3cm，底径

1.1cm，器高 3.1cmを測る。遺構内埋土中一括取上げ資料

である。外面は指ナデが，内面はナデが施されている。

石器（第２－206 図）

石 124 は軽石製品である。遺構内埋土中一括取上げ遺

物である。

石 125 は棒状礫である。遺構内埋土中一括取上げ遺物

である。

竪穴建物跡 52 号（円形竪穴建物跡３号　第２－ 207 図）

竪穴建物跡 52 号はＤ31 区Ⅴa層から検出した。遺構の

東側や，その他にも部分的に撹乱を受けている。北西側

は硬化面が遺構の上端となって検出されているため，遺

構上面の削平が他の部分よりも著しかったと考えられ

る。想定される形状は楕円形であり，直径 3.2 ｍ程度の

大きさであると考えられる。検出面から底面までの深さ

は 15 ～ 20cm程度であり，底面から６～ 10cm程度の厚さ

で貼床面が形成されている。硬化面は北側と西側では壁

面付近まで広がっていることが確認できる。柱穴は遺構

内に２基検出されている。炉跡・張り出しは検出されて

いない。

出土遺物（第２－208 図）

遺物は貼床面から４点出土しているが，どれも土器小

片である。

竪穴建物跡 53 号（円形竪穴建物跡４号　第２－ 209 図）

竪穴建物跡 53 号はＥ29 区Ⅴa層から検出された。直径

約 4.1 ｍの円形を呈し，南東側に幅約 1.0 ｍ，奥行き約

0.7 ｍの張り出しを持つ。検出面から底面までの深さは

50 ～ 55cm程度で，縁辺部はやや浅く 30 ～ 40cm程度で

ある。底面から 20 ～ 30cm程度，縁辺部で 10cm程度の厚

さで貼床が形成されている。張り出し部の手前には長軸

0.85 ｍ，短軸 0.65 ｍ，深さ約 15cmの楕円形の土坑が検

出されている。検出面は貼床上面である。遺構の中央部

には柱穴が１基検出されている。炭化物を含むがわずか

な量であり，焼土が確認されていないことから，建物の

中央柱穴跡と判断した。検出面は貼床面である。貼床上

面はしまりはあるが，硬化は部分的にしか確認されてい

ない。

出土遺物（第２－210・211 図）

張り出し部の手前で大量の土器が集中して出土してい

る。土器は幅約 1.5 ｍ，奥行き約 0.9 ｍの範囲で，10cm

程度の厚さで貼床面直上から重なった状態で出土してい

る。甕や高坏の大型の破片がまとまって出土しているこ

とから，流れ込みでは無く，人為的に廃棄されたものと

考えられる。土器集中部以外での土器の出土は散在的で

ある。張り出し部でも貼床面直上から，ある程度の量の

土器が出土しているが，小破片の出土が多い。

土器（第２－212 ～ 214 図）

528 ～ 540 はその出土状況から，竪穴建物跡 51 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

528 は完形に復元することができた口縁部が外傾する

甕Ｂ類である。丸底甕に脚部を付加する技法を用いて成

形されている。口径 24.2cm，底径 7.7cm，器高 31.4cm，

脚部高 0.3cmを測る。張り出し部手前の土器集中およ

び，遺構の南側で貼床面から出土している。外面口縁部

上位は横方向の工具ナデが，口縁部中位から下位にかけ

ては，縦方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されてい

る。口縁部の中位には指押さえが巡り，この指押さえに

より器面が少し凹むことで，相対的に口縁部上位がわず

かに膨らむ器形を呈する。突帯貼り付け部分の器面には

横方向のハケ目を施した後に，突帯を貼り付けている。

胴部は縦方向の工具ナデが施されている。外面胴部には

部分的に摩滅が激しい箇所が見られ，外面脚部は摩滅が

激しいため，器面調整は不明である。内面口縁部は横方

向の工具ナデが，口縁部下端は斜め方向の工具ナデが施

されている。胴部は縦・斜め方向の工具ナデが施されて

いる。突帯内面部分とその下位には，指押さえが２列巡

る。内面胴部下位は摩滅が著しい。脚部内面は横方向の

工具ナデが施されている。

529 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 27.8cmを測る。張り出し部手前

の土器集中で貼床面から出土している。外面口縁部は横

方向のハケ目を施した後に，縦方向の工具ナデが施され

ている。工具ナデを施す際に口縁部と胴部屈曲部の境目

で工具ナデを打ち込み段差をつけている。胴部上半は横

方向の工具ナデを施した後に，その工具ナデをナデ消し

ているようである。胴部下半は縦方向の工具ナデが施さ

れている。内面口縁部は横方向のハケ目が施されてい
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る。胴部は横方向の工具ナデを施した後に，外面同様，

その調整痕をナデ消している。

530 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部下位

までの資料である。口径 32.0cmを測る。張り出し部手前

の土器集中で貼床面から出土している。外面口縁部上端

は横方向の工具ナデが，口縁部は斜め方向の工具ナデが

施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工

具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は斜

め方向の工具ナデが施されている。内面は横・斜め方向

の工具ナデが施されており，口縁部から胴部中位にかけ

て，複数列の指押さえが巡る。

531 は完形に復元できた口縁部がわずかに外傾する甕

Ｂ類である。口径は 34.4cmを測るが，口縁部は大きく歪

んだ形状をしている。器高は 51.0cmを測り，本遺跡で出

土した古墳時代の土器の中でも最大の大きさとなる。寸

胴な口縁部から胴部に比して，脚部は外面の見た目で，

わずか約４cm程度の高さしか持たず，脚部高は 2.4cmで

ある。口縁部から胴部上半にかけては煤の付着が確認で

きるが，煤の範囲は全周ではない。張り出し部手前の土

器集中で貼床面から出土している。外面口縁部は目の細

かい横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り

付け部分の器面には横方向のハケ目を施した後に，突帯

を貼り付けている。突帯は始点と終点が上下にずれて貼

り付けられている。胴部上位は横・斜め方向の工具ナデ

が，その下位にも同じく横・斜め方向の工具ナデが施さ

れているが，工具の幅が変わり，調整の雰囲気が変わる。

また，調整が確認できない箇所も見られる。外面胴部中

位上半は横方向の工具ナデが施されているが，器面が摩

滅しており調整痕が消失している箇所が見られる。胴部

中位下半は被熱により器面が摩滅・剥離しており，調整

痕は消失または不明瞭である。赤色化が著しく，器面に

混和材が露出し，ザラついている。この赤色化や摩滅の

著しい範囲は，煤の付着範囲と重なることはほぼない。

外面胴部下位は縦方向の工具ナデが，脚部は横方向の工

具ナデが施されている。胴部と脚部の境目には指押さえ

が並ぶ。胴部下位も場所によっては，摩滅・赤色化が見

られる。対して脚部には摩滅・赤色化する部分は見られ

ず，調整痕もはっきりと残存している。内面口縁部は目

の細かい横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯

部分あたりから胴部上半にかけては横・斜め方向の工具

ナデが施されている。内面胴部中位は外面ほどではない

（器面の剥離や，混和材の露出は見られない）が，器面に

摩滅が見られ，赤色化が確認でき，調整痕が消失もしく

は不明瞭である。内面胴部下位も胴部中位と同程度の器

面の摩滅が見られ，調整痕が消失もしくは不明瞭である

が，赤色化は見られない。脚部内面は横方向の工具ナデ

が施されている。

532 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｂ類の口縁部から

胴部下半までの資料である。口径 32.4cmを測る。張り出

し部手前の土器集中で貼床面から出土している。口唇部

は部分的に内外面ともに調整後に粘土を貼り付け，薄く

工具ナデで引き伸ばしている。丁寧にナデを施す箇所

と，雑に施す箇所が見られる。ひび割れ等の補修の可能

性が考えられる。外面口縁部上端は上述の粘土を貼り付

ける前に横方向のハケ目を施し，貼り付け後には横方向

のナデが施されている。突帯貼り付け部分の器面には横

方向のハケ目を施した後，器面を溝状に凹ませ突帯を貼

り付けている。突帯よりも５mm程上位からは，幅１～３

cm程度で粘土が貼り付けられ横ナデにより薄く伸ばされ

整形されている。その後，粘土貼り付け部分上位に縦・

斜め・横方向の工具ナデを施し，その末端が粘土貼り付

け箇所に接することで段差が生じている。突帯下位には

横方向のハケ目と斜め方向の工具ナデが施されている。

胴部下半には幅５～８mm程度の縦・斜め方向の工具ナデ

を施した後，その工具ナデをナデ消している。内面口縁

部は幅５～８mm程度の横・斜め方向の工具ナデが施さ

れている。胴部中位は基本的には幅３cm程度の横方向の

ハケ目が施されている。胴部下半には幅５～８mm程度の

横・斜め方向の工具ナデが施されている。

533 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｃ類の口縁部から

脚部の資料である。口径 30.2cmを測る。張り出し部手前

の土器集中で貼床面から出土している。外面は斜め・横

方向の丁寧な指ナデが施されている。内面は工具ナデを

施した後に，斜め・横方向の丁寧な指ナデを施し，工具

ナデをナデ消しており，部分的には工具ナデが確認でき

る。胴部には指押さえが３列巡る。

534 は甕である。

535 は口縁部が直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 29.6cmを測る。張り出し部手前

の土器集中で貼床面から出土している。外面口縁部上位

は横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが，中位は斜め方

向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。突帯貼

り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，

突帯を貼り付けている。胴部には斜め方向の工具ナデが

施されている。内面口縁部は横方向の工具ナデが，胴部

は斜め方向の工具ナデが施されている。

536 は口縁部が内湾する甕Ｃ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 21.9cmを測る。張り出し部手前の土

器集中で貼床面から出土している。外面口縁部は横方向

の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されている。突帯貼り

付け部分の器面には横・斜め方向の工具ナデを施した

後に，工具ナデの向きに沿うように突帯を貼り付けてい

る。胴部上位は斜め方向の工具ナデと，その下位は横方

向の工具ナデが部分的に施されている。胴部上位から中

位にかけては横方向のナデを施した後に，中位では縦方

向のミガキが疎に施されている。内面口縁部上位と突帯
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内面部分付近には，横方向の工具ナデが施されている。

その他の部分には横方向の指ナデが施されている。

537 は口縁部がわずかに内傾する甕Ｃ類の口縁部から

胴部上位の資料である。口径 28.4cmを測る。張り出し部

手前の土器集中で貼床面から出土している。外面口縁部

上端は目の細かい横方向の工具ナデ，もしくはハケ目が

施されている。突帯付近は口縁部上端の調整痕よりも凹

凸が強く，明瞭な横方向のハケ目が施されている。工具

の幅もやや広い。胴部には丁寧な横方向のナデが施され

ている。内面は外面と同様な調整が同様な場所に施され

ており，口縁部上端の調整はその下位の調整と比べて工

具の幅が狭く，施され方は浅い。

538 は完形に復元できた口縁部が大きく内湾する甕Ｄ

類である。口径 23.0cm，底径 8.5cm，器高 35.4cm，脚部

高 2.4cmを測る。張り出し部手前の土器集中および，そ

の北側で貼床面から出土している。外面口縁部には縦・

斜め方向の工具ナデが施されている。突帯部分には段差

が見られ，突帯を貼り付ける前に指押さえのような行為

が行われていたと考えられる。胴部上位には幅２mm程の

丁寧な工具ナデが施されている。粘土帯の接合痕も確認

でき，その下位には指押さえも行われている。工具ナデ

の原体は胴部下位のミガキを施したものと同じ可能性が

ある。胴部中位から下位にかけては縦・横方向の工具ナ

デが施されており，胴部下半ではその上から部分的に縦

方向のミガキが施されている。脚部上位には縦方向の工

具ナデが，脚部中位には横方向の工具ナデが，脚部下位

には横方向のミガキがそれぞれ施されている。口唇部に

は縦・横方向の工具ナデが，口縁部には横・斜め方向の

工具ナデが施されている。突帯内面部分には横方向の工

具ナデが施されている。胴部上位から胴部中位にかけて

は，単位が不明瞭な工具ナデが施されており，調整方向

は斜めや横方向に施しているようである。胴部下位から

内面底部にかけては，横方向の工具ナデを施した後に，

縦方向の工具ナデが施されているが，縦方向の工具ナデ

は底部にまでは及ばない。脚部内面には横方向の工具ナ

デが施されており，指押さえも行われている。脚部端部

は横方向のミガキが施されている。

539 は甕の胴部中位から脚部までの資料である。底径

9.5cm，脚部高 0.8cmを測る。張り出し部手前の土器集中

で貼床面から，遺構の西側で貼床面から 20cm程度浮い

た状態で出土している。外面胴部は縦・斜め方向の工具

ナデが施されている。脚部は横方向の工具ナデが施され

ており，脚端部には指押さえが並ぶ。内面胴部中位には

縦・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部下位には

横・斜め方向の工具ナデが施されている。脚部内面には

横方向の工具ナデが施されており，指押さえも行われて

いる。

540 は甕の胴部から脚部資料である。張り出し部手前

の土器集中で貼床面から出土している。外面胴部中位は

摩滅が著しいが，縦方向の工具ナデが確認できる。胴部

下位は縦・横方向の工具ナデが施されている。内面胴部

中位も摩滅が激しく，器面調整は不明である。胴部下位

は斜め方向の丁寧なナデが施されている。

541 ～ 547 はその出土状況から，竪穴建物跡 53 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器群で

ある。

541 は口縁部がわずかに外傾する甕Ｂ類の口縁部から

胴部中位の資料である。口径 29.6cmを測る。張り出し部

手前の土器集中とその北側で，貼床面から 20cm程度浮い

た状態で出土している。外面口縁部上半は横方向の単位

幅が不明瞭な工具ナデが，口縁部下半から胴部にかけて

は，斜め・縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁

部上半は横方向の工具ナデが，下半は斜め方向の工具ナ

デが施されている。胴部は横・斜め方向の工具ナデが施

されている。

542 は甕の胴部中位から脚部の資料である。底部径

8.2cm，脚部高 2.4cmを測る。中央土坑の南側と遺構の北

東部で，貼床面から 10cm程度浮いた状態と，検出面直下

で出土している。内外面ともに器面の摩滅が著しく，外

面胴部の器面調整は不明であり，胴部下端にわずかにナ

デが確認できる。外面脚部は横方向の工具ナデが施さ

れており，胴部と脚部の境目には指押さえが巡る。内面

胴部も部分的に工具ナデが確認できるのみである。脚部

内面も摩滅しているが，横方向の工具ナデが施されて

いる。

543 は壷の頸部から胴部下位までの資料である。遺構

の中央部から南東側にかけて，貼床面より 10cm程度浮い

た状態や，検出面から出土している。外面頸部は縦方向

のミガキが施されている。外面肩部から胴部は縦方向の

ミガキを施した後に，斜め方向のミガキを施している。

内面頸部は幅３～４mm程度の横方向のミガキが施されて

いる。肩部には指押さえが巡り，指押さえを境に，肩部

から胴部上位には幅５～６mm程度の横方向のミガキを施

した後に，部分的に幅３mm程度の横方向のミガキが施さ

れている。胴部中位には縦方向のミガキを施した後に，

横方向のミガキが施されている。胴部下位は横方向のミ

ガキが施されているが，部分的に下地に縦方向のミガキ

が確認できる。

544 は高坏の坏部である。口径 16.9cmを測る。遺構の

中央部から北東側にかけて，貼床面から５～ 25cm程度浮

いた状態で出土している。外面坏部上位は横方向の単位

幅が不明瞭な工具ナデが，中位は縦方向の工具ナデが，

下位は斜め方向のナデが施されている。内面は横方向の

単位幅が不明瞭な工具ナデが施されており，坏部中位に

は指押さえが密に２～３列巡る。

545 は高坏の坏部である。口径 24.6cmを測る。遺構埋
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土中一括取上げ遺物である。外面坏部上位は横方向の工

具ナデと，その下位に横方向のナデが施されている。坏

部中位は斜め・横方向のミガキが施されている。坏部下

位は斜め方向の工具ナデが施されているが，屈曲部の接

合部分はミガキが施されている。内面坏部上位は横方向

のミガキと，その下位は斜め方向の工具ナデが施されて

いる。中位から下位にかけては横・斜め方向の工具ナデ

が施されている。

546 は高坏の脚部である。底径 15.6cmを測る。遺構の

中心部と東壁の中間付近と，遺構の南西側で，貼床面か

ら約 10cm浮いた状態と，検出面直下で出土している。外

面脚筒部は縦方向のミガキが，脚筒部下端は斜め方向の

ミガキが施されている。外面脚裾部上半は斜め方向のミ

ガキが，下半は横方向のミガキが施されている。内面は

横・斜め方向のミガキが施されており，脚筒部上端にわ

ずかに横方向の工具ナデが確認できる。

547 は坩の胴部上位から底部の資料である。遺構の南

西側で検出面直下や検出面から出土している。外面胴部

上位は横方向の工具ナデが，中位から下位にかけては縦

方向のミガキが胴部下端は斜め方向のミガキが，底部は

横方向のミガキがそれぞれ施されている。内面胴部上

位から中位にかけては，横方向の工具ナデが，下位は斜

め方向の工具ナデが，底面付近は縦方向の工具ナデが

施されている。内面胴部中位と底面付近には指押さえが

並ぶ。

石器（第２－214 図）

石 126 は棒状礫である。張り出し先端部分で底面から

出土している。

炭化材・炭化種実（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 53 号では数点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 54 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，中央

柱穴から出土した１点の炭化材について放射性炭素年代

測定（ＡＭＳ測定）を実施した。分析の結果，確率の高い

２σ暦年代の範囲で 239calAD-351calAD（93.2%）となっ

た。おおよそ３世紀中頃～４世紀中頃の値である。

竪穴建物跡 54 号では貼床面の埋土の洗い出しを行っ

ており，炭化種実としてオニグルミ，カラスザンショウ

－イヌザンショウ，イネが検出されている。また，貼床

面埋土からはコナラ属が検出されている。さらに栽培種

としては，イネの穎（基部）が検出されている。

竪穴建物跡 54 号（円形竪穴建物跡５号　第２－ 215 図）

竪穴建物跡 54 号はＦ 28 区Ⅴa層から検出した。南側

の一部に現代の溝による削平を受けている。直径は約

3.8 ｍの円形を呈し，南南東に幅約 0.65 ｍ，奥行き約

0.65 ｍの張り出しを持つ。張り出し部を中心として，建

物の南側半分がやや膨らむ形状を呈している。検出面か

ら底面までの深さは 20 ～ 30cm程度であり，底面から厚

さ５～ 10cm程度で貼床が形成されている。遺構の中央部

には直径約 0.6 ｍ，深さ約 10cmの土坑が貼床面から検出

されている。土坑内には焼土や炭化物は検出されていな

いが，遺構の北側には焼土及び炭化物の集中が検出され

ている。柱穴は遺構外に１基検出されている。硬化面は

遺構内のほぼ全体に広がるが，北北西側の一部には貼床

面が検出されておらず，それに伴い硬化面も検出されて

いない。硬化面の下位には円形の溝状遺構が検出されて

いる。溝状遺構は遺構の壁に沿って形成されており，西

側の一部が途切れる形状を呈している。溝状遺構の幅は

南東側が広く最大で約 70cmであり，両端部が先細り 20

～ 40cm程度になる。深さは約 10cmである。

出土遺物（第２－216 図）

遺物は遺構内全体に散在して出土している。溝状遺構

内からの遺物の出土は少なく，特筆すべき遺物は加工面

のある軽石製品１点のみである。

土器（第２－217 図）

548 ～ 552 はその出土状況から，竪穴建物跡 54 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

548 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。口径 29.6cmを測る。中央土坑の西側

で貼床面から出土している。外面口縁部は横方向の工具

ナデが施されている。突帯にも横方向の工具ナデが施さ

れている。胴部上端には横方向の工具ナデが施されてい

る。胴部は斜め・縦方向のナデが施された後に，胴部中

位には縦方向のミガキが施されている。内面口縁部上半

は横方向の工具ナデが，口縁部下半から胴部上端にかけ

ては縦方向の工具ナデが施されており，縦方向の工具ナ

デの下位には指押さえが巡る。胴部には縦・斜め方向の

ナデが施されている。

548 は器面に煤が付着しており，この付着炭化物の放

射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）をおこなったところ（第

３分冊自然科学分析参照），確率の高い２σ暦年校正年代

で 333calAD-416calAD（79.5%）となった。おおよそ４世

紀中頃～５世紀前半の値である。

549 は丸底甕の胴部上位から底部の資料である。中央

土坑内を含め，遺構内に広く散在し出土している。検出

面から出土している破片もあるが，大半は貼床面で出土

していることから，竪穴建物跡 54 号に帰属する可能性

が高いと判断した。外面胴部は横・斜め方向のナデを施

した後に，胴部上半に部分的に横・斜め方向のミガキが

施されている。内面胴部上位は横・斜め方向の工具ナデ

が，中位から下位は横方向のナデが施されている。

550 は完形に復元できた丸底壷である。口径 10.4cm，

器高 13.6cmを測る。ほぼ完形品の状態で張り出し部分の

貼床面から出土している。外面は斜め方向のミガキが，

内面はナデが施されている。
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551 は丸底壷の胴部上位から底部の資料である。こち

らは割れた状態ではあるが，550 と同じく張り出し部分

の貼床面から出土している。また，遺構の北西側の貼床

面，遺構の南側や西側の検出面からも出土している。外

面胴部は横・斜め方向の工具ナデが，底部は縦方向の工

具ナデが施されている。肩部内面は縦方向のナデが，胴

部は横・縦方向の工具ナデが施されており，胴部には指

押さえも行われている。

552 はその出土状況から，竪穴建物跡 54 号廃絶後に

廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器である。口

縁部がわずかに内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

までの資料である。中央土坑の南側で貼床面から 10cm

程度浮いた状態で出土しているほか，遺構の北側や遺構

周辺で，検出面直下や検出面と同レベルから出土してい

る。外面口縁部は横方向の工具ナデを施した後に，横方

向の指ナデが施されている。工具ナデの一部はナデ消さ

れずに残る。胴部は斜め・縦方向の工具ナデが施されて

いる。内面口縁部下位は横方向の工具ナデが施されてい

る。胴部は横・斜め方向のナデや，斜め・縦方向の工具

ナデが施されている。口縁部には指押さえが多く行われ

ている。

石器（第２－217 図）

石 127 は棒状礫である。遺構の東北東の壁面付近で，

貼床面から出土している。

石 128 は軽石製品である。溝状遺構埋土中一括取上げ

遺物である。溝状遺構の埋土中からの出土なので，硬化

面よりも下位での出土となる。

竪穴建物跡 55 号（円形竪穴建物跡６号　第２－ 218 図）

竪穴建物跡 55 号はＥ 27・28 区Ⅴa層から検出した。東

側に一部攪乱を受けている。長軸約 5.3 ｍ，短軸約 5.0

ｍの楕円形状を呈し，南南東側に幅約 1.0 ｍ，奥行き約

0.6 ｍの張り出しを持つ。検出面から底面までの深さは

約 50cmであり，底面から 15 ～ 20cm程度の厚さで貼床が

形成されている。貼床面の上面は硬化しており，硬化面

を形成している。遺構の中心部よりやや南側の位置には

焼土を伴う直径約 40cm，深さ約８cmの土坑が検出されて

おり，炉跡と考えられる。また中心部より東北東側には

焼土が確認されているが，こちらは貼床面よりも上位の

埋土中で検出されており，竪穴建物跡 55 号廃絶後に形

成されたと考えられる。張り出し部の手前には，長軸約

1.5 ｍ，短軸約 0.8 ｍの土坑状の凹みが検出されている

が，深さは約５cmと浅い。柱穴は西側に１基のみ検出さ

れている。貼床面よりも上位の埋土はレンズ状堆積を呈

していることから，竪穴建物跡 57 号は自然堆積により

埋まったと考えられる。

出土遺物（第２－219 図）

遺物は遺構内全体から多く出土しているが，貼床面か

ら出土している遺物は少なく,多くは遺構埋土中および

検出面から出土している。張り出し部の手前の土坑状の

凹みの上面には土器が集中して出土しているが,小破片

が多く，詳細は不明である。

土器（第２－220・221 図）

553 ～ 556 はその出土状況から，竪穴建物跡 55 号に帰

属する可能性が高い土器群である。

553 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

10.0cm，脚部高 5.1cmを測る。脚部は断面に接合痕が明

瞭に残る。外面胴部は横方向の工具ナデを施した後に，

縦方向のミガキを疎に施している。部分的には縦方向の

面取りの工具ナデが施されている。脚部は横・斜め方向

の工具ナデを施した後に，縦方向の面取りの工具ナデが

施されている。内面胴部は斜め方向の工具ナデが，脚部

内面は各方向の丁寧な工具ナデが施されている。

554 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

9.7cm，脚部高 3.2cmを測る。内外面ともに非常に丁寧な

器面調整が施されている。外面はミガキが施されてい

る。内面胴部は斜め方向の丁寧な工具ナデが施されてお

り，部分的には光沢を持つ。脚部内面は各方向の丁寧な

ナデが施されており，部分的には光沢を持つ。

555 は口縁部がほぼ直行する壷の口縁部から頸部の資

料である。口径 20.1cmを測る。遺構の南側にまとまって

貼床面から出土している。外面口縁部は斜め方向のミガ

キを施した後に，口縁部上端と下位に横方向のミガキを

施している。口縁部と頸部の境目には斜め・横方向の工

具ナデが施されている。頸部には縦方向の工具ナデが施

されている。内面口縁部は横方向の工具ナデを施した後

に，斜め方向のミガキを施している。頸部には斜め方向

の工具ナデが施されている。

556 は坩の口縁部資料である。口径 8.1cmを測る。外面

の口縁部上端に赤色顔料が塗布されている。遺構の東側

で貼床面から出土している。外面口縁部上端は横方向の

工具ナデが施されている。口縁部は縦方向のミガキが施

されており，一部は口縁部上端に及ぶ。内面口縁部上半

は横方向の工具ナデが，下半は縦方向の工具ナデが施さ

れている。

557 ～ 576 はその出土状況から，竪穴建物跡 55 号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器で

ある。

557 は口縁部が外反する甕Ｂ類の口縁部から胴部上位

までの資料である。口径 22.8cmを測る。遺構埋土中一括

取上げ遺物である。外面口縁部上位は横・斜め方向の

工具ナデが施されている。口縁部中位から下位にかけて

は，横・斜め方向の指ナデが施されており，下位には部

分的に斜め方向の工具ナデが施されている。胴部には縦

方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施された後に，胴部

上位は横・斜め方向のミガキが施されており，胴部中位
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にも部分的に斜め方向のミガキが施されている。内面口

縁部上半は横方向の工具ナデが，下半は単位幅が不明瞭

な横方向の工具ナデが施されている。胴部は横方向のナ

デが施されている。口縁部と胴部の境目の屈曲部や胴部

には，指押さえが並ぶ。

558 は口縁部が外傾する甕Ｂ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 25.0cmを測る。遺構の北西側で検出

面から出土している。外面口縁部上端は横方向の工具ナ

デが，口縁部は斜め方向の工具ナデが施されている。胴

部上位は横方向の工具ナデが施された後に，部分的に横

方向のミガキが施されている。胴部中位は斜め・縦方向

の工具ナデが施されている。内面口縁部上端は横方向の

工具ナデが施されている。口縁部上半は斜め方向の工具

ナデが，口縁部下半から胴部にかけては横方向の工具ナ

デが施されている。口縁部と突帯内面付近では工具ナデ

の上から部分的に横方向のミガキが施されている。胴部

中位では横方向の工具ナデの上から縦方向の工具ナデが

施されている。

559 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上端

の資料である。遺構の北西側で検出面から出土してお

り，558 と隣接し同じような出土状況を呈している。口

縁部の内外面にかけて粘土を貼り付け，部分的に肥厚さ

せており，粘土を貼り付けた部分には明瞭な痕跡が残

る。外面口縁部は横・斜め方向の工具ナデと，縦・横方

向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されており，場所に

よる器面調整の違いが激しい。胴部上端は横方向の工具

ナデが，胴部は縦・斜め方向の単位幅が不明瞭な工具ナ

デが施されている。内面口縁部上端は横方向のスジ状の

痕跡がはっきりした工具ナデが１条施されている。口縁

部から胴部にかけては単位幅が不明瞭な横方向の工具ナ

デが非常に丁寧に施されている。粘土を貼り付けた部分

は器面調整がやや希薄である。

560 は口縁部が外傾する甕Ｃ類の口縁部から胴部上端

の資料である。遺構の中心部付近で，貼床面から 10 ～

20cm程度浮いた状態で出土している。内外面ともに横・

斜め方向の工具ナデが施されている。

561 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 28.8cmを測る。外面口縁部は横方向

の工具ナデを施した後に，斜め方向の工具ナデを施して

いる。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを

施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は縦方向のハ

ケ目が施されている。内面口縁部から胴部上端にかけて

は，横方向の工具ナデが，胴部は縦方向の工具ナデが施

されている。

562 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 28.2cmを測る。遺構の中心部付近

で，貼床面より 20cm程度浮いた状態や検出面で出土して

いる。外面口縁部は横方向の工具ナデを施した後に，斜

め・縦方向の順番で工具ナデを施し，最後に口縁部下端

に横方向の工具ナデを１条施している。胴部は斜め・縦

方向の工具ナデが施されており，調整は下位に行くほど

薄くなる。内面は横・斜め方向の工具ナデが施されて

いる。

563 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 30.0cmを測る。外面口縁部上半は横

方向の工具ナデが，口縁部下半から胴部にかけては，器

面の凹凸の激しい斜め方向の工具ナデが施されている。

突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具ナデを施し

た後に，突帯を貼り付けている。胴部は幅４～５mm程度

の斜め・横方向の工具ナデが施されている。内面口縁部

上端は横方向の工具ナデが，口縁部は幅３～５mm程度の

横・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部は斜め方

向の工具ナデを施した後に，幅４～５mm程度の縦方向の

工具ナデを施しており，一部は口縁部まで及ぶ。

564 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中

位までの資料である。口径 25.6cmを測る。外面口縁部

は横・斜め方向の工具ナデが施されている。胴部は斜

め・横方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上半

は横方向の工具ナデが，口縁部下半から胴部上位にかけ

ては，横方向の単位幅が不明瞭な工具ナデが施されてい

る。胴部中位には単位幅が不明瞭な縦方向の工具ナデ

と，その下位に縦方向の工具ナデが施されている。内面

には粘土帯の接合痕が多く残り，その上下には指押さえ

が並ぶ。

565 は甕の胴部から脚部の資料である。

566 は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径

9.2cm，脚部高 1.8cmを測る。外面胴部は横方向の工具ナ

デが，胴部と脚部の境目は縦方向の工具ナデが施されて

いる。胴部には指ナデが並ぶ。脚部は横方向の単位幅が

不明瞭な工具ナデを施した後に，斜め・横方向の工具ナ

デを施している。内面胴部は斜め方向の長さの短い工具

ナデを施している。脚部内面は横方向の工具ナデが施さ

れている。脚部内面には指ナデが巡る。

567 は甕の脚部資料である。底径 9.0cm，脚部高 2.3cm

を測る。外面胴部下端は斜め方向の工具ナデが施されて

いる。胴部と脚部の境目には横方向の工具ナデが施され

ている。脚部は斜め方向の工具ナデを施した後に，下端

に横方向の工具ナデを施している。内面胴部底面はミガ

キが施されている。脚部内面は横方向の工具ナデが施さ

れている。

568は甕の胴部下位から脚部の資料である。底径6.8cm

を測る。遺構の東壁付近で，貼床面から 30cm程度浮いた

状態で出土している。外面胴部は斜め・横方向の単位幅

が不明瞭な工具ナデを施した後に，斜め方向の工具ナデ

が施されている。脚部には指押さえが行われている。内

面胴部は斜め方向の工具ナデが施されている。
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569 は壷の口縁部から頸部の資料である。口径 15.3cm

を測る。外面は横方向の工具ナデを施した後に，部分的

に横方向のミガキを施している。内面は横・斜め方向の

ミガキが施されており，ごく一部に工具ナデが確認で

きる。

570は壷の胴部下位から底部の資料である。底径4.1cm

を測る。底部は粘土を貼り付けて肥厚させており，底部

中央には直径 1.4cm程の円形の凹みを丁寧に成形してい

る。遺構の東側で貼床面から８cm程度浮いた状態で出土

している。外面胴部は斜め方向の長さの短い工具ナデ

が，脚部は横方向の工具ナデが施されている。内面は斜

め・横方向の工具ナデが施されている。

571 は高坏の坏部資料である。口径 24.5cmを測る。遺

構の北側から西側にかけて，また張り出し部分におい

て，大部分が検出面や検出面直下で出土している。外面

坏部上位は横方向の工具ナデを施している。坏部中位は

横・斜め方向の工具ナデが施されており，部分的には坏

部上位に及ぶ。坏部下位は横・斜め方向のミガキが施さ

れている。脚部には縦方向の工具ナデが施されている。

内面坏部上端には横方向の工具ナデが施されている。坏

部中位には横方向のミガキを施した後に，斜め・縦方向

のミガキが施され，一部は口縁部上端に及ぶ。坏部下位

から底面にかけては，縦方向のミガキが施されている。

572 は高坏の脚部資料である。底径 15.6cmを測る。遺

構の南東壁付近で検出面から出土している。外面脚柱部

は幅６mm程度の縦方向のミガキが，脚裾部では幅２～３

mm程度の斜め方向のミガキが施されている。脚柱部内面

上位から中位にかけては，横・斜め方向の工具ナデが，

脚柱部下位は縦方向の工具ナデが施されている。脚裾部

内面上位は横方向のミガキが，中位から下位にかけては

斜め・横方向の工具ナデが施されている。

573 は高坏の脚部資料である。遺構埋土中一括取上げ

遺物である。外面脚柱部幅４～６mm程度の縦方向のミガ

キに類似した工具ナデが，脚柱部下端には横方向の工具

ナデが施されている。脚裾部は幅４mm程度の縦方向のミ

ガキに類似した工具ナデが施されている。幅の細い工具

ナデはミガキによく似るが光沢を持たない。内面脚柱部

上半は縦方向の工具ナデが，下半は横方向の工具ナデが

施されている。

574 は完形に復元できた坩である。口径 9.4cm，器高

14.1cmを測る。遺構の北側から張り出し部のかけて広い

範囲で出土しており，張り出し部手前の凹み部分で貼床

面から５cm程度浮いた状態で出土しているほか，検出面

からも出土している。貼床面からの距離が近いため，竪

穴建物跡 55 号に帰属する可能性も考えられる。外面口

縁部上端は横方向のミガキが施されている。胴部は縦方

向のミガキを施した後に，胴部下半には斜め方向のミガ

キを施している。胴部下端には２本の横位沈線文で上下

を区画した中に，斜位沈線文の組み合わせにより鋸歯文

が施されている。さらに文様の範囲には赤色顔料を塗布

している。底部は横方向のミガキが施されている。内面

口縁部から胴部中位にかけては横方向のミガキが施され

ている。胴部下位は指ナデが施されており，指押さえが

巡る。底面には横方向の工具ナデが施されている。

575 は坩の口縁部資料である。口径 9.3cmを測る。遺構

埋土中一括取上げ資料である。外面口縁部は横方向の工

具ナデを施した後に，口縁部中位から下位にかけては，

縦方向の工具ナデが施されている。内面口縁部上端は横

方向のミガキが，口縁部は横方向の単位幅が不明瞭な工

具ナデが施されている。

576 は坩の胴部から底部の資料である。遺構の中央部

から東側にかけて，貼床面より 10cm程度浮いた状態や検

出面直下から出土している。外面胴部上位は横方向の丁

寧な工具ナデが，胴部中位から底部にかけては，縦方向

の丁寧な工具ナデが施されており，胴部下位では部分的

に縦方向のミガキが施されている。内面口縁部から胴部

上位にかけては横方向のミガキが施されている。胴部中

位は横方向の丁寧な工具ナデが，下位は縦方向の工具ナ

デが施されている。

石器（第２―222 図）

石器は棒状礫が６点出土している。そのうち１点が貼

床面から出土している。石129～石134は棒状礫である。

石 129 は遺構の東壁付近で貼床面から出土している。

石 130 は遺構中心部付近と張り出し部手前にある凹み

の北東側で，貼床面より 20cm程度浮いた状態と検出面か

ら出土している。

石 131 は遺構の北西壁付近で貼床面より 30cm程度浮

いた状態で出土している。

石 132 は遺構の東側で検出面直下から出土している。

石 133 は遺構の西側で検出面から出土している。

石 134 は遺構の中心部付近で貼床面より 20cm程度浮

いた状態で出土している。

炭化材（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴建物跡 55 号では２点の炭化物を遺物として取り

上げている。その中から竪穴建物跡 55 号に帰属する可

能性が高い貼床面出土炭化物を抽出し検討を行い，１

点の炭化物について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）

を実施した。分析の結果、確率の高い２σ暦年代範囲で

132calAD-258calAD（83.1%）となった。おおよそ２世紀前

半～３世紀中頃の値である。

竪穴建物跡 56 号（円形竪穴建物跡７号　第２－ 223 図）

竪穴建物跡 56 号はＤ・Ｅ26・27 区Ⅴa層で検出した。

南西部を後世の土坑に切られているが，やや歪ながら直

径約 4.2 ｍの円形を呈する。上面が削平を受けており残

存状況は悪いが，中央部に焼土が検出されており，炉跡
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と考えられる。この中央部分は貼床面を持たないが，中

央部の周囲は掘り込みがあり，貼床面を形成していると

考えられる。検出面から底面までの深さは中央部で約２

cmである。周囲の掘り込み部分で検出面から底面までの

深さは約 10cmで，底面から８cm程の厚さで貼床面が形成

されている。硬化面は焼土の南東部に一部検出されてい

る。柱穴は遺構内に２基検出されている。Ｐ１は中央部

の貼床が無い部分の南端部に，Ｐ２は南東部の壁際で検

出されている。

出土遺物（第２－224 図）

かろうじて中央部の底面や，周囲の貼床面,さらに硬

化面が残存しているが,遺構上面に削平を受けているた

め,遺物の残存状況は悪い。特に炉跡周辺の中央部から

西側にかけては,遺物はほとんど出土しておらず,東側に

やや遺物が集中する程度である。

石器（第２－225 図）

石 135 は砥石である。遺構の東側壁面に近い位置で,

底面から出土している。



第２-202図　円形竪穴建物跡群
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表２-90　川久保遺跡Ａ地点古墳時代竪穴建物跡一覧４　円形竪穴建物跡

図

番号

遺構

番号
区 検出層 形状

大きさ（ｍ） 長軸の

向き
貼床

炉跡

焼土
硬化面

張り

出し

調査時

遺構番号
備考

長軸 短軸

２-203 50 B32･33 Ⅴa 楕円形 2.9 2.5 南－北 なし なし なし なし SH28

２-204 51 B30 Ⅴa 円形 直径3.7 南－北 ○ なし ○ ○ SH72

２-207 52 D31 Ⅴa 楕円形 直径3.2 ― ○ なし ○ 不明 SH76

２-209 53 E29 Ⅴa 円形 直径4.1
北西－

南東
○ なし △ ○ SH56

２-215 54 F28 Ⅴa 円形 直径3.8
北北西－

南南東
○ ○ ○ ○ SH52

２-218 55 E27･28 Ⅴa 楕円形 5.3 5.0 東－西 ○ ○ ○ ○ SH51

２-223 56 DE26･27 Ⅴa 円形 直径4.2 ― ○ ○ ○ なし SH50



第２-203図　竪穴建物跡50号(円形竪穴建物跡１号）
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第２-204図　竪穴建物跡51号(円形竪穴建物跡２号)

1 にぶい黄褐色土を主体とし黒褐色土とアカホヤ火山灰土(明褐色土)が
  混在する。池田降下軽石を少量、炭化物をわずかに含む。
2 黒褐色土と黄褐色土が混ざる。硬化面。
3 黒褐色土と黄褐色土が混ざる。池田降下軽石が少量混ざる。
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第２-205図　竪穴建物跡51号(円形竪穴建物跡２号)　遺物出土状況
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表２-91　竪穴建物跡51号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

206

522 ○ 壺 胴部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

523 ○ 甕 脚部 ― ― ― 9.5	 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・白

524 ○ 壷 口縁部－頸部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙
石・白・黒

525 ○ 鉢 口縁部－胴部 ― ― 32.6	 ―
工具ナデ

ナデ

ハケ目

ミガキ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

526 甕 胴部－脚部 ― ― ― 7.2	
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:橙

内:橙
白・小 脚部高:1.0cm

527 手づくね 完形 ― 3.1	 5.3	 1.1	 指ナデ ナデ
外:にぶい黄橙

内:にぶい黄橙

長・黒・

ほか
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石 124

527・石 124

527526

525

524

523

522

石 125

表２-92  竪穴建物跡51号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２―206
石124 軽石製品 完形 12.9	 10.2	 6.4	 210.0	 軽石

石125 棒状礫 破損 (14.9) 6.4	 5.7	 (796.0) 砂岩

第２―206 図　竪穴建物跡 51 号（円形竪穴建物跡２号）　出土遺物（土器 ・石器）



第２-207図　竪穴建物跡52号(円形竪穴建物跡３号)
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第２-208図　竪穴建物跡52号(円形竪穴建物跡３号)　遺物出土状況
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第２-209図　竪穴建物跡53号(円形竪穴建物跡４号)
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3 黒褐色土。池田降下軽石を少量含む。
4 黒褐色土と明黄褐色土が混在する。部分的に硬化している。
5 暗褐色土。明黄褐色土が少量まざる。
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① 暗褐色土。池田降下軽石を少量、炭化物をわずかに含む。
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第２-210図　竪穴建物跡53号(円形竪穴建物跡４号)　土器集中出土状況

4
4

3

6
6

6

5

5

2

5

1
1

P
6

2

5

1

6

4

3

2

①

0 1m

（1/40）

L=35.600m

A

A

A’

A’

B
’

C

C’

B

B
’

B

L
=
3
5
.
6
0
0
m

L=35.600m

C C’

Ⅴa
Ⅴa

石126

− 328 −



第２-211図　竪穴建物跡53号(円形竪穴建物跡４号)　遺物出土状況
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528
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第２―212 図　竪穴建物跡 53 号（円形竪穴建物跡４号）　出土遺物（土器①）
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第２―213 図　竪穴建物跡 53 号（円形竪穴建物跡４号）　出土遺物（土器②）
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第２―214 図　竪穴建物跡 53 号（円形竪穴建物跡４号）　出土遺物（土器 ・石器）
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第２-215図　竪穴建物跡54号(円形竪穴建物跡５号)

1 暗褐色土。明黄褐色ブロック土・軽石を含む。
2 にぶい明黄褐色土。しまりがあり、硬化している。
3 暗褐色土。アカホヤ火山灰土が多くまざる。硬化面。
4 黒褐色土。
5 暗褐色土。アカホヤ火山灰土がまざる。

① 黒褐色土。
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第２-216図　竪穴建物跡54号(円形竪穴建物跡５号)　遺物出土状況　
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第２―217 図　竪穴建物跡 54 号（円形竪穴建物跡５号）　出土遺物（土器 ・石器）
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表２-93　竪穴建物跡53号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

212

528 ○ 甕 完形 ― 31.4 24.2 7.7 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・輝・白・

黒・小
脚部高:0.3cm

529 ○ 甕 口縁部－胴部 ― ― 27.8 ―
ハケ目

工具ナデ

ハケ目

工具ナデ

外:橙

内:橙
石・黒・小

530 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 32.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

長・白・黒・

小

531 ○ 甕 完形 Ｃ 51.0 34.4 11.5
ハケ目

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい赤褐

内:にぶい赤褐
白・黒・小 脚部高:2.4cm

532 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 32.4 ―
ハケ目

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

輝・雲・黒・

小

２

｜

213

533 ○ 甕 口縁部－脚部 Ｃ ― 30.2	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐

内:明赤褐

石・輝・白・

小

534 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 28.6 ― 指ナデ
工具ナデ

指ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・長・小・

ほか

535 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 29.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい赤褐

内:にぶい赤褐

長・白・黒・

小

540と同一個体の可

能性

536 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 21.9 ―
工具ナデ・ナデ

ミガキ

工具ナデ

指ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

537 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 28.4 ―
工具ナデ

ハケ目

工具ナデ

ハケ目

外:浅黄橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

538 ○ 甕 完形 Ｄ 35.4 23.0 8.5
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:明褐

内:明褐

石・白・黒・

小
脚部高:2.4cm

539 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.5 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・長・白・

小
脚部高:0.8cm

540 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― ― 工具ナデ ナデ
外:橙

内:にぶい橙

長・白・黒・

小

535と同一個体の可

能性

２

｜

214

541 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 29.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

542 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.2 工具ナデ 工具ナデ
外:浅黄橙

内:浅黄橙

石・白・黒・

小
脚部高:2.4cm

543 壷 頸部－胴部 ― ― ― ― ミガキ ミガキ
外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

544 高坏 坏部 ― ― 16.9 ―
工具ナデ

ナデ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・長・白・

ほか

545 高坏 坏部 ― ― 24.6 ―
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

工具ナデ

外:橙

内:にぶい橙

石・黒・小・

ほか

546 高坏 脚部 ― ― ― 15.6 ミガキ
工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:褐灰

石・白・黒・

小

547 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・小・

ほか

表２-94　竪穴建物跡53号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２―214 石126 棒状礫 棒状礫 19.2 11.0 6.8 1560.0 砂岩

表２-95  竪穴建物跡54号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

217

548 ○ 甕 口縁部－胴部 Ｂ ― 29.6	 ―
工具ナデ

ミガキ

工具ナデ

ナデ

外:褐灰

内:明赤褐
白・小

549 ○ 甕 胴部－底部 ― ― ― ―
ナデ

ミガキ

工具ナデ

ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・白・小

550 ○ 壺 完形 ― 13.6	 10.4	 ― ミガキ ナデ
外:橙

内:明黄褐
石・長・角

551 ○ 壺 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ
ナデ

工具ナデ

外:橙

内:橙

石・白・黒・

小

552 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― ― ―
指ナデ

工具ナデ

指ナデ

工具ナデ

外:明赤褐

内:橙
石・白

表２-96  竪穴建物跡54号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)

重量

(g)
石材 備考

２―217
石127 ○ 棒状礫 完形 19.2	 6.0	 5.9	 1390.0	 ホルンフェルス

石128 ○ 軽石製品 完形 7.8	 6.0	 4.0	 30.0	 軽石



第２-218図　竪穴建物跡55号(円形竪穴建物跡６号)

1 暗褐色土。
2 にぶい黄褐色土。アカホヤ火山灰土をブロックで含む。
3 黒褐色土。
4 明黄褐色土。暗褐色土ブロックを含む。
5 暗褐色土。アカホヤ火山灰土をブロックで少量含む。硬化面。

① 暗褐色土。
② 赤褐色土。

1

2
3

5
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第２-219図　竪穴建物跡55号(円形竪穴建物跡６号)　遺物出土状況
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− 339 −− 338 −

第２―220 図　竪穴建物跡 55 号（円形竪穴建物跡６号）　出土遺物（土器①）
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− 340 −

第２―221 図　竪穴建物跡 55 号（円形竪穴建物跡６号）　出土遺物（土器②）
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第２―222 図　竪穴建物跡 55 号（円形竪穴建物跡６号）　出土遺物（石器）
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石 134



第２-223図　竪穴建物跡56号(円形竪穴建物跡７号)

0 1m

（1/40）

1 褐色土。 アカホヤ火山灰土ブロック混ざる。
2 暗褐色土。
3 焼土。

① 暗褐色土。

2
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1

2 3 2

①
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第２-224図　竪穴建物跡56号（円形竪穴建物跡７号）遺物出土状況
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第２―225 図　竪穴建物跡 56 号（円形竪穴建物跡７号）　出土遺物（石器）

石135



− 344 −

表２-97 竪穴建物跡55号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

220

553 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 10.0
工具ナデ	

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙
石・白・小 脚部高:5.1

554 ○ 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.7 ミガキ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい黄橙

石・長・白・

小
脚部高:3.2

555 ○ 壷 口縁部－頸部 ― ― 20.1 ―
ミガキ	

工具ナデ

工具ナデ	

ミガキ

外:浅黄橙	

内:浅黄橙

石・長・輝・

黒・小

556 ○ 坩 口縁部 ― ― 8.1 ―
工具ナデ	

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙	

内:橙

白・小・	

ほか
赤色顔料塗布

557 甕 口縁部－胴部 ― ― 22.8 ―
工具ナデ	

指ナデ・ミガキ

工具ナデ	

ナデ

外:橙	

内:橙

石・白・黒・

小

558 甕 口縁部－胴部 ― ― 25.0 ―
工具ナデ	

ミガキ

工具ナデ	

ミガキ

外:にぶい褐	

内:橙
白・黒・小

559 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:にぶい黄橙

石・長・輝・

小

560 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:灰褐	

内:橙

石・白・小・

ほか

561 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 28.8 ―
工具ナデ	

ハケ目
工具ナデ

外:にぶい黄橙	

内:にぶい橙
白・黒・小

562 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 28.2 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙
黒・ほか

２

｜

221

563 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 30.0 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:にぶい橙
石・白・小

564 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 25.6 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:にぶい橙

白・小・	

ほか

565 甕 胴部－脚部 ― 16.1	 ― 11.4	
工具ナデ	

指ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙	

内:にぶい黄橙

石・白・　ほ

か

566 甕 胴部－脚部 ― ― ― 9.2 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・輝・黒・

小
脚部高:1.8cm

567 甕 脚部 ― ― ― 9.0 工具ナデ
ミガキ	

工具ナデ

外:にぶい橙	

内:橙
石・白・小 脚部高:2.3cm

568 甕 胴部－脚部 ― ― ― 6.8 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい黄橙	

内:にぶい黄橙
石・輝・小

569 壷 口縁部－頸部 ― ― 15.3 ―
工具ナデ	

ミガキ

ミガキ	

工具ナデ

外:にぶい黄橙	

内:にぶい黄橙
石・白・小

570 壷 胴部－底部 ― ― ― 4.1 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:橙

石・長・白・

小

571 高坏 坏部 ― ― 24.5 ―
工具ナデ	

ミガキ

工具ナデ	

ミガキ

外:橙	

内:橙

石・長・白・

黒・小

572 高坏 脚部 ― ― ― 15.6 ミガキ
工具ナデ	

ミガキ

外:橙	

内:にぶい黄橙
白・小

573 高坏 脚部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・長・小・

ほか

574 坩 完形 ― 14.1 9.4 ― ミガキ
ミガキ	

工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・小・白・

褐

赤色顔料塗布	

施文

575 坩 口縁部 ― ― 9.3 ― 工具ナデ
ミガキ	

工具ナデ

外:にぶい橙	

内:にぶい橙
石・小

576 坩 胴部－底部 ― ― ― ―
工具ナデ	

ミガキ

ミガキ	

工具ナデ

外:明赤褐	

内:明赤褐
石・白・黒

表２-98  竪穴建物跡55号出土石器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

222

石129 ○ 棒状礫 破損 （12.5） 7.2 5.4 （680.0） 砂岩

石130 棒状礫 完形 19.2 8.6 5.8 1450.0 ホルンフェルス

石131 棒状礫 完形 11.3 7.5 4.5 550.0 安山岩

石132 棒状礫 破損 18.4 7.7 7.0 1610.0 砂岩

石133 棒状礫 完形 22.0 10.6 6.4 2206.0 ホルンフェルス

石134 棒状礫 完形 16.0 11.5 6.6 1530.0 ホルンフェルス

表２-99 竪穴建物跡56号出土石器
図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

2-225 石135 砥石 破損 （8.9） 4.5 3.6 （270.0） 砂岩



− 345 −− 344 −

（３）竪穴状遺構（第２－226 図）

竪穴状遺構とは，遺構の規模・遺構の形状・遺物の出

土状況・大きく攪乱を受けていた等の理由により，調査

段階で竪穴建物跡と認定し難かった遺構の一群である。

竪穴状遺構１号（第２－227 図）

竪穴状遺構１号は調査区の東側調査区境ＧＨ38 区Ⅴa

層で検出した。検出時は一辺約３ｍの隅丸方形状の埋土

が確認されたため，竪穴建物跡として調査をおこなった

が，掘削すると周辺の竪穴建物跡と比較して掘り込みが

浅く，床面が平坦ではなく，形状もやや歪であり，遺物

もほとんど出土しなかった。以上のことから，他の竪穴

建物跡とは性格が異なるため，竪穴状遺構として扱うこ

ととした。遺構の南東側は複数の樹根の影響を大きく受

けており，遺構境は不明である。貼床面は確認されてお

らず，土坑，焼土等も検出されていない。柱穴は複数検

出されており，柱穴埋土は古墳時代の遺構埋土に見られ

る暗褐色土を主体としているが，どれも床面で検出され

ておらず，竪穴状遺構と柱穴の検出面は同じであり，竪

穴状遺構との直接の関連性は不明である。遺物は流れ込

みと考えられる土器小片のみが出土している。竪穴状遺

構１の埋土中からは２cm大の鉄滓が１点出土しており，

鍛冶滓である。重量は 3.9gである。流れ込みと考えら

れる。

竪穴状遺構２号（第２－228 図）

竪穴状遺構２号はＣＤ34 区Ⅴa層から検出した。大き

さは長軸（南北軸）約 4.1 ｍ，短軸（東西軸）約 2.8 ｍの

長方形を呈するが，全体的に上部を大きく削平されて

おり，特に東側は地形に沿って削平を受けており，埋土

１が散在している状況であった。そのため，竪穴状遺構

２号は，本来ならば東側に広がる遺構であったと考えら

れる。検出面から底面までの深さは，西側が最も深く約

20cmであり，東側へ向けて徐々に浅くなる。焼土・炭化

物範囲・硬化面等は確認されていない。柱穴は３基確認

されているが，所属は明確ではない。以上のことから，

竪穴建物跡としての認定は困難であった。遺物は出土し

ていない。

竪穴状遺構３号（第２－229 図）

竪穴状遺構３号はＦ34 区北西部Ⅴa層から検出した。

当初はシミ状の痕跡と認識され，ある程度掘り下げられ

た末に遺構と認定された。大きさは一辺が約 2.8 ｍの，

南側がやや歪な隅丸方形状を呈する。南側には古代の土

坑が竪穴状遺構３号を切っている。検出面から底面まで

の深さは約 15cmであり，北東部分が一段高く形成されて

いる。遺構の北西角部に小型の土坑が１基検出されてい

るが，遺物の出土等は見られなかった。焼土跡，炭化物

集中，硬化面，柱穴は検出されていない。遺物は全て遺

構埋土中から出土している。

土器（第２－230 図）

577 ～ 579 はその出土状況から，竪穴状遺構４号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器で

ある。

577 は甕の口縁部資料である。口縁端部は破損してい

る。外面は斜め方向の工具ナデを施した後に，横方向の

工具ナデが施されている。内面は横方向の工具ナデが施

されている。

578 は甕の胴部から脚部の資料である。底径 8.3cm，脚

部高 0.1cmを測る。外面胴部は斜め方向の単位幅が不明

瞭な工具ナデが，脚部は横方向の工具ナデが施されてい

る。内面胴部は縦方向の工具ナデが，脚部内面は丁寧な

工具ナデが施されている。

579 は壷の肩部から胴部の上位の資料である。外面肩

部はミガキが施されている。突帯貼り付け部分の器面に

は横方向の工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けてい

る。胴部は斜め方向のミガキを施した後に，一部工具ナ

デを施している。内面は横方向の工具ナデが施されて

いる。

竪穴状遺構４号（第２－231 図）

竪穴状遺構４号はＨ32 区から検出した。Ⅳa層の人力

掘削による調査終了後に，Ⅴa層上面で検出された。遺構

は現代の耕作の影響を受け，東西方向に帯状に３カ所で

攪乱を受けている。大きさは一辺が約 2.8 ｍの隅丸正方

形状を呈するが，東側にやや張り出す部分が見られる。

検出面から底面までの深さは約 25cmである。東側角部

に一段高まりを持ち，同じく東側の張り出し部はやや凹

む。焼土跡，炭化物集中，硬化面，柱穴等は検出されてい

ない。遺物は検出面で土器が集中して出土しているが，

検出状況から見て流れ込みであると考えられる。また，

底面から少し浮いた状態で鉄製品が１点出土している。

土器（第２－232 図）

580 ～ 584 はその出土状況から，竪穴状遺構４号廃

絶後に廃棄，もしくは流れ込んだ可能性の高い土器で

ある。

580 は口縁部が直行する甕Ｃ類の口縁部から胴部上位

の資料である。口径 20.0cmを測る。外面口縁部は幅３～

５mm程度の横方向の工具ナデが施されている。突帯貼り

付け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突

帯を貼り付けている。胴部は横・縦方向の工具ナデを施

した後に，部分的に幅３～４mm程度の縦方向の工具ナデ

が施されている。内面は横方向の工具ナデを施した後

に，胴部では縦方向のミガキが部分的に施されている。

581 は口縁部が内湾する甕Ｄ類の口縁部から胴部中位

の資料である。口径 22.8cmを測る。外面口縁部は単位幅
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が不明瞭な斜め方向の工具ナデが施されている。胴部上

端は横方向の工具ナデが施されている。胴部は斜め方向

の工具ナデを施した後に，部分的に斜め方向のミガキが

施されている。内面口縁部から胴部上位にかけては，横

方向の工具ナデを施した後に，口縁部上端では斜め方向

の工具ナデが施されている。胴部は斜め・縦方向の工具

ナデが施されている。突帯内面部分の下位には指押さえ

が並ぶ。

582 は壷の頸部資料である。外面はミガキが，内面は

斜め方向の工具ナデを施した後に，横・斜め方向のミガ

キが施されている。

583 は鉢の底部資料である。底径 5.2cmを測る。外面

胴部は縦方向の工具ナデが，脚部は横方向の工具ナデが

施されている。内面は斜め方向の工具ナデが施されて

いる。

584 は高坏の坏部資料である。口径 20.3cmを測る。外

面は横方向の工具ナデを施した後に，斜め方向のミガキ

を疎に施している。内面坏部上位は横方向の工具ナデ

が，中位は斜め方向の工具ナデが施されている。

竪穴状遺構５号（第２－233 図）

竪穴状遺構５号は調査区の北側際Ｂ30・31 区から検出

した。遺構の７割以上は調査区外へと延びていると考え

られるが，その形状から円形を呈する可能性が高い。

竪穴状遺構６号（第２－234 図）

竪穴状遺構６号はＤＥ29 区Ⅴa層から検出した。直径

約 2.0 ｍの円形を呈する。貼床面を形成せず，傾斜する

硬化面が底面まで広がる。遺構の中心部付近に焼土が検

出されている。南側には深さ約 35cmの土坑が底面から掘

り込まれている。柱穴の可能性が考えられるピットも１

基検出されている。

出土遺物（第２－235 図）

遺構の中心部付近に大型の礫と小型の礫がそれぞれ１

点出土しているが，流れ込みである。遺構埋土中からは

目視で分かる程度にベンガラが多く出土し，同じように

炭化物が出土している。

炭化種実（第３分冊自然科学分析参照）

竪穴状遺構６号には赤色顔料が集中して出土した箇所

があり，その埋土の洗い出しを行ったところ，炭化種実

として，コナラ属が検出された。

竪穴状遺構７号（第２－236・237 図）

竪穴状遺構８号は串良川へ下る斜面から 30 ｍほど内

側に入ったＥＦ35 区Ⅴa層から検出した。大きさは直径

6.8 ｍ～ 7.4 ｍのややいびつな円形を呈する。検出時は

その形状から，花弁型建物を想定して調査を行ったが，

結果的には大型の円形建物跡となった。床面は平坦では

なく，中心部へ向かい緩やかに傾斜するすり鉢の形状で

あり，貼床面は形成せず，埋土はレンズ状堆積を呈して

いる。遺構の北東際部から中心部に向かい，わずかに凹

む範囲が溝状に確認できるが，用途は不明である。遺物

はほとんど出土していないが，東側の床面に掘られた土

坑内から，ほぼ完形の鉢が１点出土している。この土器

が出土した土坑は，埋土の違いから建物跡使用時は埋め

られていたと考えられる。

出土遺物（第２－238 図）

遺物は流れ込みと考えられる土器小片が多い。

土器（第２－239 図）

585 は完形に復元できた鉢である。口径 29.0cm，器高

17.1cmを測る。土坑から底面から出土している。外面口

縁部は横方向の工具ナデが，胴部上半は縦方向の工具ナ

デが，胴部下半から底部は横方向の工具ナデが施されて

いる。内面口縁部から胴部上位は横方向の工具ナデが，

胴部中位は縦方向の工具ナデが胴部下位は横方向の工具

ナデが，底部は縦方向の工具ナデが施されている。

586 は坩の胴部から底部の資料である。遺構埋土中一

括取上げ資料である。外面は幅３～４mm程度の縦・横方

向の工具ナデが施されている。内面は縦・横方向の工具

ナデが施されている。

鉄滓（第２－239 図）

竪穴状遺構７号からは６点の鉄滓が出土しており，い

ずれも椀形滓やスラグといった鍛冶滓である。総重量は

60.9gを量る。そのうち２点を図化した。出土した鉄滓は

全て流れ込みと考えられる。

滓 22・滓 23 はともに椀形滓である。

滓 22 は鉄塊が多く付着し下面にまで達しており，小

片のわりに重量感がある。椀形滓の底部付近と考えら

れる。

滓 23 は椀形滓の上部部分である。厚みは７mm程度で

スラグで構成されている。

装飾品（第２－239 図）

竪穴状遺構７号からは管玉が１点出土している。遺構

埋土中出土であり，流れ込みと考えられる。

装 11 は長さ 1.5cm，幅 0.45cm，厚さ 0.42cmを測り，重

量は 0.4 ｇを量る。両端部が欠損している。
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第２-227図　竪穴状遺構１号
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　1 黒褐色土。黄褐色アカホヤ火山灰土を少量含む。
  2 にぶい黄褐色土。黒褐色土が混ざる。
  3 黒褐色土。埋土1と似ているが粒子が細かい。

　① 暗褐色土。　　 
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第２-228図　竪穴状遺構２号
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削平

① 暗褐色砂質土。
② 褐色砂質土。

1 暗褐色砂質土。炭化物を多く含む。池田降下軽石、アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
2 褐色砂質土。埋土1より明るく砂質が強い。
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第２-229図　竪穴状遺構３号

0 1m
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第２―230 図　竪穴状遺構３号　出土遺物（土器）

577 578 579

表２-100  竪穴状遺構３号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

230

577 甕 口縁部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

578 甕 胴部－脚部 ― ― ― 8.3	 工具ナデ 工具ナデ
外:橙

内:明赤褐

石・輝・白・

ほか
脚部高:0.1cm

579 壷 肩部－胴部 ― ― ― ―
ミガキ

工具ナデ
工具ナデ

外:にぶい黄橙

内:にぶい橙

石・白・黒・

小



第２-231図　竪穴状遺構４号　

1 暗褐色土。1mm～3cmのアカホヤ火山灰土を含む。
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第２―232 図　竪穴状遺構４号　出土遺物（土器）

580

581

582

583

584



第２-233図　竪穴状遺構５号
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1 褐色土。池田降下軽石を含む。
2 暗褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを少量含んでいる。
3 黄褐色土。埋土2より大きなアカホヤ火山灰土ブロックを含む。
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表２-101  竪穴状遺構４号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

232

580 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 20.0	 ― 工具ナデ
工具ナデ

ミガキ

外:橙

内:橙
石・白・小

581 甕 口縁部－胴部 Ｄ ― 22.8	 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:にぶい橙

内:にぶい橙
石・長・小

582 壷 頸部 ― ― ― ― ミガキ
工具ナデ

ミガキ

外:明赤褐

内:明赤褐

石・白・小・

ほか

583 鉢 底部 ― ― ― 5.2	 工具ナデ 工具ナデ
外:明赤褐

内:にぶい橙

石・白・黒・

小

584 高坏 坏部 ― ― 20.3	 ―
工具ナデ

ミガキ
工具ナデ

外:橙

内:明黄褐

石・輝・小・

ほか

表２-102  竪穴状遺構７号出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

(cm)

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

238

585 ○ 鉢 完形 ― 17.1	 29.0	 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:赤褐

内:赤褐
石・長・小

586 坩 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:明黄褐

内:浅黄橙
石・角・黒



第２-235図　竪穴状遺構６号　遺物出土状況

第２-234図　竪穴状遺構６号

1 暗褐色土。アカホヤ火山灰土をわずかに含む。
2 黒褐色土。アカホヤ火山灰土を少量含む。
3 黒褐色土。アカホヤ火山灰土をわずかに含む。

硬化面
　黒褐色土と明黄褐色土の混ざり。
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第２-236図　竪穴状遺構７号　平面・断面

①
3

2

1

3

1

2
3

4

（1/50）

1 灰黄褐色土。比較的硬くしまる。
2 黒色土。
3 暗灰黄色土。
4 埋土3にアカホヤ火山灰土ブロックが混入している。

a

a
a

a
a

a

a

a

a

a

a

a

aa

a

a

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a
’

a’a

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

P3
P4

P6

P7

P8

P10

P12

P13

P14

P11

P17

P16

P15

P9

P1

P18 P19

P2

P26
P25

P24

P21

P20
P23

P22

P5

C’

B

B

C

B
’

B’

A

L=32.500m

A’

A A’

L=32.500m

− 354 −



第２-237図　竪穴状遺構７号　断面

（1/50）
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第２-238図　竪穴状遺構７号　遺物出土状況
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第２―239 図　竪穴状遺構７号　出土遺物（土器 ・鉄滓 ・装飾品）
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（４）製鉄関連土坑（第２－240 図）

川久保遺跡Ａ地点の南西部には，北北西側から南南東

側に向かって延びる谷部が存在する。幅は約 25 ｍであ

り，Ⅴa層上面での谷部の深さは５～６ｍである。古墳時

代の地表面はそれよりは幾分緩やかであり，谷部の深さ

は 2.5 ～３ｍ程度となる。その谷部の西側の斜面（Ｊ・Ｋ

32 区）から大量の鉄滓とともに４基の土坑と１条の溝状

遺構が検出されている。

製鉄関連土坑１（第２－241・242 図）

製鉄関連土坑１はＫ23 区で検出された。歪な楕円形状

を呈し，東西最大長約２ｍ，南北最大長約 1.8 ｍを測る。

東側では溝状遺構１と切り合っている。遺構は樹痕部分

を除くと，おおまかに北側の平坦部分，中央の東西に延

びる溝状の部分南東側の平坦部分と樹痕を挟み，南西側

の凹みから構成されている。遺構の上部では，北側に黒

色土の範囲が広がり，その南側に広く橙色の焼土が広が

る。掘り下げると中央の溝状の部分からは，炭化物・炉

壁・鉄滓が出土した。この遺物出土域の底面は，北側か

ら炭化物と炉壁を主体とする黒色土，中央に真っ赤に焼

けた焼土（赤色焼土），南側と赤色焼土の西側に延びる粘

土塊を含む橙色に焼けた焼土（橙色焼土）の，３つの東西

に延びる帯で構成されている。底面では，この遺物出土

域の南北の平坦部には焼土は広がらず，遺物の出土量も

少ない。黒色土帯は長さ約 80cm，幅 15 ～ 20cm程度で東

西に延び，多くの炭化物と炉壁，そして少量の鉄滓が出

土している。炭化物が大量に帯状に出土しているのは，

この黒色土帯のみである。赤色焼土帯は長さ約 65cm，幅

約 20cmで東西に延び，東端部が最も焼けている。ごく少

量の炭化物・炉壁・鉄滓が出土している。赤色焼土の焼

けた範囲の厚さは検出面から 10cm程度である。橙色焼土

帯は赤色焼土帯の南側に，長さ約 60cm，幅約 10cmで広が

る。赤色焼土のように焼土が厚く堆積せず，表面のみが

橙色化している。さらに焼土域としての広がりではない

が，同じ色の焼土を含んだ埋土は西側や南西側の凹みま

で広がっており，炉壁・粘土塊と少量の鉄塊・炭化物が

出土している。

遺構検出面ではホルンフェルスの礫を複数検出した

が，これらは遺構の底面から浮いた状態で出土している

ため，製鉄関連土坑１との関係は不明である。

出土遺物（第２－243 図）

製鉄関連土坑１では製鉄炉の炉壁，製錬滓が出土

した。

炉壁（第２－244 ～ 248 図）

滓 24・25，滓 28 ～滓 34 は内面に１cm前後の厚いガラ

ス質滓を付着した炉壁である。以下報告する炉壁片はす

べて炉の外表，芯部を残していない。炉解体後，炉内か

ら遠い，被熱の弱い部分の窯土は，溶けて土壌化したと

考えられる。大型の炉壁片には全てスサの痕跡が認めら

れる。滓 24 は 17 個の破片が接合された炉壁であり，高

さは 28.0cm，幅 30.3cmを測る。底面には地山の砂礫が付

着しており，炉底から立ち上がる炉下部の破片であると

判断される。底部から約６cmの部分に縦 8.0cm，横 9.3cm

の不成形の穴があり，穴の縁は炉内側に突き出ており，

この部分に送風管が挿入されたものと考えられる。俯瞰

するとこの炉壁は湾曲をみせることから，炉の平面形は

円形，楕円形あるいは小判形に復元される。外面は炉底

付近にはスサが少なく，上部に横方向，斜め方向に走る

スサの痕跡が高い密度で観察されるため，耐火性あるい

は強度を高めるために部位によって窯土の質を変えた可

能性がある。滓 25 も炉底付近から立ち上がる部分の破

片であるが，地山の砂礫は付着していない。滓 28 は横長

の破片であり，長さ約 32cm，幅約 13cmである。直線的な

破片であることから，滓 24 と併せて復元される炉の平

面形は小判形に絞られる。滓 29 は縦に長い破片であり，

部分的に大きく内側に湾曲している。これは炉内がまだ

熱いうちに鉄塊を取り出すべく壊された際，内壁が溶融

してアメ状であったために砕けずに湾曲したものと考え

られる。滓 30,32 も変形の程度が著しく，同様の理由に

よるものと考えられる。

滓 35 ～ 39 は内面に厚さ５mm前後の薄いガラス質滓を

付着した炉壁片である。被熱の弱さを示しており、その

分土壌化した部分が多いため、全体的に薄い。滓 24 ～

31 よりは上位に位置したと推定される炉壁片である。

製錬滓（第２－245・249 図）

滓 26・27・42・43 は炉の内部で生成された炉内滓であ

り，滓 40・41 は炉の外部に流れ出した流出滓である。滓

26 は破面が緻密で，金属質の輝きを呈するる製錬滓であ

る。表面は赤錆を多く吹いているため，鉄分が多いこと

がわかり，裏面には地山の砂礫が付着している。滓 42 は

内部がややポーラス（多孔質）で，表面が滑沢を呈し瘤状

に盛り上がっており，裏面には地山の砂礫が付着してい

る。排滓孔に近い炉内部で生成した鉄滓である。滓 27・

43 は炉内滓の小片である。滓 40 は前面に垂直方向の流

動痕跡を残しており，砂礫の付着がない。いわゆる「鳥

脚状鉄滓」であり，流動した製錬滓がほぼ垂直に落ちる

ような段差が，排滓孔と炉前面との間にあったことを示

している。滓 41 は表面に流動状態を残し，裏面に砂礫の

付着があることから水平方向に流れた流出滓である。

製鉄関連土坑２（第２－250 図）

製鉄関連土坑２はＪ・Ｋ23 区で検出された。複数の土

坑が切り合ったような状況で検出されており，北東側の

土坑では鉄滓・炉壁が集中して出土しており，周囲に焼

土が広がる。鉄滓等の集中は最大 30cm以上の厚さで堆積

している。東側に隣接する土坑からは少量の炉壁・鉄滓

や礫が出土しているが，南側に連なる土坑からは，ほと

んど遺物は出土していない。
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出土遺物（第２－251 図）

製鉄関連土坑２では製鉄炉の炉壁，製錬滓が出土し

た。本遺構は保存・展示のために，遺構・遺物検出状況

を切り取ったために，遺物の取り上げはわずかである。

炉壁（第２－252・253 図）

滓 44・45 は内面に２～５mmの薄いガラス質滓を付着

した炉壁である。滓 48 は１cm前後のガラス質滓を付着

した炉壁である。外側に向けて湾曲しており，炉を破壊

する際に力が加わって変形したものである。

製錬滓（第２－252・253 図）

滓 46・47・50 は炉底で生成した製錬滓であり，裏面に

は地山の砂粒を付着している。滓 46 は 10 個の破片が接

合されている。表面に赤錆が吹き出し，鉄分の多いこと

が分かり，また砂鉄の粒子が認められる。破面は緻密で，

金属質の輝きを呈しており，観察できる気泡は細かい。

滓 47 は４点の破片が接合されており，破片の一つは表

皮を失い気泡がみえる。側面に見られる破面は小割面の

可能性がある。滓 50 は下半部の表面に大きな気泡が認

められ，流出滓と同じ滑沢面を呈している。上半部が炉

内側，下半部が排滓孔にかかる位置で生成されたスラグ

であり，排滓孔を塞いだために，人為的に掻き出された

鉄滓と考えられる。

滓 49 は炉外流出滓であり，破面にみられる気泡が小

さいことから操業温度が比較的低い段階に生成された鉄

滓であり，流動性も低かったと推測される。滓の単位が

一定方向に流れていないため，排滓孔から出て間もなく

人為的に掻き取られたものとみられる。

製鉄関連土坑３（第２－254 図）

製鉄関連土坑３はＫ23 区で，製鉄関連土坑１の南東側

から検出した。埋土は３層で構成されており，埋土２は

焼土が堆積しており，鉄製品１点・鉄片１点・炭化材２

点のほか，炭化物が出土している。

鉄製品（第２－255 図）

鉄 12 は有茎式の三角形鏃である。長三角形の鏃身部

は，ふくらのある鋒からナデ角関にいたり，関部から茎

端部に向けて細くなる。鏃身部の横断面形は，銹化のた

めにやや変形しているものの菱形とみられ，鎬を有して

いた可能性がある。全長 10.1cm，鏃身部最大幅 2.4cmを

測る。

（鉄 14・15・16 は包含層遺物である。）

鉄 14・15 はいずれも鏃身部の下半を欠いており，有茎

式圭頭鏃の鏃身部と考えられる。鉄 14 は圭頭部から幅

を減じ，鉄 15 は圭頭の幅が鏃身幅となり，それぞれ平造

り，鎬造りである。現存長，幅は鉄 14 が 3.9cm，2.0cm，

鉄 15 が 3.5cm，2.1cmを測る。

鉄 16 は無茎三角形鏃であり，鋒はややふくらをもつ。

二つの小孔が穿たれており，それらの間に残る縦目の

木質は矢柄あるいは根挟みの痕跡である。現存長，幅は

3.9cm，2.2cmを測る。

製鉄関連土坑４（第２－256 図）

製鉄関連土坑４はＪ・Ｋ 24 区で，製鉄関連土坑２の東

側から検出した。

出土遺物（第２－256 図）

製鉄関連土坑４では製鉄炉の炉壁，製錬滓，鉄塊が出

土した。

炉壁（第２－257 図）

滓 51・52 は内面に 1cm程度のガラス質滓を付着した炉

壁である。滓 51 は内面に直径約１cmの球状鉄塊を付着

しており，赤錆が多いことからも鉄分が多いことがわか

る。その裏面は横位に走るスサの痕跡を密にのこしてい

る。滓 52 も同様の鉄塊や砂鉄がやや膨張したような鉄

粒が付着している。

製錬滓（第２－257 図）

滓 53 は炉底で生成した製錬滓であり，裏面には地山

の砂粒を付着している。破面は緻密で，金属質の輝きを

呈している。全体を赤錆が覆っている。

鉄塊（第２－257 図）

滓 54 は縦 3.4cm，横 4.7cm，厚さ 2.3cmの鉄塊である。

付着物がなく，底部付近の炉壁，鉄滓から小割された可

能性がある。

溝状遺構１（第２－258 図）

溝状遺構１はＫ23･24 で，製鉄関連土坑１の東側から

検出した。製鉄関連土坑１の断面を見ると，溝状遺構１

が製鉄関連土坑１の東側の際を切っているが，それ以上

西には遺構は延びない。長さ約 8.2 ｍ，幅 0.5 ～ 0.6 ｍ

程であり，南東側にややカーブしながら谷の中心部に向

かって延びている。遺構内からは炭化物・鉄滓・焼土粒

が出土しており，溝状遺構１が製鉄関連土坑１の際から

始まっていることから，製鉄関連土坑と同時期に存在し

た可能性も考えられる。
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（５）土坑（第２－259 図）

古墳時代の土坑は８基が検出されている。１基は焼土

と炭化物を含む複数枚の層を持ち，埋土が複雑に堆積す

る土坑で「焼土土坑」と呼称する。その他の土坑は全て暗

褐色土を埋土とするものである。

焼土土坑（第２－260・261 図）

焼土土坑はＢ・Ｃ34 区Ⅴa層から検出した。長軸 4.7 ｍ，

短軸 1.3 ～ 1.7 ｍ程度の東西が丸みを持つ長方形に近

い形状を呈し，検出面から底面までの深さは 30 ～ 60cm

程度である。焼土と炭化物が入り交じり，複雑に堆積し

ている。大まかに上位から３面に分けて解説すると，１

面目（上面）では南西側を除く遺構のほぼ全面に焼土と

炭化物が広がる。一部では炭化材も出土している。２面

目では焼土と炭化物の広がりがやや縮小し，全体的に広

がっていたものが，東西に分かれて検出された。３枚目

になると焼土の堆積は東側のみとなり、炭化物の出土量

が減る。土坑を囲むように小ピットが検出されている。

土坑１（第２－262 図）

土坑１はI36 区Ⅳa層から検出した。竪穴建物跡９号か

ら，東南東に４m程の位置である。長軸（南北軸）88cm，短

軸（東西軸）64cmの楕円形を呈し，検出面から底面までの

深さは，北側で 12cm，南側で 28cmと，南側が深くなる形

状を呈している。埋土は暗褐色土の単一埋土であり，遺

物は出土していない。

土坑２（第２－262 図）

土坑２はＪ37 区Ⅳa層から検出した。土坑３と隣り

合って検出されている。直径約 70cmの円形を呈し，検出

面から底面までの深さは 10cmであり，わずかながらⅤ

a層を掘り込んでいる。埋土は基本的には暗褐色土を呈

し，遺物は出土していない。

土坑３（第２－262 図）

土坑３はＪ37 区Ⅳa層から検出した。土坑２と隣り

合って検出されている。長軸 84cm，短軸 62cmの楕円形

を呈し，検出面から底面までの深さは 20cmである。底面

は，ほぼ水平でⅤa層を５cm程掘り込んでいる。埋土は暗

褐色土の単一埋土であり，遺物は出土していない。

土坑４（第２－262 図）

土坑４はＣＤ34 区Ⅴa層から検出した。遺構の東側は

わずかではあるが，竪穴建物跡 18 号に切られている。直

径 1.6 ｍの円形に近い形状を呈し,検出面からの深さは

中心部で 55cmである。南側はピット状にさらに凹み,位

置的にも竪穴建物跡 18 号の柱穴の可能性も考えられた

が,埋土の分層はできなかった。遺物は出土していない。

土坑５（第２－263 図）

土坑５はＬ32 区Ⅴa層から検出された。長軸 74cm,短

軸 54cmの楕円形を呈し，検出面から底面までの深さは，

最大で 39cmを測る。底面は平坦ではなく，やや丸みを帯

びるが，壁はほぼ垂直に立ち上がる。南東側の側面には，

長さ約 45cm，幅約 15cmの段を形成している。埋土は暗褐

色土の単一埋土であり，遺物は出土していない。

土坑６（第２－263 図）

土坑６はＬ32 区Ⅴa層で検出された。長軸 57cm，短軸

39cmの楕円形を呈し，検出面から底面までの深さは最大

で，32cmを測る。底面はほぼ平坦に掘り込まれている。

北側の立ち上がりは急であるが，南側はやや緩やかで，

途中からオーバーハング気味に掘り込まれる。底面から

は 10cm程度大きさの平たい自然石が３点出土している。

石材は良質な頁岩であり，底面に敷石のように配置され

て出土していることから，人為的に埋められたと考えら

れる。埋土は暗褐色土の単一埋土である。

土坑７（第２－263 図）

土坑７はＢ30 区Ⅳa層中から出土している。長軸（東

西軸）86cm，短軸（南北軸）54cmの楕円形を呈し，検出面

から底面までの深さは約８cmと浅く，掘り込みはⅤa層

に達しておらず，Ⅳa層中で完結している。底面は平坦に

掘り込まれている。埋土は暗褐色土の単一埋土であり，

埋土中からは鉄滓が１点出土している。
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第２-241図　製鉄関連土坑１
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3 橙色土。焼土を含む層。鉄滓・小礫を含む。
4 黒褐色土。鉄滓・焼土・炭化物を含み、硬化している。
5 暗褐色土。炭化物・焼土・鉄滓をわずかに含む。
6 暗褐色土。炭化物・焼土・鉄滓を少量含む。
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第２-242図　製鉄関連土坑１　焼土範囲ほか(上面・下面)
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第２-243図　製鉄関連土坑１　遺物出土状況
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第２―248 図　製鉄関連土杭１　出土遺物５
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第２―249 図　製鉄関連土杭１　出土遺物６
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第２-250図　製鉄関連土坑２
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第２-251図　製鉄関連土坑２号　遺物出土状況
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第２―252 図　製鉄関連土杭２　出土遺物１
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第２―253 図　製鉄関連土杭２　出土遺物２
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第２-254図　製鉄関連土坑３
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第２―255 図　製鉄関連土坑焼土３　出土遺物

鉄12



第２-256図　製鉄関連土坑４
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第２―257 図　製鉄関連土杭４　出土遺物
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第２-258図　溝状遺構１
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第２-260図　焼土土坑・小ピット

0 1m

（1/40）

a

a’
a

a
’

a
a
’

a

a’

a

a’

a

a’

a
a’

a
a
’

a
a
’

a

a’

a
a’

a

a’

aa’

a a’ a a’ a a’ a a’ a a’ a a’ a a’

a a’ a a’ a a’ a a’ a a’ a a’

L=32.800m

P1

L=32.800m

P2

L=32.800m

P3

L=32.800m

P4

L=32.800m

P5

L=32.800m

P6

L=32.800m

P7

L=32.800m

P8

L=32.800m

P9

L=32.800m

P10

L=32.800m

P11

L=32.800m

P12

L=32.800m

P13

①

①

②
②②

②②
②

②

②

②
②

②

1　橙色土。焼土塊。炭化物を含む。
2　暗オリーブ褐色土。炭化物を含まない。
3　橙色土。焼土塊。炭化物を含む。
4　黒褐色土。焼きブロックを多く、炭化物を少量含む。
5　暗褐色土。炭化物を少量含む。
6　暗褐色土。炭化物を多く含む。
7　黄褐色土。焼土塊を多く含む。
8　炭化物。
9　明赤褐色焼土。
10　黒褐色土。炭化物を少量含む。
11　暗褐色土。炭化物を含まない。
12　黒褐色土。炭化物を少量含む。
13　橙色土。焼土塊を含む。
14　暗オリーブ褐色土。炭化物を少量含む。
15　黄褐色土。焼土塊。
16　橙色土。焼土塊。
17　黒褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
18　暗褐色土。
19　暗オリーブ褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
20　黒褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを含む。
21　黒褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
22　灰黄褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
23　にぶい黄色砂質土。
24　褐色土。

① 黒褐色土。アカホヤ火山灰土ブロックを少量含む。
② 暗褐色土。

L
=
3
2
.
8
0
0
m

A
’

A
’

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7P8

P9

AA

P10

P11

P12

P13

2
1
1

1
2

1
3

5

2
ト
レ
ン
チ

4

2
2

2
3

2
2

1
8

2
4

5

6

2

9

3

7

8

2

1
1
0

2
4

1
9 2
1

7

2
0

1
7

1
6

1
9

1
7

1
5

1
4

8

− 379 −− 378 −



第２-261図　焼土土坑　焼土堆積状況
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第２-262図　古墳時代土坑１
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第２-263図　古墳時代土坑２
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包含層出土遺物

土器（第２－264・265 図）

587 は完形に復元できた口縁部が外傾する甕ア類であ

る。口径 26.3cm，底径 8.2cm，器高 29.7cm，脚部高 3.8cm

を測る。川久保遺跡Ａ地点西側の北西側から南東側に向

かって下る谷部であるＫ・Ｌ24 区から出土している。外

面口縁部上半は横方向の工具ナデが，口縁部下半から胴

部にかけては縦方向の工具ナデが施されている。胴部下

端には脚部を接合するときに貼り付けたと考えられる

粘土が貼り付けられているが，部分的には剥落し，下地

の縦方向の工具ナデが確認できる。脚部は横・斜め方向

の工具ナデが施されている。内面口縁部は横・斜め方向

の工具ナデが，胴部は斜め方向の工具ナデが施されてい

る。脚部内面はナデが施されている。

588 は完形に復元できた口縁部が外傾する甕Ｂ類であ

る。口径 25.1cm，底径 7.6cm，器高 27.4cmを測る。谷部

であるＪ・Ｋ24 区の製鉄関連遺構周辺で出土している。

外面口縁部上端は横位の工具ナデを施している。口縁部

は頸部に工具を打ち込み，上方向にナデ調整を施してい

る。その後、部分的には斜め方向の工具ナデを施してい

る。胴部上位は斜め方向の工具ナデを施しているが，部

分的には調整の単位が不明瞭である。胴部中位から胴部

下端にかけては，幅６mm程度の縦・斜め方向の工具ナデ

を施している。底部は横方向の工具ナデを施しており，

指押さえの痕跡も確認できる。内面口縁部には横方向の

工具ナデが施されているが，上半は調整の単位が明瞭

で，下半は調整の単位が不明瞭である。胴部上位から中

位にかけては，斜め・横方向の工具ナデが施されている。

胴部下位には縦方向の工具ナデが施されている。脚部内

面は調整の単位が不明瞭な横方向の工具ナデが施されて

いる。

589 は調査時に竪穴建物跡SH83（Ｇ31 区）の遺物とし

て取上げられた遺物であるが，この遺構は残りが悪く，

遺構認定がされなかった。そこで包含層遺物として扱

う。口縁部がわずかに外反する甕Ｃ類の口縁部から胴部

中程までの資料である。口径 26.8cmを測る。外面口縁部

は横・斜め方向の工具ナデが施されている。突帯貼り付

け部分の器面には横方向の工具ナデを施した後に，突帯

を貼り付けている。胴部上位は横・斜め方向の工具ナデ

が，胴部中位は縦方向の工具ナデが施されている。内面

口縁部上半はスジ状の痕跡が目立つ横方向の工具ナデが

施されている。口縁部下半から胴部上位にかけては，横・

斜め方向の工具ナデが施されている。口縁部上半の調整

と比較すると，スジ状の痕跡が目立たず，器面はより平

滑に仕上がる。胴部上位から中位にかけては縦・斜め方

向の工具ナデが施されている。

590 は完形に復元できた口縁部が直行する甕Ｄ類であ

る。口径28.4cm，底径10.0cm，器高38.6cm，脚部高1.0cm

を測る。谷部であるJ23・24 区から出土している。外面口

縁部は横方向のハケ目を施した後に，斜め方向の工具ナ

デを施している。突帯貼り付け部分の器面には横方向の

工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部上

位は幅１cm程度の斜め方向の工具ナデを施した後に，縦

方向の工具ナデを施している。胴部中程から下位は幅６

mm程度の縦方向の工具ナデが施されている。脚部は横・

斜め方向の工具ナデを施した上に，指押さえを密に行っ

ている。内面口縁部上端は横方向の工具ナデが施されて

いる。口縁部から胴部上位は斜め方向の工具ナデが施さ

れている。工具ナデの幅は 1.2cm程度と，外面胴部上位

に施される工具ナデの幅よりも若干幅が広い。胴部中位

は横方向，その下位に斜め方向の工具ナデが施されてい

る。胴部下位は縦方向の工具ナデが施されている。脚部

内面は横方向の工具ナデが施されている。

591 は甕の胴部資料である。谷部であるＫ・Ｌ24・25 区

から出土している。外面口縁部は斜め方向のハケ目が施

されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の工具

ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。胴部は縦方

向のハケ目が施されている。内面口縁部は斜め方向の工

具ナデが，内面突帯部分は横方向の工具ナデが施されて

いる。胴部は斜め・縦方向のハケ目を施した後に，斜め

方向の工具ナデが施されている。

592 は谷部であるI24 区で出土している。布留系の丸

底甕であり，口径 12.9cmを測る。器壁の厚さは５～７mm

程度であり，593 よりは若干器壁が厚い。外面口縁部は

横方向の工具ナデを，胴部上端は横・斜め方向の工具ナ

デを施している。胴部上位から底部にかけては，縦・横・

斜め方向の幅の広いハケ目を施した後に，主に縦方向の

幅の狭いハケ目を施している。内面口縁部は横方向の工

具ナデを施している。胴部はハケ目・ケズリを施した後

に，横・斜め方向の工具ナデを施している。一部には沈

線が施されている。球胴形を呈し，外面のハケ調整，内

面に残るケズリ痕跡から布留式土器の特徴を見て取れ

る。しかしながら，器壁の厚みが布留式土器と比較して

厚く，ケズリ成形の効果が出ているとは言い難い。また，

胎土に金色雲母が目立つのも特徴の一つである。いずれ

にせよ，布留式土器を明確に意識して作られた土器で

ある。

593 は布留式系の丸底甕であり，口径 13.9cm，器高

18.7cmを測る。器壁は最も薄い箇所で約３mmと非常に薄

い土器である。谷部であるJ24・I25 区から出土している。

外面口縁部は横方向のハケ目が施されている。胴部には

幅５mm程度の縦方向のハケ目の後に，幅 1.3cm程度の縦

方向のハケ目を施している。内面口縁部も横方向のハケ

目を施している。胴部上半は斜め・縦方向のケズリが施

されている。胴部下半は縦・斜め方向の丁寧なハケ目が

施されており，一部の調整は胴部上半にまで及んでいる。



− 384 −

594 は長胴の丸底壷の胴部から底部資料である。谷部

であるＨ・I24 区から出土している。内外面ともに強い

ハケ目を施しており，工具痕の幅から見ると少なくとも

２種類の幅の異なる工具を使用している可能性が考えら

れる。外面口縁部下端から胴部上端にかけては，縦方向

のハケ目が施されている。胴部上位には横・斜め方向の

ハケ目が，胴部中程から底部にかけては，縦・斜め方向

のハケ目が施されている。内面胴部上端付近には横・斜

め方向のハケ目を施した上から，指押さえが多数行われ

ている。胴部上位から底部にかけては斜め・横方向のハ

ケ目が施されている。胴部中程にはハケ目の打ち込みが

一定間隔で確認できる。

595 は壷の胴部から底部の資料である。底部はわずか

に平坦面を持ち，底径 2.4cmを測る。谷部であるＨ～Ｊ

24･25 区から出土している。外面肩部から胴部上位にか

けては，斜め・横方向の工具ナデが施されている。胴部

中位から底部にかけては縦方向の工具ナデが施され，底

部には指押さえが巡る。内面肩部には絞り痕が残る。胴

部には縦方向の工具ナデが施されている。

596 は甕もしくは壷の胴部資料である。谷部であるＬ

25・26 区から出土している。外面は斜め方向の工具ナデ

が施されている。突帯貼り付け部分の器面には横方向の

工具ナデを施した後に，突帯を貼り付けている。内面は

斜め・横方向の工具ナデが施されており，突帯内面部分

には指押さえが行われている。

597 は甕もしくは壷の胴部下位から底部の資料であ

る。谷部であるＬ・Ｍ25・26 区から出土している。外面は

斜め方向の工具ナデが施されている。内面は横・斜め方

向の工具ナデを施した後に，縦方向の工具ナデや横方向

のミガキを部分的に施している。

土製品（第２－265 図）

598 は鞴の羽口である。Ｃ26 区でⅣa層から出土して

いる。長さ 8.5cm、推定幅 8.0cmの破片である。外面は

黄灰色を呈し，半分ほどは被熱して明赤褐色および，灰

白色に変化している。内面は黄灰色であり，溝の長さの

1/5 程度は吸気による被熱で明赤褐色となっている。厚

さは 2.1 ～ 3.0cmであり、被熱部分ですぼまる形状をし，

基部側が厚い。先端部は欠損しており、ガラス質滓や鉄

塊などの付着はみられない。調整について、外面は長軸

方向に丁寧にナデられ、指頭圧痕が認められる。内面の

溝部分には製作時に使用される芯の抜き取り痕は観察で

きないが，間隔が１mm程度のしわが全面に観察され，水

分が多い状態での成形痕とみられる。胎土は粗く，直径

５～10mmの礫を多く含んでいる。外径5.3cm、内径2.2cm

に復元され、破片の形状による限り先端径と基部径の差

が小さく、文字通りの円筒形に近い旧状が復元される。

石器（第２－266 図）

石 141 ～ 150 は砥石である。

装飾品（第２－267 図）

包含層からは２点の勾玉が出土している。

装 12・13 はともにI30 区の中世土坑埋土中から流れ込

み遺物として出土している。

装 12 は長さ 1.89cm，幅 1.14cm，厚さ 0.5cmを測り，

重量は 1.2 ｇを量る。蛇紋岩製であり，緑灰色の色調を

呈する。

装 13 は長さ 0.95cm，幅 0.55cm，厚さ 0.21cmを測り，

重量は 0.2 ｇを量る。蛇紋岩製であり，暗緑灰色の色調

を呈する。

鉄製品（第２－267 図）

包含層からは４点の鉄製品（鉄 13・14・15・16）が出土

している。

鉄 13 は短頸の三角形鏃である。平造りの鏃身部は長

三角形を呈し，鋒にはわずかにふくらがあり，鏃身関は

ナデ角関である。頸部は茎部に向けてわずかに広がり，

ナデ角関にいたる。頸部，茎部の断面形はそれぞれ長方

形，正方形である。全長 13.7cm，鏃身部最大幅 3.3cmを

測る。

（鉄 14・15・16 はP359 参照）

炉壁・鉄滓ほか（第２－268 ～ 276 図）

包含層では製鉄炉の炉壁，製錬滓，鉄塊が出土した。

炉壁（第２－268 ～ 272 図）

包含層出土の炉壁片は遺構にともなって出土した炉壁

片に比較して総じて大型である。滓 55 は長さ約 25cm，

幅約 30cm，厚さ約 7cmを測り，内壁に付着したガラス質

滓は上部で厚さ２mm、下部で７mmである。付着した不成

形の鉄塊が 1/3 程の面積を占めている。裏面にはスサの

痕跡が著しい。大きく内面に向けて歪んでおり，炉が熱

い間に壊されたため、炉壁は単に砕けるのではなく，内

壁が溶融してアメ状であったために湾曲したと考えら

れる。長さ約 29cm，幅約 25cm，厚さ約 14cmの大型破片

である滓 58 も同様の特徴をもっている。滓 56・57・59・

67・68 はガラス質滓の厚みが５mmの薄い炉壁片であり，

滓 60 ～ 66，滓 69・70 は最大１cm程度のガラス質滓が付

着した炉壁片である。滓 61・62・66・67・70 は砂鉄ある

いは砂鉄が膨張してなった鉄粒が観察される。滓 69 は

大きく歪んでおり，炉の破壊時に変形したものとみられ

る。滓 71 は炉壁の下部に炉内に残留した製錬滓が付着

している。滓部分の破面は緻密な金属質を呈しており，

鉄塊が割り取られた痕跡とみられる。

製錬滓（第２－272 ～ 275 図）

製錬滓は炉の内部で生成された炉内滓（滓 72 ～ 94，

97，101），炉外に流出した滓（滓 96，98 ～ 100）に大きく

分かれる。炉内滓のうち滓 72 ～ 75，89 は裏面に地山の

砂礫を付着しており，いずれも破面は緻密で，金属光沢

を放つ。滓 75 は裏面側に一部湾曲しており，炉の破壊時
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に変形したものとみられる。炉外流出滓のうち，滓 96・

98 は土の付着がなく，垂直方向の流動痕跡を残す滓であ

り，いわゆる「鳥脚状鉄滓」である。滓 99 は流出滓の表

面の破片である。滓の内部で気泡が大きく成長したため

に，破裂してできた破片である。滓 100 は裏面に地山の

砂礫を付着した流出滓であり，水平方向の流れを残して

いる。棒状を呈していることから，排滓孔に近い部分で

生成・固結した鉄滓である。

滓 79 ～ 94,97，101 は小割面をもち，金属光沢をも

つ小型の製錬滓である。小割面は滓 83・84 が４面，滓

79,82 が３面，それ以外は１～２面である。付着した鉄

塊が割り取られた痕跡とみられる。

鉄塊（第２－276 図）

滓 102 ～ 105 は微量ながら鉄滓分が表面に付着して

おり，また亀裂が走り，錆汁を吹いている。滓 106 は表

面に付着物がなく，鉄滓から割り取られた小型鉄塊で

ある。
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第２―264 図　包含層　出土遺物（土器）
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588

589

590

591
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第２―265 図　包含層　出土遺物（土器 ・土製品）

597

598

598

596

595594

593592
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第２―266 図　包含層　出土遺物（石器）
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石148 石149
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第２―267 図　包含層　出土遺物（鉄製品 ・装飾品）
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第２―270 図　包含層　出土遺物（炉壁③）
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第２―271 図　包含層　出土遺物（炉壁④）

滓 70

滓 69

滓 68

滓 67

滓 66
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第２―272 図　包含層　出土遺物（炉壁 ・炉内滓）

滓 71

滓 72

滓 73

滓 74

滓 75
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第２―273 図　包含層　出土遺物（炉内滓①）

滓 76

滓 77

滓 78 滓 79

滓 80
滓 81
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第２―274 図　包含層　出土遺物（炉内滓②）
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第２―275 図　包含層　出土遺物（炉外流出滓 ・製鉄滓）

滓95

滓 96

滓 97

滓 98

滓 99

滓 100

滓 101
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第２―276 図　包含層　出土遺物（鉄塊）

滓 102

滓 103

滓 104

滓 105

滓 106
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表２-103  包含層出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種

部位

（欠損部位）
分類

器高

（cm）

口径

（cm）

底径

（cm）

外面

調整

内面

調整
色調 胎土 備考

２

｜

264

587 甕 完形 Ａ 29.7 26.3 8.2 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・輝・雲・

白・黒
脚部高:3.8cm

588 甕 完形 Ｂ 27.4 25.1 7.6 工具ナデ 工具ナデ
外:にぶい橙	

内:にぶい橙
石・白・黒 脚部高:0.8cm

589 甕 口縁部－胴部 Ｃ ― 26.8 ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:浅黄橙
石・白・小

590 甕 完形 Ｄ 38.6 28.4 10.0
ハケ目	

工具ナデ
工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・長・白・

黒・小
脚部高:1.0cm

591 甕 胴部 ― ― ― ―
ハケ目	

工具ナデ

工具ナデ	

ハケ目

外:橙	

内:橙

石・輝・雲･

白

２

｜

265

592 甕 口縁部－胴部 ― ― 12.9 ―
工具ナデ	

ハケ目

工具ナデ	

ハケ目

外:明赤褐	

内:明赤褐

石・長・輝・

雲・白
布留式系

593 甕 完形 ― 18.7 13.9 ―
工具ナデ	

ハケ目
工具ナデ

外:橙	

内:橙

石・輝・雲･

白・黒
布留式系

594 壷 胴部－底部 ― ― ― ― ハケ目 ハケ目
外:橙	

内:橙

石・長・輝・

雲・白

595 壷 胴部－底部 ― ― ― 2.4 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙

石・雲・小・

ほか

596 甕・壷 胴部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:橙	

内:橙
石・白・小

597 甕・壷 胴部－底部 ― ― ― ― 工具ナデ 工具ナデ
外:赤褐色	

内:赤褐色

石・白・黒・

小

表２-104  包含層出土土器

図

番号

遺物

番号

床

面
器種 残存状況

最大長

（cm）

最大幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
石材 備考

２

｜

266

石150 砥石 破損 （12.9） 14.1 3.4 （957.0） 砂岩

石141 砥石 破損 8.0 5.6 3.2 （179.3） 凝灰岩

石142 砥石 破損 7.6 4.1 3.4 （170.0） 砂岩

石143 砥石 完形 9.5 7.9 5.5 530.0 砂岩

石144 砥石 完形 8.4 4.0 1.8 88.3 砂岩

石145 砥石 破損 （10.6） 6.3 2.8 （270.0） 砂岩

石146 砥石 完形 7.1 2.8 1.9 70.5 砂岩

石147 砥石 破損 （5.6） 4.4 2.1 （788.0） 砂岩

石148 砥石 破損 （4.0） （2.3） 0.9 （15.0） 頁岩

石149 砥石 完形 6.4 6.2 1.3 85.0 砂岩
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第３節　近世の成果

近世の遺構としては炭窯跡２基と，その関連土坑２

基，その他の土坑１基が検出されている。

１　遺構

（１）炭窯跡と関連土坑（第２－277 ～ 284 図）

２基の炭窯跡（炭焼き窯跡）はＫ・Ｌ34・35 区Ⅴa層から，

炭窯跡に関連すると考えられる２基の炭化木・炭化物が

集中した土坑をＬ・Ｍ34 区Ⅴa層から検出した。２基の炭

窯は並んで検出されており，２基の土坑も炭窯に平行す

るような配置で検出している。

炭窯跡１号（第２－277 図）

炭窯跡１号はＫ・Ｌ34 区のⅤa層から検出されている。

長さ約 3.4 ｍ,幅約 1.1 ｍの窯本体の北側に,長さ約 1.3

ｍ,幅約 1.1 ｍの窯口付近の作業場所と考えられる外部

施設が付属している。検出面から底面までの深さは 42

～ 47cm程度であり,天井部分は崩落している。炉壁は煙

道が検出された南側（窯奥側）では検出面まで残存して

いたが,側面は炉壁の下部のみが検出されている。埋土

３には炉壁が含まれていたため,側面も炉壁が構築され

ていたと考えられるが,炉壁の量としては,側面分しか出

土しておらず,天井部分は粘土で構築されていた可能性

が高い。炉壁は表面が黒色化しており,その内側に赤色

化した部分が見られる。炉壁の外側の土も被熱により変

色しており,10cm程度の幅でⅤa層または,Ⅴx層が赤色化

している。

炭窯跡１号の埋土は,埋土１がⅢ層とⅣa層の混ざった

土である。埋土２の黒褐色土には炭・炉壁・焼土塊が少

量混ざる。埋土３には大量の焼土塊と炉壁が混ざり,少

量の炭や被熱を受け白色化した焼土塊が混ざる。埋土３

は粘土で構築された天井部分の崩落土と崩壊した炉壁の

混ざり土と考えられる。埋土 10 は赤色化し硬化した床

面である。埋土３bは埋土 10 に類似し,南側ではこの埋

土３bと埋土 10 の間に炭化物層である埋土７を挟むこと

から,少なくとも２回はこの炭窯を使用したことが分か

る。埋土 10 の下位のⅥ層は被熱により白色粘質化して

いる。炭が堆積しているのは窯奥側の埋土７と窯口側の

埋土５である。埋土７の炭が,細かく少量であるのに対

し,埋土５の炭は炭化木が形状を留めており,炭を組んだ

状態のものも見られた。床直上にあることから,窯の最

終使用時のものが残存したものと考えられる。窯はＦ１

の加工された石を境に床面の様相が異なり,窯側の床面

が赤黒く変色しているのに対し,外側の床面はⅤa層もし

くはⅤx層であり,被熱を全く受けていない。外部施設に

堆積している埋土８には炭化物が混ざる。埋土９は埋土

８にⅤ層の土が混ざる。埋土８・９はＦ１を境に垂直に

堆積しているため,窯の最終使用時に埋められた可能性

も考えられる。Ｆ１は窯を構成する構築物の中でも被熱

を受け,唯一赤白色に変色しており,同色の構築物は他に

は見られない。炉壁はこのＦ１を基点に構築されており,

加工痕（鑿痕）も見られることから窯口の特別な構築物

であったと考えられる。煙道は直径５～ 16cmで,上部に

行くほどに広がる形状を呈し,表面は被熱によりガラス

質化している。

炭窯跡２号（第２－278 図）

炭窯跡２号はＫ・Ｌ34 区のⅤa層で,炭窯跡１号の西

側から検出した。長さ約 3.9 ｍ，幅約 1.2 ｍの窯本体と，

長さ 2.0 ｍ,幅 0.8 ｍの外部施設から構成されている。

炭窯跡１号と比較して,幅はあまり変わらないが,全体

的に細長い形状をしている。炭窯跡１号との大きな違い

は,炉壁を持たず,Ⅴa層をそのまま壁面としており, ５

～ 20cm程度の厚さでⅤa層が赤色化している。また煙道

は確認されていない。さらに加工した石材を組み合わせ

て窯口を構築していることが挙げられる。窯の中央部よ

り奥には,大量の炭が交互に組まれた状態で検出されて

いる。

炭窯内の炭化木に関しては，年代測定（ＡＭＳ法）を実

施したところ（第３分冊自然科学分析参照），江戸時代中

期頃の年代が得られた。

炭窯跡１・２号ともに，遺構内に炭化木が残存したま

ま廃棄されている状況が見られた。これは窯を廃棄する

時に神様への供物として，炭の一部を残して窯を閉じた

可能性があるという指摘を，愛媛大学の村上教授から頂

いている。

炭窯関連土坑１（第２－279 図）

炭窯関連土坑１はＬＭ 34 区Ⅴa層で検出されている。

長さ約 2.2 ｍ，幅約 0.8 ｍを測る。検出面からの深さは

約 10cmである。南側に焼土が検出されており，埋土中に

は炭化物が堆積している。炭化物は細かく，炭化木の形

状は保っていない。

炭窯関連土坑２（第２－280 図）

炭窯関連土坑２はＬＭ 34 区Ⅴa層から検出されてい

る。長さ約 2.5 ｍ，幅約 0.6 ｍを測る。検出面からの深

さは約 10cmである。北側に焼土が検出されており，埋土

中には炭化物が堆積している。炭化物は細かく，炭化木

の形状は保っていない。

土坑（第２－281 図）

近世の土坑としては１基が検出されている。近世土坑

１はＥ25 区Ⅴa層で検出した。中世・近世の遺物ととも

に炭窯跡の炉壁に類似したものも出土しており廃棄土坑

と考えられる。
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近世土坑１出土遺物（第２－283・284 図）

近１～６は龍門司系の陶器碗で,内,近１・２以外は高

台まで残存し,その高台形状は高台外を垂直に立ち上げ,

高台内は中心方向に向かって斜めに削り出している。施

釉範囲は高台外の一部と高台以外残部全面であり,内近

３～５は見込みに蛇の目釉剥ぎを行う。

近１は端反碗の口縁部で,外面に間隔の狭い轆轤目が

強く残り段を持つ。

近２は轆轤目に釉薬が溜まり,器面は平滑となる。

近３は内外面の口縁部から胴部にかけて白化粧土を施

し,その上から鉄釉を掛ける。白化粧土を施した範囲は

明黄褐色,露胎部は暗褐色を呈する。高台外一部に指跡

らしき痕跡がある。兜巾高台である。

近４は丸碗で,鉄釉を施した後,口唇部の釉薬を掻き取

る。釉薬は黒褐色を呈し,非晶質部分が多く,質感はマッ

トである。高台内面中央を凹ませる。見込み釉剥ぎ部に

環状の重ね積み痕あり。なお,所謂『蛇の目』の中央部を

さらに同心円状に釉剥ぎしている。

近５は高台以外残部全面に鉄釉を施す。非晶質部分が

ほぼ無く,質感はマットである。

近６は口縁部と胴部境で屈曲し,内傾気味に口縁部へ

と立ち上がる天目形の碗である。泥漿（灰色）を高台外か

ら高台以外に施し,その上から白化粧土を外面は口縁部

から胴部に,内面は全面に施し,その上から透明釉を掛け

る。器面色調は,白化粧土上は灰白色,胴部中位から高台

外の一部（泥漿のみの範囲）は黒褐色,高台（露胎）は赤褐

色を呈し,轆轤目には下地の泥漿が見て取れる。見込み

には目跡が確認できる。

近７は鉄釉を残部全面に施し,色調は黒味が強い端反

碗である。器面に赤褐色の結晶が斑点状に生じている。

近８は半筒碗である。腰部で屈曲し,口縁部に向かっ

て垂直に立ち上がる。腰屈曲部から高台脇を除き内外

面に白化粧土を施し,その上から残部全面に透明釉を掛

ける。

近９は皿の胴部から底部資料である。外面は胴部と畳

付きに,内面は全面に白化粧土を施し,その上からオリー

ブ褐色を呈する灰釉を畳付き以外の白化粧土範囲に掛け

る。見込みは蛇の目釉剝ぎを行うが,白化粧土までは剥

ぎ取っておらず,釉剥ぎ箇所は灰白色を呈する。胎土は

浅黄橙色を呈し,やや磁化している。見込みには,他個体

の畳付きに施された白化粧土と思しき痕跡が環状に残

る。胎土及び釉薬から龍門司系と推測される。

近 10 ～ 17 は苗代川系の資料である。共通項として,

胎土に１mm以下の石英等の鉱物を含み,鉄釉を施釉する。

近10は底部端に円錐状の脚が付く鉢である。脚の周囲

には５mm前後の爪状の刺突が見られ,また,約２× 1.5cmの

長方形を呈するコマの痕跡が一部付着している。内面に間

隔の非常に狭い轆轤目を残す。残部全面に鉄釉を施す。

近 11 は擂鉢底部である。スリメが密に施されており,

単位は判然としない。残部全面に鉄釉が施され,外底面

に釉薬の掻き取りが見られる。

近 12 は壺の口縁部から肩部である。口縁部は外から

内側に折り返しがつくられる。口唇部は平坦に仕上げ,

コマの目跡が１か所確認できる。残部全面に鉄釉が施さ

れるが,口唇部の釉薬については掻き取られる。

近 13 は底部資料である。器種は甕または壺か。残部全

面に鉄釉が施され,底面は釉薬の掻き取りを行う。

近 14 は水注の注口部で,S字状の溜め口を呈する。茶

止め穴が上下に２か所有り,径は共に約８mmである。施

釉範囲は残部内外面全てであり,鉄釉を施す。外面は非

晶質で光沢が強く暗褐色を呈するが,内面は釉薬が熔融

しきれず,釉薬中に溶けきれなかった成分が白色の結晶

として析出している。

近 15・16 は土瓶または鍋と考えられる。ともに,胴部

に耳（近 15 はその痕跡）が付き,胴部中位付近に最大径

を持ち,平型を呈するもので,胴部の屈曲は強くない。胴

部下半以外は残部全面施釉されており,口唇部の釉薬は

搔き取られる。また,露胎する胴部下半に煤が付着して

おり,直火にかけられた痕跡が認められる。いずれも,完

形資料ではなく,注口部の有無は判然としない。

近 15 は胴部上端の耳の痕跡直下に,欠損しつつ突起す

る箇所があり,耳の直下であることから,注口部の痕跡の

可能性がある。その場合は土瓶となる。

近 16 は将棋の駒状の耳を持つ。胴部下半には煤が付

着するが,底部には付着していない。底部中心から半径

６cm範囲は,他部位の露胎箇所（暗赤褐色）と色調が異な

り,黒褐色を呈し,その際には他個体の胎土の痕跡が付着

しており,重ね積みの痕跡と考えられる。

近 17 は口径約６cmの土瓶蓋である。天井部にボタン

状のつまみを有する。釉薬は残部外面に鉄釉を施す。内

面は露胎し,庇部及び見受けの端部は打ち欠いたような

痕跡がある。

近 18 は灯明皿受け台である。口縁部から胴部にかけ

て間隔の狭い轆轤目を外面に残す。内面の轆轤目の間隔

は広い。底部には右回転の糸切り痕が残る。底部付近か

ら底部以外に灰釉を施し,口唇部は釉薬を掻き取る。加

治木・姶良系。

近 19・20 は磁器碗である。いずれも肥前系である。

近 19 は高台外及び高台脇に圏線が巡る。透明釉を残

部全面に施し,畳付きで釉剥ぎを,見込みでは蛇の目釉剝

ぎを行う。見込み釉剥ぎ箇所に重ね積みの痕跡が環状に

見られる。

近 20 は半筒碗で,全面透明釉を掛けた後,畳付きの釉

剥ぎを行う。釉薬は内外面ともに色調がやや青みがか

る。外面は無文で,内面口縁部に四方襷文が,見込みには

二重圏線とコンニャク印判による五弁花文が見られる。
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1  にぶい黄橙色土。粘性なし。ややしまる。径1mm程度の白色粒を含む。
2　黒褐色土。粘性ややあり。ややしまる。炭化物，焼土粒を含む。
3　明赤褐色土。粘性なし。しまりあり。焼土層である。白色や明赤褐色の焼土塊を含む。
3a 灰赤色土。よくしまる。焼土塊である。
3b にぶい赤褐色土。粘性なし。よくしまる。(3層と7層の混じり）。
4　褐灰色土。やや粘性あり。しまり弱い。径1～3mmの焼土粒，炭化物を若干含む。
5　黒褐色土。やや粘性あり。しまり弱い。炭化物を含む。
6　灰黄褐色土。粘性なし。しまり弱い。
7  黒色土。粘性なし。よくしまる。炭化物層である。

7a 赤褐色土。ややしまる。焼土層である。
8　黄灰色土。やや粘性あり。ややしまる。径5mm～1㎝程度の炭化物を含む。
9　灰黄褐色土。粘性なし。しまり弱い。径5mm程度の炭化物を多く含む。
10 赤褐色土。よくしまる。床面の焼土層である。
11 にぶい赤褐色土。ややしまる。1・2層に焼土粒が多く混入した層である。
12 明赤褐色土.。粘性なし。しまりなし。被熱により遺構周囲の土が変色したもの。
13 明褐色土。粘性なし。しまりなし。砂質。
14 橙色土。粘性なし。しまりなし。被熱により遺構周囲の土が変色したもの。

Ｃ：炭化物
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C

C
F

F
F

F1

F

F

C

A A’

B
B
’

C
C
’

焼
土焼

土

Ⅴx
Ⅴb

Ⅴc

Ⅵ

Ⅴ
x

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅴx

Ⅴc

Ⅵ

Ⅴ
x

Ⅵ

Ⅴ
c

炉跡１

0 1m

（1/40）

− 402 −

高台内にはアルミナが付着している。

近 21 は焙烙の把手で,下面側には煤の付着が見ら

れる。
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1a:黒褐色土　粘性なし。しまりなし。炭化物，焼土粒を少量含む。
1b:暗褐色土　粘性なし。しまりなし。炭化物，径5㎝程度の焼土ブロックを含む。
2:赤灰色土　 粘性なし。しまりなし。炭化物を少量，焼土粒を多く含む。径3㎝程度，径10㎝程度の焼土ブロックを含む。
3a:黒色土    粘性なし。よくしまる。炭化物層である。径3㎝程度の木炭を少量含む。
3b:黒褐色土  粘性なし。しまりなし。径1㎝程度の焼土ブロック，径3㎝程度の炭化物を多量に含む。
3c:褐色土    粘性なし。しまりなし。炭化物，焼土粒を多量に含む。径3㎝程度の木炭を含む。
4:灰黄褐色土 粘性なし。しまりなし。炭化物，焼土粒を少量含む。
5a:黒色土    粘性なし。しまりなし。炭化物層である。
5b:黒褐色土  粘性なし。しまりなし。炭化物，焼土粒を多量に含む。
5c:黒色土    粘性なし。しまりなし。径5㎝程度の焼土をまばらに含む。炭化物を多量に含む。
6:褐色土     粘性なし。しまりなし。炭・焼土粒を多量に含む。径4㎝程度の木炭を含む。
7:にぶい黄橙色土  粘性なし。硬くしまる。炭・焼土粒を少量含む。硬化面形成層。
8:赤褐色土   粘性なし。しまりなし。焼土粒を多量に含む。
9:にぶい黄褐色土  粘性なし。しまりなし。炭化物粒を多量に含む。径2㎝程度の木炭を少量含む。
10:黄褐色土  粘性なし。しまりなし。焼土粒を多量に含む。
11:橙色砂質土     粘性なし。しまりなし。被熱により遺構周辺の土が変色したもの。
12:橙色土    粘性なし。しまりなし。
13:明褐色土  粘性なし。しまりなし。炭化物粒を多量に含み，径3㎝程度の炭化物を少量含む。
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第２-280図　炭窯関連土坑２

第２-279図　炭窯関連土坑１
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第２-282図　近世　遺構配置図

第２-281図　近世土坑１
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第２-283図　近世土坑１　出土遺物(陶磁器①)
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第２-284図　近世土坑１　出土遺物(陶磁器②)
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２　包含層出土遺物（第２－285 ～ 289 図）

胎土・釉薬の特徴から近 22・23 は山本窯産と考えら

れる。

近 22 は端反碗である。外面は腰部で強く折れ,轆轤目

による段が明瞭に残る。高台は片薄高台で,高台内面は

兜巾状に仕上げる。高台外は垂直に立ち上げ,高台内は

兜巾に向かって斜めに削り出している。畳付きは平坦で

ある。胎土は灰白色で,磁化しており,黒色微粒子を含

む。全面に透明釉を施した後,釉剥ぎを見込みでは楕円

状に２か所（残部範囲）,畳付きでは全体に行う。細かな

貫入が見られる。高台外から高台脇にかけて砂目跡が４

か所残る。

近 23 は口縁部から胴部資料で半筒碗である。胎土は

灰白色を呈し,黒色微粒子を含み,磁化している。施釉は

残部全面に透明釉を掛け,また貫入が見られる。

近 24 は腰部で屈曲する半筒碗で,白薩摩である。磁化

した灰白色の胎土に,高台脇から高台を除く残部全面に

透明釉を施しており,施釉範囲には細かい貫入が見られ

る。見込み及び高台に目跡は無い。

近 25 ～ 27 はいずれも碗資料で,胎土は黒色微粒子を

含み,磁化しており,また,白化粧土を用いている。高台

の形状は,高台外を垂直に,高台内は斜めに削り出してい

る。加治木・姶良系。

近 25 は碗の胴部から底部である。胎土断面は褐灰色

を呈し,磁化している。施釉は畳付きから高台内面以外

に透明釉が施されている。外面では,胴部から高台外ま

で灰色の泥漿を施し,その上から胴部より腰部まで白化

粧土を塗り,最後に透明釉を掛けている。内面は白化粧

土の上に透明釉を掛け,見込みは蛇の目釉剥ぎを行う。

よって,色調は,外面胴部より腰部までが灰白,高台脇よ

り高台外までが灰,畳付きから高台内面（露胎）は明赤褐,

内面は灰白色となる。重ね積みの痕跡としては,畳付き

及び見込み釉剥ぎ箇所に泥漿が環状に付着している。

近 26 は胴部に張りを持ち,口縁に向かってやや内傾

気味に垂直に立ち上がる腰張碗である。近 25 と同質（肉

眼観察の範囲）の灰色の泥漿と白化粧土を用いている。

断面割れ口では,泥漿が素地内部に浸透する様が観察で

きる。外面は胴部から高台外まで泥漿を施し,その上か

ら白化粧土を腰部と高台脇の境まで掛け,高台内面以外

に透明釉を施す。内面は全面泥漿の上から白化粧土を施

し,その上から透明釉を掛けている。白化粧土掛けの範

囲では細かな貫入が見られ,下地の泥漿がその貫入より

見て取れる。畳付きには泥漿が付着している。

近 27 は碗の胴部から底部で,畳付きは欠損している。

外面胴部及び見込みに白化粧土を施した上から,高台内

面以外透明釉を施す。

近 28 ～ 30 は元立院系の碗の資料である。共通項とし

て,高台の形状は,高台外を垂直に,高台内は斜めに削り

出している。施釉後,見込みは蛇の目釉剥ぎを行う。

近 28 は碗の底部であり,胎土は橙色で白色微粒子を含

む。畳付きから高台内面以外残部全面に鉄釉を施し,見

込みは蛇の目釉剝ぎをする。畳付きに一部鉄釉が付着し

ている。見込みには轆轤目が渦巻き状に残る。

近 29 は高台脇から口縁にかけてゆるやかに立ち上が

る丸形の小碗である。胎土は磁化している。釉薬は２種

類使用しており,高台外の一部から高台内面以外に鉄釉

を掛け,見込みを蛇の目釉剥ぎした後,口唇部及び高台脇

から高台外の一部,見込み内面胴部側の釉剝ぎ縁（幅１

mm程度：圏線状）に褐釉を施す。畳付きには他個体の胎

土跡が,見込みには畳付きの一部が付着している。

近 30 は胴部から底部の碗資料である。残部全面に鉄

釉を施し,畳付きでは釉薬を掻き取り,見込みは蛇の目釉

剥ぎを行う。胎土は磁化している。近 29 と同様に,見込

み釉剥ぎ縁（胴部側）に褐釉が圏線状に施されている。ま

た,胴部や高台外の一部に褐釉が付着している。畳付き

には他個体の胎土跡が,見込みには畳付きの痕跡がある。

また,明瞭な指跡が高台外に２か所見られる。

近 31 ～ 33 は碗の資料であり,龍門司系である。いず

れも,高台の形状は,高台外を垂直に,高台内は斜めに削

り出している。施釉後,見込みは蛇の目釉剥ぎを行う。

近 31 は釉薬を３種類使用している。まず,鉄釉（黒褐

色）を高台内面及び見込み以外全面に施し,その上から

鉄砂釉（暗赤褐色）を高台内面以外に掛け,畳付の釉薬を

掻き取り,見込みを円形状に全面釉剥ぎする。その後,蛇

の目釉剥ぎでの蛇の目に当たる箇所及び高台内面に灰釉

（オリーブ黒）を施す。見込み釉剥ぎ部には他個体の畳付

きの痕跡が見られる。胎土は磁化している。

近 32 は碗の胴部から底部であり,胎土は磁化してい

る。高台外と高台以外,残部全面に鉄釉を施し,見込みは

蛇の目釉剝ぎを行う。

近 33 は碗の胴部から底部であり,高台外と高台以

外,残部全面に鉄釉を施し,見込みは蛇の目釉剝ぎを行

う。内面見込み付近では豆粒状の釉薬の剥落が多く見ら

れる。

近 34・35 は仏飯器で,鉄釉を施した後,見込みは蛇の

目釉剝ぎを行う。ともに胎土の焼成は良好である。龍門

司系。

近 36・37 は唐津焼の皿と考えられる。近 36 の胎土は

赤褐色を呈し,黒色微粒子が見られる。高台脇から高台

以外残部全面に藁灰釉を施す。また,外面胴部の藁灰釉

が掛からない箇所に,非常に薄く失透気味の透明釉が施

されているのが確認できる。あるいは透明釉を薄く掛け

た後,藁灰釉を施したか。高台は片薄高台であり,高台

外,高台内面には縮緬皺が確認できるが,高台内面は皺

の痕跡をナデ消している。見込みには胎土目跡が３か所

（径５mm）残り,高台脇にも２か所（径 10mm）確認できる。
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近 37 は近 36 と同様に,胎土は赤褐色を呈し,黒色微粒

子を含む。胴部下半から底部以外残部全面に灰釉が施さ

れ灰白色を呈し,また,口唇部は釉薬を掻き取った後,鉄

が塗られ（「皮鯨手」）,黒色を呈している。高台は碁笥底

で,ヘラ状工具で高台内面を削り出した後,生じた縮緬皺

をナデ消している。見込みには,胎土目跡が４か所,底部

にも４か所確認できる。

近 38 は内野山窯産の銅緑釉蛇の目皿の底部と考えら

れる。胎土は灰白色で,黒色微粒子を多く含み,磁化して

いる。残部内面には銅緑釉を施し,見込みは蛇の目釉剥

ぎを行う。外面は高台脇に透明釉が掛けられ,高台は露

胎する。畳付きには砂目跡が２か所見られ,銅緑釉が微

粒子状に付着する。また,色調差から見込み釉剥ぎ範囲

に目跡と思しきものが２か所見受けられる。

近 39 は素地に文様を陰刻し,白土を充填（象嵌）して,

残部全面に透明釉をかけた皿である。見込み中心より花

文,二重圏線を象嵌し,圏線から口縁部方向にかけて白化

粧土を横方向に刷毛塗した上で,波状文を掻き取って表

している。見込みに２か所,畳付きに２か所砂目跡が見

られる。龍門司系。

近 40 は灯明皿で,外面胴部から底部以外は全面施釉さ

れており,浅黄色を呈する白釉を掛けた上から暗オリー

ブ色を呈する灰釉を施した後,口唇部の釉薬を掻き取る。

外面には間隔の狭い轆轤目が多く残る。見込みでは４か

所,円形状に釉剥ぎがなされ,底部にも４か所目跡が残

る。底部には右回転の糸切り痕が見られる。

近 41 は灯明皿の底部で,外面胴部と見込みに透明釉に

近い灰釉を施す。底部には糸切り痕が残り,煤も付着す

る。見込みには環状に砂目跡が見られるが,底面には目

跡は確認できない。ただし,底部縁には薄く釉薬が付着

している。窯詰めは,見込み内の砂目跡が環状であるこ

とから,高台を持つ他器種を近 41 の見込みに重ね積みし

ている。

近 42 ～ 44 は鉢の口縁部資料である。

近 42 の口縁部は内湾気味に立ち上がり,口縁下に突帯

が巡る。残部全面に浅黄色を呈する蕎麦釉を掛ける。釉

薬に非晶質部分はほぼ無く,質感はマットで光沢は少な

い。胎土は磁化している。口唇部に２か所目跡が見られ

る。

近 43 の口縁部は外側に折り返し,丸くおさめる。残部

全面に鉄釉を掛ける。胎土は磁化している。口唇部に重

ね積みの痕跡有り。

近 44 の口縁部は外側に折り返し,玉縁状に仕上げる。

器形は口縁下の胴部上端で張り出す。施釉は口唇部上端

から口縁玉縁状部の範囲で白釉を掛け,上から透明に近

い灰釉を施す。細かい貫入が見られる。胎土は磁化して

いる。山元窯産。

近 45 ～ 48 は苗代川系の鉢で,近 45 ～ 47 は口縁から

胴部の,近 48 は口縁から底部の資料となる。共通項とし

て近 45 ～ 48 ともに,施釉は残部全面（近 48 は底部以外

全面）に鉄釉（オリーブ色基調）を掛けた後,口唇部の釉

薬を掻き取る。胎土には石英等の鉱物（径５mm以下）が一

定量含まれる。口縁部上端を内側に折り返すもの近 45

～ 48 と,外側に折り返すもの近 49 ～ 51 とがある。

近 45 の口縁部は,外から内側に折り返し,ナデ調整に

より内面口唇部上端をやや内側に張り出させ,T字状とな

る。口唇部は平坦に仕上げる。口縁下に沈線を巡らすこ

とで,突帯状の隆起を作る。

近 46 の口縁部は外から内側に折り返し,逆L字状とな

る。折り返した先端はナデ消さず,段として残す。口唇

部上端は平坦である。口縁下に沈線を巡らすことで,突

帯状の隆起を作る。器形は隆起線の直下より内側に屈曲

する。

近 47 の口縁部は外から内側に折り返し,逆L字状とな

る。口唇部上端は平坦で,内側はやや張り出す。口縁下に

微隆起線が巡る。

近 48 の口縁部は外から内側に折り返し,逆L字状とな

る。口唇部上端は平坦で,内側はやや張り出す。口縁下

に微隆起線が巡る。器壁内外面に間隔の狭い轆轤目が多

く残る。底部内面に釉薬を剥いだ痕跡が２か所見られる

が,目跡等の痕跡は無い。口唇部にはコマの痕跡が２か

所残る。

近 49・50 の口縁部はともに外側に折り返し,口唇部上

端は平坦で,内側には強く張り出すT字状となる。

近 51 の口縁部は外側に折り返し,逆L字状となる。ま

た,口縁部下端をナデにより傾斜させ,断面三角形を呈す

る。口唇部上端はやや丸みを帯びている。口縁下に沈線

が巡る。

近 52 ～ 56 は苗代川系の擂鉢で,近 52 ～ 54 は口縁部

から胴部,近 55・56 は胴部から底部資料である。共通項

としては,胎土は赤褐色を基調とし,石英等の鉱物（１mm

以下）を含む。近 54 を除き施釉は鉄釉でオリーブ色を基

調とする。

近 52 は口縁部を外側に折り返し逆L字状となる。口唇

部上端はゆるい段を持ちつつ平坦に仕上げる。内面全体

にスリメが施される。内面胴部以外全面に鉄釉を施し,

口唇部は釉薬を掻き取る。口唇部にコマの痕跡が１か所

見られる。

近 53 は注口部を持つ。残部全面に鉄釉を施した後,注

口部を除く口唇部の釉薬を掻き取る。口縁下に突帯を持

つ。スリメは, １単位 1.5cm幅の８条で,内面全体に施さ

れる。

近 54 の口縁部は外から内側に折り返し,口唇部上端は

ゆるく段を持ちつつ平坦に仕上げ,内側はやや張り出す

T字状となる。施釉は残部全面に鉄砂釉を掛けた上から,

外面に蕎麦釉を施している。口唇部の釉薬は掻き取られ
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る。外面,内面とも間隔の狭い轆轤目が多く,スリメは１

単位 1.2cm幅の５条で内面全体に施される。

近 55 の施釉は,外底面と内面を除く外面胴部に鉄砂釉

を掛けた上から蕎麦釉を施す。

近 56 の施釉は残部全面に鉄釉を掛ける。外底面に貝

目が１か所見られる。

近 57 は擂鉢底部である。施釉は残部全面に褐釉を掛

けている。釉薬は非晶質部分が少なく,質感はマットで,

光沢は少ない。外底面に貝目が１か所見られる。

近 58 は素焼きの植木鉢底部で,内外の器面,さらには

断面にまで煤や炭化物が付着していることから,破損後

に火を受けている。

近 59 は高台を持つ胴丸形の小壺である。胴部から高

台脇まで白化粧土を施した後,縞状に掻き取る。その上

から銅緑釉及び褐釉を掛け流す。胴部に透明釉は施され

ない。高台内面に縮緬皺が見られる。肥前武雄系か。

近 60・61 は胎土色や含有鉱物,器面の調整が近似する

ことから同一の個体であり,琉球産の無釉陶器耳付壺と

考えられる。

近 60 は無釉陶器耳付壺の胴部である。胎土は赤褐色

で非常に良く焼き締まる。肩部に耳の痕跡があり,胴部

に沈線が２条巡る。

近 61 は底部で,底部と胴部の境を面とりする。

近 62 ～ 66 は苗代川系の甕または壺の資料である。共

通項としては,胎土は暗赤褐色を基調とし,石英等の鉱物

（１mm以下）を含む。近 66 を除き施釉は鉄釉だが,色調は

いずれもオリーブ色を基調とする。

近 62 ～ 64 は口縁部と底部資料であり,それぞれの個

体の釉薬や胎土の特徴,また器面に付着する灰白色を呈

する結晶が同質のものであることから同一個体としてま

とめて特徴を述べる。口縁部は外側に折り返した後,上

下に肥厚させる。口唇部は内側に張り出し,上端は平坦

に仕上げる。口縁下には突帯が２条巡る。施釉は残部全

面に鉄釉を掛け,口唇部,外底面,内面の口縁部と肩部の

境で釉薬の搔き取りを行う。目跡は外底面に２か所,口

唇部に２か所確認できる。器面に灰白色を呈する結晶が

広く付着しており,口縁部から胴部（近 62）では内外面と

もに,底部付近（近 63・64）では外面に確認できる。

近 65 は口縁部であり,外側に折り返した後,先端をナ

デ調整により上下に肥厚させ,口唇部内側は強く張り出

すことでT字状となる。口唇部外側は溝縁状となる。口唇

部は内側が高く,ゆるく湾曲しながら外側に至る。折り

返し部断面には三角形状の隙間が生じる。鉄釉を残部全

面に施した後,口唇部の釉薬を搔き取る。

近 66 は底部であり,残部全面に灰釉を掛けた後,外底

面の釉薬を掻き取る。外面がオリーブ色を呈しているの

に対し,内面は釉薬が熔融しきれず,釉薬中の成分が白色

の結晶として析出しており,灰白色がかり光沢も少ない。

近 67 は甕または壺の胴部である。焼成は良好で,胎土

は灰赤色土と灰白色土がマーブル模様のように重なり合

う。内面の当て具痕より,成形はタタキ技法であること

がわかるが,当て具の痕跡はヨコナデ調整によりナデ消

され不明瞭である。施釉は,残部全面に鉄砂釉を施し,外

面はその上から黄褐色を呈する灰釉を部分的に掛け流

す。両面とも顕微鏡下では金属質の光沢を持つ結晶の析

出が確認でき,非晶質部分はほぼ無く,よって,器面の質

感はマットである。

近 68 は瓶か壺の胴部から底部であり,胎土は灰色で非

常に緻密であり,器壁は３～４mmと薄い。還元焔焼成で

ある。

近 69 は土瓶の注口部である。三角形状の耳を持ち,茶

止め穴は上段に１つ,下段に２つの計３つある。施釉は

残部外面と茶止め穴の周辺部に鉄釉を施すが,下段の茶

止め穴付近では釉薬が熔融しきれず,釉薬中に溶けきれ

なかった成分が白色の結晶として析出している。

近 70 は丸形の器形を呈する土瓶あるいは鍋の口縁部

から胴部である。残部内外胴部最大径以下以外全面に灰

釉を施し,口唇部は釉薬を掻き取る。外面は釉薬中に非

晶質部分が少なく光沢も僅かだが,内面は非晶質部分が

ほぼ無く,光沢も無い。直火に掛けられた痕跡として,外

面胴部最大径以下に煤や炭化物が付着する。

近 71 は宝珠形のつまみを有する蓋の天井部である。

残部全面外面に鉄釉を施す。

近 72 はつまみ部が欠損している土瓶蓋で,残部庇から

天井部まで灰釉を施す。重ね積みの痕跡として,天井部

と肩部境で環状に色調の濃淡が変化し,かつ他の個体の

胎土跡が残る。内面には煤が付着する。

近 73 は白薩摩の口縁部あるいは脚部資料である。灰

白色の胎土に透明釉を残部全面に施し,口唇部（口縁部

資料の場合）あるいは畳付き（脚部資料の場合）,内面の

一部の釉薬を掻き取る。

近 74 は土師質土器で,内面口唇部上端から底部に向

かって（縦方向）,断面三角形状の突帯が付く。口唇部と

突帯の接合箇所では,ナデ調整で丁寧に接合痕を消して

いる。外面には雷文が見られる。形態から七輪等の加熱

器の部品か。

近 75 は土師質土器の器台であり,底部に１か所穿孔が

ある。口唇部内面に煤が付着しているが,他の部位に付

着は見られない。内外面ともにヨコナデ調整がなされ,

胎土には１～２mm大の鉱物（石英,雲母他）が多く見ら

れる。



第２-285図　包含層出土遺物(陶磁器①)

0 10cm( 1 : 3 )

近32

近31
二点破線内：鉄釉

近30

近29

近28

近27

二点破線：白化粧土境

近26
二点破線：白化粧土と泥漿(灰色）境

近25
二点破線：白化粧土と泥漿(灰色）境

近24

近23

近22

− 412 −



第２-286図　包含層出土遺物(陶磁器②)
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第２-287図　包含層出土遺物(陶磁器③)
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第２-288図　包含層出土遺物(陶磁器④)
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第２-289図　包含層出土遺物(陶磁器⑤)
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・
磁
化

透
明
釉
/
白
化
粧
土

高
台
内
面
以
外
残
部
全
面

（
畳
付
欠
損
）

無
加
治
木
・

姶
良
系

貫
入

近
2
8

陶
器

碗
-

4
.
0

-
橙
/
白
色
微
粒
子
含
む

鉄
釉
:
黒
褐

畳
付
・
高
台
内
面
以
外
残
部
全
面

有
元
立
院
系

-

近
2
9

陶
器

碗
8
.
9

3
.
8

3
.
9

褐
灰
/
磁
化

鉄
釉
（
黒
褐
）
:
外
面
胴
部
～
高
台
外

褐
釉
（
褐
）
　
:
外
面
口
縁
・
胴
一
部
・
高
台
外
一
部
・

	
見
込
釉
剥
ぎ
縁

畳
付
・
高
台
内
面
以
外
残
部
全
面

有
元
立
院
系

見
込
釉
剝
部
:
他
個
体
の
畳
付
痕
跡

畳
　
　
　
付
:
他
個
体
の
胎
土
付
着

高
　
台
　
外
:
指
跡
１
か
所

近
3
0

陶
器

碗
-

4
.
8

-
黒
褐
/
磁
化

鉄
釉
（
黒
褐
）
:
畳
付
以
外
全
面

褐
釉
（
褐
）
　
:
見
込
釉
剥
ぎ
縁

畳
付
以
外
残
部
全
面

有
元
立
院
系

見
込
釉
剝
部
:
他
個
体
の
畳
付
痕
跡

畳
　
　
　
付
:
他
個
体
の
胎
土
付
着
、

	
	

釉
薬
掻
き
取
り

高
　
台
　
外
:
指
跡
２
か
所

近
3
1

陶
器

碗
-

3
.
9

-
灰
白
/
磁
化

鉄
　
釉
（
黒
　
褐
）
:
畳
付
～
高
台
内
面
・
見
込
以
外

鉄
砂
釉
（
暗
赤
褐
）
:
畳
付
～
高
台
内
面
以
外

灰
釉
（
オ
リ
ー
ブ
黒
）
:
蛇
の
目
・
高
台
内
面

畳
付
以
外
残
部
全
面

有
龍
門
司
系

見
込
:
他
個
体
の
畳
付
痕
跡

近
3
2

陶
器

碗
-

5
.
1

-
に
ぶ
い
橙
/
磁
化

鉄
釉
:
黒
褐

高
台
外
・
高
台
以
外
残
部
全
面

有
龍
門
司
系

見
込
:
他
個
体
の
畳
付
痕
跡
?

畳
付
:
重
ね
積
み
に
よ
る
色
調
差

２ ｜ 2
8
6

近
3
3

陶
器

碗
-

5
.
2

-
橙
色

鉄
釉
:
褐
灰

高
台
外
・
高
台
以
外
残
部
全
面

有
龍
門
司
系

見
込
:
他
個
体
の
畳
付
痕
跡

近
3
4

陶
器

仏
飯
器

8
.
8

5
.
2

6
.
2

灰
白
/
橙
（
焼
成
ム
ラ
)

黒
色
微
粒
子
多
い

鉄
釉
:
黄
褐

脚
部
下
位
よ
り
底
部
以
外

有
龍
門
司
系

-

近
3
5

陶
器

仏
飯
器

8
.
6

-
-

灰
白
/
橙
（
焼
成
ム
ラ
)

黒
色
微
粒
子
多
い

鉄
釉
:
黄
褐

残
部
全
面

有
龍
門
司
系

-

近
3
6

陶
器

皿
-

3
.
9

-
赤
褐

/
黒
色
微
粒
子
含
む

藁
灰
釉
:
灰
白

高
台
脇
・
高
台
以
外
残
部
全
面

無
唐
津

（
1
6
c
末
?
)

内
底
面
：
胎
土
目
跡
３
か
所

外
底
面
：
胎
土
目
跡
２
か
所

片
薄
高
台
・
縮
緬
皺

近
3
7

陶
器

皿
1
0
.
9

3
.
6

3
.
5

赤
褐

/
黒
色
微
粒
子
含
む

藁
灰
釉
:
灰
白

外
面
:
口
縁
部
か
ら
胴
部
、
一
部
底
部

内
面
:
口
唇
部
除
く
残
部
全
面

無
唐
津

（
1
6
c
末
?
)

内
底
面
：
胎
土
目
跡
４
か
所

外
底
面
：
胎
土
目
跡
４
か
所

碁
笥
底
・
縮
緬
皺
・
口
唇
部
鉄
塗

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
（
皮
鯨
手
)

近
3
8

陶
器

皿
-

4
.
8

-
灰 /
黒
色
微
粒
子
含
む
・
磁
化

内
面
:
銅
緑
釉
（
暗
オ
リ
ー
ブ
)

外
面
:
透
明
釉

内
面
:
残
部
全
面

外
面
:
高
台
脇
・
高
台
以
外
残
部
全
面

有
内
野
山
窯

畳
付
:
砂
目
跡
２
か
所

	
	
	
	
:
緑
釉
付
着

見
込
:
目
跡
２
か
所
?

近
3
9

陶
器

皿
-

4
.
4

-
暗
赤
灰

透
明
釉
/
白
化
粧
土

残
部
全
面

無
龍
門
司
系

見
込
:
砂
目
跡
２
か
所

畳
付
:
砂
目
跡
２
か
所

象
嵌
（
三
島
手
)

近
4
0

陶
器

灯
明
皿

1
0
.
2

4
.
7

2
.
6
5

に
ぶ
い
赤
褐

灰
釉
:
暗
オ
リ
ー
ブ

白
釉
:
浅
黄

口
唇
部
・
外
面
胴
部
か
ら
底
部
以
外
残
部
全
面

無
元
立
院
系

内
底
面
:
釉
剥
ぎ
部
４
か
所

外
底
面
:
目
跡
４
か
所

底
　
部
:
糸
切
痕
（
右
回
転
)

近
4
1

陶
器

灯
明
皿

-
4
.
8

-
に
ぶ
い
橙

透
明
に
近
い
灰
釉
:
褐
色

内
面
と
外
面
胴
部
一
部
に

無
薩
摩

見
　
込
:
同
心
円
状
に
砂
目
付
着

底
部
縁
:
釉
薬
付
着

外
　
面
:
煤
付
着

底
　
部
:
糸
切
り
痕
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表
２
-1
0
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包
含
層
出
土
近
世
遺
物

図
番
号

遺
物

番
号

遺
物

種
別

器
種

法
量
（
c
m
）

胎
土
色
/
特
徴

釉
薬
：
色
調
/
他

施
釉
部
位

見
込
:
蛇
の

目
釉
剥
ぎ

産
地

備
考

口
径

底
径

器
高

２ ｜ 2
8
7

近
4
2

陶
器

鉢
1
8
.
0

-
-

褐
灰
/
磁
化

蕎
麦
釉
:
浅
黄

残
部
全
面

-
-

-

近
4
3

陶
器

鉢
-

-
-

褐
灰
/
磁
化

鉄
釉
:
褐

残
部
全
面

-
加
治
木
・

姶
良
系

-

近
4
4

陶
器

鉢
1
4
.
4

-
-

灰
白

透
明
に
近
い
灰
釉
（
灰
白
）
:
口
縁
部
か
ら
胴
部

白
釉
（
白
）
:
口
唇
部
か
ら
口
縁
玉
縁
状
部

残
部
全
面

-
山
元
窯

-

近
4
5

陶
器

鉢
-

-
-

に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以

外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
4
6

陶
器

鉢
2
7
.
0

-
-

に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以

外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
4
7

陶
器

鉢
2
5
.
0

-
-

黄
灰
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以

外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
4
8

陶
器

鉢
2
4
.
0

1
4
.
0

1
2
.
5

明
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
に
ぶ
い
赤
褐

底
部
外
面

・
口
唇
部
以
外
残
部
全
面

無
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

:
コ
マ
目
跡
２
か
所

近
4
9

陶
器

鉢
3
2
.
4

-
-

に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
灰
オ
リ
ー
ブ

口
唇
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
5
0

陶
器

鉢
-

-
-

に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
5
1

陶
器

鉢
-

-
-

赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
5
2

陶
器

擂
鉢

-
-

-
に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
・
内
面
胴
部
一
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
コ
マ
目
跡
１
か
所

近
5
3

陶
器

擂
鉢

-
-

-
に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

ス
リ
メ
単
位
:
1
.
5
c
m
幅
に
８
条

近
5
4

陶
器

擂
鉢

-
-

-
黒
褐
色
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
砂
釉
:
外
・
内
面

蕎
麦
釉
（
灰
オ
リ
ー
ブ
）
:
外
面

口
唇
部
以
外
残
部
全
面

-
苗
代
川
系

ス
リ
メ
単
位
:
1
.
2
c
m
幅
に
５
条

２ ｜ 2
8
8

近
5
5

陶
器

擂
鉢

-
1
3
.
0

-
に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
砂
釉
:
暗
赤
褐

底
部
・
内
面
以
外
残
部
全
面

無
苗
代
川
系

底
部
か
ら
胴
部
方
向
に
３
条
釉
薬
を
拭
き

取
っ
た
よ
う
な
痕
跡
あ
り

近
5
6

陶
器

擂
鉢

-
9
.
3

-
に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
（
径
１
m
m
以
下
）
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

残
部
全
面

無
苗
代
川
系

外
底
面
:
貝
目
跡
１
か
所

近
5
7

陶
器

擂
鉢

-
1
5
.
2

-
黄
灰
/
浅
黄
（
焼
ム
ラ
）

褐
釉
:
に
ぶ
い
赤
褐
色

残
部
全
面

無
-

外
底
面
:
貝
目
跡
１
か
所

近
5
8

陶
器

植
木
鉢

-
1
1
.
6

-
暗
赤
褐
色

-
-

-
-

内
面
炭
化
物
付
着

近
5
9

陶
器

小
壺

-
-

5
.
8

に
ぶ
い
赤
褐

白
化
粧
土

外
面
掛
流
:
銅
緑
釉
、
褐
釉

胴
部
か
ら
高
台
に
掛
け
流
す

-
肥
前
武
雄
系

二
彩
手

高
台
内
面
:
縮
緬
皺

近
6
0

無
釉

陶
器

耳
付
壺

-
-

-
赤
褐
/
良
く
焼
き
し
ま
る

-
-

-
琉
球
産

耳
痕
あ
り
・
沈
線
２
条

内
外
面
:
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

近
3
6
・
3
7
同
一
個
体
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表
２
-1
0
6
-3
　
包
含
層
出
土
近
世
遺
物

図
番
号

遺
物

番
号

遺
物

種
別

器
種

法
量
（
c
m
）

胎
土
色
/
特
徴

釉
薬
：
色
調
/
他

施
釉
部
位

見
込
:
蛇
の

目
釉
剥
ぎ

産
地

備
考

口
径

底
径

器
高

２ ｜ 2
8
9

近
6
1

無
釉

陶
器

耳
付
壺

-
-

-
赤
褐
/
良
く
焼
き
し
ま
る

-
-

-
琉
球
産

内
外
面
:
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

近
3
6
・
3
7
同
一
個
体

近
6
2

陶
器

甕
o
r
壺

2
4
.
0
	

-
-

暗
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以
外
全
面

-
苗
代
川
系

口
唇
部
:
目
跡
2
か
所

近
3
8
・
4
0
・
4
8
同
一
個
体

近
6
3

陶
器

甕
o
r
壺

-
1
5
.
6

-
黒
褐
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

底
外
面
以
外
全
面

-
苗
代
川
系

外
底
面
:
釉
薬
掻
き
取
り

　
　
　
:
目
跡
1
か
所

近
3
8
・
4
0
・
4
8
同
一
個
体

近
6
4

陶
器

甕
o
r
壺

-
2
0
.
0

-
黒
褐
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

底
外
面
以
外
全
面

-
苗
代
川
系

外
底
面
:
釉
薬
掻
き
取
り

　
　
　
:
目
跡
1
か
所

近
3
8
・
4
0
・
4
8
同
一
個
体

近
6
5

陶
器

甕
o
r
壺

-
-

-
に
ぶ
い
赤
褐
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

鉄
釉
:
オ
リ
ー
ブ
黒

口
唇
部
以
外
全
面

-
苗
代
川
系

-

近
6
6

陶
器

甕
o
r
壺

-
1
2
.
4

-
暗
赤
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

灰
釉
:
灰
オ
リ
ー
ブ

底
外
面
以
外
全
面

-
苗
代
川
系

外
底
面
:
釉
薬
掻
き
取
り

近
6
7

陶
器

甕
o
r
壺

-
-

-
灰
赤
と
灰
白
が
マ
ー
ブ
ル
状
に
重
な
る

鉄
砂
釉
:
灰
赤
と
黒
(
外
面
)

　
　
　

	
灰
褐
(
内
面
)

全
面

-
-

外
面
：
連
続
す
る
弧
状
文

内
面
：
タ
タ
キ
痕
　
　
　

近
6
8

陶
器

壺
o
r
瓶

-
8
.
6

-
灰
/
緻
密

-
-

-
-

胴
部
下
部
:
指
紋
付
着

内
外
面
:
ヨ
コ
ナ
デ

近
6
9

陶
器

水
注

注
口
部

-
-

-
橙
/

石
英
等
鉱
物
(
径
1
m
m
以
下
)
含
む

鉄
釉
:
褐

残
部
全
面

-
苗
代
川
系

茶
止
め
穴
:
3
個

(
上
段
1
個
、
下
段
2
個
)

近
7
0

陶
器

土
瓶
o
r
鍋

1
0
.
2

-
-

に
ぶ
い
黄
褐

灰
釉
:
灰
白

口
唇
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